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4.4.4.2 複数の新規利水対策案の立案 

(1) 新規利水対策案の組合せの考え方 

新規利水対策案の検討において、検証要領細目で示された方策のうち、鳴瀬川流

域に適用可能な 6 方策を組合せ、できる限り幅広い対策案を立案する。対策案の立

案は、鳴瀬川流域の利水の特徴を踏まえて検討する。 

なお、「水源林の保全」、「渇水調整の強化」、「節水対策」については、効果を定量

的に見込むことはできないが、効果にかかわらず行うべきと考えられるため、全て

の新規利水対策案に共通するものとしている。 

新規利水対策案の分類の考え方は以下のとおりである。 

 

分類１：検証対象ダムを中心とする方策の組合せ 

 鳴瀬川流域には、既設ダム（漆沢ダム、二ツ石ダム）、検証対象ダム（田川ダム、

筒砂子ダム）の計 4 つのダムがあることから、既設ダムの活用及び検証対象ダムの

再編を取り入れた新規利水対策を検討する。 

 主な方策※：ダム（ダム計画再編）、ダム再開発、他用途ダム容量の買い上げ 

 

 

分類２：利水専用ダムを中心とする対策の組合せ 

 検証対象ダム（田川ダム、筒砂子ダム）で計画していた新規利水開発容量を利水

専用ダムにより確保する場合について検討する。 

 主な方策※：ダム（利水専用ダム） 

 

 

分類３：ダム以外の方策を中心とする対策の組合せ 

 検証対象ダム（田川ダム、筒砂子ダム）で計画していた新規利水開発容量をダム

以外の方策により確保する場合について検討する。 

 主な方策※：堰、河道外貯留施設 

※「ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目」で示されている方策 
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(2) 新規利水対策案の選定の考え方 

分類ごとに、新規利水対策案の選定を行う。 
 

1) 検証対象ダムを中心とする方策の組合せ（分類１） 

「検証対象ダムによる組合せ」として、ダム規模の拡大を含め、何れか一方の

検証対象ダム（田川ダム、筒砂子ダム）で必要量を確保することとし、現計画で

不足する容量については組合せを検討する。「検証対象ダムを中心とした組合せ」

として、何れか一方の検証対象ダム（現計画規模）と他の方策との組合せを検討

する。 

 → 田川ダムによる組合せ 

 → 筒砂子ダムによる組合せ 

 → 田川ダムを中心とした組合せ 

 → 筒砂子ダムを中心とした組合せ 

 

2) 利水専用ダムを中心とする方策の組合せ（分類２） 

利水専用ダムにより必要量を確保する「利水専用ダムによる組合せ」と、利水

専用ダムとその他の方策との組合せにより必要量を確保する、「利水専用ダムを中

心とした組合せ」を検討する。 

 → 利水専用ダムによる組合せ 

 → 利水専用ダムを中心とした組合せ 

 

3) ダム以外の方策を中心とする組合せ（分類３） 

検証対象ダム以外の方策として、「中流部堰を中心とした組合せ」、「河道外貯留

施設を中心とした組合せ」を検討する。 

 → 中流部堰を中心とした組合せ 

 → 河道外貯留施設を中心とした組合せ 
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(3) 新規利水対策案のケース選定 

1) 検証対象ダムを中心とする方策の組合せ 

検証対象ダムを中心とする方策の組合せのうち、a)、b）については、不足する容量

の確保方策として既存施設を比較的大規模な工事を行わずに活用できる「ため池（か

さ上げ）」とした。 

 

a) 田川ダムによる組合せ 

検証対象の 2 ダムのうち田川ダムのみを建設する。不足する容量について既設

ため池のかさ上げ、田川ダムの計画容量増の方策を組合せて確保する案を検討す

る。 

◆田川ダム＋ため池［かさ上げ］ ・・・ケース 2 

◆田川ダムかさ上げ       ・・・ケース 3 

 
 

b) 筒砂子ダムによる組合せ 

検証対象の 2 ダムのうち筒砂子ダムのみを建設する。不足する容量について既

設ため池のかさ上げ、筒砂子ダムの計画容量増の方策を組合せて確保する案を検

討する。 

◆筒砂子ダム＋ため池［かさ上げ］ ・・・ケース 4 

◆筒砂子ダムかさ上げ       ・・・ケース 5 

 

c) 田川ダムを中心とした組合せ 

検証対象の 2 ダムのうち田川ダムのみを現計画規模で建設する。不足する容量

について新たな方策を組合せて確保する案を検討する。 

◆田川ダム＋中流部堰＋河道外貯水池＋ため池［かさ上げ］  ・・・ケース 6 

◆田川ダム＋ダム再開発＋ため池［かさ上げ］        ・・・ケース 7 

◆田川ダム＋他用途ダム容量買い上げ＋ため池［かさ上げ］  ・・・ケース 8 

◆田川ダム＋河道外調整池＋ため池［かさ上げ］       ・・・ケース 9 

 

d) 筒砂子ダムを中心とした組合せ 

検証対象の 2 ダムのうち筒砂子ダムのみを現計画規模で建設する。不足する容

量について新たな方策を組合せて確保する案を検討する。 

◆筒砂子ダム＋中流部堰＋河道外貯水池＋ため池［かさ上げ］  ・・・ケース 10 

◆筒砂子ダム＋ダム再開発＋ため池［かさ上げ］        ・・・ケース 11 

◆筒砂子ダム＋他用途ダム容量買い上げ＋ため池［かさ上げ］  ・・・ケース 12 

◆筒砂子ダム＋河道外調整池＋ため池［かさ上げ］       ・・・ケース 13 
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2) 利水専用ダムを中心とした方策の組合せ 

a) 利水専用ダムによる組合せ 

検証対象の 2 ダムのうちコスト面で優位である筒砂子ダムサイトに利水専用

ダムを建設して必要量を確保する案を検討する。 

◆利水専用ダム                       ・・・ケース 14 

 

b) 利水専用ダムを中心とした組合せ 

検証対象ダム以外の方策を組合せ、不足する容量について、検証対象の２ダム

のうちコスト面で優位である筒砂子ダムサイトに利水専用ダムを建設して確保

する案を検討する。 

◆利水専用ダム＋中流部堰＋ため池［かさ上げ］        ・・・ケース 15 

◆利水専用ダム＋河道外貯水池＋ため池［かさ上げ］      ・・・ケース 16 

◆利水専用ダム＋ダム再開発＋ため池［かさ上げ］       ・・・ケース 17 

◆利水専用ダム＋他用途ダム容量買い上げ＋ため池［かさ上げ］ ・・・ケース 18 

◆利水専用ダム＋河道外調整池                ・・・ケース 19 

 

 

3) ダム以外の方策を中心とした組合せ 

a) 中流部堰を中心とした組合せ 

検証対象ダム以外の方策として中流部堰を中心に必要量を確保する案を検討

する。 

◆中流部堰＋河道外貯水池＋ため池［かさ上げ］           ・・・ケース 20 

◆中流部堰＋ダム再開発＋ため池［かさ上げ］            ・・・ケース 21 

◆中流部堰＋河道外貯水池＋他用途ダム容量買い上げ＋ため池［かさ上げ］・・・ケース 22 

◆中流部堰＋河道外調整池＋ため池［かさ上げ］           ・・・ケース 23 

 

b) 河道外貯留施設を中心とした組合せ 

検証対象ダム以外の方策として、河道外貯水池、河道外調整池のどちらか、あ

るいは双方を含めながら必要量を確保する案を検討する。 

◆河道外貯水池＋河道外調整池＋ため池［かさ上げ］          ・・・ケース 24

◆河道外貯水池＋ため池［かさ上げ］                 ・・・ケース 25

◆河道外調整池＋中流部堰＋他用途ダム容量買い上げ＋ため池［かさ上げ］・・・ケース 26
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(4) 新規利水対策案の立案 

新規利水対策案について、鳴瀬川流域に適用する方策として、現計画を含む以下

の 9 方策を抽出した。抽出した方策は表 4-32 に示す組合せにより、25 ケースの新

規利水対策案を検討する。 

 

表 4-31 9 方策の施設規模 

No 方 策 施 設 名 開発可能容量(千 m3) 

田川ダム 5,700 
1 現計画 

筒砂子ダム 2,130 

田川ダム 7,830 
2 計画ダムかさ上げ 

筒砂子ダム 7,830 

田川ダムサイト 7,830 
3 利水専用ダム 

筒砂子ダムサイト 7,830 

12.3km 付近 930 

28.9km 付近 180 4 河口堰（中流部堰） 

39.5km 付近 1,710 

L1 遊水地 1,590 

L2 遊水地 2,010 5 

貯

水

池 R1 遊水地 6,320 

6 

河道外貯留施設 

（貯水池） 調

整

池 

 7,830 

漆沢ダム 1,570 
7 

ダム再開発 

（掘削） 二ツ石ダム 2,030 

8 
他用途ダム容量 

買い上げ 
漆沢ダム 5,600 

長沼ため池 900 
9 ため池かさ上げ 

孫沢ため池 2,340 

   注：開発可能容量は各方策の必要依存量 
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合
せ

ダ
ム
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【田川ダムによる組合せ】 

新規利水対策案：ケース 2 田川ダム＋ため池［かさ上げ］ 

           （田川ダム＋孫沢ため池かさ上げ） 

 

【対策案の概要】 
○ 田川ダムを現計画で建設する。 
○ 筒砂子ダムの代替として、孫沢ため池をかさ上げして 2,130 千 m3 を確保する。 
○ 筒砂子ダム供給区域に補給するため、田川から鳴瀬川へ導水路を新設する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設諸元】 
（新設）田川ダム（ダム高 H=85.0m、V=5,700 千 m3） 
（改築）孫沢ため池かさ上げ（かさ上げ高 H=9.2m、V=2,130 千 m3） 
（新設）導水路（田川→鳴瀬川）（L=6,800m） 

 

利水容量（既設）

ため池かさ上げ

かさ上げ

利水容量（増分）

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

※ダム貯水池容量配分は必要依存量に  
貯水池の回転率を考慮した値  

※新規利水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については平成 22 年度時点のものであり、今後変更があり得るものである  

有効貯水容量
13,280千m3

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

洪水調節容量5,000千m3

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

堆砂容量 1,200千m3

85.0m

有効貯水容量
13,280千m3

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

洪水調節容量5,000千m3

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

堆砂容量 1,200千m3

85.0m

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

洪水調節容量5,000千m3

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

堆砂容量 1,200千m3

85.0m

鳴瀬川

吉田川

新江合川

石巻湾

長沼ため池

田川ダム

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

導水路
（田川→鳴瀬川上流）

現計画

孫沢ため池

孫沢ため池かさ上げ

導水路
（田川→鳴瀬川上流新設)

導水路断面
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【田川ダムによる組合せ】 

新規利水対策案：ケース 3 田川ダムかさ上げ 

    

【対策案の概要】 

○ 筒砂子ダムの代替として、田川ダムを現計画よりもかさ上げする。 
○ 筒砂子ダム供給区域に補給するため、田川から鳴瀬川へ導水路を新設する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設諸元】 

（新設）田川ダム（ダム高 H=87.7m、V=7,830 千 m3） 
（新設）導水路（田川→鳴瀬川）（L=6,800m） 

 

【現計画】 【かさ上げ】

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

※新規利水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については平成 22 年度時点のものであり、今後変更があり得るものである  

※ダム貯水池容量配分は必要依存量に  
貯水池の回転率を考慮した値  

有効貯水容量
13,280千m3

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

洪水調節容量5,000千m3

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

堆砂容量 1,200千m3

85.0m

有効貯水容量
13,280千m3

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

洪水調節容量5,000千m3

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

堆砂容量 1,200千m3

85.0m

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

洪水調節容量5,000千m3

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

堆砂容量 1,200千m3

85.0m

有効貯水容量
15,250千m3

総貯水容量
16,450千m3

田川ダム貯水池容量配分

洪水調節容量5,000千m3

利水容量 10,250千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 6,960千m3

堆砂容量 1,200千m3

87.7m

有効貯水容量
15,250千m3

総貯水容量
16,450千m3

田川ダム貯水池容量配分

洪水調節容量5,000千m3

利水容量 10,250千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 6,960千m3

堆砂容量 1,200千m3

87.7m

導水路
（田川→鳴瀬川上流新設)

導水路断面

鳴瀬川

吉田川

新江合川

石巻湾

長沼ため池

田川ダム

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

導水路
（田川→鳴瀬川上流）

現計画かさ上げ

孫沢ため池
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【筒砂子ダムによる組合せ】 

新規利水対策案：ケース 4 筒砂子ダム＋ため池［かさ上げ］ 

   （筒砂子ダムかさ上げ＋長沼及び孫沢ため池かさ上げ） 

 

【対策案の概要】 

○ 田川ダムの代替として、長沼及び孫沢ため池をかさ上げして 5,700 千 m3 のうち、
3,240 千 m3 を確保する。 

○ 不足分 2,460 千 m3 は、筒砂子ダムを現計画よりもかさ上げして確保する。 
○ 田川ダム供給区域に補給するため、二ツ石川から田川へ導水路を新設する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設諸元】 

（改築）孫沢ため池かさ上げ（かさ上げ高 H=10.0m V=2,340 千 m3） 
（改築）長沼ため池かさ上げ（かさ上げ高 H=8.0m、V=900 千 m3）  
（新設）筒砂子ダム（ダム高 H=105.2m、V=4,590 千 m3） 
（新設）導水路（二ツ石川→田川）（L=2,000m） 

 

 

 

有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量
31,400千m3

筒砂子ダム貯水池容量配分

洪水調節容量10,400千m3

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 2,100千m3

堆砂容量 2,500千m3

98.4m

有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量
31,400千m3

筒砂子ダム貯水池容量配分

洪水調節容量10,400千m3

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 2,100千m3

堆砂容量 2,500千m3

98.4m

有効貯水容量
30,980千m3

総貯水容量
33,480千m3

筒砂子ダム貯水池容量配分

洪水調節容量10,400千m3

利水容量 20,580千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 4,180千m3

堆砂容量 2,500千m3

105.2m

有効貯水容量
30,980千m3

総貯水容量
33,480千m3

筒砂子ダム貯水池容量配分

洪水調節容量10,400千m3

利水容量 20,580千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 4,180千m3

堆砂容量 2,500千m3

105.2m

有効貯水容量
30,980千m3

総貯水容量
33,480千m3

筒砂子ダム貯水池容量配分

洪水調節容量10,400千m3

利水容量 20,580千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 4,180千m3

堆砂容量 2,500千m3

105.2m

利水容量（既設）

ため池かさ上げ

かさ上げ

利水容量（増分）

【現計画】 【かさ上げ】

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

※新規利水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については平成 22 年度時点のものであり、今後変更があり得るものである  

※ダム貯水池容量配分は必要依存量に  
貯水池の回転率を考慮した値  

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

現計画かさ上げ

孫沢ため池かさ上げ

長沼ため池かさ上げ

導水路
（二ッ石川→田川上流）

鳴瀬川中流堰

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

現計画かさ上げ

孫沢ため池かさ上げ

長沼ため池かさ上げ

導水路
（二ッ石川→田川上流）

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

現計画かさ上げ

孫沢ため池かさ上げ

長沼ため池かさ上げ

導水路
（二ッ石川→田川上流）

鳴瀬川中流堰

導水路
(二ツ石川→田川上流)

導水路断面
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【筒砂子ダムによる組合せ】 

新規利水対策案：ケース 5 筒砂子ダムかさ上げ 

 

【対策案の概要】 

○ 田川ダムの代替として筒砂子ダムを現計画よりもかさ上げする。 
○ 田川ダム供給区域に補給するため、二ツ石川から田川へ導水路を新設する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設諸元】 

（新設）筒砂子ダム（ダム高 H=107.4m、V=7,830 千 m3） 
（新設）導水路（二ツ石川→田川）（L=2,000m） 

 
【現計画】 【かさ上げ】 

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

※新規利水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない 
※対策箇所や数量については平成 22 年度時点のものであり、今後変更があり得るものである 

※ダム貯水池容量配分は必要依存量に 
貯水池の回転率を考慮した値 

有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量
31,400千m3

筒砂子ダム貯水池容量配分

洪水調節容量10,400千m3

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 2,100千m3

堆砂容量 2,500千m3

98.4m

有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量
31,400千m3

筒砂子ダム貯水池容量配分

洪水調節容量10,400千m3

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 2,100千m3

堆砂容量 2,500千m3

98.4m

有効貯水容量
33,700千m3

総貯水容量
36,200千m3

筒砂子ダム貯水池容量配分

洪水調節容量10,400千m3

利水容量 23,330千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 6,900千m3

堆砂容量 2,500千m3

107.4m

有効貯水容量
33,700千m3

総貯水容量
36,200千m3

筒砂子ダム貯水池容量配分

洪水調節容量10,400千m3

利水容量 23,330千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 6,900千m3

堆砂容量 2,500千m3

107.4m

有効貯水容量
33,700千m3

総貯水容量
36,200千m3

筒砂子ダム貯水池容量配分

洪水調節容量10,400千m3

利水容量 23,330千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 6,900千m3

堆砂容量 2,500千m3

107.4m

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

現計画かさ上げ

導水路
（二ッ石川→田川上流）

鳴瀬川中流堰

導水路
(二ツ石川→田川上流)

導水路断面
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【田川ダムを中心とした組合せ】 

新規利水対策案：ケース 6 田川ダム＋中流部堰＋河道外貯水池＋ため池［かさ上げ］ 

   （田川ダム＋中流部堰） 

 

【対策案の概要】 

○ 田川ダムを現計画で建設し、筒砂子ダムを代替する施設はコスト面で優位となる「中流
部堰」、「河道外貯水池」、「ため池［かさ上げ］」の順に組合せを検討する。 

○ 中流部堰を新設して 2,130 千 m3を確保する。 
○ 筒砂子ダム供給区域に補給するため、田川から鳴瀬川へ導水路を新設する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設諸元】 

（新設）田川ダム（ダム高 H=85.0m、V=5,700 千 m3） 
（新設）中流部堰 V=2,130 千 m3（N=2 基） 
（新設）導水路（田川→鳴瀬川）（L=6,800m） 

 

利水容量

中流部堰（新設）

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

※新規利水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない 
※対策箇所や数量については平成 22 年度時点のものであり、今後変更があり得るものである 

※ダム貯水池容量配分は必要依存量に 
貯水池の回転率を考慮した値 

有効貯水容量
13,280千m3

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

洪水調節容量5,000千m3

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

堆砂容量 1,200千m3

85.0m

有効貯水容量
13,280千m3

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

洪水調節容量5,000千m3

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

堆砂容量 1,200千m3

85.0m

導水路
（田川→鳴瀬川上流新設)

導水路断面

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

導水路
（田川→鳴瀬川上流）

現計画

中流部堰
（39.5km）

中流部堰
（12.3km）
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【田川ダムを中心とした組合せ】 

新規利水対策案：ケース 7 田川ダム＋ダム再開発＋ため池［かさ上げ］ 

   （田川ダム＋孫沢ため池かさ上げ） 

 

【対策案の概要】 

○ 田川ダムを現計画で建設し、筒砂子ダムを代替する施設はコスト面で優位となる
「ため池［かさ上げ］」、「ダム再開発」の順に組合せを検討する。 

○ 孫沢ため池をかさ上げして 2,130 千 m3 を確保する。 
○ 筒砂子ダム供給区域に補給するため、田川から鳴瀬川へ導水路を新設する。 
○ 結果ケース２と同じ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設諸元】 

（新設）田川ダム（ダム高 H=85.0m、V=5,700 千 m3） 
（改築）孫沢ため池かさ上げ（かさ上げ高 H=9.2m、V=2,130 千 m3） 
（新設）導水路（田川→鳴瀬川）（L=6,800m） 

 

利水容量（既設）

ため池かさ上げ

かさ上げ

利水容量（増分）

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

※新規利水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については平成 22 年度時点のものであり、今後変更があり得るものである  

※ダム貯水池容量配分は必要依存量に  
貯水池の回転率を考慮した値  

有効貯水容量
13,280千m3

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

洪水調節容量5,000千m3

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

堆砂容量 1,200千m3

85.0m

有効貯水容量
13,280千m3

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

洪水調節容量5,000千m3

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

堆砂容量 1,200千m3

85.0m

鳴瀬川

吉田川

新江合川

石巻湾

長沼ため池

田川ダム

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

導水路
（田川→鳴瀬川上流）

現計画

孫沢ため池

孫沢ため池かさ上げ

導水路
（田川→鳴瀬川上流新設)

導水路断面
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【田川ダムを中心とした組合せ】 

新規利水対策案：ケース 8 田川ダム＋他用途ダム容量買い上げ＋ため池［かさ上げ］ 

   （田川ダム＋孫沢ため池かさ上げ） 

 

【対策案の概要】 

○ 田川ダムを現計画で建設し、筒砂子ダムを代替する施設はコスト面で優位となる
「ため池[かさ上げ]」、「他用途ダム容量買い上げ」の順に組合せを検討する。 

○ 孫沢ため池をかさ上げして 2,130 千 m3 を確保する。 
○ 筒砂子ダム供給区域に補給するため、田川から鳴瀬川へ導水路を新設する。 
○ 結果ケース７（ケース２）と同じ。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設諸元】 

（新設）田川ダム（ダム高 H=85.0m、V=5,700 千 m3） 
（改築）孫沢ため池かさ上げ（かさ上げ高 H=9.2m、V=2,130 千 m3） 
（新設）導水路（田川→鳴瀬川）（L=6,800m） 

 

利水容量（既設）

ため池かさ上げ

かさ上げ

利水容量（増分）

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

※新規利水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については平成 22 年度時点のものであり、今後変更があり得るものである  

※ダム貯水池容量配分は必要依存量に  
貯水池の回転率を考慮した値  

有効貯水容量
13,280千m3

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

洪水調節容量5,000千m3

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

堆砂容量 1,200千m3

85.0m

有効貯水容量
13,280千m3

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

洪水調節容量5,000千m3

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

堆砂容量 1,200千m3

85.0m

鳴瀬川

吉田川

新江合川

石巻湾

長沼ため池

田川ダム

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

導水路
（田川→鳴瀬川上流）

現計画

孫沢ため池

孫沢ため池かさ上げ

導水路
（田川→鳴瀬川上流新設)

導水路断面
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【田川ダムを中心とした組合せ】 

新規利水対策案：ケース 9 田川ダム＋河道外調整池＋ため池［かさ上げ］ 

   （田川ダム＋河道外調整池） 

 

【対策案の概要】 

○ 田川ダムを現計画で建設し、筒砂子ダムを代替する施設はコスト面で優位となる
「河道外調整池」、「ため池［かさ上げ］」の順に組合せを検討する。 

○ 河道外調整池を新設して 2,130 千 m3 を確保する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設諸元】 

（新設）田川ダム（ダム高 H=85.0m、V=5,700 千 m3） 
（新設）河道外調整池 V=2,130 千 m3（N=5 箇所） 

 

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

現計画

河道外調整池（２箇所）

河道外調整池（３箇所）

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

現計画

河道外調整池（２箇所）

河道外調整池（３箇所）

河道外調整池（２箇所）

河道外調整池（３箇所）

利水容量

河道外調整池

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

※新規利水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については平成 22 年度時点のものであり、今後変更があり得るものである  

※ダム貯水池容量配分は必要依存量に  
貯水池の回転率を考慮した値  

有効貯水容量
13,280千m3

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

洪水調節容量5,000千m3

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

堆砂容量 1,200千m3

85.0m

有効貯水容量
13,280千m3

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

洪水調節容量5,000千m3

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

堆砂容量 1,200千m3

85.0m
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【筒砂子ダムを中心とした組合せ】 

新規利水対策案：ケース 10 筒砂子ダム＋中流部堰＋河道外貯水池＋ため池［かさ上げ］ 

   （筒砂子ダム＋中流部堰＋孫沢及び長沼ため池かさ上げ） 

【対策案の概要】 

○ 筒砂子ダムを現計画で建設し、田川ダムを代替する施設はコスト面で優位となる
「中流部堰」、「ため池[かさ上げ]」、「河道外貯水池」の順に組合せを検討する。 

○ 中流部堰を新設して 2,640 千 m3 を確保する。 
○ 孫沢ため池及び長沼ため池をかさ上げして 3,060 千 m3（2,340 千 m3＋720 千 m3）

を確保する。 
○ 田川ダム供給区域に補給するため、二ツ石川から田川へ導水路を新設する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設諸元】 

（新設）筒砂子ダム（ダム高 H=98.4m、V=2,130 千 m3）   
（新設）中流部堰 V=2,640 千 m3（N=2 基） 
（改築）孫沢ため池かさ上げ（かさ上げ高 H=10.0m、V=2,340 千 m3） 
（改築）長沼ため池かさ上げ（かさ上げ高 H=6.4m、V=720 千 m3）  

（新設）導水路（二ツ石川→田川）（L=2,000m） 

 

利水容量（既設）

ため池かさ上げ

かさ上げ

利水容量（増分）

利水容量

中流部堰（新設）

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

※新規利水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない  
※対策箇所や数量については平成 22 年度時点のものであり、今後変更があり得るものである  

※ダム貯水池容量配分は必要依存量に  
貯水池の回転率を考慮した値  

有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量
31,400千m3

筒砂子ダム貯水池容量配分

洪水調節容量10,400千m3

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 2,100千m3

堆砂容量 2,500千m3

98.4m

有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量
31,400千m3

筒砂子ダム貯水池容量配分

洪水調節容量10,400千m3

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 2,100千m3

堆砂容量 2,500千m3

98.4m

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

現計画

中流部堰
（39.5km）

中流部堰
（12.3km）

孫沢ため池かさ上げ

導水路
（二ッ石川→田川上流）

鳴瀬川中流堰

長沼ため池かさ上げ

導水路
(二ツ石川→田川上流)

導水路断面
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【筒砂子ダムを中心とした組合せ】 

新規利水対策案：ケース 11 筒砂子ダム＋ダム再開発＋ため池［かさ上げ］ 

   （筒砂子ダム＋二ツ石ダム及び漆沢ダム貯水池掘削＋孫沢及び長沼ため池かさ上げ） 

【対策案の概要】 

○ 筒砂子ダムを現計画で建設し、田川ダムを代替する施設はコスト面で優位となる
「ため池［かさ上げ］」、「ダム再開発」の順で組合せを検討する。 

○ 孫沢ため池及び長沼ため池をかさ上げして 3,240 千 m3（2,340 千 m3＋900 千 m3）
を確保する。 

○ 「ダム再開発」は、既設漆沢ダム及び二ツ石ダムの貯水池内を掘削して 2,470 千
m3（440 千 m3＋2,030 千 m3）を確保する。 

○ 田川ダム供給区域に補給するため、二ツ石川から田川へ導水路を新設する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設諸元】 

（新設）筒砂子ダム（ダム高 H=98.4m、V=2,130 千 m3）  
（改築）孫沢ため池かさ上げ（かさ上げ高 H=10.0m、V=2,340 千 m3） 
（改築）長沼ため池かさ上げ（かさ上げ高 H=8.0m、V=900 千 m3）  
（改築）漆沢ダム貯水池掘削 V=440 千 m3 
（改築）二ツ石ダム貯水池掘削 V=2,030 千 m3  
（新設）導水路（二ツ石川→田川）（L=2,000m） 

 

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

利水容量（既設）

ため池かさ上げ

かさ上げ

利水容量（増分）

利水容量を確保

掘削

掘削前

掘削後

貯水池掘削

※新規利水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については平成 22 年度時点のものであり、今後変更があり得るものである  

※ダム貯水池容量配分は必要依存量に  
貯水池の回転率を考慮した値  

有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量

31,400千m3

筒砂子ダム貯水池容量配分

洪水調節容量10,400千m3

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 2,100千m3

堆砂容量 2,500千m3

98.4m

有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量

31,400千m3

筒砂子ダム貯水池容量配分

洪水調節容量10,400千m3

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 2,100千m3

堆砂容量 2,500千m3

98.4m

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

現計画

孫沢ため池かさ上げ

長沼ため池かさ上げ

導水路
（田川→鳴瀬川上流）

漆沢ダム貯水池掘削

二ッ石ダム貯水池掘削

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

現計画

孫沢ため池かさ上げ

長沼ため池かさ上げ

導水路
（田川→鳴瀬川上流）

漆沢ダム貯水池掘削

二ッ石ダム貯水池掘削

導水路
(二ツ石川→田川上流)

導水路断面
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【筒砂子ダムを中心とした組合せ】 

新規利水対策案：ケース 12 筒砂子ダム＋他用途ダム容量買い上げ＋ため池［かさ上げ］ 

   （筒砂子ダム＋漆沢ダム洪水調節容量買い上げ＋孫沢ため池かさ上げ） 

【対策案の概要】 

○ 筒砂子ダムを現計画で建設し、田川ダムを代替する施設はコスト面で優位となる
「ため池［かさ上げ］」、「他用途ダム容量買い上げ」の順に組合せを検討する。 

○ 孫沢ため池をかさ上げして 2,340 千 m3 を確保する。 
○ 既設漆沢ダム洪水調節容量を買い上げし、3,360 千 m3 を確保する。 
○ 漆沢ダム洪水調節容量の買い上げに伴い、治水機能を代替するための河道掘削を

行う。 
○ 田川ダム供給区域に補給するため、二ツ石川から田川へ導水路を新設する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設諸元】 

（新設）筒砂子ダム（ダム高 H=98.4m、V=2,130 千 m3）  
（改築）孫沢ため池かさ上げ（かさ上げ高 H=10.0m、V=2,340 千 m3） 
（改築）漆沢ダム洪水調節容量買い上げ V=3,360 千 m3 

（新設）導水路（二ツ石川→田川）（L=2,000m） 
 

 

利水容量（既設）

ため池かさ上げ

かさ上げ

利水容量（増分）

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

※新規利水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については平成 22 年度時点のものであり、今後変更があり得るものである  

※ダム貯水池容量配分は必要依存量に  
貯水池の回転率を考慮した値  

ダム容量買い上げ
（漆沢ダム）

洪水調節容量

利水容量

堆砂容量

洪水調節容量

利水容量

堆砂容量

買い上げ

有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量

31,400千m3

筒砂子ダム貯水池容量配分

洪水調節容量10,400千m3

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 2,100千m3

堆砂容量 2,500千m3

98.4m

有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量

31,400千m3

筒砂子ダム貯水池容量配分

洪水調節容量10,400千m3

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 2,100千m3

堆砂容量 2,500千m3

98.4m

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

ダム容量買上げ

現計画

孫沢ため池かさ上げ

導水路
（二ッ石川→田川上流）

導水路
(二ツ石川→田川上流)

導水路断面
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【筒砂子ダムを中心とした組合せ】 

新規利水対策案：ケース 13 筒砂子ダム＋河道外調整池＋ため池［かさ上げ］ 

   （筒砂子ダム＋河道外調整池） 

 

【対策案の概要】 

○ 筒砂子ダムを現計画で建設し、田川ダムを代替する施設はコスト面で優位となる
「河道外調整池」、「ため池［かさ上げ］の順に組合せを検討する。 

○河道外調整池を新設して 5,700 千 m3 を確保する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設諸元】 

（新設）筒砂子ダム（ダム高 H=98.4m、V=2,130 千 m3）  
（新設）河道外調整池 V=5,700 千 m3（N=5 箇所） 

 

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

現計画

河道外調整池（２箇所）

河道外調整池（３箇所）

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

現計画

河道外調整池（２箇所）

河道外調整池（３箇所）

河道外調整池（２箇所）

河道外調整池（３箇所）

利水容量

河道外調整池

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

※新規利水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない  
※対策箇所や数量については平成 22 年度時点のものであり、今後変更があり得るものである  

※ダム貯水池容量配分は必要依存量に  
貯水池の回転率を考慮した値  

有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量
31,400千m3

筒砂子ダム貯水池容量配分

洪水調節容量10,400千m3

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 2,100千m3

堆砂容量 2,500千m3

98.4m

有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量
31,400千m3

筒砂子ダム貯水池容量配分

洪水調節容量10,400千m3

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 2,100千m3

堆砂容量 2,500千m3

98.4m
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【利水専用ダムによる組合せ】 

新規利水対策案：ケース 14 利水専用ダム 

   （利水専用ダム） 

 

【対策案の概要】 

○ 田川ダム及び筒砂子ダムの代替として「利水専用ダム」を建設する。 
○ 利水専用ダムは、コスト面で優位となる筒砂子ダムのダムサイトとする。 
○ 田川ダム供給区域に補給するため、二ツ石川から田川へ導水路を新設する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設諸元】 

（新設）利水専用ダム（ダム高 H=71.2m、V=7,830 千 m3） 
（新設）導水路（二ツ石川→田川）（L=2,000m） 
 

 

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

有効貯水容量
6,590千m3

総貯水容量
9,090千m3

利水専用ダム貯水池容量配分

利水容量 6,590千m3

かんがい 6,590千m3

堆砂容量 2,500千m3

71.2m

有効貯水容量
6,590千m3

総貯水容量
9,090千m3

利水専用ダム貯水池容量配分

利水容量 6,590千m3

かんがい 6,590千m3

堆砂容量 2,500千m3

71.2m

※新規利水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については平成 22 年度時点のものであり、今後変更があり得るものである  

※ダム貯水池容量配分は必要依存量に
貯水池の回転率を考慮した値  

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

利水専用ダム
導水路
（二ッ石川→田川上流）

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

利水専用ダム
導水路
（二ッ石川→田川上流）

導水路
(二ツ石川→田川上流)

導水路断面
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【利水専用ダムを中心とした組合せ】 

新規利水対策案：ケース 15 利水専用ダム＋中流部堰＋ため池［かさ上げ］ 

      （利水専用ダム＋中流部堰＋孫沢及び長沼ため池かさ上げ） 

【対策案の概要】 

○  田川ダム及び筒砂子ダムを代替する施設はコスト面で優位となる「中流部堰」、
「ため池［かさ上げ］」の順に組合せを検討し、不足する容量は「利水専用ダム」
で確保することを検討する。 

○ 中流部堰を新設して 2,820 千 m3 を確保する。 
○ 孫沢ため池及び長沼ため池をかさ上げして 3,240 千 m3（2,340 千 m3＋900 千 m3）

を確保する。 
○ 利水専用ダムは、コスト面で優位となる筒砂子ダムのダムサイトで 1,770 千 m3

を確保する。 
○ 田川ダム供給区域に補給するため、二ツ石川から田川へ導水路を新設する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設諸元】 

（新設）中流部堰 V=2,820 千 m3（N=3 基） 
（改築）孫沢ため池かさ上げ（かさ上げ高 H=10.0m、V=2,340 千 m3） 
（改築）長沼ため池かさ上げ（かさ上げ高 H=8.0m、V=900 千 m3）  
（新設）利水専用ダム（ダム高 H=58.8m、V=1,770 千 m3） 
（新設）導水路（二ツ石川→田川）（L=2,000m） 

 

利水容量（既設）

ため池かさ上げ

かさ上げ

利水容量（増分）

利水容量

中流部堰（新設）

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

有効貯水容量
1,490千m3

総貯水容量
3,990千m3

利水専用ダム貯水池容量配分

利水容量 1,490千m3

かんがい 1,490千m3

堆砂容量 2,500千m3

58.8m

有効貯水容量
1,490千m3

総貯水容量
3,990千m3

利水専用ダム貯水池容量配分

利水容量 1,490千m3

かんがい 1,490千m3

堆砂容量 2,500千m3

58.8m

※新規利水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない  
※対策箇所や数量については平成 22 年度時点のものであり、今後変更があり得るものである  

※ダム貯水池容量配分は必要依存量に
貯水池の回転率を考慮した値  

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

利水専用ダム

中流部堰
（39.5km）

中流部堰
（28.9km）

中流部堰
（12.3km）

孫沢ため池かさ上げ

長沼ため池かさ上げ

導水路
（二ッ石川→田川上流）

導水路
(二ツ石川→田川上流)

導水路断面
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【利水専用ダムを中心とした組合せ】 

新規利水対策案：ケース 16 利水専用ダム＋河道外貯水池＋ため池［かさ上げ］ 

   （河道外貯水池＋孫沢及び長沼ため池かさ上げ） 

 

【対策案の概要】 

○ 田川ダム及び筒砂子ダムを代替する施設はコスト面で優位となる「ため池［かさ
上げ］」、「河道外貯水池」の順で組合せを検討し、不足する容量は「利水専用ダム」
で確保することを検討する。 

○ 孫沢ため池及び長沼ため池をかさ上げして 3,240 千 m3（2,340 千 m3＋900 千 m3）
を確保する。 

○ 河道外貯水池を新設して 4,590 千 m3 を確保する。 
○ 田川ダム供給区域に補給するため、二ツ石川から田川へ導水路を新設し、筒砂子

ダム供給区域に補給するため、田川から鳴瀬川へ導水路を新設する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設諸元】 

（改築）孫沢ため池かさ上げ（かさ上げ高 H=10.0m、V=2,340 千 m3） 
（改築）長沼ため池かさ上げ（かさ上げ高 H=8.0m、V=900 千 m3）  
（新設）河道外貯水池 V=4,590 千 m3（N=1 箇所） 
（新設）利水補給施設（二ツ石川→田川）（L=2,000m） 
（新設）導水路（田川→鳴瀬川）（L=6,800m） 

 

利水容量（既設）

ため池かさ上げ

かさ上げ

利水容量（増分）

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

※新規利水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない  
※対策箇所や数量については平成 22 年度時点のものであり、今後変更があり得るものである  

概略横断図

河道

本

堤

利水容量

周
囲
堤

概略横断図

遊水地

洪水調節容量

河道

本

堤

利水容量

周
囲
堤

河道外貯水池

概略横断図

河道

本

堤

利水容量

周
囲
堤

概略横断図

遊水地

洪水調節容量

河道

本

堤

利水容量

周
囲
堤

河道外貯水池

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

孫沢ため池かさ上げ

長沼ため池かさ上げ

導水路
（田川→鳴瀬川上流）

導水路
（二ッ石川→田川上流）

河道外貯水池

導水路
（田川→鳴瀬川上流新設)

導水路断面

導水路
(二ツ石川→田川上流)

導水路断面
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【利水専用ダムを中心とした組合せ】 

新規利水対策案：ケース 17 利水専用ダム＋ダム再開発＋ため池［かさ上げ］ 

     （利水専用ダム＋漆沢及び二ツ石ダム貯水池掘削＋孫沢及び長沼ため池かさ上げ） 

【対策案の概要】 

○ 田川ダム及び筒砂子ダムを代替する施設はコスト面で優位となる「ため池［かさ
上げ］」、「ダム再開発」の順に組合せを検討し、不足する容量は「利水専用ダム」
で確保することを検討する。 

○ 孫沢ため池及び長沼ため池をかさ上げして 3,240 千 m3（2,340 千 m3＋900 千 m3）
を確保する。 

○「ダム再開発」は、既設漆沢ダム及び二ツ石ダムの貯水池内を掘削して 3,600 千
m3（1,570 千 m3＋2,030 千 m3）を確保する。 

○ 利水専用ダムは、コスト面で優位となる筒砂子ダムのダムサイトで 990 千 m3 を
確保する。 

○ 田川ダム供給区域に補給するため、二ツ石川から田川へ導水路を新設する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設諸元】 

（改築）孫沢ため池かさ上げ（かさ上げ高 H=10.0m、V=2,340 千 m3） 
（改築）長沼ため池かさ上げ（かさ上げ高 H=8.0m、V=900 千 m3）  
（改築）漆沢ダム貯水池掘削 V=1,570 千 m3 
（改築）二ツ石ダム貯水池掘削 V=2,030 千 m3 
（新設）利水専用ダム（ダム高 H=56.5m、V=990 千 m3） 
（新設）導水路（二ツ石川→田川）（L=2,000m） 

 

利水容量（既設）

ため池かさ上げ

かさ上げ

利水容量（増分）

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

利水容量を確保

掘削

掘削前

掘削後

貯水池掘削

有効貯水容量
840千m3

総貯水容量
3,340千m3

利水専用ダム貯水池容量配分

利水容量 840千m3

かんがい 840千m3

堆砂容量 2,500千m3

56.5m

有効貯水容量
840千m3

総貯水容量
3,340千m3

利水専用ダム貯水池容量配分

利水容量 840千m3

かんがい 840千m3

堆砂容量 2,500千m3

56.5m

※新規利水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については平成 22 年度時点のものであり、今後変更があり得るものである  

※ダム貯水池容量配分は必要依存量に  
貯水池の回転率を考慮した値  

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

利水専用ダム

孫沢ため池かさ上げ

長沼ため池かさ上げ

導水路
（二ッ石川→田川上流）

漆沢ダム貯水池掘削

二ッ石ダム貯水池掘削

鳴瀬川中流堰

導水路
(二ツ石川→田川上流)

導水路断面
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【利水専用ダムを中心とした組合せ】 

新規利水対策案：ケース 18 利水専用ダム＋他用途ダム容量買い上げ＋ため池［かさ上げ］ 

（漆沢ダム洪水調節容量買い上げ＋孫沢ため池かさ上げ） 

 

【対策案の概要】 

○ 田川ダム及び筒砂子ダムを代替する施設はコスト面で優位となる「ため池［かさ
上げ］」、「他用途ダム容量買い上げ」の順に組合せを検討し、不足する容量は「利
水専用ダム」で確保することを検討する。 

○ 孫沢ため池をかさ上げして 2,340 千 m3 を確保する。 
○ 既設漆沢ダム洪水調節容量を買い上げし、5,490 千 m3 を確保する。 
○ 漆沢ダム洪水調節容量の買い上げに伴い、治水機能を代替するための河道掘削を

行う。 
○ 田川ダム供給区域に補給するため、二ツ石川から田川へ導水路を新設する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設諸元】 

（改築）孫沢ため池かさ上げ（かさ上げ高 H=10.0m、V=2,340 千 m3） 
（改築）漆沢ダム洪水調節容量買い上げ V=5,490 千 m3 
（新設）導水路（二ツ石川→田川）（L=2,000m） 

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

利水容量（既設）

ため池かさ上げ

かさ上げ

利水容量（増分）

※新規利水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については平成 22 年度時点のものであり、今後変更があり得るものである  

ダム容量買い上げ
（漆沢ダム）
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利水容量

堆砂容量

買い上げ

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

ダム容量買上げ

孫沢ため池かさ上げ

導水路
（二ッ石川→田川上流）

導水路
(二ツ石川→田川上流)

導水路断面
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【利水専用ダムを中心とした組合せ】 

新規利水対策案：ケース 19 利水専用ダム＋河道外調整池 

   （河道外調整池） 

 

【対策案の概要】 

○  田川ダム及び筒砂子ダムを代替する施設はコスト面で優位となる「河道外調整
池」との組合せを検討し、不足する容量は「利水専用ダム」で確保することを検
討する。 

○「河道外調整池」を新設して 7,830 千 m3 を確保する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設諸元】 

（新設）河道外調整池 V=7,830 千 m3（N=5 箇所） 
 

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

河道外調整池（２箇所）

河道外調整池（３箇所）

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

河道外調整池（２箇所）

河道外調整池（３箇所）

河道外調整池（２箇所）

河道外調整池（３箇所）

利水容量

河道外調整池

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

※新規利水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない  
※対策箇所や数量については平成 22 年度時点のものであり、今後変更があり得るものである  
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【中流部堰を中心とした組合せ】 

新規利水対策案：ケース 20 中流部堰＋河道外貯水池＋ため池［かさ上げ］ 

   （中流部堰＋河道外貯水池＋孫沢及び長沼ため池かさ上げ） 

【対策案の概要】 

○  田川ダム及び筒砂子ダムを代替する施設はコスト面で優位となる「中流部堰」、
「ため池［かさ上げ］」、「河道外貯水池」の順に組合せを検討する。 

○ 中流部堰を新設して 2,820 千 m3 を確保する。 
○ 孫沢ため池及び長沼ため池をかさ上げして 3,240 千 m3（2,340 千 m3＋900 千 m3）

を確保する。 
○ 河道外調整池を新設して 1,770 千 m3 を確保する。 
○ 田川ダム供給区域に補給するため、二ツ石川から田川へ導水路を新設し、筒砂子

ダム供給区域に補給するため、田川から鳴瀬川へ導水路を新設する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設諸元】 

（新設）中流部堰 V=2,820 千 m3（N=3 基） 
（改築）孫沢ため池かさ上げ（かさ上げ高 H=10.0m、V=2,340 千 m3） 
（改築）長沼ため池かさ上げ（かさ上げ高 H=8.0m、V=900 千 m3）  
（新設）河道外貯水池 V=1,770 千 m3（N=1 箇所） 
（新設）導水路（田川→鳴瀬川）（L=6,800m） 
（新設）導水路（二ツ石川→田川）（L=2,000m） 

 

利水容量（既設）

ため池かさ上げ

かさ上げ

利水容量（増分）

利水容量

中流部堰（新設）

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

※新規利水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については平成 22 年度時点のものであり、今後変更があり得るものである  
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導水路
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(二ツ石川→田川上流)

導水路断面
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【中流部堰を中心とした組合せ】 

新規利水対策案：ケース 21 中流部堰＋ダム再開発＋ため池［かさ上げ］ 

   （中流部堰＋二ツ石ダム貯水池掘削＋孫沢及び長沼ため池かさ上げ） 

【対策案の概要】 

○  田川ダム及び筒砂子ダムを代替する施設はコスト面で優位となる「中流部堰」、
「ため池［かさ上げ］」、「ダム再開発」の順に組合せを検討する。 

○ 中流部堰を新設して 2,820 千 m3 を確保する。 
○ 孫沢ため池及び長沼ため池をかさ上げして 3,240 千 m3（2,340 千 m3＋900 千 m3）

を確保する。 
○「ダム再開発」は、既設二ツ石ダムの貯水池内を掘削して 1,770 千 m3 を確保する。 
○ 田川ダム供給区域に補給するため、二ツ石川から田川へ導水路を新設し、筒砂子

ダム供給区域に補給するため、田川から鳴瀬川へ導水路を新設する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設諸元】 

（新設）中流部堰 V=2,820 千 m3（N=3 基） 
（改築）孫沢ため池かさ上げ（かさ上げ高 H=10.0m、V=2,340 千 m3） 
（改築）長沼ため池かさ上げ（かさ上げ高 H=8.0m、V=900 千 m3）  
（改築）二ツ石ダム貯水池掘削 V=1,770 千 m3 
（新設）導水路（田川→鳴瀬川）（L=6,800m） 
（新設）導水路（二ツ石川→田川）（L=2,000m） 

 

利水容量（既設）

ため池かさ上げ

かさ上げ

利水容量（増分）

利水容量

中流部堰（新設）

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

利水容量を確保

掘削

掘削前

掘削後

貯水池掘削

※新規利水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については平成 22 年度時点のものであり、今後変更があり得るものである  
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（田川→鳴瀬川上流）

導水路
（二ッ石川→田川上流）

二ッ石ダム貯水池掘削

導水路
（田川→鳴瀬川上流新設)

導水路断面

導水路
(二ツ石川→田川上流)

導水路断面
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【中流部堰を中心とした組合せ】 

新規利水対策案：ケース 22 中流部堰＋河道外貯水＋他用途ダム容量買い上げ＋ 

ため池［かさ上げ］（中流部堰＋漆沢ダム洪水調節容量買い上げ＋孫沢ため池かさ上げ） 

 

【対策案の概要】 

○  田川ダム及び筒砂子ダムを代替する施設はコスト面で優位となる「中流部堰」、
「ため池［かさ上げ］」、「他用途ダム容量買い上げ」、「河道外貯水池」の順に組合
せを検討する。 

○ 中流部堰を新設して 2,820 千 m3 を確保する。 
○ 孫沢ため池をかさ上げして 2,340 千 m3 を確保する。 
○ 既設漆沢ダム洪水調節容量を買い上げし、2,670 千 m3 を確保する。 
○ 漆沢ダム洪水調節容量の買い上げに伴い、治水機能を代替するための河道掘削を

行う。 
○ 田川ダム供給区域に補給するため、二ツ石川から田川へ導水路を新設する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設諸元】 

（新設）中流部堰 V=2,820 千 m3（N=3 基） 
（改築）孫沢ため池かさ上げ（かさ上げ高 H=10.0m、V=2,340 千 m3）  

（改築）漆沢ダム洪水調節容量買い上げ V=2,670 千 m3 

（新設）導水路（二ツ石川→田川）（L=2,000m） 

利水容量（既設）

ため池かさ上げ

かさ上げ

利水容量（増分）

利水容量

中流部堰（新設）

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

※新規利水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については平成 22 年度時点のものであり、今後変更があり得るものである  
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【中流部堰を中心とした組合せ】 

新規利水対策案：ケース 23 中流部堰＋河道外調整池＋ため池［かさ上げ］ 

   （中流部堰＋河道外調整池） 

 

【対策案の概要】 

○  田川ダム及び筒砂子ダムを代替する施設はコスト面で優位となる「中流部堰」、
「河道外調整池」、「ため池［かさ上げ］」の順に組合せを検討する。 

○ 中流部堰を新設して 2,820 千 m3 を確保する。 
○ 河道外調整池を新設して 5,010 千 m3 を確保する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設諸元】 

（新設）中流部堰 V=2,820 千 m3（N=3 基） 
（新設）河道外調整池 V=5,010 千 m3（N=5 箇所） 

 

利水容量

中流部堰（新設）

利水容量

河道外調整池

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

中流部堰
（39.5km）

中流部堰
（28.9km）

中流部堰
（12.3km）

河道外調整池（２箇所）

河道外調整池（３箇所）

河道外調整池（２箇所）

河道外調整池（３箇所）

※新規利水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については平成 22 年度時点のものであり、今後変更があり得るものである  
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【河道外貯留施設を中心とした組合せ】 

新規利水対策案：ケース 24 河道外貯水池＋河道外調整池＋ため池［かさ上げ］ 

   （河道外調整池） 

 

【対策案の概要】 

○  田川ダム及び筒砂子ダムを代替する施設はコスト面で優位となる「河道外調整
池」、「ため池［かさ上げ］」、「河道外貯水池」の順に組合せを検討する。 

○「河道外調整池」を新設して 7,830 千 m3 を確保する。 
○ 結果ケース 19 と同じ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設諸元】 

（新設）河道外調整池 V=7,830 千 m3（N=5 箇所） 
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田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

※新規利水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については平成 22 年度時点のものであり、今後変更があり得るものである  
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【河道外貯留施設を中心とした組合せ】 

新規利水対策案：ケース 25 河道外貯水池＋ため池［かさ上げ］ 

   （河道外貯水池） 

 

【対策案の概要】 

○  田川ダム及び筒砂子ダムを代替する施設はコスト面で優位となる「河道外貯水
池」、「ため池［かさ上げ］」の順に組合せを検討する。 

○ 河道外貯水池を新設して 7,830 千 m3 を確保する。 
○ 田川ダム供給区域に補給するため、二ツ石川から田川へ導水路を新設し、筒砂子

ダム供給区域に補給するため、田川から鳴瀬川へ導水路を新設する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設諸元】 

（新設）河道外貯水池  V=7,830 千 m3（N=3 箇所） 
（新設）導水路（田川→鳴瀬川）（L=6,800m） 
（新設）導水路（二ツ石川→田川）（L=2,000m） 

 

 

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

※新規利水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については平成 22 年度時点のものであり、今後変更があり得るものである  
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【河道外貯留施設を中心とした組合せ】 

新規利水対策案：ケース 26 河道外調整池＋中流部堰＋他用途ダム容量買い上げ＋ 

ため池［かさ上げ］   （河道外調整池） 

 

【対策案の概要】 

○田川ダム及び筒砂子ダムを代替する施設はコスト面で優位となる「河道外調整池」、
「中流部堰」、「ため池［かさ上げ］」、「他用途ダム容量買い上げ」の順に組合せを
検討する。 

○ 河道外調整池を新設して 7,830 千 m3 を確保する。 
○ 結果ケース 19（ケース 24）と同じ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設諸元】 

（新設）河道外調整池 V=7,830 千 m3（N=5 箇所） 
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※新規利水対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については平成 22 年度時点のものであり、今後変更があり得るものである  
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4.4.5 概略評価による新規利水対策案の抽出 

(1) 概略評価による新規利水対策案抽出の考え方 

4.4.4 で立案した 25 の新規利水対策案について、検証要領細目に示されている「②

概略評価による治水対策案の抽出」(以下参照)を準用し概略評価を行い、現計画以外

の新規利水対策案を抽出した。 

抽出結果を次頁の表 4-33 に示す。  

 

 

 

 

【参考：検証要領細目より抜粋】 

多くの治水対策案を立案した場合には、概略評価を行い、1）に定める手法で治

水対策案を除いたり（棄却）、2）に定める手法で治水対策案を抽出したり（代表化）

することによって、2～5 案程度を抽出する。 

1）次の例のように、評価軸で概略的に評価(この場合、必ずしも全ての評価軸で評

価を行う必要はない)すると、一つ以上の評価軸に関して、明らかに不適当と考

えられ結果となる場合、当該治水対策案を除くこととする。 

イ）制度上、技術上の観点から極めて実現性が低いと考えられる案 

ロ）治水上の効果が極めて小さいと考えられる案 

ハ）コストが極めて高いと考えられる案 等 

なお、この段階において不適当とする治水対策案については、不適当とする理由

を明示することとし、該当する評価軸については可能な範囲で定量化して示す。 

2)同類の治水対策案がある場合は、それらの中で比較し最も妥当と考えられるもの

を抽出する。例えば、遊水地の適地が多くあって、複数の案が考えられるような

場合、最も妥当と考えられる案を抽出する。この例の場合、効果が同じであるな

らば、移転補償家屋数、コスト等について定量的な検討を行い、比較することが

考えられる。 
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表 4-33 概略評価による抽出結果 

事業費
（億円）

判定

　現計画
ケース1
田川ダム＋筒砂子ダム

田川ダム＋筒砂子ダム 330

ケース2
田川ダム＋ため池［かさ上げ］

田川ダム＋孫沢ため池かさ上げ 400 × ・コスト ・ケース3よりもコストが高い。

ケース3
田川ダムかさ上げ

田川ダムかさ上げ 310 ○

ケース4
筒砂子ダム＋ため池［かさ上げ］

筒砂子ダムかさ上げ＋長沼及び孫沢ため池かさ上げ 500 × ・コスト ・ケース5よりもコストが高い。

ケース5
筒砂子ダムかさ上げ

筒砂子ダムかさ上げ 260 ○

ケース6
田川ダム＋中流部堰＋河道外貯
水池＋ため池［かさ上げ］

田川ダム＋中流部堰
350 ○

ケース7
田川ダム＋ダム再開発＋ため池
［かさ上げ］

田川ダム＋孫沢ため池かさ上げ 400 ○

ケース8
田川ダム＋他用途ダム容量買い
上げ＋ため池［かさ上げ］

田川ダム＋孫沢ため池かさ上げ
400 - ・その他 ・ケース7と同じ対策内容で重複。

ケース9
田川ダム＋河道外調整池＋ため
池［かさ上げ］

田川ダム＋河道外調整池 390 ○

ケース10
筒砂子ダム＋中流部堰＋河道外
貯水池＋ため池［かさ上げ］

筒砂子ダム＋中流部堰＋孫沢及び長沼ため池かさ上げ 450 ○

ケース11
筒砂子ダム＋ダム再開発＋ため
池［かさ上げ］

筒砂子ダム＋二ツ石ダム及び漆沢ダム貯水池掘削＋孫沢及び長沼た
め池かさ上げ

1,310 × ・コスト ・ケース10,13よりもコストが高い。

ケース12
筒砂子ダム＋他用途ダム容量買
い上げ＋ため池［かさ上げ］

筒砂子ダム＋漆沢ダム洪水調節容量買い上げ＋孫沢ため池かさ上げ 570 × ・コスト ・ケース10,13よりもコストが高い。

ケース13
筒砂子ダム＋河道外調整池＋た
め池［かさ上げ］

筒砂子ダム＋河道外調整池 400 ○

Ⅴ.利水専用ダムによる組
合せ

ケース14
利水専用ダム

利水専用ダム 430 ○

ケース15
利水専用ダム＋中流部堰＋ため
池［かさ上げ］

利水専用ダム＋中流部堰＋孫沢及び長沼ため池かさ上げ
770 × ・コスト ・ケース18よりもコストが高い。

ケース16
利水専用ダム＋河道外貯水池＋
ため池［かさ上げ］

河道外貯水池＋孫沢及び長沼ため池かさ上げ 1,460 × ・コスト ・ケース18よりもコストが高い。

ケース17
利水専用ダム＋ダム再開発＋た
め池［かさ上げ］

利水専用ダム+漆沢及び二ツ石ダム貯水池掘削+孫沢及び長沼ため池
かさ上げ

2,200 × ・コスト ・ケース18よりもコストが高い。

ケース18
利水専用ダム＋他用途ダム容量
買い上げ＋ため池［かさ上げ］

漆沢ダム洪水調節容量買い上げ＋孫沢ため池かさ上げ
700 ○

ケース19
利水専用ダム＋河道外調整池

河道外調整池 460 - ・その他 ・ケース24と同じ対策内容で重複。

ケース20
中流部堰＋河道外貯水池＋ため
池［かさ上げ］

中流部堰＋河道外貯水池＋孫沢及び長沼ため池かさ上げ 900 × ・コスト ・ケース23よりもコストが高い。

ケース21
中流部堰＋ダム再開発＋ため池
［かさ上げ］

中流部堰＋二ツ石ダム貯水池掘削＋孫沢及び長沼ため池かさ上げ 1,060 × ・コスト ・ケース23よりもコストが高い。

ケース22
中流部堰＋河道外貯水池＋他用
途ダム容量買い上げ＋ため池［か
さ上げ］

中流部堰＋漆沢ダム洪水調節容量買い上げ＋孫沢ため池かさ上げ 590 × ・コスト ・ケース23よりもコストが高い。

ケース23
中流部堰＋河道外調整池＋ため
池［かさ上げ］

中流部堰＋河道外調整池 450 ○

ケース24
河道外貯水池＋河道外調整池＋
ため池［かさ上げ］

河道外調整池 460 ○

ケース25
河道外貯水池＋ため池［かさ上
げ］

河道外貯水池 2,040 × ・コスト ・ケース24,26よりもコストが高い。

ケース26
河道外調整池＋中流部堰＋他用
途ダム容量買い上げ＋ため池［か
さ上げ］

河道外調整池 460 - ・その他 ・ケース24と同じ対策内容で重複。

実施内容
概略評価による抽出

不適当と考えられる評価軸とその内容

Ⅲ.田川ダムを中心とした
組合せ

検討ケース分類

Ⅶ.中流部堰を中心とした
組合せ

Ⅷ.河道外貯留施設を中心
とした組合せ

Ⅵ.利水専用ダムを中心と
した組合せ

Ⅰ.田川ダムによる組合せ

Ⅱ.筒砂子ダムによる組合
せ

Ⅳ.筒砂子ダムを中心とし
た組合せ
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4.4.6 利水参画予定者等への意見聴取結果 

(1) 利水対策案に対する意見聴取 

概略評価により抽出した新規利水対策案について、利水参画予定者等に対して意見聴取を

行った。 

 

 

(2) 利水対策案に対する意見聴取先 

利水対策案について、以下の利水参画（予定）者、関係河川使用者（利水対策案に関係す

る施設の管理者や関係者）及び利水対策案を構成する施設が所在する関係自治体に対して意

見聴取を行った。 

 

 

表 4-34 利水対策案意見聴取先一覧 
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(3) 利水対策案に対する意見聴取結果 

意見聴取の結果を以下に示す。 

 

1) 東北農政局 

・ 当地域は、従来からの農業用水不足を解消するため、鳴瀬川総合開発事業及び筒砂子ダム

建設事業計画における水源開発を見込んだ上で、既に地元の合意形成に基づいた国営鳴瀬

川農業水利事業及びその付帯関連事業を実施し必要な施設設備を完成させている。現在、

土地改良区等が施設管理を行っているところであり、地域の利水者は早期の安定水源の確

保について、強く待ち望んでいるのが実情である。こうした当地域の経緯を踏まえ、必要

水量の安定的確保と水源開発事業の早期完了について強く要請するものである。 

・ 利水対策案の検討にあたっては、水源開発事業の実現可能性・確実性について重要な評価

要素として頂きたい。 

・ 利水者にとって、施設の建設及び管理に係る経済的負担は重大な関心事項である。特に、

受益農家に追加的な負担を求めることは極めて困難な状況である。したがって、新規利水

の観点からの検討にあたっては、建設事業の経済性とともに、利水者の建設及び管理に係

る負担についても十分留意しつつ、新たな負担が発生しないような検討をお願いしたい。 

・ 当地域では農業用水の利用にあたって、国営事業並びに付帯関連事業の実施を通じて形成

されてきた水利慣行・水利秩序の下で流域全体の利水システムが適切に機能している状態

である。したがって、新規利水の観点からの検討にあたっては、こうした地域社会に定着

している利水システムに極力影響を与えないよう十分検討願いたい。 

・ なお、地元土地改良区に新規利水の検討内容を説明した際に聴取した意見・要望等は、添

付のとおり切実かつ多様であり、今後の検討を進める際にも利水者に対する丁寧な説明と

意見の尊重をお願いする。 

 

2) 宮城県 

・ 当地域は、従来からの農業用水の不足を解消するため、鳴瀬川総合開発事業（田川ダム）

及び筒砂子ダム建設事業計画における水源開発を見込んだうえで、既に地元の合意形成に

基づいた国営鳴瀬川農業水利事業及びその付帯関連事業を実施し必要な施設設備を完成

させている。現在、これらの施設は土地改良区等が管理を行っているところであり、地域

の利水者は必要水量の安定的確保について強く待ち望んでいるのが実情である。こうした

当地域の経緯を踏まえ、安定水源の確保の為に水源開発事業の早期完成について強く要請

するものである。 

・ 利水対策案の検討にあたっては、水源開発事業の実現可能性・確実性について重要な評価

要素として頂きたい。 

・ 利水者にとって、施設の建設及び管理に係る経済的負担は重大な関心事項である。特に、

受益農家に追加的な負担を求めることは極めて困難な状況である。したがって、新規利水

の観点からの検討にあたっては、建設事業の経済性とともに、建設及び管理に係る利水者

の負担についても十分留意しつつ、新たな負担が発生しないような検討をお願いしたい。 

・ 当地域では農業用水の利用にあたって、国営鳴瀬川農業水利事業並びに付帯関連事業の実
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施を通じて形成された水利慣行・水利秩序の下で流域全体の利水システムが機能している

状態にある。したがって、新規利水の観点からの検討にあたっては、こうした地域社会に

定着している利水システムに影響を与えないよう十分検討願いたい。 

・ 平成 22 年 12 月 20 日付農村第 445 号で回答したとおり、国営鳴瀬川農業水利事業は、

両ダム建設を見込んで平成２１年度で全ての農業水利施設の工事を完了しており、河道外

調整池、中流部堰新築等、ダム建設以外の代替案の実施にあたっては既存水利施設の改築

又は追加工事が必要となるほか、農地への影響も考えられ、かつ相当の費用及び期間が必

要であると思慮されるため検討に当たっては十分留意されたい。 

【参考】 

・ なお、地元土地改良区に新規利水の対策案についての検討内容を説明した際に聴取した意

見・要望等は添付のとおり切実及び多様であり、今後の検討を進める際にも利水者に対す

る丁寧な説明と意見の尊重をお願いしたい。 

・  

（添付）地元土地改良区の意見・要望 

・ 田川ダム及び筒砂子ダムの早期完成により鳴瀬川、田川の渇水状態を解消してほしい。 

・ 鳴瀬川上流の 4 ダムは治水・利水上必要不可欠である。利水面から田川ダム及び筒砂子

ダムを早期に建設し計画用水を確保することにより、農家に安定的な営農基盤を提供して

ほしい。 

・ 農地を遊水地としてダムの代替施設とすれば反対運動が起き、莫大な補償が生じる。 

・ ため池は流域が狭いので嵩上げしても利用度が上がるか疑問である。 

・ ダム建設はコスト縮減を図るため発電機能を考慮してはどうか。 

・ 今回の代替案は机上のプランが多いので、現実的な 2 案くらいに絞ってほしい。 

・ 調整池は造成後に廃止した事例を聞いているし、ゴムシート工は不可能、高水位を貯留す

るため地元から反対が出る。 

・ 田川ダムを建設しない場合は、二ツ石堰上流の田川へ注水する施設を建設してほしい。 

・ 両ダムは、農業用水の確保はもちろん治水対策面でも排水対策上から必要である。 

・ 治水ダムに利水を乗せて、農家負担のない形でダムを造ってほしい。 

・ 田川ダム及び筒砂子ダムの治水・利水機能を一ヶ所に集約出来るのであればその方がよい。 

・ 中流部堰や調整池を新たに造れば、ダムを造るより経費が掛かるのではないか。 

・ 国営鳴瀬川農業水利事業が完了した時点で新たな水利権が取得できると思っていたが、ど

の程度のダムを造れば新たな水利権が取得できるのか。田川ダムが完成するまで実証調査

用水の更新期間を長くして欲しい。 

・ 鳴瀬川には治水・利水の面からダムが必要と云うことで進めてきたので、早急にダム建設

の方向で結論を出してほしい。 

 

3) 大崎市 

・ 現計画ダムからの用水補給を前提とした国営かんがい排水事業（鳴瀬川地区）が既に完成

し事業負担金の償還も開始されており、「ダム以外の方策を中心とした組合せ」はあり得

ないと考えます。 
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・ 震災を経験し、再生可能エネルギー開発の可能性を含めた検討が必要と考えます。 

・ 震災の影響により、この地域の利水対策と治水対策の必要性及び緊急性はますます高くな

っており、早く対応方針を決定し早期に事業を実施していただきたい。 

  

4) 松島町 

・ 今回、提示のあった利水対策案については、新たな協議等に時間を要すると考えられ、こ

れまでの経過等踏まえ、早期実現のため現計画通りとされるよう要望いたします。 

・ また、水道事業において二子屋浄水場で鳴瀬川から取水しており、重要な水源となってい

ることから、安定した水利利用の継続を望むものであります。 

 

5) 美里町 

・ 本事業については、長い歴史の中で関係する地域の多くの方々から切望された事業であり、

早期に完成することが最も重要なことであります。 

・ このたびの、未曾有の大震災でこれまでの原子力を中心としたエネルギー政策では決して

安全安心は確保されないことが露呈し、エネルギー政策を根幹から見直す必要性に迫られ

る中で、自然エネルギーの活用が不可欠であります。その一翼を担うのが治水・利水を複

合的に活用できるダムであり、更に多角的な視点からの検証が必要と考えます。 

・ 悠久の鳴瀬・江合の２本の川の流域にある本町にとっては有史以来、水との闘いであり、

共生でありました。その多くの苦難から開放されることこそ安全・安心な町づくりに直結

するものであることから現計画を基本とした事業促進を望むものであります。 

 

6) 宮城県公営企業管理者 

・ 宮城県企業局が有する水利権について、現状の「水量」及び「水質」が十分確保できる計

画を検討されたい。  

・ ダム新設又は既設漆沢ダムの治水・利水容量の見直しに伴う改築が必要となっても、建設

負担金について宮城県企業局が支払うことなく、また、ダム管理負担金について宮城県企

業局が支払う金額が漆沢ダム管理負担金の現行水準を超えることの無い計画を検討され

たい。 

 

7) 東北電力（株） 

・ 鳴瀬川総合開発事業（田川ダム）及び筒砂子ダム建設事業の利水対策案について、検討資

料（平成 23 年 7 月 26 日付 国土交通省東北地方整備局・宮城県作成「複数の利水対策

案（新規利水及び流水の正常な機能の維持）の概略評価について」）を確認させていただ

きましたが、これら資料の範囲内におきましては、既存（漆沢、門沢）発電所に関与する

案件は無いものと判断されますので、現段階の概略評価に対しましては、特段の意見はご

ざいません。 

・ 利水対策案の検討の結果、採択された具体的な対策等の計画・実施に当たりましては、当

社としても既存（漆沢、門沢）発電所に対する影響等につきまして、事前に検討する必要

がございますので、計画等が確定される前にご協議をさせていただきたくよろしくお願い
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いたします。なお、採択された具体的な対策につきまして、既存（漆沢、門沢）発電所の

設備および運用に影響を及ぼすことがある場合においては、事前に補償措置等について協

議をさせていただきたくお願いいたします。 

 

8) 石巻市 

・ 鳴瀬川水系の早期の治水及び利水対策が求められており、そのため最も早期に実現可能な

対策案が適当であると考えております。 

・ 今年も東北各地にて洪水や渇水被害が発生しておりますが、流域住民の早期安寧のために

も当検討の早期決定と事業の早期着手を宜しくお願いいたします。 

 

9) 東松島市 

・ 東日本大震災を受け、鳴瀬川の河口は地盤沈下等で安全度が低下しており、検証作業を速

やかに進め、整備計画どおりに急いで整備をする必要があります。 

・ 鳴瀬川の流域、鳴瀬川の機能、役割について整備の必要性への期待が高まっています。現

在の整備計画をさらにステップアップ、機能アップができるような方針を出していただき、

既存のダムとの役割分担や機能分担、新たな付加価値も含めた、あり方を出していただき

たい。 

・ 利水対策の面はもちろんのこと、治水対策の面からも早期完成をお願いします。 

 

10) 色麻町 

・ 本町にとってはあまりメリット感がないが、圃場整備された下流地域にとっては、２つの

ダムが利水対策として、整備されているので死活問題である。 

・ 検証に係る検討を進めて来たが、時間と歳月だけが過ぎ現地の現状を把握しているのか。 

・ 当初計画されたダム建設が第一と考える。 

・ 鳴瀬川上流部の既存ダムと田川ダム・筒砂子ダムを建設し併用することにより正常な機能

維持が図られるのではないか。そのためには、早急にダム建設へ取り組んでほしい。 

 

11) 加美町 

・ このことについて、今後の動向を見ながら対応したい 。 

 

12) 涌谷町 

・ 鳴瀬川流域は、県内有数の稲作地帯であり、水田の基盤整備もほぼ完了しているが、近年

の温暖化等の気候変動により夏場の小雨による渇水が大変危惧される。灌漑用水の確保が

最重要と考えられる。 

・ また、既存ダムの嵩上げ等利水対策案が多数提案されているが、費用対効果、工期等を勘

案した場合、田川ダム、筒砂子ダムを早期完成させ、安定した供給と流水の正常な機能維

持を図るべきである。 
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4.4.7 新規利水対策案の評価軸ごとの評価 

(1) 評価軸ごとの評価を行う新規利水対策案の概要 

概略評価により抽出された案と現計画を含む新規利水対策 12 案について、詳細な検討結

果の概要を P4-169～P4-180 に示す。なお、新規利水対策案の名称は表 4-35 のように整理

する。 

 

表 4-35 新規利水対策案の名称 

分類 
概略評価で抽出した 
新規利水対策案の名称 

評価軸ごとの評価における 
新規利水対策案の名称 

現計画 ケース 1 田川ダム＋筒砂子ダム ①田川ダムと筒砂子ダム案 

Ⅰ．田川ダムによる組合せ ケース 3 田川ダムかさ上げ ②田川ダム規模拡大案 

Ⅱ．筒砂子ダムによる組合せ ケース 5 筒砂子ダムかさ上げ ③筒砂子ダム規模拡大案 

ケース 6田川ダム＋中流部堰 ④田川ダムと中流部堰案 

ケース 7 田川ダム＋孫沢ため池かさ

上げ 
⑤田川ダムとため池かさ上げ案 

Ⅲ．田川ダムを中心とした組

合せ 

ケース 9 田川ダム＋河道外調整池 ⑥田川ダムと河道外調整池案 

ケース 10筒砂子ダム＋中流部堰＋孫
沢及び長沼ため池かさ上
げ 

⑦筒砂子ダムとため池かさ上げ案 

Ⅳ．筒砂子ダムを中心とした
組合せ 

ケース 13筒砂子ダム＋河道外調整池 ⑧筒砂子ダムと河道外調整池案 

Ⅴ．利水専用ダムによる組合

せ 
ケース 14 利水専用ダム ⑨利水専用ダム案 

Ⅵ．利水専用ダムを中心とし
た組合せ 

ケース 18漆沢ダム洪水調節容量買い
上げ＋孫沢ため池かさ上
げ 

⑩漆沢ダム有効活用とため池かさ

上げ案 

Ⅶ．中流部堰を中心とした組

合せ 
ケース 23 中流部堰＋河道外調整池 ⑪中流部堰と河道外調整池案 

Ⅷ．河道外貯留施設を中心と

した組合せ 
ケース 24 河道外調整池 ⑫河道外調整池案 

※「水源林の保全」、「渇水調整の強化」、「節水対策」は全ての案に含む 
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  ①田川ダムと筒砂子ダム案 

 

【新規利水対策案の概要】 

・ 田川ダム、筒砂子ダムにより必要な開発量を確保する。 

・ 必要な開発量は、田川ダムで 4,990 千 m3、筒砂子ダムで 2,100 千 m3を見込む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田川ダム、筒砂子ダムの諸元 

施設名 ダム形式 ダム高 

(m) 

堤頂長 

(m) 

総貯水容量

（千 m3） 

湛水面積

（km2）

流域面積 

（km2） 

田川ダム ﾛｯｸﾌｨﾙﾀﾞﾑ 85.0 380 14,480 0.7 24.8 

(間接流域 9.0 含む)

筒砂子ダム ﾛｯｸﾌｨﾙﾀﾞﾑ 98.4 372 31,400 1.17 42.4 

 

 

田川ダム（イメージ） 東北地方整備局計画

筒砂子ダム（イメージ） 宮城県(土木)施工

鳴瀬川

吉田川

新江合川

石巻湾

長沼ため池

孫沢ため池

田川ダム

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

現計画

現計画

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

宮城県施工 

※ダム貯水池容量配分は必要依存量に貯水池の回転率を考慮した値 
 

98.4m
有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量
31,400千m3

筒砂子ダム貯水池容量配分

サーチャージ水位 282.3m

洪水調節容量10,400千m3

常時満水位 EL.272.2m

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 2,100千m3

最低水位 EL.237.9m

堆砂容量 2,500千m3

基礎地盤 EL.190.0m

98.4m
有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量
31,400千m3

筒砂子ダム貯水池容量配分

サーチャージ水位 282.3m

洪水調節容量10,400千m3

常時満水位 EL.272.2m

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 2,100千m3

最低水位 EL.237.9m

堆砂容量 2,500千m3

基礎地盤 EL.190.0m

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

サーチャージ水位 251.3m

洪水調節容量5,000千m3

常時満水位 EL.243.2m

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

最低水位 EL.222.3m

堆砂容量 1,200千m3

基礎地盤 EL.173.0m

85.0m 有効貯水容量
13,280千m3

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

サーチャージ水位 251.3m

洪水調節容量5,000千m3

常時満水位 EL.243.2m

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

最低水位 EL.222.3m

堆砂容量 1,200千m3

基礎地盤 EL.173.0m

85.0m

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

サーチャージ水位 251.3m

洪水調節容量5,000千m3

常時満水位 EL.243.2m

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

最低水位 EL.222.3m

堆砂容量 1,200千m3

基礎地盤 EL.173.0m

85.0m 有効貯水容量
13,280千m3
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  ②田川ダム規模拡大案 

 

【新規利水対策案の概要】 

・ 田川ダムを現計画規模以上に拡大して建設し、導水路で田川筋から鳴瀬川上流筋へ利水補

給することにより、必要な開発量を確保する。 

・ 必要な開発量は、田川ダムで 6,935 千 m3を見込む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田川ダム規模拡大諸元 

施設名 ダム形式 ダム高 

(m) 

総貯水容量 

（千 m3） 

田川ダム（規模拡大） ロックフィルダム 87.7 16,430 

 

 

 

導水路（田川→鳴瀬川上流）
筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

0.8m

延長 約6.8km
開水路延長 約6.1km
トンネル延長 約0.7km（内径2m)

※ダム貯水池容量配分は必要依存量に
貯水池の回転率を考慮した値 

有効貯水容量
15,225千m3

総貯水容量
16,425千m3

サーチャージ水位 253.8m

洪水調節容量5,000千m3

常時満水位 EL.245.9m

利水容量 10,225千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 6,935千m3

(1,945千m3増)

最低水位 EL.222.3m

堆砂容量 1,200千m3

基礎地盤 EL.173.0m

87.7m
(+2.7m)

有効貯水容量
13,300千m3

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

サーチャージ水位 251.3m

洪水調節容量5,000千m3

常時満水位 EL.243.2m

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

最低水位 EL.222.3m

堆砂容量 1,200千m3

基礎地盤 EL.173.0m

85.0m

有効貯水容量
15,225千m3

総貯水容量
16,425千m3

サーチャージ水位 253.8m

洪水調節容量5,000千m3

常時満水位 EL.245.9m

利水容量 10,225千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 6,935千m3

(1,945千m3増)

最低水位 EL.222.3m

堆砂容量 1,200千m3

基礎地盤 EL.173.0m

87.7m
(+2.7m)

有効貯水容量
15,225千m3

総貯水容量
16,425千m3

サーチャージ水位 253.8m

洪水調節容量5,000千m3

常時満水位 EL.245.9m

利水容量 10,225千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 6,935千m3

(1,945千m3増)

最低水位 EL.222.3m

堆砂容量 1,200千m3

基礎地盤 EL.173.0m

87.7m
(+2.7m)

有効貯水容量
13,300千m3

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

サーチャージ水位 251.3m

洪水調節容量5,000千m3

常時満水位 EL.243.2m

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

最低水位 EL.222.3m

堆砂容量 1,200千m3

基礎地盤 EL.173.0m

85.0m
有効貯水容量
13,300千m3

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

サーチャージ水位 251.3m

洪水調節容量5,000千m3

常時満水位 EL.243.2m

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

最低水位 EL.222.3m

堆砂容量 1,200千m3

基礎地盤 EL.173.0m

85.0m

鳴瀬川

吉田川

新江合川

長沼ため池

田川ダム

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

導水路
（田川→鳴瀬川上流）

現計画規模拡大

孫沢ため池



４．鳴瀬川総合開発事業及び筒砂子ダム建設事業の検証に係る検討内容 ～新規利水の観点からの検討～ 

 4-171

  ③筒砂子ダム規模拡大案 

 

【新規利水対策案の概要】 

・ 筒砂子ダムを現計画規模以上に拡大して建設し、導水路で二ツ石川から田川上流筋へ利水

補給をすることにより、必要な開発量を確保する。 

・ 必要な開発量は、筒砂子ダムで 6,897 千 m3を見込む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

筒砂子ダム規模拡大諸元 

施設名 ダム形式 ダム高 

(m) 

総貯水容量 

（千 m3） 

筒砂子ダム（規模拡大） ロックフィルダム 107.4 36,200 

 

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

2.0m

断面図

延長 約2.0km

導水路（二ツ石川→田川上流） ※ダム貯水池容量配分は必要依存量に
貯水池の回転率を考慮した値 

98.4m

有効貯水容量
33,697千m3

総貯水容量

36,197千m3

サーチャージ水位 281.4m

洪水調節容量10,400千m3

常時満水位 EL.272.3m

利水容量 23,297千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 6,897千m3

(4,797千m3増)

最低水位 EL.232.1m

堆砂容量 2,500千m3

基礎地盤 EL.180.0m

107.4m
(+9.0m)

有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量
31,400千m3

筒砂子ダム貯水池容量配分

サーチャージ水位 282.3m

洪水調節容量10,400千m3

常時満水位 EL.272.2m

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 2,100千m3

最低水位 EL.237.9m

堆砂容量 2,500千m3

基礎地盤 EL.190.0m

98.4m

有効貯水容量
33,697千m3

総貯水容量

36,197千m3

サーチャージ水位 281.4m

洪水調節容量10,400千m3

常時満水位 EL.272.3m

利水容量 23,297千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 6,897千m3

(4,797千m3増)

最低水位 EL.232.1m

堆砂容量 2,500千m3

基礎地盤 EL.180.0m

107.4m
(+9.0m)

有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量
31,400千m3

筒砂子ダム貯水池容量配分

サーチャージ水位 282.3m

洪水調節容量10,400千m3

常時満水位 EL.272.2m

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 2,100千m3

最低水位 EL.237.9m

堆砂容量 2,500千m3

基礎地盤 EL.190.0m

鳴瀬川

吉田川

新江合川

長沼ため池

孫沢ため池

田川ダム

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

現計画規模拡大

導水路
（二ツ石川→田川上流）
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  ④田川ダムと中流部堰案 

 

【新規利水対策案の概要】 

・ 田川ダムと中流部堰を建設し、導水路で田川筋から鳴瀬川上流筋へ利水補給することによ

り、必要量を確保する。 

・ 必要な開発量は、田川ダムで 4,990 千 m3、中流部堰で 2,130 千 m3を見込む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

導水路（田川→鳴瀬川上流）

中流部堰 

田川ダム（イメージ）

新規利水容量 1,710千m3

(例：③39.5k)

5.5m

1,710③39.5k

2,130合計

420①12.3k

容量（千m3）中流堰

1,710③39.5k

2,130合計

420①12.3k

容量（千m3）中流堰

Ｎ＝2箇所

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

断面図

0.8m

延長 約6.8km
開水路延長 約6.1km
トンネル延長 約0.7km（内径2m)

※ダム貯水池容量配分は必要依存量に 
貯水池の回転率を考慮した値 

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

サーチャージ水位 251.3m

洪水調節容量5,000千m3

常時満水位 EL.243.2m

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

最低水位 EL.222.3m

堆砂容量 1,200千m3

基礎地盤 EL.173.0m

85.0m 有効貯水容量
13,280千m3

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

サーチャージ水位 251.3m

洪水調節容量5,000千m3

常時満水位 EL.243.2m

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

最低水位 EL.222.3m

堆砂容量 1,200千m3

基礎地盤 EL.173.0m

85.0m

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

サーチャージ水位 251.3m

洪水調節容量5,000千m3

常時満水位 EL.243.2m

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

最低水位 EL.222.3m

堆砂容量 1,200千m3

基礎地盤 EL.173.0m

85.0m 有効貯水容量
13,280千m3

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

導水路
（田川→鳴瀬川上流）

現計画

中流部堰
（39.5km）

中流部堰
（12.3km）
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  ⑤田川ダムとため池かさ上げ案 

 

【新規利水対策案の概要】 

・ 田川ダムを建設するとともに孫沢ため池をかさ上げし、導水路で田川筋から鳴瀬川上流筋

へ利水補給することにより、必要量を確保する。 

・ 必要な開発量は、田川ダムで 4,990 千 m3、ため池かさ上げで 2,130 千 m3を見込む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

孫沢ため池かさ上げ 

田川ダム（イメージ）

導水路（田川→鳴瀬川上流）

新規利水容量 2,130千m3

利水容量 753千m3

利水容量 753千m3

27.4m
(+9.2m)

18.2m

新規利水容量 2,130千m3

利水容量 753千m3

利水容量 753千m3

27.4m
(+9.2m)

18.2m

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

0.8m

延長 約6.8km
開水路延長 約6.1km
トンネル延長 約0.7km（内径2m)

※ダム貯水池容量配分は必要依存量に
貯水池の回転率を考慮した値 

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

サーチャージ水位 251.3m

洪水調節容量5,000千m3

常時満水位 EL.243.2m

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

最低水位 EL.222.3m

堆砂容量 1,200千m3

基礎地盤 EL.173.0m

85.0m 有効貯水容量
13,280千m3

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

サーチャージ水位 251.3m

洪水調節容量5,000千m3

常時満水位 EL.243.2m

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

最低水位 EL.222.3m

堆砂容量 1,200千m3

基礎地盤 EL.173.0m

85.0m

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

サーチャージ水位 251.3m

洪水調節容量5,000千m3

常時満水位 EL.243.2m

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

最低水位 EL.222.3m

堆砂容量 1,200千m3

基礎地盤 EL.173.0m

85.0m 有効貯水容量
13,280千m3

鳴瀬川

吉田川

新江合川

石巻湾

長沼ため池

田川ダム

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

導水路
（田川→鳴瀬川上流）

現計画

孫沢ため池

孫沢ため池かさ上げ
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  ⑥田川ダムと河道外調整池案 

 

【新規利水対策案の概要】 

・ 田川ダムと河道外調整池を建設し、導水路で田川筋から鳴瀬川上流筋へ利水補給すること

により、必要量を確保する。 

・ 必要な開発量は、田川ダムで 4,990 千 m3、河道外調整池で 2,130 千 m3を見込む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田川ダム（イメージ）

導水路（田川→鳴瀬川上流）

河道外調整池イメージ 

新規利水容量 1,109千m3

(例：No.6)

新規利水容量 1,109千m3

(例：No.6)

Ｎ＝5箇所

350No.7

414No.5

213No.2

2,130合計

1,109No.6

52No.1

容量（千m3）施設名

350No.7

414No.5

213No.2

2,130合計

1,109No.6

52No.1

容量（千m3）施設名

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

断面図

0.8m

延長 約6.8km
開水路延長 約6.1km
トンネル延長 約0.7km（内径2m)

※ダム貯水池容量配分は必要依存量に
貯水池の回転率を考慮した値 

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

サーチャージ水位 251.3m

洪水調節容量5,000千m3

常時満水位 EL.243.2m

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

最低水位 EL.222.3m

堆砂容量 1,200千m3

基礎地盤 EL.173.0m

85.0m 有効貯水容量
13,280千m3

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

サーチャージ水位 251.3m

洪水調節容量5,000千m3

常時満水位 EL.243.2m

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

最低水位 EL.222.3m

堆砂容量 1,200千m3

基礎地盤 EL.173.0m

85.0m

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

サーチャージ水位 251.3m

洪水調節容量5,000千m3

常時満水位 EL.243.2m

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

最低水位 EL.222.3m

堆砂容量 1,200千m3

基礎地盤 EL.173.0m

85.0m 有効貯水容量
13,280千m3

注）四捨五入の関係で合計値が合わない場合あり 

鳴瀬川

吉田川

新江合川

石巻湾

長沼ため池

孫沢ため池

田川ダム

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

現計画

河道外調整池（３箇所）

河道外調整池（２箇所）

No.1

No.2

No.5

No.6

No.7

No.1

No.2

No.5

No.6

No.7

導水路
（田川→鳴瀬川上流）
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  ⑦筒砂子ダムとため池かさ上げ案 

 

【新規利水対策案の概要】 

・ 筒砂子ダムと中流部堰を建設するとともに、孫沢及び長沼ため池をかさ上げし、導水路で

二ツ石川から田川上流筋へ利水補給することにより、必要量を確保する。 

・ 必要な開発量は、筒砂子ダムで 2,100 千 m3、中流部堰で 2,640 千 m3、ため池かさ上げ

で 3,060 千 m3を見込む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

筒砂子ダム（イメージ）

導水路（二ツ石川→田川上流）
中流部堰イメージ 

新規利水容量 1,710千m3

(例：③39.5k)

5.5m

1,710③39.5k

2,640合計

930①12.3k

容量（千m3）中流堰

1,710③39.5k

2,640合計

930①12.3k

容量（千m3）中流堰

Ｎ＝2箇所

孫沢ため池かさ上げ

新規利水容量 2,340千m3

利水容量 753千m3

利水容量 753千m3

28.2m
(+10.0m)

18.2m

新規利水容量 2,340千m3

利水容量 753千m3

利水容量 753千m3

28.2m
(+10.0m)

18.2m

新規利水容量 720千m3

利水容量 793千m3

利水容量 793千m3

21.1m
(+6.4m)

14.7m

新規利水容量 720千m3

利水容量 793千m3

利水容量 793千m3

21.1m
(+6.4m)

14.7m

長沼ため池かさ上げ

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

2.0m2.0m

断面図

延長 約2.0km

※ダム貯水池容量配分は必要依存量に
貯水池の回転率を考慮した値 

98.4m
有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量
31,400千m3

筒砂子ダム貯水池容量配分

サーチャージ水位 282.3m

洪水調節容量10,400千m3

常時満水位 EL.272.2m

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 2,100千m3

最低水位 EL.237.9m

堆砂容量 2,500千m3

基礎地盤 EL.190.0m

98.4m
有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量
31,400千m3

筒砂子ダム貯水池容量配分

サーチャージ水位 282.3m

洪水調節容量10,400千m3

常時満水位 EL.272.2m

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 2,100千m3

最低水位 EL.237.9m

堆砂容量 2,500千m3

基礎地盤 EL.190.0m

鳴瀬川

吉田川

新江合川

石巻湾

長沼ため池

孫沢ため池

田川ダム

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

現計画

利水補給施設
（二ツ石川→田川上流）

長沼ため池かさ上げ

堰新築案③
（39.5km）

堰新築案①
（12.3km）

孫沢ため池かさ上げ
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  ⑧筒砂子ダムと河道外調整池案 

 

【新規利水対策案の概要】 

・ 筒砂子ダムと河道外調整池を建設し、導水路で二ツ石川から田川上流筋へ利水補給するこ

とにより、必要量を確保する。 

・ 必要な開発量は、筒砂子ダムで 2,100 千 m3、河道外調整池で 5,700 千 m3を見込む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

筒砂子ダム（イメージ）

導水路（二ツ石川→田川上流）

河道外調整池イメージ 

新規利水容量 3,061千m3

(例：No.6)

新規利水容量 3,061千m3

(例：No.6)

Ｎ＝5箇所

1,050No.7

790No.5

614No.2

5,700合計

3,061No.6

190No.1

容量（千m3）施設名

1,050No.7

790No.5

614No.2

5,700合計

3,061No.6

190No.1

容量（千m3）施設名

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

2.0m2.0m

断面図

延長 約2.0km

※ダム貯水池容量配分は必要依存量に
貯水池の回転率を考慮した値 

98.4m
有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量
31,400千m3

筒砂子ダム貯水池容量配分

サーチャージ水位 282.3m

洪水調節容量10,400千m3

常時満水位 EL.272.2m

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 2,100千m3

最低水位 EL.237.9m

堆砂容量 2,500千m3

基礎地盤 EL.190.0m

98.4m
有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量
31,400千m3

筒砂子ダム貯水池容量配分

サーチャージ水位 282.3m

洪水調節容量10,400千m3

常時満水位 EL.272.2m

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 2,100千m3

最低水位 EL.237.9m

堆砂容量 2,500千m3

基礎地盤 EL.190.0m

注）四捨五入の関係で合計値が合わない場合あり 

鳴瀬川

吉田川

新江合川

石巻湾

長沼ため池

孫沢ため池

田川ダム

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

現計画

河道外調整池（３箇所）

河道外調整池（２箇所）

No.1

No.2

No.5

No.6

No.7

No.1

No.2

No.5

No.6

No.7

導水路
（二ツ石川→田川上流）
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  ⑨利水専用ダム案 

 

【新規利水対策案の概要】 

・ 利水専用ダム（筒砂子ダムサイト)を建設し、導水路で二ツ石川から田川上流筋へ利水補

給することにより、必要な開発量を確保する。 

・ 必要な開発量は、利水専用ダムで 6,585 千 m3を見込む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利水専用ダム 

新規利水容量

(かんがい) 6,585千m3

堆砂容量 2,500千m3

71.2m

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

2.0m2.0m

断面図

延長 約2.0km
※ダム貯水池容量配分は必要依存量に 

貯水池の回転率を考慮した値 

鳴瀬川

吉田川

新江合川

長沼ため池

孫沢ため池

田川ダム

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

利水専用ダム

導水路
（二ツ石川→田川上流）

導水路（二ツ石川→田川上流） 
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  ⑩漆沢ダム有効活用とため池かさ上げ案 

 

【新規利水対策案の概要】 

・ 漆沢ダムの洪水調節容量を買い上げるとともに孫沢ため池をかさ上げし、導水路で二ツ石

川から田川上流筋へ利水補給することにより、必要な開発量を確保する。 

・ 必要な開発量は、漆沢ダムの洪水調節容量買い上げで 5,490 千 m3、ため池かさ上げで

2,340 千 m3を見込む。 

・ なお、漆沢ダム洪水調節容量の代替は、河道掘削により対応する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

漆沢ダム洪水調節容量買い上げ 

孫沢ため池かさ上げ 

新規利水容量 2,340千m3

利水容量 753千m3

利水容量 753千m3

28.2m
(+10.0m)

18.2m

新規利水容量 2,340千m3

利水容量 753千m3

利水容量 753千m3

28.2m
(+10.0m)

18.2m

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

2.0m2.0m

断面図

延長 約2.0km

流水の正常な機能

の維持容量 6,500千m3

80.0m

洪水調節容量 9,500千m3

堆砂容量 2,000千m3

80.0m

洪水調節容量 4,010千m3

新規利水容量

(かんがい) 5,490千m3
流水の正常な機能

の維持容量 6,500千m3

堆砂容量 2,000千m3

河道掘削イメージ 

凡例

現況河道

河川整備計画河道

河川整備計画（掘削・伐採・築堤）

治水対策案（掘削・伐採）

H.W.L

平水位

樹木伐採掘削土の有効活用

掘削土の有効活用

残土処理（将来利用等）

治水代替のための掘削

鳴瀬川

吉田川

新江合川

石巻湾

長沼ため池

孫沢ため池

田川ダム

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

利水補給施設
（二ツ石川→田川上流）

田川ダム

孫沢ため池かさ上げ

ダム容量買上げ

鳴瀬川

吉田川

新江合川

石巻湾

長沼ため池

孫沢ため池

田川ダム

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

利水補給施設
（二ツ石川→田川上流）

田川ダム

孫沢ため池かさ上げ

ダム容量買上げ

導水路
（二ッ石川→田川上流）

導水路（二ツ石川→田川上流）
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  ⑪中流部堰と河道外調整池案 

 

【新規利水対策案の概要】 

・ 中流部堰と河道外調整池を建設し、導水路で二ツ石川から田川上流筋および田川筋から鳴

瀬川上流筋へ利水補給することにより、必要な開発量を確保する。 

・ 必要な開発量は、中流部堰で 2,820 千 m3、河道外調整池で 5,010 千 m3を見込む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

導水路（二ツ石川→田川上流） 導水路（田川→鳴瀬川上流） 

中流部堰 
河道外調整池 

新規利水容量 2,684千m3

(例：No.6)

新規利水容量 2,684千m3

(例：No.6)

Ｎ＝5箇所

922No.7

694No.5

540No.2

5,010合計

2,684No.6

168No.1

容量（千m3）施設名

922No.7

694No.5

540No.2

5,010合計

2,684No.6

168No.1

容量（千m3）施設名

新規利水容量 1,710千m3

(例：③39.5k)

5.5m

1,710③39.5k

2,820合計

180②28.9k

930①12.3k

容量（千m3）中流堰

1,710③39.5k

2,820合計

180②28.9k

930①12.3k

容量（千m3）中流堰

Ｎ＝3箇所

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

2.0m2.0m

断面図

延長 約2.0km

断面図

0.8m

延長 約6.8km
開水路延長 約6.1km
トンネル延長 約0.7km（内径2m)

注）四捨五入の関係で合計値が合わない場合あり 

鳴瀬川

吉田川

新江合川

石巻湾

長沼ため池

孫沢ため池

田川ダム

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

河道外調整池（３箇所）

河道外調整池（２箇所）

堰新築案③
（39.5km）

堰新築案②
（28.9km）

堰新築案①
（12.3km）

No.1

No.2

No.5

No.6

No.7

No.1

No.2

No.5

No.6

No.7

導水路
（田川→鳴瀬川上流）

導水路
（二ツ石川→田川上流）
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  ⑫河道外調整池案 

 

【新規利水対策案の概要】 

・ 河道外調整池を建設し、導水路で二ツ石川から田川上流筋および田川筋から鳴瀬川上流筋

へ利水補給することにより、必要な開発量を確保する。 

・ 必要な開発量は、河道外調整池で 7,830 千 m3を見込む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河道外調整池 

新規利水容量 4,216千m3

(例：No.6)

新規利水容量 4,216千m3

(例：No.6)

Ｎ＝5箇所

1,444No.7

1,081No.5

837No.2

7,830合計

4,216No.6

258No.1

容量（千m3）施設名

1,444No.7

1,081No.5

837No.2

7,830合計

4,216No.6

258No.1

容量（千m3）施設名

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

導水路（二ツ石川→田川上流） 

導水路（田川→鳴瀬川上流） 

2.0m2.0m

断面図

延長 約2.0km

断面図

0.8m

延長 約6.8km
開水路延長 約6.1km
トンネル延長 約0.7km（内径2m)

鳴瀬川

吉田川

新江合川

長沼ため池

孫沢ため池

田川ダム

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

河道外調整池（３箇所）

河道外調整池（２箇所）

No.1

No.2

No.5

No.6

No.7

No.1

No.2

No.5

No.6

No.7

導水路
（田川→鳴瀬川上流）

導水路
（二ツ石川→田川上流）
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新規利水対策案の評価軸ごとの評価 

概略評価により抽出した 11 案の新規利水対策案と現計画を含む 12 案について、検証要領

細目に示されている 6 つの評価軸（表 4-36 参照）により評価を行った。 

その結果を表 4-37～表 4-52 に示す。 
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表
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-3

6 
評
価
軸
と
評
価
の
考
え
方

 
第

12
回

今
後
の

治
水
対

策
の

あ
り

方
に
関
す

る
有

識
者

会
議
「
参

考
資

料
4」

の
抜
粋

 

●
各

地
方

で
個

別
ダ

ム
の

検
証

に
係
る

検
討

を
行

う
場

合
に

は
、

【
別
紙

１
】

に
掲

げ
る

方
策

を
組

み
合

わ
せ

て
立
案

し
た

利
水

対
策

案
を

、
河

川
や

流
域

の
特
性

に
応

じ
、

次
表

の
よ

う
な
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価

軸
で
評

価
す

る
。

評
価

軸
評

価
の

考
え

方
従
来

の
代
替

案
検

討
※
1

評
価

の
定

量
性
に

つ
い

て
※

２
備

　
　

　
　

考

●
利
水
参
画
者

に
対
し
、

開
発
量
と

し
て
何
m3
/
s必

要
か
を

確
認
す
る

　
と
と
も
に
、

そ
の
算
出

が
妥
当
に

行
わ
れ
て
い

る
か
を
確

認
す
る
こ

　
と
と
し
て
お

り
、
そ
の

量
を
確
保

で
き
る
か

○
○

利
水

参
画
者

に
対

し
、
開

発
量

と
し
て

何
m3
/s

必
要

か
を
確

認
す
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と
と

も
に
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そ
の

算
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が

妥
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に
行
わ
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て

い
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か

を
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の
上

、
そ
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量
を

確
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す

る
こ
と

を
基

本
と
し

て
利
水

対
策
案

を
立

案
す
る

こ
と

と
し
て

お
り
、

こ
の

よ
う
な

場
合

は
同
様

の
評

価
結
果

と
な
る

。

●
段
階
的
に
ど

の
よ
う
に

効
果
が
確

保
さ
れ
て
い

く
の
か

－
△

例
え

ば
、
地

下
水

取
水
は

対
策

の
進
捗

に
伴
っ

て
段

階
的
に

効
果

を
発
揮

し
て
い

く
が

、
ダ
ム
は

完
成

す
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ま
で

は
効
果

を
発
現

せ
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、
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し
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用
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め
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果
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●
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ど
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よ
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水
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置
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に
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△
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、
地
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取
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発
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下

流
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水
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や

、
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て
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水
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ス
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が

か
さ
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場
合

が
あ
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こ
と

を
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す
る
。

※
な
お
、
目
標

に
関
し
て

は
、
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種

計
画
と
の
整

合
、
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水

被
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抑
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、
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済
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果
等
の
観

点
で
適
宜
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。

●
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に
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す
る
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か

○
○
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策
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て

、
現

時
点
か

ら
完
成

す
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用
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的
に
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で
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較
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る

。

●
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管
理
に

要
す
る
費
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は
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く
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い
か

○
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水
対
策

案
に

つ
い
て

、
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持
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理
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す

る
費

用
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き
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限
り
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的
に

見
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ん
で
比

較
す

る
。

●
そ
の
他
の
費

用
（
ダ
ム

中
止
に
伴

っ
て
発
生
す

る
費
用
等

）
は
ど
れ
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ら
い
か

－
○

そ
の

他
の
費

用
と

し
て
、

ダ
ム
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止
に
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っ
て
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る
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用
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、

で
き
る
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り
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か

に
す
る

。

※
な
お
、
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ス

ト
に

関
し

て
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、
必

要
に
応
じ
、

直
接
的
な

費
用
だ
け

　
で
な
く
関
連

し
て
必
要

と
な
る
費

用
に
つ
い
て

も
明
ら
か

に
し
て
評

　
価
す
る
。

例
え

ば
、
既

に
整

備
済
み

の
利

水
専
用

施
設
（

導
水

路
、
浄

水
場

等
）
を

活
用
で

き
る

か
確
認

し
、

活
用
す

る
こ

と
が
困

難
な
場

合
に

は
、
新

た
に

整
備
す

る
施

設
の
コ

ス
ト
や

不
要
と

な
る
施

設
の

処
理
に

係
る

コ
ス
ト

を
見
込

む
。

●
土
地
所
有
者

等
の
協
力

の
見
通
し

は
ど
う
か

－
△

用
地

取
得
や

家
屋

移
転
補

償
等

が
必
要

な
利
水

対
策

案
に
つ

い
て

は
、
土

地
所
有

者
等

の
協
力

の
見

通
し
に

つ
い

て
明
ら

か
に
す

る
。

●
関
係
す
る
河

川
使
用
者

の
同
意
の

見
通
し
は
ど

う
か

－
△

各
利

水
対
策

案
の

実
施
に

当
た

っ
て
、

調
整
す

べ
き

関
係
す

る
河

川
使
用

者
を

想
定
し

、
調
整

の
見

通
し
を

で
き

る
限
り

明
ら
か

に
す

る
。
関

係
す

る
河
川

使
用

者
と
は

、
例
え

ば
、

既
存
ダ

ム
の

活
用
（

容
量

の
買
い

上
げ
・

か
さ

上
げ
）

の
場

合
に
お

け
る

既
存
ダ

ム
に

権
利
を

有
す
る

者
、

水
需
要

予
測
見

直
し

の
際
の

既
得

の
水
利

権
を

有
す
る

者
、
農

業
用
水

合
理
化

の
際

の
農
業

関
係

者
が
考

え
ら
れ

る
。

●
発
電
を
目
的

と
し
て
事

業
に
参
画

し
て
い
る
者

へ
の
影
響

の
程
度
は

　
ど
う
か

－
△

発
電

の
目
的

を
有

す
る
検

証
対

象
ダ
ム

に
お
い

て
、

当
該
ダ

ム
事

業
以
外

の
利

水
対
策

案
を
実

施
す

る
場
合

に
は

、
発
電

を
目
的

と
し

て
ダ
ム

事
業

に
参
画

し
て
い

る
者

の
目
的

が
達
成

で
き
な

く
な

る
こ
と

に
な

る
が
、

そ
の
者

の
意

見
を
聴

く
と

と
も
に

、
影

響
の
程

度
を
で

き
る

限
り
明

ら
か

に
す
る

。

●
そ
の
他
の
関

係
者
と
の

調
整
の
見

通
し
は
ど
う

か
－

△
各
利

水
対
策

案
の

実
施
に

当
た

っ
て
、

調
整
す

べ
き

そ
の
他

の
関

係
者
を

想
定
し

、
調

整
の
見

通
し

を
で
き

る
限

り
明
ら

か
に
す

る
。

そ
の
他

の
関

係
者
と

は
、

例
え
ば

、
利
水

参
画
者

が
用
水

の
供

給
を
行

っ
て

い
る
又

は
予
定

し
て

い
る
団

体
が

考
え
ら

れ
る

。

●
事
業
期
間
は

ど
の
程
度

必
要
か

△
△

各
利

水
対
策

案
に

つ
い
て

、
事

業
効
果

が
発
揮

す
る

ま
で
の

期
間

を
で
き

る
限

り
定
量

的
に
見

込
む

。
利
水

参
画

者
は
需

要
者
に

対
し

供
給
可

能
時

期
を
示

し
て
お

り
、

需
要
者

は
そ
れ

を
見
込

み
つ

つ
経
営

計
画

を
立
て

る
こ
と

か
ら

、
そ
の

時
期

ま
で
に

供
給
で

き
る

か
ど
う

か
が

重
要
な

評
価

軸
と
な

る
。

●
法
制
度
上
の

観
点
か
ら

実
現
性
の

見
通
し
は
ど

う
か

※
４

－
各
利

水
対
策

案
に

つ
い
て

、
現

行
法
制

度
で
対

応
可

能
か
、

関
連

法
令
に

抵
触
す

る
こ

と
が
な

い
か

、
条
例

を
制

定
す
る

こ
と
に

よ
っ

て
対
応

可
能

か
な
ど

、
ど

の
程
度

実
現
性

が
あ
る

か
に
つ

い
て

見
通
し

を
明

ら
か
に

す
る
。

●
技
術
上
の
観

点
か
ら
実

現
性
の
見

通
し
は
ど
う

か
※
４

－
各
利

水
対
策

案
に

つ
い
て

、
利

水
参
画

者
に
対

し
て

確
認
し

た
必

要
な
開

発
量
を

確
保

す
る
た

め
の

施
設
を

設
計

す
る
た

め
に
必

要
な

技
術
が

確
立

さ
れ
て

い
る

か
、
現

在
の
技

術
水
準

で
施
工

が
可

能
か
な

ど
、

ど
の
程

度
実
現

性
が

あ
る
か

に
つ

い
て
見

通
し

を
明
ら

か
に
す

る
。

持
続

性
●

将
来
に
わ
た

っ
て
持
続

可
能
と
い

え
る
か

－
△

各
利

水
対
策

案
に

つ
い
て

、
恒

久
的
に

そ
の
効

果
を

維
持
し

て
い

く
た
め

に
、

将
来
に

わ
た
っ

て
定

期
的
な

監
視

や
観
測

、
対
策

方
法

の
調
査

研
究

、
関
係

者
と

の
調
整

等
を
で

き
る
限

り
明
ら

か
に

す
る
。

例
え

ば
、
地

下
水
取

水
に

は
地
盤

沈
下

に
つ
い

て
の

定
期
的

な
監
視

や
観

測
が
必

要
と

な
る
。

●
事
業
地
及
び

そ
の
周
辺

へ
の
影
響

は
ど
の
程
度

か

○
△

各
利

水
対
策

案
に

つ
い
て

、
土

地
の
買

収
、
家

屋
の

移
転
に

伴
う

個
人
の

生
活
や

地
域

の
経
済

活
動

、
コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
、

ま
ち
づ

く
り

等
へ
の

影
響

の
観
点

か
ら
、

事
業

地
及
び

そ
の
周

辺
に
ど

の
よ

う
な
影

響
が

生
じ
る

か
、
で

き
る

限
り
明

ら
か

に
す
る

。
ま

た
、
必

要
に
応

じ
対

象
地
域

の
人

口
動
態

と
対
策

と
の

関
係
を

分
析

し
、
過

疎
化
の

進
行

等
へ
の

影
響
に

つ
い
て

検
討

す
る
。

な
お

、
必
要

に
応
じ

影
響

緩
和
の

た
め

の
対
策

を
検

討
し
、

対
策
の

内
容

や
想
定

さ
れ

る
効
果

等
に
つ

い
て

明
ら
か

に
す

る
。

●
地
域
振
興
に

対
し
て
ど

の
よ
う
な

効
果
が
あ
る

か
－

△
例
え

ば
、
河

道
外

貯
留
施

設
（

貯
水
池

）
や
ダ

ム
等

に
よ
っ

て
広

大
な
水

面
が

で
き
る

と
、
観

光
客

が
増
加

し
、

地
域
振

興
に
寄

与
す

る
場
合

が
あ

る
。
こ

の
よ
う

に
、

利
水
対

策
案
に

よ
っ
て

は
、

地
域
振

興
に

効
果
が

あ
る
場

合
が

あ
る
の

で
、

必
要
に

応
じ

、
そ
の

効
果
を

明
ら

か
に
す

る
。

●
地
域
間
の
利

害
の
衡
平

へ
の
配
慮

が
な
さ
れ
て

い
る
か

－
－

例
え

ば
、
ダ

ム
等

は
建
設

地
付

近
で
用

地
買
収

や
家

屋
移
転

補
償

を
伴
い

、
受

益
す
る

の
は
下

流
域

で
あ
る

の
が

一
般
的

で
あ
る

。
一

方
、
地

下
水

取
水
等

は
対

策
実
施

箇
所
と

受
益
地

が
比
較

的
近

接
し
て

い
る

。
各
利

水
対
策

案
に

つ
い
て

、
地

域
間
で

ど
の
よ

う
に

利
害
が

異
な

り
、
利

害
の

衡
平
に

ど
の
よ

う
に

配
慮
が

な
さ

れ
て
い

る
か
、

で
き

る
限
り

明
ら
か

に
す
る

。
ま

た
、
必

要
に

応
じ
影

響
緩
和

の
た

め
の
対

策
を

検
討
し

、
対

策
の
内

容
や
想

定
さ

れ
る
効

果
等

に
つ
い

て
明
ら

か
に

す
る
。

●
水
環
境
に
対

し
て
ど
の

よ
う
な
影

響
が
あ
る
か

△
△

各
利

水
対
策

案
に

つ
い
て

、
現

況
と
比

べ
て
水

量
や

水
質
が

ど
の

よ
う
に

変
化
す

る
の

か
、
利

用
で

き
る
デ

ー
タ

の
制
約

や
想
定

さ
れ

る
影
響

の
程

度
に
応

じ
て
で

き
る

限
り
明

ら
か
に

す
る
。

ま
た

、
必
要

に
応

じ
影
響

緩
和
の

た
め

の
対
策

を
検

討
し
、

対
策
の

内
容

や
想
定

さ
れ

る
効
果

等
に

つ
い
て

明
ら
か

に
す

る
。

●
地
下
水
位
、

地
盤
沈
下

や
地
下
水

の
塩
水
化
に

ど
の
よ
う

な
影
響
が

　
あ
る
か

－
△

各
利

水
対
策

案
に

つ
い
て

、
現

況
と
比

べ
て
地

下
水

位
に
ど

の
よ

う
な
影

響
を

与
え
る

か
、
ま

た
そ

れ
に
よ

り
地

盤
沈
下

や
地
下

水
の

塩
水
化

、
周

辺
の
地

下
水
利

用
に

ど
の
よ

う
な
影

響
を
与

え
る

か
、
利

用
で

き
る
デ

ー
タ
の

制
約

や
想
定

さ
れ

る
影
響

の
程

度
に
応

じ
て
で

き
る

限
り
明

ら
か

に
す
る

。
ま
た

、
必

要
に
応

じ
影

響
緩
和

の
た
め

の
対

策
を
検

討
し
、

対
策
の

内
容

や
想
定

さ
れ

る
効
果

等
に
つ

い
て

明
ら
か

に
す

る
。

●
生
物
の
多
様

性
の
確
保

及
び
流
域

の
自
然
環
境

全
体
に
ど

の
よ
う
な

　
影
響
が
あ
る

か
△

△

各
利

水
対
策

案
に

つ
い
て

、
地

域
を
特

徴
づ
け

る
生

態
系
や

動
植

物
の
重

要
な

種
等
へ

の
影
響

が
ど

の
よ
う

に
生

じ
る
の

か
、
下

流
河

川
も
含

め
た

流
域
全

体
で

の
自
然

環
境
に

ど
の
よ

う
な
影

響
が

生
じ
る

の
か

、
利
用

で
き
る

デ
ー

タ
の
制

約
や

想
定
さ

れ
る
影

響
の

程
度
に

応
じ

て
で
き

る
限

り
明
ら

か
に
す

る
。

ま
た
、

必
要

に
応
じ

影
響
緩

和
の

た
め
の

対
策
を

検
討
し

、
対

策
の
内

容
や

想
定
さ

れ
る
効

果
等

に
つ
い

て
明

ら
か
に

す
る

。

●
土
砂
流
動
が

ど
う
変
化

し
、
下
流

の
河
川
・
海

岸
に
ど
の

よ
う
に
影

　
響
す
る
か

△
△

各
利

水
対
策

案
に

つ
い
て

、
土

砂
流
動

が
ど
の

よ
う

に
変
化

す
る

の
か
、

そ
れ
に

よ
り

下
流
河

川
や

海
岸
に

お
け

る
土
砂

の
堆
積

又
は

侵
食
に

ど
の

よ
う
な

変
化
が

生
じ

る
の
か

、
利
用

で
き
る

デ
ー

タ
の
制

約
や

想
定
さ

れ
る
影

響
の

程
度
に

応
じ

て
で
き

る
限

り
明
ら

か
に
す

る
。

ま
た
、

必
要

に
応
じ

影
響
緩

和
の

た
め
の

対
策

を
検
討

し
、

対
策
の

内
容
や

想
定
さ

れ
る
効

果
等

に
つ
い

て
明

ら
か
に

す
る
。

●
景
観
、
人
と

自
然
と
の

豊
か
な
ふ

れ
あ
い
に
ど

の
よ
う
な

影
響
が
あ

　
る
か

△
△

各
利

水
対
策

案
に

つ
い
て

、
景

観
が
ど

う
変
化

す
る

の
か
、

河
川

や
湖
沼

で
の
野

外
レ

ク
リ
ェ

ー
シ

ョ
ン
を

通
じ

た
人
と

自
然
と

の
触

れ
合
い

の
活

動
及
び

日
常
的

な
人

と
自
然

と
の
触

れ
合
い

の
活

動
が
ど

の
よ

う
に
変

化
す
る

の
か

で
き
る

限
り

明
ら
か

に
す

る
。
ま

た
、
必

要
に

応
じ
影

響
緩

和
の
た

め
の
対

策
を

検
討
し

、
対

策
の
内

容
や

想
定
さ

れ
る
効

果
等
に

つ
い
て

明
ら

か
に
す

る
。

●
CO
2排

出
負

荷
は
ど
う

変
わ
る
か

－
△

各
利

水
対
策

案
に

つ
い
て

、
対

策
の
実

施
及
び

河
川

・
ダ
ム

等
の

管
理
に

伴
う

CO
2の

排
出

負
荷

の
概
略

を
明
ら

か
に

す
る
。

例
え

ば
、
海

水
淡
水

化
や

長
距
離

導
水

の
実
施

に
は

多
大

な
エ
ネ

ル
ギ

ー
を
必

要
と

す
る
こ

と
、
水

力
発

電
用
ダ

ム
容

量
の
買

い
上

げ
や
発

電
を
目

的
に

含
む
ダ

ム
事

業
の
中

止
は
火

力
発

電
の
増

強
を

要
す
る

な
ど

、
エ
ネ

ル
ギ
ー

政
策
に

も
影
響

す
る

可
能
性

が
あ

る
こ
と

に
留
意

す
る

。

●
そ
の
他

△
△

以
上

の
項
目

に
加

え
て
特

筆
さ

れ
る
環

境
影
響

が
あ

れ
ば
、

利
用

で
き
る

デ
ー
タ

の
制

約
や
想

定
さ

れ
る
影

響
の

程
度
に

応
じ
て

で
き

る
限
り

明
ら

か
に
す

る
。

※
１
　
○
：

評
価
の
視

点
と
し
て
よ

く
使
わ
れ

て
き
て
い

る
、
△
：
評

価
の
視
点

と
し
て
使

わ
れ
て
い

る
場
合
が
あ

る
、
－
：

明
示
し
た

評
価
は
ほ
と

ん
ど
又
は

全
く
行
わ

れ
て
き
て
い

な
い
。

※
３
「
実
現

性
」
と
し

て
は
、
例
え

ば
、
達
成

し
う
る
安

全
度
が
著
し

く
低
く
な

い
か
、
コ

ス
ト
が

著
し
く
高
く
な

い
か
、
持

続
性
が
あ
る

か
、
地
域

に
与
え
る

影
響
や
自

然
環
境
へ
与

え
る
影
響

が
著
し
く

大
き
く
な
い

か
が
考
え

ら
れ
る
が

、
こ
れ
ら
に

つ
い
て
は

、
実
現
性

以
外
の
評
価

軸
を
参
照

す
る
こ
と

。

※
２
　
○
：

原
則
と
し

て
定
量
的
評

価
を
行
う

こ
と
が
可

能
、
△
：
主

と
し
て
定

性
的
に
評

価
を
せ
ざ
る

を
得
な
い

が
、
一
部

の
事
項
に

つ
い
て
は
定

量
的
な
表

現
が
可
能

な
場
合
が
あ

る
、
－
：

定
量
的
評

価
が
直
ち
に

は
困
難

※
４
　
こ
れ

ま
で
、
法

制
度
上
又
は

技
術
上
の

観
点
か
ら

実
現
性
が
乏

し
い
案
は

代
替
案
と

し
て
検
討

し
な
い
場
合

が
多
か
っ

た
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

評
　

　
価

　
　

軸
　

　
と

　
　

評
　

　
価

　
　

の
　

　
考

　
　

え
　

　
方

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
【

別
紙

８
】

地
域

社
会

へ
の

影
響

環
境

へ
の

影
響

コ
ス

ト

目
標

実
現

性
※

３

（
新

規
利

水
の

観
点

か
ら

の
検
討

の
例

）
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表
 4

-3
7 

評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
新
規
利
水
①
）

 
①

田
川

ダ
ム

と
筒

砂
子

ダ
ム

案
②

田
川

ダ
ム

規
模

拡
大

案
③

筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
案

④
田

川
ダ

ム
と

中
流

部
堰

案

⑤
田

川
ダ

ム
と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

⑥
田

川
ダ

ム
と

河
道

外
調

整
池

案

［
現

計
画

］
田

川
ダ

ム
＋

筒
砂

子
ダ

ム
田

川
ﾀ
ﾞﾑ

規
模

拡
大

+
導

水
路

（
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

筒
砂

子
ﾀ
ﾞﾑ

規
模

拡
大

+
導

水
路

（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）
田

川
ﾀ
ﾞﾑ

+
中

流
部

堰
（
2
箇

所
）
+
導

水
路

（
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

田
川

ﾀ
ﾞﾑ

+
孫

沢
た

め
池

か
さ

上
げ

+
導

水
路

（
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

田
川

ﾀ
ﾞﾑ

+
河

道
外

調
整

池
（
5
箇

所
）

＋
導

水
路

（
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

●
利

水
参

画
者

に
対

し
、

開
発

量
と

し
て

何
m

3
/
s

必
要

か
を

確
認

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
算

出
が

妥
当

に
行

わ
れ

て
い

る
か

を
確

認
す

る
こ

と
と

し
て

お
り

、
そ

の
量

を
確

保
で

き
る

か

・
利

水
参

画
（
予

定
）
者

が
必

要
と

す
る

か
ん

が
い

用
水

の
必

要
水

量
：
代

か
き

期
最

大
2
3
.4

2
3
m

3
/
s、

普
通

期
最

大
1
5
.6

2
4
m

3
/
sが

開
発

可
能

で
あ

る
。

（
必

要
水

量
に

は
既

得
用

水
：
代

か
き

期
最

大
1
1
.8

0
0
m

3
/
s、

普
通

期
最

大
1
0
.3

0
6
m

3
/
sを

含
む

。
）

・
利

水
参

画
（
予

定
）
者

が
必

要
と

す
る

か
ん

が
い

用
水

の
必

要
水

量
：
代

か
き

期
最

大
2
3
.4

2
3
m

3
/
s、

普
通

期
最

大
1
5
.6

2
4
m

3
/
sが

開
発

可
能

で
あ

る
。

（
必

要
水

量
に

は
既

得
用

水
：
代

か
き

期
最

大
1
1
.8

0
0
m

3
/
s、

普
通

期
最

大
1
0
.3

0
6
m

3
/
sを

含
む

。
）

・
利

水
参

画
（
予

定
）
者

が
必

要
と

す
る

か
ん

が
い

用
水

の
必

要
水

量
：
代

か
き

期
最

大
2
3
.4

2
3
m

3
/
s、

普
通

期
最

大
1
5
.6

2
4
m

3
/
sが

開
発

可
能

で
あ

る
。

（
必

要
水

量
に

は
既

得
用

水
：
代

か
き

期
最

大
1
1
.8

0
0
m

3
/
s、

普
通

期
最

大
1
0
.3

0
6
m

3
/
sを

含
む

。
）

・
利

水
参

画
（
予

定
）
者

が
必

要
と

す
る

か
ん

が
い

用
水

の
必

要
水

量
：
代

か
き

期
最

大
2
3
.4

2
3
m

3
/
s、

普
通

期
最

大
1
5
.6

2
4
m

3
/
sが

開
発

可
能

で
あ

る
。

（
必

要
水

量
に

は
既

得
用

水
：
代

か
き

期
最

大
1
1
.8

0
0
m

3
/
s、

普
通

期
最

大
1
0
.3

0
6
m

3
/
sを

含
む

。
）

・
利

水
参

画
（
予

定
）
者

が
必

要
と

す
る

か
ん

が
い

用
水

の
必

要
水

量
：
代

か
き

期
最

大
2
3
.4

2
3
m

3
/
s、

普
通

期
最

大
1
5
.6

2
4
m

3
/
sが

開
発

可
能

で
あ

る
。

（
必

要
水

量
に

は
既

得
用

水
：
代

か
き

期
最

大
1
1
.8

0
0
m

3
/
s、

普
通

期
最

大
1
0
.3

0
6
m

3
/
sを

含
む

。
）

・
利

水
参

画
（
予

定
）
者

が
必

要
と

す
る

か
ん

が
い

用
水

の
必

要
水

量
：
代

か
き

期
最

大
2
3
.4

2
3
m

3
/
s、

普
通

期
最

大
1
5
.6

2
4
m

3
/
sが

開
発

可
能

で
あ

る
。

（
必

要
水

量
に

は
既

得
用

水
：
代

か
き

期
最

大
1
1
.8

0
0
m

3
/
s、

普
通

期
最

大
1
0
.3

0
6
m

3
/
sを

含
む

。
）

●
段

階
的

に
ど

の
よ

う
に

効
果

が
確

保
さ

れ
て

い
く

の
か

【
1
0
年

後
】

 ・
田

川
ダ

ム
及

び
筒

砂
子

ダ
ム

は
事

業
実

施
中

で
あ

り
、

効
果

は
見

込
め

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。
【
2
0
年

後
】

・
田

川
ダ

ム
は

完
成

し
、

水
供

給
が

可
能

と
な

る
と

想
定

さ
れ

る
。

・
筒

砂
子

ダ
ム

は
事

業
実

施
中

で
あ

り
、

効
果

は
見

込
め

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。

【
1
0
年

後
】

・
田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
は

事
業

実
施

中
で

あ
り

、
効

果
は

見
込

め
な

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
2
0
年

後
】

・
田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
は

完
成

し
、

水
供

給
が

可
能

と
な

る
と

想
定

さ
れ

る
。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。

【
1
0
年

後
】

・
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

は
事

業
実

施
中

で
あ

り
、

効
果

は
見

込
め

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。
【
2
0
年

後
】

・
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

は
事

業
実

施
中

で
あ

り
、

効
果

は
見

込
め

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。

【
1
0
年

後
】

・
田

川
ダ

ム
及

び
中

流
部

堰
は

事
業

実
施

中
で

あ
り

、
効

果
は

見
込

め
な

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
2
0
年

後
】

・
田

川
ダ

ム
及

び
中

流
部

堰
は

完
成

し
、

水
供

給
が

可
能

と
な

る
と

想
定

さ
れ

る
。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。

【
1
0
年

後
】

・
田

川
ダ

ム
及

び
孫

沢
た

め
池

の
か

さ
上

げ
は

事
業

実
施

中
で

あ
り

、
効

果
は

見
込

め
な

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
2
0
年

後
】

・
田

川
ダ

ム
は

完
成

し
、

水
供

給
が

可
能

と
な

る
と

想
定

さ
れ

る
。

・
孫

沢
た

め
池

は
事

業
実

施
中

で
あ

り
、

効
果

は
見

込
め

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。

【
1
0
年

後
】

 ・
田

川
ダ

ム
及

び
河

道
外

調
整

池
は

事
業

実
施

中
で

あ
り

、
効

果
は

見
込

め
な

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
2
0
年

後
】

・
田

川
ダ

ム
及

び
河

道
外

調
整

池
は

完
成

し
、

水
供

給
が

可
能

と
な

る
と

想
定

さ
れ

る
。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。

・
各

取
水

予
定

地
点

に
お

い
て

、
必

要
な

水
量

を
取

水
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
。

・
各

取
水

予
定

地
点

に
お

い
て

、
必

要
な

水
量

を
取

水
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
。

な
お

、
鳴

瀬
川

上
流

地
区

（
筒

砂
子

ダ
ム

補
給

予
定

区
域

）
へ

は
田

川
ダ

ム
下

流
か

ら
導

水
路

を
新

設
す

る
こ

と
に

よ
り

、
必

要
な

水
量

を
取

水
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

る
。

・
各

取
水

予
定

地
点

に
お

い
て

、
必

要
な

水
量

を
取

水
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
。

な
お

、
田

川
沿

川
及

び
鳴

瀬
川

下
流

地
区

（
田

川
ダ

ム
補

給
予

定
区

域
）

へ
は

、
筒

砂
子

ダ
ム

及
び

二
ツ

石
ダ

ム
（
農

）
の

補
給

区
域

の
見

直
し

や
導

水
路

を
新

設
す

る
こ

と
に

よ
り

、
必

要
な

水
量

を
取

水
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

る
。

・
各

取
水

予
定

地
点

に
お

い
て

、
必

要
な

水
量

を
取

水
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
。

な
お

、
鳴

瀬
川

上
流

地
区

（
筒

砂
子

ダ
ム

補
給

予
定

区
域

）
へ

は
田

川
ダ

ム
下

流
か

ら
導

水
路

を
新

設
す

る
こ

と
に

よ
り

、
必

要
な

水
量

を
取

水
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

る
。

・
各

取
水

予
定

地
点

に
お

い
て

、
必

要
な

水
量

を
取

水
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
。

な
お

、
鳴

瀬
川

上
流

地
区

（
筒

砂
子

ダ
ム

補
給

予
定

区
域

）
へ

は
田

川
ダ

ム
下

流
か

ら
導

水
路

を
新

設
す

る
こ

と
に

よ
り

、
必

要
な

水
量

を
取

水
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

る
。

・
各

取
水

予
定

地
点

に
お

い
て

、
必

要
な

水
量

を
取

水
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
。

な
お

、
鳴

瀬
川

上
流

地
区

（
筒

砂
子

ダ
ム

補
給

予
定

区
域

）
へ

は
河

道
外

調
整

池
及

び
田

川
ダ

ム
下

流
か

ら
導

水
路

を
新

設
す

る
こ

と
に

よ
り

、
必

要
な

水
量

を
取

水
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

る
。

・
一

部
の

取
水

予
定

地
点

で
は

、
国

営
鳴

瀬
川

土
地

改
良

事
業

に
よ

り
、

取
水

施
設

が
完

成
し

、
需

要
が

発
生

し
て

い
る

。

・
一

部
の

取
水

予
定

地
点

で
は

、
国

営
鳴

瀬
川

土
地

改
良

事
業

に
よ

り
、

取
水

施
設

が
完

成
し

、
需

要
が

発
生

し
て

い
る

。

・
一

部
の

取
水

予
定

地
点

で
は

、
国

営
鳴

瀬
川

土
地

改
良

事
業

に
よ

り
、

取
水

施
設

が
完

成
し

、
需

要
が

発
生

し
て

い
る

。

・
一

部
の

取
水

予
定

地
点

で
は

、
国

営
鳴

瀬
川

土
地

改
良

事
業

に
よ

り
、

取
水

施
設

が
完

成
し

、
需

要
が

発
生

し
て

い
る

。

・
一

部
の

取
水

予
定

地
点

で
は

、
国

営
鳴

瀬
川

土
地

改
良

事
業

に
よ

り
、

取
水

施
設

が
完

成
し

、
需

要
が

発
生

し
て

い
る

。

・
一

部
の

取
水

予
定

地
点

で
は

、
国

営
鳴

瀬
川

土
地

改
良

事
業

に
よ

り
、

取
水

施
設

が
完

成
し

、
需

要
が

発
生

し
て

い
る

。

●
ど

の
よ

う
な

水
質

の
用

水
が

得
ら

れ
る

か
・
現

状
の

河
川

水
質

と
同

等
と

想
定

さ
れ

る
。

・
現

状
の

河
川

水
質

と
同

等
と

想
定

さ
れ

る
。

・
現

状
の

河
川

水
質

と
同

等
と

想
定

さ
れ

る
。

・
現

状
の

河
川

水
質

と
同

等
と

想
定

さ
れ

る
。

・
現

状
の

河
川

水
質

と
同

等
と

想
定

さ
れ

る
。

・
現

状
の

河
川

水
質

と
同

等
と

想
定

さ
れ

る
。

　 　
　

　
　

　
　

　
  
  
 　

　
　

新
規

利
水

対
策

案
と

  
  
  
  
  
  
  
 　

　
　

  
  
  
 実

施
内

容
の

概
要

　 　
評

価
軸

と
評

価
の

考
え

方

目
標

●
ど

の
範

囲
で

ど
の

よ
う

な
効

果
が

確
保

さ
れ

て
い

く
の

か
（
取

水
位

置
別

に
、

取
水

可
能

量
が

ど
の

よ
う

に
確

保
さ

れ
る

か
）
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表
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-3
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評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
新
規
利
水
②
）

 

⑦
筒

砂
子

ダ
ム

と
た

め
池

か
さ

上
げ

案

⑧
筒

砂
子

ダ
ム

と
河

道
外

調
整

池
案

⑨
利

水
専

用
ダ

ム
案

⑩
漆

沢
ダ

ム
有

効
活

用
と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

⑪
中

流
部

堰
と

河
道

外
調

整
池

案

⑫
河

道
外

調
整

池
案

筒
砂

子
ﾀ
ﾞﾑ

+
た

め
池

か
さ

上
げ

（
孫

沢
、

長
沼

）
+
中

流
部

堰
（
2
箇

所
）
+
導

水
路

(二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
)

筒
砂

子
ﾀ
ﾞﾑ

+
河

道
外

調
整

池
（
5
箇

所
）
＋

導
水

路
(二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

)

利
水

専
用

ダ
ム

+
導

水
路

（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）
た

め
池

か
さ

上
げ

（
孫

沢
、

長
沼

）
+
漆

沢
ﾀ
ﾞﾑ

治
水

容
量

買
い

上
げ

+
導

水
路

（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

中
流

部
堰

（
3
箇

所
）
+
河

道
外

調
整

池
（
5
箇

所
）
＋

導
水

路
（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

、
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

河
道

外
調

整
池

（
5
箇

所
）
＋

導
水

路
（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

、
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

●
利

水
参

画
者

に
対

し
、

開
発

量
と

し
て

何
m

3
/
s

必
要

か
を

確
認

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
算

出
が

妥
当

に
行

わ
れ

て
い

る
か

を
確

認
す

る
こ

と
と

し
て

お
り

、
そ

の
量

を
確

保
で

き
る

か

・
利

水
参

画
（
予

定
）
者

が
必

要
と

す
る

か
ん

が
い

用
水

の
必

要
水

量
：
代

か
き

期
最

大
2
3
.4

2
3
m

3
/
s、

普
通

期
最

大
1
5
.6

2
4
m

3
/
sが

開
発

可
能

で
あ

る
。

（
必

要
水

量
に

は
既

得
用

水
：
代

か
き

期
最

大
1
1
.8

0
0
m

3
/
s、

普
通

期
最

大
1
0
.3

0
6
m

3
/
sを

含
む

。
）

・
利

水
参

画
（
予

定
）
者

が
必

要
と

す
る

か
ん

が
い

用
水

の
必

要
水

量
：
代

か
き

期
最

大
2
3
.4

2
3
m

3
/
s、

普
通

期
最

大
1
5
.6

2
4
m

3
/
sが

開
発

可
能

で
あ

る
。

（
必

要
水

量
に

は
既

得
用

水
：
代

か
き

期
最

大
1
1
.8

0
0
m

3
/
s、

普
通

期
最

大
1
0
.3

0
6
m

3
/
sを

含
む

。
）

・
利

水
参

画
（
予

定
）
者

が
必

要
と

す
る

か
ん

が
い

用
水

の
必

要
水

量
：
代

か
き

期
最

大
2
3
.4

2
3
m

3
/
s、

普
通

期
最

大
1
5
.6

2
4
m

3
/
sが

開
発

可
能

で
あ

る
。

（
必

要
水

量
に

は
既

得
用

水
：
代

か
き

期
最

大
1
1
.8

0
0
m

3
/
s、

普
通

期
最

大
1
0
.3

0
6
m

3
/
sを

含
む

。
）

・
利

水
参

画
（
予

定
）
者

が
必

要
と

す
る

か
ん

が
い

用
水

の
必

要
水

量
：
代

か
き

期
最

大
2
3
.4

2
3
m

3
/
s、

普
通

期
最

大
1
5
.6

2
4
m

3
/
sが

開
発

可
能

で
あ

る
。

（
必

要
水

量
に

は
既

得
用

水
：
代

か
き

期
最

大
1
1
.8

0
0
m

3
/
s、

普
通

期
最

大
1
0
.3

0
6
m

3
/
sを

含
む

。
）

・
利

水
参

画
（
予

定
）
者

が
必

要
と

す
る

か
ん

が
い

用
水

の
必

要
水

量
：
代

か
き

期
最

大
2
3
.4

2
3
m

3
/
s、

普
通

期
最

大
1
5
.6

2
4
m

3
/
sが

開
発

可
能

で
あ

る
。

（
必

要
水

量
に

は
既

得
用

水
：
代

か
き

期
最

大
1
1
.8

0
0
m

3
/
s、

普
通

期
最

大
1
0
.3

0
6
m

3
/
sを

含
む

。
）

・
利

水
参

画
（
予

定
）
者

が
必

要
と

す
る

か
ん

が
い

用
水

の
必

要
水

量
：
代

か
き

期
最

大
2
3
.4

2
3
m

3
/
s、

普
通

期
最

大
1
5
.6

2
4
m

3
/
sが

開
発

可
能

で
あ

る
。

（
必

要
水

量
に

は
既

得
用

水
：
代

か
き

期
最

大
1
1
.8

0
0
m

3
/
s、

普
通

期
最

大
1
0
.3

0
6
m

3
/
sを

含
む

。
）

●
段

階
的

に
ど

の
よ

う
に

効
果

が
確

保
さ

れ
て

い
く

の
か

【
1
0
年

後
】

 ・
筒

砂
子

ダ
ム

、
中

流
部

堰
及

び
た

め
池

の
か

さ
上

げ
は

事
業

実
施

中
で

あ
り

、
効

果
は

見
込

め
な

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
2
0
年

後
】

・
中

流
部

堰
は

完
成

し
、

水
供

給
が

可
能

と
な

る
と

想
定

さ
れ

る
。

・
筒

砂
子

ダ
ム

及
び

た
め

池
の

か
さ

上
げ

は
事

業
実

施
中

で
あ

り
、

効
果

は
見

込
め

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。

【
1
0
年

後
】

 ・
筒

砂
子

ダ
ム

及
び

河
道

外
調

整
池

は
事

業
実

施
中

で
あ

り
、

効
果

は
見

込
め

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。
【
2
0
年

後
】

・
筒

砂
子

ダ
ム

は
事

業
実

施
中

で
あ

り
、

効
果

は
見

込
め

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。
・
河

道
外

調
整

池
は

完
成

し
、

水
供

給
が

可
能

と
な

る
と

想
定

さ
れ

る
。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。

【
1
0
年

後
】

 ・
利

水
専

用
ダ

ム
は

事
業

実
施

中
で

あ
り

、
効

果
は

見
込

め
な

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
2
0
年

後
】

・
利

水
専

用
ダ

ム
は

事
業

実
施

中
で

あ
り

、
効

果
は

見
込

め
な

い
と

想
定

さ
れ

る
。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。

【
1
0
年

後
】

・
孫

沢
た

め
池

の
か

さ
上

げ
及

び
漆

沢
ダ

ム
治

水
容

量
買

い
上

げ
は

事
業

実
施

中
で

あ
り

、
効

果
は

見
込

め
な

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
2
0
年

後
】

・
孫

沢
た

め
池

の
か

さ
上

げ
及

び
漆

沢
ダ

ム
治

水
容

量
買

い
上

げ
は

事
業

実
施

中
で

あ
り

、
効

果
は

見
込

め
な

い
と

想
定

さ
れ

る
。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。

【
1
0
年

後
】

・
中

流
部

堰
及

び
河

道
外

調
整

池
は

事
業

実
施

中
で

あ
り

、
効

果
は

見
込

め
な

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
2
0
年

後
】

・
中

流
部

堰
及

び
河

道
外

調
整

池
は

完
成

し
、

水
供

給
が

可
能

と
な

る
と

想
定

さ
れ

る
。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。

【
1
0
年

後
】

・
河

道
外

調
整

池
は

事
業

実
施

中
で

あ
り

、
効

果
は

見
込

め
な

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
2
0
年

後
】

・
河

道
外

調
整

池
は

事
業

実
施

中
で

あ
り

、
一

部
施

設
に

つ
い

て
は

水
供

給
が

可
能

と
な

る
と

想
定

さ
れ

る
。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。

・
各

取
水

予
定

地
点

に
お

い
て

、
必

要
な

水
量

を
取

水
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
。

な
お

、
田

川
沿

川
及

び
鳴

瀬
川

下
流

地
区

（
田

川
ダ

ム
補

給
予

定
区

域
）
へ

は
、

筒
砂

子
ダ

ム
及

び
二

ツ
石

ダ
ム

（
農

）
の

補
給

区
域

の
見

直
し

や
導

水
路

を
新

設
す

る
こ

と
に

よ
り

、
必

要
な

水
量

を
取

水
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

る
。

・
各

取
水

予
定

地
点

に
お

い
て

、
必

要
な

水
量

を
取

水
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
。

な
お

、
田

川
沿

川
及

び
鳴

瀬
川

下
流

地
区

（
田

川
ダ

ム
補

給
予

定
区

域
）
へ

は
、

河
道

外
調

整
池

及
び

導
水

路
を

新
設

す
る

こ
と

に
よ

り
、

必
要

な
水

量
を

取
水

す
る

こ
と

が
可

能
と

な
る

。

・
各

取
水

予
定

地
点

に
お

い
て

、
必

要
な

水
量

を
取

水
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
。

な
お

、
田

川
沿

川
及

び
鳴

瀬
川

下
流

地
区

（
田

川
ダ

ム
補

給
予

定
区

域
）
へ

は
、

筒
砂

子
ダ

ム
及

び
二

ツ
石

ダ
ム

（
農

）
の

補
給

区
域

の
見

直
し

や
導

水
路

を
新

設
す

る
こ

と
に

よ
り

、
必

要
な

水
量

を
取

水
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

る
。

・
各

取
水

予
定

地
点

に
お

い
て

、
必

要
な

水
量

を
取

水
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
。

な
お

、
田

川
沿

川
及

び
鳴

瀬
川

下
流

地
区

の
既

設
ダ

ム
(漆

沢
ダ

ム
・
二

ツ
石

ダ
ム

）
の

補
給

区
域

を
見

直
し

及
び

導
水

路
、

不
足

す
る

分
を

漆
沢

ダ
ム

の
治

水
容

量
の

振
替

や
た

め
池

か
さ

上
げ

に
よ

り
、

必
要

な
水

量
を

取
水

す
る

こ
と

が
可

能
と

な
る

。

・
各

取
水

予
定

地
点

に
お

い
て

、
必

要
な

水
量

を
取

水
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
。

な
お

、
田

川
沿

川
及

び
鳴

瀬
川

上
流

地
区

（
筒

砂
子

ダ
ム

補
給

予
定

区
域

）
へ

は
、

二
ツ

石
ダ

ム
（
農

）
の

補
給

区
域

の
見

直
し

や
導

水
路

を
新

設
す

る
こ

と
に

よ
り

、
必

要
な

水
量

を
取

水
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

る
。

・
各

取
水

予
定

地
点

に
お

い
て

、
必

要
な

水
量

を
取

水
す

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
。

な
お

、
田

川
沿

川
及

び
鳴

瀬
川

上
流

地
区

（
筒

砂
子

ダ
ム

補
給

予
定

区
域

）
へ

は
、

二
ツ

石
ダ

ム
（
農

）
の

補
給

区
域

の
見

直
し

や
導

水
路

を
新

設
す

る
こ

と
に

よ
り

、
必

要
な

水
量

を
取

水
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

る
。

・
一

部
の

取
水

予
定

地
点

で
は

、
国

営
鳴

瀬
川

土
地

改
良

事
業

に
よ

り
、

取
水

施
設

が
完

成
し

、
需

要
が

発
生

し
て

い
る

。

・
一

部
の

取
水

予
定

地
点

で
は

、
国

営
鳴

瀬
川

土
地

改
良

事
業

に
よ

り
、

取
水

施
設

が
完

成
し

、
需

要
が

発
生

し
て

い
る

。

・
一

部
の

取
水

予
定

地
点

で
は

、
国

営
鳴

瀬
川

土
地

改
良

事
業

に
よ

り
、

取
水

施
設

が
完

成
し

、
需

要
が

発
生

し
て

い
る

。

・
一

部
の

取
水

予
定

地
点

で
は

、
国

営
鳴

瀬
川

土
地

改
良

事
業

に
よ

り
、

取
水

施
設

が
完

成
し

、
需

要
が

発
生

し
て

い
る

。

・
一

部
の

取
水

予
定

地
点

で
は

、
国

営
鳴

瀬
川

土
地

改
良

事
業

に
よ

り
、

取
水

施
設

が
完

成
し

、
需

要
が

発
生

し
て

い
る

。

・
一

部
の

取
水

予
定

地
点

で
は

、
国

営
鳴

瀬
川

土
地

改
良

事
業

に
よ

り
、

取
水

施
設

が
完

成
し

、
需

要
が

発
生

し
て

い
る

。

●
ど

の
よ

う
な

水
質

の
用

水
が

得
ら

れ
る

か
・
現

状
の

河
川

水
質

と
同

等
と

想
定

さ
れ

る
。

・
現

状
の

河
川

水
質

と
同

等
と

想
定

さ
れ

る
。

・
現

状
の

河
川

水
質

と
同

等
と

想
定

さ
れ

る
。

・
現

状
の

河
川

水
質

と
同

等
と

想
定

さ
れ

る
。

・
現

状
の

河
川

水
質

と
同

等
と

想
定

さ
れ

る
。

・
現

状
の

河
川

水
質

と
同

等
と

想
定

さ
れ

る
。

目
標

●
ど

の
範

囲
で

ど
の

よ
う

な
効

果
が

確
保

さ
れ

て
い

く
の

か
（
取

水
位

置
別

に
、

取
水

可
能

量
が

ど
の

よ
う

に
確

保
さ

れ
る

か
）

　 　
　

　
　

　
　

　
  

  
 　

　
　

新
規

利
水

対
策

案
と

  
  

  
  

  
  

  
 　

　
　

  
  

  
 実

施
内

容
の

概
要

　 　
評

価
軸

と
評

価
の

考
え

方



  

4-185

表
 4

-3
9 

評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
新
規
利
水
③
）

 

①
田

川
ダ

ム
と

筒
砂

子
ダ

ム
案

②
田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
案

③
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

案
④

田
川

ダ
ム

と
中

流
部

堰
案

⑤
田

川
ダ

ム
と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

⑥
田

川
ダ

ム
と

河
道

外
調

整
池

案

［
現

計
画

］
田

川
ダ

ム
＋

筒
砂

子
ダ

ム
田

川
ﾀ
ﾞﾑ

規
模

拡
大

+
導

水
路

（
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

筒
砂

子
ﾀ
ﾞﾑ

規
模

拡
大

+
導

水
路

（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）
田

川
ﾀ
ﾞﾑ

+
中

流
部

堰
（
2
箇

所
）
+
導

水
路

（
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

田
川

ﾀ
ﾞﾑ

+
孫

沢
た

め
池

か
さ

上
げ

+
導

水
路

（
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

田
川

ﾀ
ﾞﾑ

+
河

道
外

調
整

池
（
5
箇

所
）

＋
導

水
路

（
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

約
１

５
０

億
円

約
１

４
０

億
円

約
１

２
０

億
円

約
１

８
０

億
円

約
２

２
０

億
円

約
２

２
０

億
円

(新
規

利
水

分
)

(新
規

利
水

分
)

(新
規

利
水

分
)

(新
規

利
水

分
)

(新
規

利
水

分
)

(新
規

利
水

分
)

１
１

０
百

万
円

／
年

約
８

５
百

万
円

／
年

約
５

７
百

万
円

／
年

約
１

２
０

百
万

円
／

年
約

７
０

百
万

円
／

年
約

８
１

百
万

円
／

年

【
中

止
に

伴
う

費
用

】
【
中

止
に

伴
う

費
用

】
【
中

止
に

伴
う

費
用

】
【
中

止
に

伴
う

費
用

】
【
中

止
に

伴
う

費
用

】

・
筒

砂
子

ダ
ム

の
横

坑
閉

塞
費

用
に

約
3
1
百

万
円

程
度

必
要

と
見

込
ん

で
い

る
。

(費
用

は
共

同
費

ベ
ー

ス
)

・
田

川
ダ

ム
の

横
坑

閉
塞

費
用

に
約

3
0
百

万
円

程
度

必
要

と
見

込
ん

で
い

る
。

(費
用

は
共

同
費

ベ
ー

ス
)

・
筒

砂
子

ダ
ム

の
横

坑
閉

塞
費

用
に

約
3
1
百

万
円

程
度

必
要

と
見

込
ん

で
い

る
。

(費
用

は
共

同
費

ベ
ー

ス
)

・
筒

砂
子

ダ
ム

の
横

坑
閉

塞
費

用
に

約
3
1
百

万
円

程
度

必
要

と
見

込
ん

で
い

る
。

(費
用

は
共

同
費

ベ
ー

ス
)

・
筒

砂
子

ダ
ム

の
横

坑
閉

塞
費

用
に

約
3
1
百

万
円

程
度

必
要

と
見

込
ん

で
い

る
。

(費
用

は
共

同
費

ベ
ー

ス
)

　 　
　

　
　

　
　

　
  

  
 　

　
　

新
規

利
水

対
策

案
と

  
  

  
  

  
  

  
 　

　
　

  
  

  
 実

施
内

容
の

概
要

　 　
評

価
軸

と
評

価
の

考
え

方

※
維

持
管

理
に

要
す

る
費

用
は

河
道

外
調

整
池

の
ほ

か
、

田
川

ダ
ム

の
整

備
に

伴
う

新
規

利
水

分
を

計
上

し
た

。

※
維

持
管

理
に

要
す

る
費

用
は

田
川

ダ
ム

と
筒

砂
子

ダ
ム

の
整

備
に

伴
う

新
規

利
水

分
を

計
上

し
た

。

※
維

持
管

理
に

要
す

る
費

用
は

田
川

ダ
ム

規
模

拡
大

の
整

備
に

伴
う

新
規

利
水

分
を

計
上

し
た

。

※
維

持
管

理
に

要
す

る
費

用
は

筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
の

整
備

に
伴

う
新

規
利

水
分

を
計

上
し

た
。

※
維

持
管

理
に

要
す

る
費

用
は

中
流

部
堰

の
ほ

か
、

田
川

ダ
ム

の
整

備
に

伴
う

新
規

利
水

分
を

計
上

し
た

。

※
維

持
管

理
に

要
す

る
費

用
は

た
め

池
か

さ
上

げ
に

よ
る

増
加

分
の

ほ
か

、
田

川
ダ

ム
の

整
備

に
伴

う
新

規

利
水

分
を

計
上

し
た

。

・
発

生
し

な
い

。

●
完

成
ま

で
に

要
す

る
費

用
は

ど
の

く
ら

い
か

●
維

持
管

理
に

要
す

る
費

用
は

ど
の

く
ら

い
か

●
そ

の
他

の
費

用
（
ダ

ム
中

止
に

伴
っ

て
発

生
す

る
費

用
）
は

ど
の

く
ら

い
か

コ
ス

ト
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表
 4

-4
0 

評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
新
規
利
水
④
）

 

⑦
筒

砂
子

ダ
ム

と
た

め
池

か
さ

上
げ

案

⑧
筒

砂
子

ダ
ム

と
河

道
外

調
整

池
案

⑨
利

水
専

用
ダ

ム
案

⑩
漆

沢
ダ

ム
有

効
活

用
と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

⑪
中

流
部

堰
と

河
道

外
調

整
池

案

⑫
河

道
外

調
整

池
案

筒
砂

子
ﾀ
ﾞﾑ

+
た

め
池

か
さ

上
げ

（
孫

沢
、

長
沼

）
+
中

流
部

堰
（
2
箇

所
）
+
導

水
路

(二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
)

筒
砂

子
ﾀ
ﾞﾑ

+
河

道
外

調
整

池
（
5
箇

所
）
＋

導
水

路

(二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
)

利
水

専
用

ダ
ム

+
導

水
路

（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）
た

め
池

か
さ

上
げ

（
孫

沢
、

長
沼

）
+
漆

沢
ﾀ
ﾞﾑ

治
水

容
量

買
い

上
げ

+
導

水
路

（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

中
流

部
堰

（
3
箇

所
）
+
河

道
外

調
整

池
（
5
箇

所
）
＋

導
水

路
（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

、
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

河
道

外
調

整
池

（
5
箇

所
）
＋

導
水

路
（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

、
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

約
４

５
０

億
円

約
４

０
０

億
円

約
４

４
０

億
円

約
７

６
０

億
円

約
４

８
０

億
円

約
４

７
０

億
円

(新
規

利
水

分
)

(新
規

利
水

分
)

(新
規

利
水

分
)

(新
規

利
水

分
)

(新
規

利
水

分
)

(新
規

利
水

分
)

約
８

４
百

万
円

／
年

約
７

６
百

万
円

／
年

約
６

６
百

万
円

／
年

約
５

５
百

万
円

／
年

約
１

１
０

百
万

円
／

年
約

６
０

百
万

円
／

年

【
中

止
に

伴
う

費
用

】
【
中

止
に

伴
う

費
用

】
【
中

止
に

伴
う

費
用

】
【
中

止
に

伴
う

費
用

】
【
中

止
に

伴
う

費
用

】
【
中

止
に

伴
う

費
用

】

・
田

川
ダ

ム
の

横
坑

閉
塞

費
用

に
約

3
0
百

万
円

程
度

必
要

と
見

込
ん

で
い

る
。

(費
用

は
共

同
費

ベ
ー

ス
)

・
田

川
ダ

ム
の

横
坑

閉
塞

費
用

に
約

3
0
百

万
円

程
度

必
要

と
見

込
ん

で
い

る
。

(費
用

は
共

同
費

ベ
ー

ス
)

・
田

川
ダ

ム
の

横
坑

閉
塞

費
用

に
約

3
0
百

万
円

程
度

必
要

と
見

込
ん

で
い

る
。

(費
用

は
共

同
費

ベ
ー

ス
)

・
田

川
ダ

ム
及

び
筒

砂
子

ダ
ム

の
横

坑
閉

塞
費

用
に

約
6
1
百

万
円

程
度

必
要

と
見

込
ん

で
い

る
。

(費
用

は
共

同
費

ベ
ー

ス
)

・
田

川
ダ

ム
及

び
筒

砂
子

ダ
ム

の
横

坑
閉

塞
費

用
に

約
6
1
百

万
円

程
度

必
要

と
見

込
ん

で
い

る
。

(費
用

は
共

同
費

ベ
ー

ス
)

・
田

川
ダ

ム
及

び
筒

砂
子

ダ
ム

の
横

坑
閉

塞
費

用
に

約
6
1
百

万
円

程
度

必
要

と
見

込
ん

で
い

る
。

(費
用

は
共

同
費

ベ
ー

ス
)

　 　
　

　
　

　
　

　
  

  
 　

　
　

新
規

利
水

対
策

案
と

  
  

  
  

  
  

  
 　

　
　

  
  

  
 実

施
内

容
の

概
要

　 　
評

価
軸

と
評

価
の

考
え

方

※
維

持
管

理
に

要
す

る
費

用
は

漆
沢

ダ
ム

の
治

水
容

量
買

い
上

げ
に

よ
る

増
加

分
と

た
め

池
か

さ
上

げ
に

よ
る

増
加

分
を

計
上

し
た

。

※
維

持
管

理
に

要
す

る
費

用
は

中
流

部
堰

及
び

た
め

池
か

さ
上

げ
に

よ
る

増
加

分
の

ほ
か

、
筒

砂
子

ダ
ム

の
整

備
に

伴
う

新
規

利
水

分
を

計
上

し
た

。

※
維

持
管

理
に

要
す

る
費

用
は

河
道

外
調

整
池

の
ほ

か
、

筒
砂

子
ダ

ム
の

整
備

に
伴

う
新

規
利

水
分

を
計

上
し

た
。

●
完

成
ま

で
に

要
す

る
費

用
は

ど
の

く
ら

い
か

●
維

持
管

理
に

要
す

る
費

用
は

ど
の

く
ら

い
か

●
そ

の
他

の
費

用
（
ダ

ム
中

止
に

伴
っ

て
発

生
す

る
費

用
）
は

ど
の

く
ら

い
か

コ
ス

ト
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表
 4

-4
1 

評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
新
規
利
水
⑤
）

 

 
①

田
川

ダ
ム

と
筒

砂
子

ダ
ム

案
②

田
川

ダ
ム

規
模

拡
大

案
③

筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
案

④
田

川
ダ

ム
と

中
流

部
堰

案

⑤
田

川
ダ

ム
と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

⑥
田

川
ダ

ム
と

河
道

外
調

整
池

案

［
現

計
画

］
田

川
ダ

ム
＋

筒
砂

子
ダ

ム
田

川
ﾀ
ﾞﾑ

規
模

拡
大

+
導

水
路

（
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

筒
砂

子
ﾀ
ﾞﾑ

規
模

拡
大

+
導

水
路

（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）
田

川
ﾀ
ﾞﾑ

+
中

流
部

堰
（
2
箇

所
）
+
導

水
路

（
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

田
川

ﾀ
ﾞﾑ

+
孫

沢
た

め
池

か
さ

上
げ

+
導

水
路

（
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

田
川

ﾀ
ﾞﾑ

+
河

道
外

調
整

池
（
5
箇

所
）

＋
導

水
路

（
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

●
土

地
所

有
者

等
の

協
力

の
見

通
し

は
ど

う
か

【
田

川
ダ

ム
】

・
必

要
な

用
地

取
得

は
未

実
施

で
あ

る
。

・
田

川
ダ

ム
に

つ
い

て
は

、
土

地
所

有
者

等
に

説
明

し
て

い
る

。
【
筒

砂
子

ダ
ム

】
・
必

要
な

用
地

取
得

は
未

実
施

で
あ

る
。

・
筒

砂
子

ダ
ム

に
つ

い
て

は
、

土
地

所
有

者
等

に
説

明
し

て
い

る
。

【
田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
】

・
必

要
な

用
地

取
得

は
未

実
施

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
は

、
本

対
策

案
に

つ
い

て
土

地
所

有
者

等
に

説
明

等
は

行
っ

て
い

な
い

。

【
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

】
・
必

要
な

用
地

取
得

は
未

実
施

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
は

、
本

対
策

案
に

つ
い

て
土

地
所

有
者

等
に

説
明

等
は

行
っ

て
い

な
い

。

【
田

川
ダ

ム
】

・
必

要
な

用
地

取
得

は
未

実
施

で
あ

る
。

・
田

川
ダ

ム
に

つ
い

て
は

、
土

地
所

有
者

等
に

説
明

し
て

い
る

。
【
中

流
部

堰
】

・
中

流
部

堰
は

、
国

有
地

で
あ

り
、

土
地

所
有

者
と

の
調

整
は

必
要

な
い

。

【
田

川
ダ

ム
】

・
必

要
な

用
地

取
得

は
未

実
施

で
あ

る
。

・
田

川
ダ

ム
に

つ
い

て
は

、
土

地
所

有
者

等
に

説
明

し
て

い
る

。
【
た

め
池

か
さ

上
げ

】
・
た

め
池

か
さ

上
げ

に
関

す
る

土
地

所
有

者
等

と
の

合
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
、

土
地

所
有

者
等

へ
の

説
明

は
行

っ
て

い
な

い
。

【
田

川
ダ

ム
】

・
必

要
な

用
地

取
得

は
未

実
施

で
あ

る
。

・
田

川
ダ

ム
に

つ
い

て
は

、
土

地
所

有
者

等
に

説
明

し
て

い
る

。
【
河

道
外

調
整

池
】

・
河

道
外

調
整

池
の

用
地

取
得

等
が

必
要

と
な

る
た

め
土

地
所

有
者

等
と

の
合

意
が

必
要

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
は

、
土

地
所

有
者

等
に

説
明

は
行

っ
て

い
な

い
。

●
関

係
す

る
河

川
使

用
者

の
同

意
の

見
通

し
は

ど
う

か

【
田

川
ダ

ム
】

・
田

川
ダ

ム
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【
筒

砂
子

ダ
ム

】
・
筒

砂
子

ダ
ム

下
流

の
関

係
河

川
使

用
者

の
同

意
が

必
要

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
は

関
係

す
る

河
川

使
用

者
に

説
明

等
を

行
っ

て
い

な
い

。

【
田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
】

・
田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

】
・
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

下
流

の
関

係
河

川
使

用
者

の
同

意
が

必
要

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
は

関
係

す
る

河
川

使
用

者
に

説
明

等
を

行
っ

て
い

な
い

。

【
田

川
ダ

ム
】

・
田

川
ダ

ム
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【
中

流
部

堰
】

・
中

流
部

堰
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【
田

川
ダ

ム
】

・
田

川
ダ

ム
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【
た

め
池

か
さ

上
げ

】
・
た

め
池

下
流

の
関

係
河

川
使

用
者

の
同

意
が

必
要

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
は

関
係

す
る

河
川

使
用

者
に

説
明

等
を

行
っ

て
い

な
い

。

【
田

川
ダ

ム
】

・
田

川
ダ

ム
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
河

道
外

調
整

池
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

●
発

電
を

目
的

と
し

て
事

業
に

参
画

し
て

い
る

者
へ

の
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の
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度

は
ど

う
か
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表
 4

-4
2 

評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
新
規
利
水
⑥
）

 
⑦

筒
砂

子
ダ

ム
と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

⑧
筒

砂
子

ダ
ム

と
河

道
外

調
整

池
案

⑨
利

水
専

用
ダ

ム
案

⑩
漆

沢
ダ

ム
有

効
活

用
と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

⑪
中

流
部

堰
と

河
道

外
調

整
池

案

⑫
河

道
外

調
整

池
案

筒
砂

子
ﾀ
ﾞﾑ

+
た

め
池

か
さ

上
げ

（
孫

沢
、

長
沼

）
+
中

流
部

堰
（
2
箇

所
）
+
導

水
路

(二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
)

筒
砂

子
ﾀ
ﾞﾑ

+
河

道
外

調
整

池
（
5
箇

所
）
＋

導
水

路
(二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

)

利
水

専
用

ダ
ム

+
導

水
路

（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）
た

め
池

か
さ

上
げ

（
孫

沢
、

長
沼

）
+
漆

沢
ﾀ
ﾞﾑ

治
水

容
量

買
い

上
げ

+
導

水
路

（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

中
流

部
堰

（
3
箇

所
）
+
河

道
外

調
整

池
（
5
箇

所
）
＋

導
水

路
（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

、
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

河
道

外
調

整
池

（
5
箇

所
）
＋

導
水

路
（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

、
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

●
土

地
所

有
者

等
の

協
力

の
見

通
し

は
ど

う
か

【
筒

砂
子

ダ
ム

】
・
必

要
な

用
地

取
得

は
未

実
施

で
あ

る
。

・
筒

砂
子

ダ
ム

に
つ

い
て

は
、

土
地

所
有

者
等

に
説

明
し

て
い

る
。

【
中

流
部

堰
】

・
中

流
部

堰
は

、
国

有
地

で
あ

り
、

土
地

所
有

者
と

の
調

整
は

必
要

な
い

。
【
た

め
池

か
さ

上
げ

】
・
た

め
池

か
さ

上
げ

に
関

し
土

地
所

有
者

等
と

の
合

意
が

必
要

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
は

、
土

地
所

有
者

等
へ

の
説

明
は

行
っ

て
い

な
い

。

【
筒

砂
子

ダ
ム

】
・
必

要
な

用
地

取
得

は
未

実
施

で
あ

る
。

・
筒

砂
子

ダ
ム

に
つ

い
て

は
、

土
地

所
有

者
等

に
説

明
し

て
い

る
。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
河

道
外

調
整

池
の

用
地

取
得

等
が

必
要

と
な

る
た

め
土

地
所

有
者

等
と

の
合

意
が

必
要

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
は

、
土

地
所

有
者

等
に

説
明

は
行

っ
て

い
な

い
。

【
利

水
専

用
ダ

ム
】

・
必

要
な

用
地

取
得

は
未

実
施

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
は

、
本

対
策

案
に

つ
い

て
土

地
所

有
者

等
に

説
明

等
は

行
っ

て
い

な
い

。

【
た

め
池

か
さ

上
げ

】
・
た

め
池

か
さ

上
げ

に
関

し
土

地
所

有
者

等
と

の
合

意
が

必
要

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
は

、
土

地
所

有
者

等
へ

の
説

明
は

行
っ

て
い

な
い

。
【
漆

沢
ダ

ム
治

水
容

量
買

い
上

げ
】

・
治

水
容

量
買

い
上

げ
に

関
し

関
係

機
関

等
と

の
合

意
が

必
要

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
は

、
関

係
機

関
等

へ
の

説
明

は
行

っ
て

い
な

い
。

【
中

流
部

堰
】

・
中

流
部

堰
は

、
国

有
地

で
あ

り
、

土
地

所
有

者
と

の
調

整
は

必
要

な
い

。
【
河

道
外

調
整

池
】

・
河

道
外

調
整

池
の

用
地

取
得

等
が

必
要

と
な

る
た

め
土

地
所

有
者

等
と

の
合

意
が

必
要

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
は

、
土

地
所

有
者

等
に

説
明

は
行

っ
て

い
な

い
。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
河

道
外

調
整

池
の

用
地

取
得

等
が

必
要

と
な

る
た

め
土

地
所

有
者

等
と

の
合

意
が

必
要

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
は

、
土

地
所

有
者

等
に

説
明

は
行

っ
て

い
な

い
。

●
関

係
す

る
河

川
使

用
者

の
同

意
の

見
通

し
は

ど
う

か

【
筒

砂
子

ダ
ム

】
・
筒

砂
子

ダ
ム

下
流

の
関

係
河

川
使

用
者

の
同

意
が

必
要

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
は

関
係

す
る

河
川

使
用

者
に

説
明

等
を

行
っ

て
い

な
い

。
【
中

流
部

堰
】

・
中

流
部

堰
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【
た

め
池

か
さ

上
げ

】
・
た

め
池

下
流

の
関

係
河

川
使

用
者

の
同

意
が

必
要

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
は

関
係

す
る

河
川

使
用

者
に

説
明

等
を

行
っ

て
い

な
い

。

【
筒

砂
子

ダ
ム

】
・
筒

砂
子

ダ
ム

下
流

の
関

係
河

川
使

用
者

の
同

意
が

必
要

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
は

関
係

す
る

河
川

使
用

者
に

説
明

等
を

行
っ

て
い

な
い

。
【
河

道
外

調
整

池
】

・
河

道
外

調
整

池
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【
利

水
専

用
ダ

ム
】

・
利

水
専

用
ダ

ム
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【
た

め
池

か
さ

上
げ

】
・
た

め
池

下
流

の
関

係
河

川
使

用
者

の
同

意
が

必
要

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
は

関
係

す
る

河
川

使
用

者
に

説
明

等
を

行
っ

て
い

な
い

。

【
漆

沢
ダ

ム
治

水
容

量
買

い
上

げ
】

・
漆

沢
ダ

ム
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【
中

流
部

堰
】

・
中

流
部

堰
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
河

道
外

調
整

池
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
河

道
外

調
整

池
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

●
発

電
を
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的

と
し

て
事
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に
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画

し
て
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ど

う
か
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表
 4

-4
3 

評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
新
規
利
水
⑦
）

 
①

田
川

ダ
ム

と
筒

砂
子

ダ
ム

案
②

田
川

ダ
ム

規
模

拡
大

案
③

筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
案

④
田

川
ダ

ム
と

中
流

部
堰

案

⑤
田

川
ダ

ム
と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

⑥
田

川
ダ

ム
と

河
道

外
調

整
池

案

［
現

計
画

］
田

川
ダ

ム
＋

筒
砂

子
ダ

ム
田

川
ﾀ
ﾞﾑ

規
模

拡
大

+
導

水
路

（
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

筒
砂

子
ﾀ
ﾞﾑ

規
模

拡
大

+
導

水
路

（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）
田

川
ﾀ
ﾞﾑ

+
中

流
部

堰
（
2
箇

所
）
+
導

水
路

（
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

田
川

ﾀ
ﾞﾑ

+
孫

沢
た

め
池

か
さ

上
げ

+
導

水
路

（
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

田
川

ﾀ
ﾞﾑ

+
河

道
外

調
整

池
（
5
箇

所
）

＋
導

水
路

（
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

【
田

川
ダ

ム
】

【
田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
】

【
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

】
【
田

川
ダ

ム
】

【
田

川
ダ

ム
】

【
田

川
ダ

ム
】

・
町

道
及

び
林

道
の

付
替

に
関

す
る

調
整

が
必

要
で

あ
る

。
・
町

道
及

び
林

道
の

付
替

に
関

す
る

調
整

が
必

要
で

あ
る

。
・
国

道
及

び
林

道
の

付
替

に
関

す
る

調
整

が
必

要
で

あ
る

。
・
町

道
及

び
林

道
の

付
替

に
関

す
る

調
整

が
必

要
で

あ
る

。
・
町

道
及

び
林

道
の

付
替

に
関

す
る

調
整

が
必

要
で

あ
る

。
・
町

道
及

び
林

道
の

付
替

に
関

す
る

調
整

が
必

要
で

あ
る

。

【
筒

砂
子

ダ
ム

】

・
国

道
及

び
林

道
の

付
替

に
関

す
る

調
整

が
必

要
で

あ
る

。

●
事

業
期

間
は

ど
の

程
度

必
要

か
・
本

省
に

よ
る

対
応

方
針

等
の

決
定

を
受

け
、

完
成

ま
で

に
田

川
ダ

ム
は

約
1
5
年

、
筒

砂
子

ダ
ム

は
約

2
1
年

を
要

す
る

。

・
 田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
完

成
ま

で
に

約
1
7
年

を
要

す
る

。
・
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

完
成

ま
で

に
約

2
1
年

を
要

す
る

。
・
 田

川
ダ

ム
完

成
ま

で
に

約
1
5
年

、
中

流
部

堰
完

成
ま

で
に

約
1
2
年

を
要

す
る

。

・
 田

川
ダ

ム
完

成
ま

で
に

約
1
5
年

、
孫

沢
た

め
池

か
さ

上
げ

完
成

ま
で

に
約

2
2
年

を
要

す
る

。

・
 田

川
ダ

ム
及

び
河

道
外

調
整

池
完

成
ま

で
に

約
1
5
年

を
要

す
る

。

●
法

制
度

上
の

観
点

か
ら

実
現

性
の

見
通

し
は

ど
う

か

・
現

行
法

制
度

の
も

と
で

田
川

ダ
ム

と
筒

砂
子

ダ
ム

案
を

実
施

す
る

こ
と

は
可

能
で

あ
る

。

・
現

行
法

制
度

の
も

と
で

田
川

ダ
ム

規
模

拡
大

案
を

実
施

す
る

こ
と

は
可

能
で

あ
る

。

・
現

行
法

制
度

の
も

と
で

筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
案

を
実

施
す

る
こ

と
は

可
能

で
あ

る
。

・
現

行
法

制
度

の
も

と
で

田
川

ダ
ム

と
中

流
部

堰
案

を
実

施
す

る
こ

と
は

可
能

で
あ

る
。

・
現

行
法

制
度

の
も

と
で

田
川

ダ
ム

と
た

め
池

か
さ

上
げ

案
を

実
施

す
る

こ
と

は
可

能
で

あ
る

。

・
現

行
法

制
度

の
も

と
で

田
川

ダ
ム

と
河

道
外

調
整

池
案

を
実

施
す

る
こ

と
は

可
能

で
あ

る
。

●
技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
見

通
し

は
ど

う
か

・
技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
隘

路
と

な
る

要
素

は
な

い
。

・
技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
隘

路
と

な
る

要
素

は
な

い
。

・
技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
隘

路
と

な
る

要
素

は
な

い
。

・
技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
隘

路
と

な
る

要
素

は
な

い
。

・
技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
隘

路
と

な
る

要
素

は
な

い
。

・
技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
隘

路
と

な
る

要
素

は
な

い
。

持
続

性

●
将

来
に

わ
た

っ
て

持
続

可
能

と
い

え
る

か
・
継

続
的

な
監

視
や

観
測

が
必

要
と

な
る

が
、

管
理

実
績

も
あ

り
、

適
切

な
維

持
管

理
に

よ
り

持
続

可
能

で
あ

る
。

・
継

続
的

な
監

視
や

観
測

が
必

要
と

な
る

が
、

管
理

実
績

も
あ

り
、

適
切

な
維

持
管

理
に

よ
り

持
続

可
能

で
あ

る
。

・
継

続
的

な
監

視
や

観
測

が
必

要
と

な
る

が
、

管
理

実
績

も
あ

り
、

適
切

な
維

持
管

理
に

よ
り

持
続

可
能

で
あ

る
。

・
継

続
的

な
監

視
や

観
測

が
必

要
と

な
る

が
、

管
理

実
績

も
あ

り
、

適
切

な
維

持
管

理
に

よ
り

持
続

可
能

で
あ

る
。

・
継

続
的

な
監

視
や

観
測

が
必

要
と

な
る

が
、

管
理

実
績

も
あ

り
、

適
切

な
維

持
管

理
に

よ
り

持
続

可
能

で
あ

る
。

・
継

続
的

な
監

視
や

観
測

が
必

要
と

な
る

が
、

管
理

実
績

も
あ

り
、

適
切

な
維

持
管

理
に

よ
り

持
続

可
能

で
あ

る
。

　 　
　

　
　

　
　

　
  
  
 　

　
　

新
規

利
水

対
策

案
と

  
  
  
  
  
  
  
 　

　
　

  
  
  
 実

施
内

容
の

概
要

　 　
評

価
軸

と
評

価
の

考
え

方

実
現

性

●
そ

の
他

の
関

係
者

等
と

の
調

整
の

見
通

し
は

ど
う

か
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表
 4

-4
4 

評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
新
規
利
水
⑧
）

 
⑦

筒
砂

子
ダ

ム
と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

⑧
筒

砂
子

ダ
ム

と
河

道
外

調
整

池
案

⑨
利

水
専

用
ダ

ム
案

⑩
漆

沢
ダ

ム
有

効
活

用
と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

⑪
中

流
部

堰
と

河
道

外
調

整
池

案

⑫
河

道
外

調
整

池
案

筒
砂

子
ﾀ
ﾞﾑ

+
た

め
池

か
さ

上
げ

（
孫

沢
、

長
沼

）
+
中

流
部

堰
（
2
箇

所
）
+
導

水
路

(二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
)

筒
砂

子
ﾀ
ﾞﾑ

+
河

道
外

調
整

池
（
5
箇

所
）
＋

導
水

路
(二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

)

利
水

専
用

ダ
ム

+
導

水
路

（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）
た

め
池

か
さ

上
げ

（
孫

沢
、

長
沼

）
+
漆

沢
ﾀ
ﾞﾑ

治
水

容
量

買
い

上
げ

+
導

水
路

（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

中
流

部
堰

（
3
箇

所
）
+
河

道
外

調
整

池
（
5
箇

所
）
＋

導
水

路
（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

、
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

河
道

外
調

整
池

（
5
箇

所
）
＋

導
水

路
（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

、
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

【
筒

砂
子

ダ
ム

】
【
筒

砂
子

ダ
ム

】
【
利

水
専

用
ダ

ム
】

・
国

道
及

び
林

道
の

付
替

に
関

す
る

調
整

が
必

要
で

あ
る

。
・
国

道
及

び
林

道
の

付
替

に
関

す
る

調
整

が
必

要
で

あ
る

。
・
国

道
及

び
林

道
の

付
替

に
関

す
る

調
整

が
必

要
で

あ
る

。

●
事

業
期

間
は

ど
の

程
度

必
要

か
・
 筒

砂
子

ダ
ム

完
成

ま
で

に
約

2
1

年
、

中
流

部
堰

完
成

ま
で

に
約

1
2

年
、

孫
沢

・
長

沼
た

め
池

か
さ

上
げ

完
成

ま
で

に
約

2
2
年

を
要

す
る

。

・
 筒

砂
子

ダ
ム

完
成

ま
で

に
約

2
1

年
、

河
道

外
調

整
池

完
成

ま
で

に
約

1
8
年

を
要

す
る

。

・
 利

水
専

用
ダ

ム
の

完
成

ま
で

に
約

2
2
年

を
要

す
る

。
・
 孫

沢
・
長

沼
た

め
池

か
さ

上
げ

完
成

ま
で

に
約

2
2
年

要
す

る
。

・
漆

沢
ダ

ム
治

水
容

量
買

い
上

げ
に

伴
い

、
治

水
代

替
施

設
の

整
備

（
河

道
改

修
）
を

行
う

必
要

が
あ

る
た

め
、

完
成

ま
で

に
約

2
9
年

を
要

す
る

。

・
 中

流
部

堰
の

完
成

ま
で

に
約

1
2

年
、

河
道

外
調

整
池

の
完

成
ま

で
に

約
1
7
年

を
要

す
る

。

・
 河

道
外

調
整

池
の

完
成

ま
で

に
約

2
0
年

を
要

す
る

。

●
法

制
度

上
の

観
点

か
ら

実
現

性
の

見
通

し
は

ど
う

か

・
現

行
法

制
度

の
も

と
で

筒
砂

子
ダ

ム
と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

を
実

施
す

る
こ

と
は

可
能

で
あ

る
。

・
現

行
法

制
度

の
も

と
で

筒
砂

子
ダ

ム
と

河
道

外
調

整
池

案
を

実
施

す
る

こ
と

は
可

能
で

あ
る

。

・
現

行
法

制
度

の
も

と
で

利
水

専
用

ダ
ム

案
を

実
施

す
る

こ
と

は
可

能
で

あ
る

。

・
現

行
法

制
度

の
も

と
で

漆
沢

ダ
ム

治
水

容
量

買
い

上
げ

案
を

実
施

す
る

こ
と

は
可

能
で

あ
る

。

・
現

行
法

制
度

の
も

と
で

中
流

部
堰

案
を

実
施

す
る

こ
と

は
可

能
で

あ
る

。
・
現

行
法

制
度

の
も

と
で

河
道

外
調

整
池

案
を

実
施

す
る

こ
と

は
可

能
で

あ
る

。

●
技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
見

通
し

は
ど

う
か

・
技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
隘

路
と

な
る

要
素

は
な

い
。

・
技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
隘

路
と

な
る

要
素

は
な

い
。

・
技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
隘

路
と

な
る

要
素

は
な

い
。

・
技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
隘

路
と

な
る

要
素

は
な

い
。

・
技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
隘

路
と

な
る

要
素

は
な

い
。

・
技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
隘

路
と

な
る

要
素

は
な

い
。

持
続

性

●
将

来
に

わ
た

っ
て

持
続

可
能

と
い

え
る

か
・
継

続
的

な
監

視
や

観
測

が
必

要
と

な
る

が
、

管
理

実
績

も
あ

り
、

適
切

な
維

持
管

理
に

よ
り

持
続

可
能

で
あ

る
。

・
継

続
的

な
監

視
や

観
測

が
必

要
と

な
る

が
、

管
理

実
績

も
あ

り
、

適
切

な
維

持
管

理
に

よ
り

持
続

可
能

で
あ

る
。

・
継

続
的

な
監

視
や

観
測

が
必

要
と

な
る

が
、

管
理

実
績

も
あ

り
、

適
切

な
維

持
管

理
に

よ
り

持
続

可
能

で
あ

る
。

・
継

続
的

な
監

視
や

観
測

が
必

要
と

な
る

が
、

管
理

実
績

も
あ

り
、

適
切

な
維

持
管

理
に

よ
り

持
続

可
能

で
あ

る
。

・
継

続
的

な
監

視
や

観
測

が
必

要
と

な
る

が
、

管
理

実
績

も
あ

り
、

適
切

な
維

持
管

理
に

よ
り

持
続

可
能

で
あ

る
。

・
継

続
的

な
監

視
や

観
測

が
必

要
と

な
る

が
、

管
理

実
績

も
あ

り
、

適
切

な
維

持
管

理
に

よ
り

持
続

可
能

で
あ

る
。

実
現

性

●
そ

の
他

の
関

係
者

等
と

の
調

整
の

見
通

し
は

ど
う

か

・
そ

の
他

特
に

調
整

す
べ

き
関

係
者

は
現

時
点

で
は

想
定

さ
れ

な
い

。
・
下

流
河

道
の

治
水

代
替

(河
道

掘
削

)に
よ

り
改

築
が

必
要

と
な

る
構

造
物

の
管

理
者

及
び

関
係

者
と

の
調

整
が

必
要

で
あ

る
。

・
そ

の
他

特
に

調
整

す
べ

き
関

係
者

は
現

時
点

で
は

想
定

さ
れ

な
い

。

　 　
　

　
　

　
　

　
  

  
 　

　
　

新
規

利
水

対
策

案
と

  
  

  
  

  
  

  
 　

　
　

  
  

  
 実

施
内

容
の

概
要

　 　
評

価
軸

と
評

価
の

考
え

方
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表
 4

-4
5 

評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
新
規
利
水
⑨
）

 
①

田
川

ダ
ム

と
筒

砂
子

ダ
ム

案
②

田
川

ダ
ム

規
模

拡
大

案
③

筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
案

④
田

川
ダ

ム
と

中
流

部
堰

案

⑤
田

川
ダ

ム
と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

⑥
田

川
ダ

ム
と

河
道

外
調

整
池

案

［
現

計
画

］
田

川
ダ

ム
＋

筒
砂

子
ダ

ム
田

川
ﾀ
ﾞﾑ

規
模

拡
大

+
導

水
路

（
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

筒
砂

子
ﾀ
ﾞﾑ

規
模

拡
大

+
導

水
路

（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）
田

川
ﾀ
ﾞﾑ

+
中

流
部

堰
（
2
箇

所
）
+
導

水
路

（
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

田
川

ﾀ
ﾞﾑ

+
孫

沢
た

め
池

か
さ

上
げ

+
導

水
路

（
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

田
川

ﾀ
ﾞﾑ

+
河

道
外

調
整

池
（
5
箇

所
）

＋
導

水
路

（
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

【
田

川
ダ

ム
】
 

【
田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
】
 

【
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

】
【
田

川
ダ

ム
】

【
田

川
ダ

ム
】

【
田

川
ダ

ム
】

・
家

屋
4
戸

、
土

地
7
0
h
aの

補
償

・
原

石
山

工
事

や
付

替
道

路
工

事
に

よ
り

隣
接

す
る

地
区

で
一

部
土

地
の

改
変

を
行

う
こ

と
と

な
る

。

・
家

屋
4
戸

、
土

地
8
0
h
aの

補
償

・
原

石
山

工
事

や
付

替
道

路
工

事
に

よ
り

隣
接

す
る

地
区

で
一

部
土

地
の

改
変

を
行

う
こ

と
と

な
る

。

・
土

地
1
3
0
h
aの

補
償

・
原

石
山

工
事

や
付

替
道

路
工

事
に

よ
り

隣
接

す
る

地
区

で
一

部
土

地
の

改
変

を
行

う
こ

と
と

な
る

。

・
家

屋
4
戸

、
土

地
7
0
h
aの

補
償

・
原

石
山

工
事

や
付

替
道

路
工

事
に

よ
り

隣
接

す
る

地
区

で
一

部
土

地
の

改
変

を
行

う
こ

と
と

な
る

。

・
家

屋
4
戸

、
土

地
7
0
h
aの

補
償

・
原

石
山

工
事

や
付

替
道

路
工

事
に

よ
り

隣
接

す
る

地
区

で
一

部
土

地
の

改
変

を
行

う
こ

と
と

な
る

。

・
家

屋
4
戸

、
土

地
7
0
h
aの

補
償

・
原

石
山

工
事

や
付

替
道

路
工

事
に

よ
り

隣
接

す
る

地
区

で
一

部
土

地
の

改
変

を
行

う
こ

と
と

な
る

。

・
湛

水
の

影
響

等
に

よ
る

地
す

べ
り

の
可

能
性

の
有

無
に

つ
い

て
確

認
が

必
要

と
な

る
。

【
筒

砂
子

ダ
ム

】

・
湛

水
の

影
響

等
に

よ
る

地
す

べ
り

の
可

能
性

の
有

無
に

つ
い

て
確

認
が

必
要

と
な

る
。

・
湛

水
の

影
響

等
に

よ
る

地
す

べ
り

の
可

能
性

の
有

無
に

つ
い

て
確

認
が

必
要

と
な

る
。

・
湛

水
の

影
響

等
に

よ
る

地
す

べ
り

の
可

能
性

の
有

無
に

つ
い

て
確

認
が

必
要

と
な

る
。

・
湛

水
の

影
響

等
に

よ
る

地
す

べ
り

の
可

能
性

の
有

無
に

つ
い

て
確

認
が

必
要

と
な

る
。

【
た

め
池

か
さ

上
げ

】

・
湛

水
の

影
響

等
に

よ
る

地
す

べ
り

の
可

能
性

の
有

無
に

つ
い

て
確

認
が

必
要

と
な

る
。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
土

地
1
2
0
h
aの

補
償

・
家

屋
4
戸

、
土

地
3
0
h
aの

補
償

・
土

地
2
4
5
h
aの

補
償

・
原

石
山

工
事

や
付

替
道

路
工

事
に

よ
り

隣
接

す
る

地
区

で
一

部
土

地
の

改
変

を
行

う
こ

と
と

な
る

。

・
湛

水
の

影
響

等
に

よ
る

地
す

べ
り

の
可

能
性

の
有

無
に

つ
い

て
確

認
が

必
要

と
な

る
。

●
地

域
振

興
に

対
し

て
ど

の
よ

う
な

効
果

が
あ

る
か

【
田

川
ダ

ム
・
筒

砂
子

ダ
ム

】
・
ダ

ム
湖

を
新

た
な

観
光

資
源

と
し

た
地

域
振

興
の

可
能

性
が

あ
る

一
方

で
、

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
が

必
要

で
あ

る
。

【
田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
】

・
ダ

ム
湖

を
新

た
な

観
光

資
源

と
し

た
地

域
振

興
の

可
能

性
が

あ
る

一
方

で
、

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
が

必
要

で
あ

る
。

【
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

】
・
ダ

ム
湖

を
新

た
な

観
光

資
源

と
し

た
地

域
振

興
の

可
能

性
が

あ
る

一
方

で
、

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
が

必
要

で
あ

る
。

【
田

川
ダ

ム
】

・
ダ

ム
湖

を
新

た
な

観
光

資
源

と
し

た
地

域
振

興
の

可
能

性
が

あ
る

一
方

で
、

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
が

必
要

で
あ

る
。

【
中

流
部

堰
】

・
新

た
な

水
面

が
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
の

場
と

な
り

、
地

域
振

興
に

つ
な

が
る

可
能

性
が

あ
る

。

【
田

川
ダ

ム
】

・
ダ

ム
湖

を
新

た
な

観
光

資
源

と
し

た
地

域
振

興
の

可
能

性
が

あ
る

一
方

で
、

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
が

必
要

で
あ

る
。

【
た

め
池

か
さ

上
げ

】
・
か

さ
上

げ
に

関
連

し
て

、
周

辺
環

境
整

備
が

実
施

さ
れ

る
の

で
あ

れ
ば

、
地

域
振

興
に

つ
な

が
る

可
能

性
が

あ
る

。

【
田

川
ダ

ム
】

・
ダ

ム
湖

を
新

た
な

観
光

資
源

と
し

た
地

域
振

興
の

可
能

性
が

あ
る

一
方

で
、

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
が

必
要

で
あ

る
。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
新

た
な

水
面

が
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
の

場
と

な
り

、
地

域
振

興
に

つ
な

が
る

可
能

性
が

あ
る

。

・
ダ

ム
を

新
た

に
建

設
す

る
た

め
、

用
地

の
提

供
等

を
強

い
ら

れ
る

水
源

地
域

や
事

業
地

と
受

益
地

で
あ

る
下

流
域

と
の

間
で

、
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

の
調

整
が

必
要

と
な

る
。

・
ダ

ム
を

新
た

に
建

設
す

る
た

め
、

用
地

の
提

供
等

を
強

い
ら

れ
る

水
源

地
域

や
事

業
地

と
受

益
地

で
あ

る
下

流
域

と
の

間
で

、
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

の
調

整
が

必
要

と
な

る
。

・
ダ

ム
を

新
た

に
建

設
す

る
た

め
、

用
地

の
提

供
等

を
強

い
ら

れ
る

水
源

地
域

や
事

業
地

と
受

益
地

で
あ

る
下

流
域

と
の

間
で

、
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

の
調

整
が

必
要

と
な

る
。

・
ダ

ム
を

新
た

に
建

設
す

る
た

め
、

用
地

の
提

供
等

を
強

い
ら

れ
る

水
源

地
域

や
事

業
地

と
受

益
地

で
あ

る
下

流
域

と
の

間
で

、
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

の
調

整
が

必
要

と
な

る
。

・
ダ

ム
を

新
た

に
建

設
す

る
た

め
、

用
地

の
提

供
等

を
強

い
ら

れ
る

水
源

地
域

や
事

業
地

と
受

益
地

で
あ

る
下

流
域

と
の

間
で

、
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

の
調

整
が

必
要

と
な

る
。

・
ダ

ム
を

新
た

に
建

設
す

る
た

め
、

用
地

の
提

供
等

を
強

い
ら

れ
る

水
源

地
域

や
事

業
地

と
受

益
地

で
あ

る
下

流
域

と
の

間
で

、
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

の
調

整
が

必
要

と
な

る
。

【
中

流
部

堰
】

・
中

流
部

堰
に

つ
い

て
は

、
関

係
土

地
改

良
区

等
で

組
織

す
る

協
議

会
等

で
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

等
を

図
る

こ
と

は
可

能
と

思
わ

れ
る

。

【
た

め
池

か
さ

上
げ

】
・
た

め
池

か
さ

上
げ

に
つ

い
て

は
、

関
係

土
地

改
良

区
等

で
組

織
す

る
協

議
会

等
で

地
域

間
の

利
害

の
衡

平
等

を
図

る
こ

と
は

可
能

と
思

わ
れ

る
。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
受

益
地

は
下

流
域

で
あ

る
た

め
、

掘
削

で
影

響
す

る
地

域
住

民
の

十
分

な
理

解
、

協
力

を
得

る
必

要
が

あ
る

。

　 　
　

　
　

　
　

　
  
  
 　

　
　

新
規

利
水

対
策

案
と

  
  
  
  
  
  
  
 　

　
　

  
  
  
 実

施
内

容
の

概
要

　 　
評

価
軸

と
評

価
の

考
え

方

●
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

へ
の

配
慮

が
な

さ
れ

て
い

る
か

地
域

社
会

へ
の

影
響

●
事

業
地

及
び

そ
の

周
辺

へ
の

影
響

は
ど

の
程

度
か
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表
 4

-4
6 

評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
新
規
利
水
⑩
）

 
⑦

筒
砂

子
ダ

ム
と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

⑧
筒

砂
子

ダ
ム

と
河

道
外

調
整

池
案

⑨
利

水
専

用
ダ

ム
案

⑩
漆

沢
ダ

ム
有

効
活

用
と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

⑪
中

流
部

堰
と

河
道

外
調

整
池

案

⑫
河

道
外

調
整

池
案

筒
砂

子
ﾀ
ﾞﾑ

+
た

め
池

か
さ

上
げ

（
孫

沢
、

長
沼

）
+
中

流
部

堰
（
2
箇

所
）
+
導

水
路

(二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
)

筒
砂

子
ﾀ
ﾞﾑ

+
河

道
外

調
整

池
（
5
箇

所
）
＋

導
水

路
(二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

)

利
水

専
用

ダ
ム

+
導

水
路

（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）
た

め
池

か
さ

上
げ

（
孫

沢
、

長
沼

）
+
漆

沢
ﾀ
ﾞﾑ

治
水

容
量

買
い

上
げ

+
導

水
路

（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

中
流

部
堰

（
3
箇

所
）
+
河

道
外

調
整

池
（
5
箇

所
）
＋

導
水

路
（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

、
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

河
道

外
調

整
池

（
5
箇

所
）
＋

導
水

路
（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

、
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

【
筒

砂
子

ダ
ム

】
【
筒

砂
子

ダ
ム

】
【
利

水
専

用
ダ

ム
】

【
た

め
池

か
さ

上
げ

】
【
河

道
外

調
整

池
】

【
河

道
外

調
整

池
】

・
土

地
1
2
0
h
aの

補
償

・
原

石
山

工
事

や
付

替
道

路
工

事
に

よ
り

隣
接

す
る

地
区

で
一

部
土

地
の

改
変

を
行

う
こ

と
と

な
る

。

・
土

地
1
2
0
h
aの

補
償

・
原

石
山

工
事

や
付

替
道

路
工

事
に

よ
り

隣
接

す
る

地
区

で
一

部
土

地
の

改
変

を
行

う
こ

と
と

な
る

。

・
土

地
6
0
h
aの

補
償

・
原

石
山

工
事

や
付

替
道

路
工

事
に

よ
り

隣
接

す
る

地
区

で
一

部
土

地
の

改
変

を
行

う
こ

と
と

な
る

。

・
家

屋
4
戸

、
土

地
3
2
h
aの

補
償

・
土

地
2
4
5
h
aの

補
償

・
土

地
2
4
5
h
a
の

補
償

・
湛

水
の

影
響

等
に

よ
る

地
す

べ
り

の
可

能
性

の
有

無
に

つ
い

て
確

認
が

必
要

と
な

る
。

【
た

め
池

か
さ

上
げ

】

・
湛

水
の

影
響

等
に

よ
る

地
す

べ
り

の
可

能
性

の
有

無
に

つ
い

て
確

認
が

必
要

と
な

る
。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
湛

水
の

影
響

等
に

よ
る

地
す

べ
り

の
可

能
性

の
有

無
に

つ
い

て
確

認
が

必
要

と
な

る
。

【
治

水
容

量
買

い
上

げ
】

・
下

流
河

道
の

治
水

代
替

(河
道

掘
削

)に
よ

り
追

加
の

用
地

取
得

が
必

要
と

な
る

。

・
家

屋
4
戸

、
土

地
4
4
h
aの

補
償

・
土

地
2
4
5
h
aの

補
償

●
地

域
振

興
に

対
し

て
ど

の
よ

う
な

効
果

が
あ

る
か

【
筒

砂
子

ダ
ム

】
・
ダ

ム
湖

を
新

た
な

観
光

資
源

と
し

た
地

域
振

興
の

可
能

性
が

あ
る

一
方

で
、

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
が

必
要

で
あ

る
。

【
た

め
池

か
さ

上
げ

】
・
か

さ
上

げ
に

関
連

し
て

、
周

辺
環

境
整

備
が

実
施

さ
れ

る
の

で
あ

れ
ば

、
地

域
振

興
に

つ
な

が
る

可
能

性
が

あ
る

。
【
中

流
部

堰
】

・
新

た
な

水
面

が
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
の

場
と

な
り

、
地

域
振

興
に

つ
な

が
る

可
能

性
が

あ
る

。

【
筒

砂
子

ダ
ム

】
・
ダ

ム
湖

を
新

た
な

観
光

資
源

と
し

た
地

域
振

興
の

可
能

性
が

あ
る

一
方

で
、

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
が

必
要

で
あ

る
。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
新

た
な

水
面

が
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
の

場
と

な
り

、
地

域
振

興
に

つ
な

が
る

可
能

性
が

あ
る

。

【
利

水
専

用
ダ

ム
】

・
ダ

ム
湖

を
新

た
な

観
光

資
源

と
し

た
地

域
振

興
の

可
能

性
が

あ
る

一
方

で
、

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
が

必
要

で
あ

る
。

【
た

め
池

か
さ

上
げ

】
・
か

さ
上

げ
に

関
連

し
て

、
周

辺
環

境
整

備
が

実
施

さ
れ

る
の

で
あ

れ
ば

、
地

域
振

興
に

つ
な

が
る

可
能

性
が

あ
る

。

【
中

流
部

堰
】

・
新

た
な

水
面

が
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
の

場
と

な
り

、
地

域
振

興
に

つ
な

が
る

可
能

性
が

あ
る

。
【
河

道
外

調
整

池
】

・
新

た
な

水
面

が
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
の

場
と

な
り

、
地

域
振

興
に

つ
な

が
る

可
能

性
が

あ
る

。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
新

た
な

水
面

が
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
の

場
と

な
り

、
地

域
振

興
に

つ
な

が
る

可
能

性
が

あ
る

。

・
ダ

ム
を

新
た

に
建

設
す

る
た

め
、

用
地

の
提

供
等

を
強

い
ら

れ
る

水
源

地
域

や
事

業
地

と
受

益
地

で
あ

る
下

流
域

と
の

間
で

、
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

の
調

整
が

必
要

と
な

る
。

・
ダ

ム
を

新
た

に
建

設
す

る
た

め
、

用
地

の
提

供
等

を
強

い
ら

れ
る

水
源

地
域

や
事

業
地

と
受

益
地

で
あ

る
下

流
域

と
の

間
で

、
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

の
調

整
が

必
要

と
な

る
。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
受

益
地

は
下

流
域

で
あ

る
た

め
、

掘
削

で
影

響
す

る
地

域
住

民
の

十
分

な
理

解
、

協
力

を
得

る
必

要
が

あ
る

。

【
中

流
部

堰
・
た

め
池

か
さ

上
げ

】
・
中

流
部

堰
や

た
め

池
か

さ
上

げ
に

つ
い

て
は

、
関

係
土

地
改

良
区

等
で

組
織

す
る

協
議

会
等

で
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

等
を

図
る

こ
と

は
可

能
と

思
わ

れ
る

。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
受

益
地

は
下

流
域

で
あ

る
た

め
、

掘
削

で
影

響
す

る
地

域
住

民
の

十
分

な
理

解
、

協
力

を
得

る
必

要
が

あ
る

。

　 　
　

　
　

　
　

　
  

  
 　

　
　

新
規

利
水

対
策

案
と

  
  

  
  

  
  

  
 　

　
　

  
  

  
 実

施
内

容
の

概
要

　 　
評

価
軸

と
評

価
の

考
え

方

●
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

へ
の

配
慮

が
な

さ
れ

て
い

る
か

・
ダ

ム
を

新
た

に
建

設
す

る
た

め
、

用
地

の
提

供
等

を
強

い
ら

れ
る

水
源

地
域

や
事

業
地

と
受

益
地

で
あ

る
下

流
域

と
の

間
で

、
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

の
調

整
が

必
要

と
な

る
。

【
漆

沢
ダ

ム
治

水
容

量
買

い
上

げ
】

・
漆

沢
ダ

ム
か

ら
の

補
給

は
、

こ
れ

ま
で

ど
お

り
下

流
河

川
の

状
況

を
監

視
し

な
が

ら
の

補
給

を
行

う
た

め
、

こ
れ

ま
で

と
同

様
に

地
域

間
の

利
害

の
衡

平
へ

の
配

慮
が

な
さ

れ
る

。
【
た

め
池

か
さ

上
げ

】
・
た

め
池

か
さ

上
げ

に
つ

い
て

は
、

関
係

土
地

改
良

区
等

で
組

織
す

る
協

議
会

等
で

地
域

間
の

利
害

の
衡

平
等

を
図

る
こ

と
は

可
能

と
思

わ
れ

る
。

【
中

流
部

堰
】

・
中

流
部

堰
に

つ
い

て
は

、
関

係
土

地
改

良
区

等
で

組
織

す
る

協
議

会
等

で
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

等
を

図
る

こ
と

は
可

能
と

思
わ

れ
る

。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
受

益
地

は
下

流
域

で
あ

る
た

め
、

掘
削

で
影

響
す

る
地

域
住

民
の

十
分

な
理

解
、

協
力

を
得

る
必

要
が

あ
る

。

地
域

社
会

へ
の

影
響

●
事

業
地

及
び

そ
の

周
辺

へ
の

影
響

は
ど

の
程

度
か
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表
 4

-4
7
評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
新
規
利
水
⑪
）

 

  

①
田

川
ダ

ム
と

筒
砂

子
ダ

ム
案

②
田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
案

③
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

案
④

田
川

ダ
ム

と
中

流
部

堰
案

⑤
田

川
ダ

ム
と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

⑥
田

川
ダ

ム
と

河
道

外
調

整
池

案

［
現

計
画

］
田

川
ダ

ム
＋

筒
砂

子
ダ

ム
田

川
ﾀ
ﾞﾑ

規
模

拡
大

+
導

水
路

（
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

筒
砂

子
ﾀ
ﾞﾑ

規
模

拡
大

+
導

水
路

（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）
田

川
ﾀ
ﾞﾑ

+
中

流
部

堰
（
2
箇

所
）
+
導

水
路

（
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

田
川

ﾀ
ﾞﾑ

+
孫

沢
た

め
池

か
さ

上
げ

+
導

水
路

（
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

田
川

ﾀ
ﾞﾑ

+
河

道
外

調
整

池
（
5
箇

所
）

＋
導

水
路

（
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

【
田

川
ダ

ム
】

・
田

川
ダ

ム
完

成
後

の
ダ

ム
下

流
へ

の
影

響
に

つ
い

て
、

水
質

予
測

で
は

、
水

温
の

変
化

、
富

栄
養

化
等

の
可

能
性

が
あ

り
、

選
択

取
水

設
備

等
の

環
境

保
全

措
置

が
必

要
と

想
定

さ
れ

る
。

【
田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
】

・
田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
完

成
後

の
ダ

ム
下

流
へ

の
影

響
に

つ
い

て
、

水
質

予
測

で
は

、
水

温
の

変
化

、
富

栄
養

化
等

の
可

能
性

が
あ

り
、

選
択

取
水

設
備

等
の

環
境

保
全

措
置

が
必

要
と

想
定

さ
れ

る
。

【
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

】
・
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

完
成

後
の

ダ
ム

下
流

へ
の

影
響

に
つ

い
て

、
水

質
予

測
で

は
、

水
温

の
変

化
、

富
栄

養
化

等
の

可
能

性
が

あ
り

、
選

択
取

水
設

備
等

の
環

境
保

全
措

置
が

必
要

と
想

定
さ

れ
る

。

【
田

川
ダ

ム
】

・
田

川
ダ

ム
完

成
後

の
ダ

ム
下

流
へ

の
影

響
に

つ
い

て
、

水
質

予
測

で
は

、
水

温
の

変
化

、
富

栄
養

化
等

の
可

能
性

が
あ

り
、

選
択

取
水

設
備

等
の

環
境

保
全

措
置

が
必

要
と

想
定

さ
れ

る
。

【
田

川
ダ

ム
】

・
田

川
ダ

ム
完

成
後

の
ダ

ム
下

流
へ

の
影

響
に

つ
い

て
、

水
質

予
測

で
は

、
水

温
の

変
化

、
富

栄
養

化
等

の
可

能
性

が
あ

り
、

選
択

取
水

設
備

等
の

環
境

保
全

措
置

が
必

要
と

想
定

さ
れ

る
。

【
田

川
ダ

ム
】

・
田

川
ダ

ム
完

成
後

の
ダ

ム
下

流
へ

の
影

響
に

つ
い

て
、

水
質

予
測

で
は

、
水

温
の

変
化

、
富

栄
養

化
等

の
可

能
性

が
あ

り
、

選
択

取
水

設
備

等
の

環
境

保
全

措
置

が
必

要
と

想
定

さ
れ

る
。

【
中

流
部

堰
】

流
域

内
の

類
似

施
設

の
状

況
か

ら
、

水
環

境
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

●
地

下
水

位
、

地
盤

沈
下

や
地

下
水

の
塩

水
化

に
ど

の
よ

う
な

影
響

が
あ

る
か

・
地

盤
沈

下
等

に
対

す
る

影
響

は
無

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・
地

盤
沈

下
等

に
対

す
る

影
響

は
無

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・
地

盤
沈

下
等

に
対

す
る

影
響

は
無

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
中

流
部

堰
】

・
水

位
の

上
昇

に
よ

り
周

辺
の

地
下

水
位

が
上

昇
す

る
可

能
性

が
あ

り
、

必
要

に
応

じ
て

止
水

板
等

の
対

策
が

必
要

に
な

る
と

想
定

さ
れ

る
。

・
地

盤
沈

下
等

に
対

す
る

影
響

は
無

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
水

位
の

上
昇

に
よ

り
周

辺
の

地
下

水
位

が
上

昇
す

る
可

能
性

が
あ

り
、

必
要

に
応

じ
て

止
水

板
等

の
対

策
が

必
要

に
な

る
と

想
定

さ
れ

る
。

　 　
　

　
　

　
　

　
  
  
 　

　
　

新
規

利
水

対
策

案
と

  
  
  
  
  
  
  
 　

　
　

  
  
  
 実

施
内

容
の

概
要

　 　
評

価
軸

と
評

価
の

考
え

方

環
境

へ
の

影
響

●
水

環
境

に
対

し
て

ど
の

よ
う

な
影

響
が

あ
る

か

【
筒

砂
子

ダ
ム

】
・
筒

砂
子

ダ
ム

完
成

後
の

ダ
ム

下
流

へ
の

影
響

に
つ

い
て

、
水

質
予

測
で

は
富

栄
養

化
や

放
流

水
の

濁
水

、
冷

水
化

が
予

測
さ

れ
る

が
、

選
択

取
水

設
備

等
に

よ
り

適
切

に
運

用
す

る
こ

と
で

環
境

保
全

目
標

の
達

成
が

可
能

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

【
た

め
池

か
さ

上
げ

】
・
か

さ
上

げ
後

は
水

質
が

変
化

す
る

可
能

性
が

あ
る

こ
と

か
ら

水
質

改
善

対
策

が
必

要
と

想
定

さ
れ

る
。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
河

道
外

の
施

設
で

あ
る

た
め

、
水

環
境

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。
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表
 4

-4
8 

評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
新
規
利
水
⑫
）

 
⑦

筒
砂

子
ダ

ム
と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

⑧
筒

砂
子

ダ
ム

と
河

道
外

調
整

池
案

⑨
利

水
専

用
ダ

ム
案

⑩
漆

沢
ダ

ム
有

効
活

用
と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

⑪
中

流
部

堰
と

河
道

外
調

整
池

案

⑫
河

道
外

調
整

池
案

筒
砂

子
ﾀ
ﾞﾑ

+
た

め
池

か
さ

上
げ

（
孫

沢
、

長
沼

）
+
中

流
部

堰
（
2
箇

所
）
+
導

水
路

(二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
)

筒
砂

子
ﾀ
ﾞﾑ

+
河

道
外

調
整

池
（
5
箇

所
）
＋

導
水

路
(二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

)

利
水

専
用

ダ
ム

+
導

水
路

（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）
た

め
池

か
さ

上
げ

（
孫

沢
、

長
沼

）
+
漆

沢
ﾀ
ﾞﾑ

治
水

容
量

買
い

上
げ

+
導

水
路

（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

中
流

部
堰

（
3
箇

所
）
+
河

道
外

調
整

池
（
5
箇

所
）
＋

導
水

路
（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

、
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

河
道

外
調

整
池

（
5
箇

所
）
＋

導
水

路
（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

、
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

【
利

水
専

用
ダ

ム
】

・
利

水
専

用
ダ

ム
完

成
後

の
ダ

ム
下

流
へ

の
影

響
に

つ
い

て
、

水
質

予
測

で
は

、
水

温
の

変
化

、
富

栄
養

化
等

の
可

能
性

が
あ

り
、

選
択

取
水

設
備

等
の

環
境

保
全

措
置

が
必

要
と

想
定

さ
れ

る
。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
河

道
外

の
施

設
で

あ
る

た
め

、
水

環
境

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

●
地

下
水

位
、

地
盤

沈
下

や
地

下
水

の
塩

水
化

に
ど

の
よ

う
な

影
響

が
あ

る
か

【
中

流
部

堰
】

・
水

位
の

上
昇

に
よ

り
周

辺
の

地
下

水
位

が
上

昇
す

る
可

能
性

が
あ

り
、

必
要

に
応

じ
て

止
水

板
等

の
対

策
が

必
要

に
な

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
水

位
の

上
昇

に
よ

り
周

辺
の

地
下

水
位

が
上

昇
す

る
可

能
性

が
あ

り
、

必
要

に
応

じ
て

止
水

板
等

の
対

策
が

必
要

に
な

る
と

想
定

さ
れ

る
。

・
地

盤
沈

下
等

に
対

す
る

影
響

は
無

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・
地

盤
沈

下
等

に
対

す
る

影
響

は
無

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
中

流
部

堰
・
河

道
外

調
整

池
】

・
水

位
の

上
昇

に
よ

り
周

辺
の

地
下

水
位

が
上

昇
す

る
可

能
性

が
あ

り
、

必
要

に
応

じ
て

止
水

板
等

の
対

策
が

必
要

に
な

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
水

位
の

上
昇

に
よ

り
周

辺
の

地
下

水
位

が
上

昇
す

る
可

能
性

が
あ

り
、

必
要

に
応

じ
て

止
水

板
等

の
対

策
が

必
要

に
な

る
と

想
定

さ
れ

る
。

環
境

へ
の

影
響

●
水

環
境

に
対

し
て

ど
の

よ
う

な
影

響
が

あ
る

か
【
中

流
部

堰
】

・
流

域
内

の
類

似
施

設
の

状
況

か
ら

、
水

環
境

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。
【
河

道
外

調
整

池
】

・
河

道
外

の
施

設
で

あ
る

た
め

、
水

環
境

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

　 　
　

　
　

　
　

　
  

  
 　

　
　

新
規

利
水

対
策

案
と

  
  

  
  

  
  

  
 　

　
　

  
  

  
 実

施
内

容
の

概
要

　 　
評

価
軸

と
評

価
の

考
え

方

【
筒

砂
子

ダ
ム

】
・
筒

砂
子

ダ
ム

完
成

後
の

ダ
ム

下
流

へ
の

影
響

に
つ

い
て

、
水

質
予

測
で

は
富

栄
養

化
や

放
流

水
の

濁
水

、
冷

水
化

が
予

測
さ

れ
る

が
、

選
択

取
水

設
備

等
に

よ
り

適
切

に
運

用
す

る
こ

と
で

環
境

保
全

目
標

の
達

成
が

可
能

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

【
中

流
部

堰
】

・
流

域
内

の
類

似
施

設
の

状
況

か
ら

、
水

環
境

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。
【
た

め
池

か
さ

上
げ

】
・
か

さ
上

げ
後

は
水

質
が

変
化

す
る

可
能

性
が

あ
る

こ
と

か
ら

水
質

改
善

対
策

が
必

要
と

想
定

さ
れ

る
。

【
筒

砂
子

ダ
ム

】
・
筒

砂
子

ダ
ム

完
成

後
の

ダ
ム

下
流

へ
の

影
響

に
つ

い
て

、
水

質
予

測
で

は
富

栄
養

化
や

放
流

水
の

濁
水

、
冷

水
化

が
予

測
さ

れ
る

が
、

選
択

取
水

設
備

等
に

よ
り

適
切

に
運

用
す

る
こ

と
で

環
境

保
全

目
標

の
達

成
が

可
能

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
河

道
外

の
施

設
で

あ
る

た
め

、
水

環
境

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【
漆

沢
ダ

ム
治

水
容

量
買

い
上

げ
】

・
ダ

ム
の

治
水

容
量

買
い

上
げ

に
よ

る
水

環
境

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。
【
た

め
池

か
さ

上
げ

】
・
か

さ
上

げ
後

は
水

質
が

変
化

す
る

可
能

性
が

あ
る

こ
と

か
ら

水
質

改
善

対
策

が
必

要
と

想
定

さ
れ

る
。
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表
 4

-4
9 

評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
新
規
利
水
⑬
）

 
①

田
川

ダ
ム

と
筒

砂
子

ダ
ム

案
②

田
川

ダ
ム

規
模

拡
大

案
③

筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
案

④
田

川
ダ

ム
と

中
流

部
堰

案

⑤
田

川
ダ

ム
と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

⑥
田

川
ダ

ム
と

河
道

外
調

整
池

案

［
現

計
画

］
田

川
ダ

ム
＋

筒
砂

子
ダ

ム
田

川
ﾀ
ﾞﾑ

規
模

拡
大

+
導

水
路

（
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

筒
砂

子
ﾀ
ﾞﾑ

規
模

拡
大

+
導

水
路

（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）
田

川
ﾀ
ﾞﾑ

+
中

流
部

堰
（
2
箇

所
）
+
導

水
路

（
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

田
川

ﾀ
ﾞﾑ

+
孫

沢
た

め
池

か
さ

上
げ

+
導

水
路

（
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

田
川

ﾀ
ﾞﾑ

+
河

道
外

調
整

池
（
5
箇

所
）

＋
導

水
路

（
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

【
田

川
ダ

ム
】

湛
水

面
積

0.
7k

m
2

・
動

植
物

の
生

息
・
生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・
生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
】

湛
水

面
積

0
.8

km
2

・
動

植
物

の
生

息
・
生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・
生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

】
湛

水
面

積
1
.3

km
2

・
動

植
物

の
生

息
・
生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
田

川
ダ

ム
】

湛
水

面
積

0.
7
km

2
・
動

植
物

の
生

息
・
生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・
生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
田

川
ダ

ム
】

湛
水

面
積

0
.7

km
2

・
動

植
物

の
生

息
・
生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・
生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
田

川
ダ

ム
】

湛
水

面
積

0.
7k

m
2

・
動

植
物

の
生

息
・
生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・
生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
筒

砂
子

ダ
ム

】
湛

水
面

積
1.

 2
km

2
・
確

認
さ

れ
た

植
物

に
は

、
貴

重
種

は
含

ま
れ

て
お

ら
ず

、
ま

た
、

消
失

す
る

森
林

群
落

や
植

物
群

落
に

も
貴

重
な

群
落

は
な

く
、

影
響

は
少

な
い

と
考

え
ら

れ
る

。

【
中

流
部

堰
】

・
堰

建
設

に
よ

り
動

植
物

の
生

息
・
生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・
生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
た

め
池

か
さ

上
げ

】
・
か

さ
上

げ
に

よ
り

動
植

物
の

生
息

・
生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
調

整
池

建
設

に
よ

り
動

植
物

の
生

息
・
生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

　 　
　

　
　

　
　

　
  
  
 　

　
　

新
規

利
水

対
策

案
と

  
  
  
  
  
  
  
 　

　
　

  
  
  
 実

施
内

容
の

概
要

　 　
評

価
軸

と
評

価
の

考
え

方

【
田

川
ダ

ム
】

・
田

川
ダ

ム
直

下
の

田
川

で
は

、
流

況
の

変
化

に
よ

る
河

床
材

料
の

粗
粒

化
が

想
定

さ
れ

る
。

ま
た

、
河

床
高

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
河

道
外

へ
の

設
置

と
な

る
こ

と
か

ら
、

土
砂

流
動

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【
田

川
ダ

ム
】

・
田

川
ダ

ム
直

下
の

田
川

で
は

、
流

況
の

変
化

に
よ

る
河

床
材

料
の

粗
粒

化
が

想
定

さ
れ

る
。

ま
た

、
河

床
高

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【孫
沢

た
め

池
か

さ
上

げ
】

・
既

存
の

た
め

池
を

活
用

す
る

対
策

案
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
土

砂
流

動
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

環
境

へ
の

影
響

●
土

砂
流

動
が

ど
う

変
化

し
、

下
流

の
河

川
・
海

岸
に

ど
の

よ
う

に
影

響
す

る
か

【
田

川
ダ

ム
・
筒

砂
子

ダ
ム

】
・
田

川
ダ

ム
直

下
の

田
川

で
は

、
流

況
の

変
化

に
よ

る
河

床
材

料
の

粗
粒

化
が

想
定

さ
れ

る
。

ま
た

、
筒

砂
子

ダ
ム

下
流

の
筒

砂
子

川
で

は
、

河
床

材
料

の
粗

粒
化

等
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
。

・
田

川
及

び
鳴

瀬
川

で
は

、
流

況
の

変
化

に
よ

る
河

床
高

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
】

・
田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
直

下
の

田
川

で
は

、
河

床
材

料
の

粗
粒

化
等

が
生

じ
る

可
能

性
が

あ
る

。

【
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

】
・
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

直
下

の
筒

砂
子

川
で

は
、

河
床

材
料

の
粗

粒
化

等
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
。

【
田

川
ダ

ム
】

・
田

川
ダ

ム
直

下
の

田
川

で
は

、
流

況
の

変
化

に
よ

る
河

床
材

料
の

粗
粒

化
が

想
定

さ
れ

る
。

ま
た

、
河

床
高

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
中

流
部

堰
】

・
堰

上
下

流
に

お
い

て
河

床
高

の
変

動
が

想
定

さ
れ

る
が

、
そ

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

●
生

物
の

多
様

性
の

確
保

及
び

流
域

の
自

然
環

境
全

体
に

ど
の

よ
う

な
影

響
が

あ
る

か
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表
 4

-5
0 

評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
新
規
利
水
⑭
）

 
⑦

筒
砂

子
ダ

ム
と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

⑧
筒

砂
子

ダ
ム

と
河

道
外

調
整

池
案

⑨
利

水
専

用
ダ

ム
案

⑩
漆

沢
ダ

ム
有

効
活

用
と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

⑪
中

流
部

堰
と

河
道

外
調

整
池

案

⑫
河

道
外

調
整

池
案

筒
砂

子
ﾀ
ﾞﾑ

+
た

め
池

か
さ

上
げ

（
孫

沢
、

長
沼

）
+
中

流
部

堰
（
2
箇

所
）
+
導

水
路

(二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
)

筒
砂

子
ﾀ
ﾞﾑ

+
河

道
外

調
整

池
（
5
箇

所
）
＋

導
水

路
(二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

)

利
水

専
用

ダ
ム

+
導

水
路

（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）
た

め
池

か
さ

上
げ

（
孫

沢
、

長
沼

）
+
漆

沢
ﾀ
ﾞﾑ

治
水

容
量

買
い

上
げ

+
導

水
路

（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

中
流

部
堰

（
3
箇

所
）
+
河

道
外

調
整

池
（
5
箇

所
）
＋

導
水

路
（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

、
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

河
道

外
調

整
池

（
5
箇

所
）
＋

導
水

路
（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

、
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

【
利

水
専

用
ダ

ム
】

湛
水

面
積

0
.6

k
m

2
・
動

植
物

の
生

息
・
生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・
生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
漆

沢
ダ

ム
治

水
容

量
買

い
上

げ
】

・
治

水
容

量
の

買
い

上
げ

に
よ

り
、

制
限

水
位

が
上

昇
す

る
が

、
動

植
物

の
生

息
・
生

育
環

境
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
河

道
外

へ
の

設
置

と
な

る
こ

と
か

ら
、

土
砂

流
動

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【
筒

砂
子

ダ
ム

】
湛

水
面

積
1
.2

km
2

・
確

認
さ

れ
た

植
物

に
は

、
貴

重
種

は
含

ま
れ

て
お

ら
ず

、
ま

た
、

消
失

す
る

森
林

群
落

や
植

物
群

落
に

も
貴

重
な

群
落

は
な

く
、

影
響

は
少

な
い

と
考

え
ら

れ
る

。
【
河

道
外

調
整

池
】

・
調

整
池

建
設

に
よ

り
動

植
物

の
生

息
・
生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・

生
育

環
境

の
整

備
や

移
植

等
環

境
保

全
措

置
を

講
じ

る
必

要
が

あ
る

と
想

定
さ

れ
る

。

【
た

め
池

か
さ

上
げ

】
・
か

さ
上

げ
に

よ
り

動
植

物
の

生
息

・
生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・
生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
調

整
池

建
設

に
よ

り
動

植
物

の
生

息
・
生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・

生
育

環
境

の
整

備
や

移
植

等
環

境
保

全
措

置
を

講
じ

る
必

要
が

あ
る

と
想

定
さ

れ
る

。

●
生

物
の

多
様

性
の

確
保

及
び

流
域

の
自

然
環

境
全

体
に

ど
の

よ
う

な
影

響
が

あ
る

か

【
筒

砂
子

ダ
ム

】
・
筒

砂
子

ダ
ム

直
下

の
筒

砂
子

川
で

は
、

河
床

材
料

の
粗

粒
化

等
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
。

【
中

流
部

堰
】

・
堰

上
下

流
に

お
い

て
河

床
高

の
変

動
が

想
定

さ
れ

る
が

、
そ

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
孫

沢
た

め
池

か
さ

上
げ

】
・
既

存
の

た
め

池
を

活
用

す
る

対
策

案
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
土

砂
流

動
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
長

沼
た

め
池

か
さ

上
げ

】
・
既

存
の

た
め

池
を

活
用

す
る

対
策

案
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
土

砂
流

動
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
中

流
部

堰
】

・
堰

上
下

流
に

お
い

て
河

床
高

の
変

動
が

想
定

さ
れ

る
が

、
そ

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
河

道
外

へ
の

設
置

と
な

る
こ

と
か

ら
、

土
砂

流
動

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【
漆

沢
ダ

ム
治

水
容

量
買

い
上

げ
】

・
既

存
の

漆
沢

ダ
ム

を
活

用
す

る
対

策
案

で
あ

り
、

現
状

と
比

較
し

て
土

砂
流

動
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
孫

沢
た

め
池

か
さ

上
げ

】
・
既

存
の

た
め

池
を

活
用

す
る

対
策

案
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
土

砂
流

動
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
利

水
専

用
ダ

ム
】

・
利

水
専

用
ダ

ム
直

下
の

筒
砂

子
川

で
は

、
河

床
材

料
の

粗
粒

化
等

が
生

じ
る

可
能

性
が

あ
る

。

【
筒

砂
子

ダ
ム

】
・
筒

砂
子

ダ
ム

直
下

の
筒

砂
子

川
で

は
、

河
床

材
料

の
粗

粒
化

等
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
河

道
外

へ
の

設
置

と
な

る
こ

と
か

ら
、

土
砂

流
動

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

環
境

へ
の

影
響

●
土

砂
流

動
が

ど
う

変
化

し
、

下
流

の
河

川
・
海

岸
に

ど
の

よ
う

に
影

響
す

る
か

【
筒

砂
子

ダ
ム

】
湛

水
面

積
1
.2

km
2

・
確

認
さ

れ
た

植
物

に
は

、
貴

重
種

は
含

ま
れ

て
お

ら
ず

、
ま

た
、

消
失

す
る

森
林

群
落

や
植

物
群

落
に

も
貴

重
な

群
落

は
な

く
、

影
響

は
少

な
い

と
考

え
ら

れ
る

。
【
中

流
部

堰
】

・
堰

建
設

に
よ

り
動

植
物

の
生

息
・
生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・
生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
た

め
池

か
さ

上
げ

】
・
か

さ
上

げ
に

よ
り

動
植

物
の

生
息

・
生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・
生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
中

流
部

堰
】

・
堰

建
設

に
よ

り
動

植
物

の
生

息
・
生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・
生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
調

整
池

建
設

に
よ

り
動

植
物

の
生

息
・
生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・

生
育

環
境

の
整

備
や

移
植

等
環

境
保

全
措

置
を

講
じ

る
必

要
が

あ
る

と
想

定
さ

れ
る

。
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表
 4

-5
1 

評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
新
規
利
水
⑮
）

 
①

田
川

ダ
ム

と
筒

砂
子

ダ
ム

案
②

田
川

ダ
ム

規
模

拡
大

案
③

筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
案

④
田

川
ダ

ム
と

中
流

部
堰

案

⑤
田

川
ダ

ム
と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

⑥
田

川
ダ

ム
と

河
道

外
調

整
池

案

［
現

計
画

］
田

川
ダ

ム
＋

筒
砂

子
ダ

ム
田

川
ﾀ
ﾞﾑ

規
模

拡
大

+
導

水
路

（
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

筒
砂

子
ﾀ
ﾞﾑ

規
模

拡
大

+
導

水
路

（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）
田

川
ﾀ
ﾞﾑ

+
中

流
部

堰
（
2
箇

所
）
+
導

水
路

（
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

田
川

ﾀ
ﾞﾑ

+
孫

沢
た

め
池

か
さ

上
げ

+
導

水
路

（
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

田
川

ﾀ
ﾞﾑ

+
河

道
外

調
整

池
（
5
箇

所
）

＋
導

水
路

（
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

【
田

川
ダ

ム
】

・
ダ

ム
堤

体
及

び
付

替
道

路
等

に
よ

り
景

観
が

変
化

す
る

と
想

定
さ

れ
る

た
め

、
法

面
の

植
生

の
回

復
等

の
環

境
保

全
措

置
を

講
ず

る
必

要
が

あ
る

と
想

定
さ

れ
る

。
・
人

と
自

然
と

の
豊

か
な

ふ
れ

あ
い

の
場

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【
田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
】

・
ダ

ム
堤

体
及

び
付

替
道

路
等

に
よ

り
景

観
が

変
化

す
る

と
想

定
さ

れ
る

た
め

、
法

面
の

植
生

の
回

復
等

の
環

境
保

全
措

置
を

講
ず

る
必

要
が

あ
る

と
想

定
さ

れ
る

。
・
人

と
自

然
と

の
豊

か
な

ふ
れ

あ
い

の
場

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

】

・
ダ

ム
堤

体
及

び
付

替
道

路
等

に
よ

り
景

観
が

変
化

す
る

と
想

定
さ

れ
る

た
め

、
法

面
の

植
生

の
回

復
等

の
環

境
保

全
措

置
を

講
ず

る
必

要
が

あ
る

と
想

定
さ

れ
る

。
・
人

と
自

然
と

の
豊

か
な

ふ
れ

あ
い

の
場

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【
田

川
ダ

ム
】

・
ダ

ム
堤

体
及

び
付

替
道

路
等

に
よ

り
景

観
が

変
化

す
る

と
想

定
さ

れ
る

た
め

、
法

面
の

植
生

の
回

復
等

の
環

境
保

全
措

置
を

講
ず

る
必

要
が

あ
る

と
想

定
さ

れ
る

。
・
人

と
自

然
と

の
豊

か
な

ふ
れ

あ
い

の
場

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【
田

川
ダ

ム
】

・
ダ

ム
堤

体
及

び
付

替
道

路
等

に
よ

り
景

観
が

変
化

す
る

と
想

定
さ

れ
る

た
め

、
法

面
の

植
生

の
回

復
等

の
環

境
保

全
措

置
を

講
ず

る
必

要
が

あ
る

と
想

定
さ

れ
る

。
・
人

と
自

然
と

の
豊

か
な

ふ
れ

あ
い

の
場

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【
田

川
ダ

ム
】

・
ダ

ム
堤

体
及

び
付

替
道

路
等

に
よ

り
景

観
が

変
化

す
る

と
想

定
さ

れ
る

た
め

、
法

面
の

植
生

の
回

復
等

の
環

境
保

全
措

置
を

講
ず

る
必

要
が

あ
る

と
想

定
さ

れ
る

。
・
人

と
自

然
と

の
豊

か
な

ふ
れ

あ
い

の
場

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【
筒

砂
子

ダ
ム

】
・
ダ

ム
堤

体
及

び
貯

水
池

の
出

現
に

よ
り

、
景

観
が

一
変

す
る

た
め

、
周

辺
景

観
と

の
違

和
感

を
和

ら
げ

る
必

要
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
造

成
法

面
に

植
栽

緑
化

を
行

い
、

開
発

す
る

景
観

へ
の

影
響

が
最

小
限

と
な

る
よ

う
努

め
る

。
・
人

と
自

然
と

の
豊

か
な

ふ
れ

あ
い

の
場

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【
中

流
部

堰
】

・
景

観
や

人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
た

め
池

か
さ

上
げ

】
・
景

観
や

人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
景

観
や

人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想

定
さ

れ
る

。

●
C

O
2
排

出
負

荷
は

ど
う

変
わ

る
か

・
現

状
か

ら
の

変
化

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。
・
現

状
か

ら
の

変
化

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。
・
現

状
か

ら
の

変
化

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。
・
現

状
か

ら
の

変
化

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。
・
現

状
か

ら
の

変
化

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。
・
現

状
か

ら
の

変
化

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

●
景

観
、

人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
に

ど
の

よ
う

な
影

響
が

あ
る

か
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表
 4

-5
2 

評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
新
規
利
水
⑯
）

⑦
筒

砂
子

ダ
ム

と
た

め
池

か
さ

上
げ

案

⑧
筒

砂
子

ダ
ム

と
河

道
外

調
整

池
案

⑨
利

水
専

用
ダ

ム
案

⑩
漆

沢
ダ

ム
有

効
活

用
と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

⑪
中

流
部

堰
と

河
道

外
調

整
池

案

⑫
河

道
外

調
整

池
案

筒
砂

子
ﾀ
ﾞﾑ

+
た

め
池

か
さ

上
げ

（
孫

沢
、

長
沼

）
+
中

流
部

堰
（
2
箇

所
）
+
導

水
路

(二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
)

筒
砂

子
ﾀ
ﾞﾑ

+
河

道
外

調
整

池
（
5
箇

所
）
＋

導
水

路

(二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
)

利
水

専
用

ダ
ム

+
導

水
路

（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）
た

め
池

か
さ

上
げ

（
孫

沢
、

長
沼

）
+
漆

沢
ﾀ
ﾞﾑ

治
水

容
量

買
い

上
げ

+
導

水
路

（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

中
流

部
堰

（
3
箇

所
）
+
河

道
外

調
整

池
（
5
箇

所
）
＋

導
水

路
（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

、
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

河
道

外
調

整
池

（
5箇

所
）
＋

導
水

路
（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

、
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

【
筒

砂
子

ダ
ム

】
・
ダ

ム
堤

体
及

び
貯

水
池

の
出

現
に

よ
り

、
景

観
が

一
変

す
る

た
め

、
周

辺
景

観
と

の
違

和
感

を
和

ら
げ

る
必

要
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
造

成
法

面
に

植
栽

緑
化

を
行

い
、

開
発

す
る

景
観

へ
の

影
響

が
最

小
限

と
な

る
よ

う
努

め
る

。
・
人

と
自

然
と

の
豊

か
な

ふ
れ

あ
い

の
場

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【
筒

砂
子

ダ
ム

】
・
ダ

ム
堤

体
及

び
貯

水
池

の
出

現
に

よ
り

、
景

観
が

一
変

す
る

た
め

、
周

辺
景

観
と

の
違

和
感

を
和

ら
げ

る
必

要
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
造

成
法

面
に

植
栽

緑
化

を
行

い
、

開
発

す
る

景
観

へ
の

影
響

が
最

小
限

と
な

る
よ

う
努

め
る

。
・
人

と
自

然
と

の
豊

か
な

ふ
れ

あ
い

の
場

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【
利

水
専

用
ダ

ム
】

・
ダ

ム
堤

体
及

び
付

替
道

路
等

に
よ

り
景

観
が

変
化

す
る

と
想

定
さ

れ
る

た
め

、
法

面
の

植
生

の
回

復
等

の
環

境
保

全
措

置
を

講
ず

る
必

要
が

あ
る

と
想

定
さ

れ
る

。
・
人

と
自

然
と

の
豊

か
な

ふ
れ

あ
い

の
場

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【
た

め
池

か
さ

上
げ

】
・
景

観
や

人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想

定
さ

れ
る

。

●
C

O
2
排

出
負

荷
は

ど
う

変
わ

る
か

・
現

状
か

ら
の

変
化

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。
・
現

状
か

ら
の

変
化

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。
・
現

状
か

ら
の

変
化

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。
・
現

状
か

ら
の

変
化

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。
・
現

状
か

ら
の

変
化

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。
・
現

状
か

ら
の

変
化

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【
漆

沢
ダ

ム
治

水
容

量
買

い
上

げ
】

・
景

観
や

人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
た

め
池

か
さ

上
げ

】
・
景

観
や

人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
中

流
部

堰
】

・
景

観
や

人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
景

観
や

人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
中

流
部

堰
】

・
景

観
や

人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
景

観
や

人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

●
景

観
、

人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
に

ど
の

よ
う

な
影

響
が

あ
る

か

【
河

道
外

調
整

池
】

・
景

観
や

人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。
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4.5 流水の正常な機能の維持の観点からの検討 

4.5.1 流水の正常な機能の維持の目標 

流水の正常な機能を維持するための流量については、既得水利の確保ならびに動植

物の生息地または生育地の状況、流水の清潔の保持等を考慮して、鳴瀬川中流堰下流

地点においてかんがい期、概ね 2m3/s、非かんがい期、概ね 4m3/s を確保することを

目標としている。 

 

表 4-53 流水の正常な機能を維持するための目標 

基準地点 正常流量 

鳴瀬川中流堰下流 かんがい期 概ね 2m3/s 非かんがい期 概ね 4m3/s 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-43 流水の正常な機能を維持するための目標とする地点 

 

鳴瀬川 

吉田川

新江合川 

滑川 

0 5 10km 

青野川 

花川

保野川 

石巻湾

田川

鳥川 

宮床川

南川

陸羽東線

東

北

縦

貫

自

動

車

道

東北新幹線

東北本線 

仙石線

国道45号

国道346号 

N 

多田川

落合

国
道
４
号

野田橋 

野蒜

三本木

味明川

善川

漆沢ダム（県） 

筒砂子ダム（県）

田川ダム 

南川ダム 

（県） 

宮床ダム 

（県） 

三
陸
縦
貫
自
動
車
道 鞍坪川 

竹林川

西川 

鳴瀬川中流堰下流

基準地点 ：

主要地点 ：

正常流量基準地点 ：

流域界 ：

既設ダム ：

建設中ダム ：

計画ダム ：

大臣管理区間 ：
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4.5.2 流水の正常な機能の維持対策案の立案（現計画） 

流水の正常な機能の維持対策案（現計画）は、流水の正常な機能の維持のために必

要な容量を確保することを基本として検討を行った。 

 

現計画（田川ダム、筒砂子ダム） 

【対策案の概要】 

田川ダム、筒砂子ダムの建設を行う。 

田川ダムは、建設事業に着手して、用地取得及び家屋移転を行い、ダム本体及び

付替道路等の工事を行う。 

筒砂子ダムは用地取得を行い、ダム本体及び付替道路等の工事を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有効貯水容量
13,280千m3

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

サーチャージ水位 251.3m

洪水調節容量5,000千m3

常時満水位 EL.243.2m

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

最低水位 EL.222.3m

堆砂容量 1,200千m3

基礎地盤 EL.173.0m

85.0m
有効貯水容量
13,280千m3

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

サーチャージ水位 251.3m

洪水調節容量5,000千m3

常時満水位 EL.243.2m

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

最低水位 EL.222.3m

堆砂容量 1,200千m3

基礎地盤 EL.173.0m

85.0m

有効貯水容量
28,900千m3

98.4m

総貯水容量
31,400千m3

筒砂子ダム貯水池容量配分

サーチャージ水位 282.3m

洪水調節容量10,400千m3

常時満水位 EL.272.2m

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 2,100千m3

最低水位 EL.237.9m

堆砂容量 2,500千m3

基礎地盤 EL.190.0m

有効貯水容量
28,900千m3

98.4m

総貯水容量
31,400千m3

筒砂子ダム貯水池容量配分

サーチャージ水位 282.3m

洪水調節容量10,400千m3

常時満水位 EL.272.2m

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 2,100千m3

最低水位 EL.237.9m

堆砂容量 2,500千m3

基礎地盤 EL.190.0m

有効貯水容量
9,700千m3

総貯水容量

10, 600千m3

二ツ石ダム貯水池容量配分

常時満水位 239.0m

利水容量 9,700千m3

かんがい 9,700千m3

最低水位 EL.206.3m

堆砂容量 900千m3

基礎地盤 EL.173.0m

70.5m
有効貯水容量
9,700千m3

総貯水容量

10, 600千m3

二ツ石ダム貯水池容量配分

常時満水位 239.0m

利水容量 9,700千m3

かんがい 9,700千m3

最低水位 EL.206.3m

堆砂容量 900千m3

基礎地盤 EL.173.0m

70.5m

有効貯水容量
16,000千m3

80.0m

総貯水容量
18,000千m3

漆沢ダム貯水池容量配分

サーチャージ水位 276.5m

洪水調節容量9,500千m3

常時満水位 EL.261.5m

利水容量 6,500千m3
流水の正常な機能の維持7,000千m3

上水道用水 2,100千m3

工業用水 1,400千m3

発電 （6,500千m3）

最低水位 EL.243.1m

堆砂容量 2,000千m3

基礎地盤 EL.203.0m

有効貯水容量
16,000千m3

80.0m

総貯水容量
18,000千m3

漆沢ダム貯水池容量配分

サーチャージ水位 276.5m

洪水調節容量9,500千m3

常時満水位 EL.261.5m

利水容量 6,500千m3
流水の正常な機能の維持7,000千m3

上水道用水 2,100千m3

工業用水 1,400千m3

発電 （6,500千m3）

最低水位 EL.243.1m

堆砂容量 2,000千m3

基礎地盤 EL.203.0m

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

宮城県（供用中）  宮城県（建設中） 国土交通省（計画）  農林水産省（供用中）

漆沢ダム（S56 完成） 筒砂子ダム（イメージ）筒砂子ダム（イメージ） 二ツ石ダム（H21 完成）田川ダム（イメージ）

鳴瀬川

吉田川

新江合川

石巻湾

長沼ため池

孫沢ため池

田川ダム

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

鳴瀬川中流堰

現計画

現計画

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点
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4.5.3 複数の流水の正常な機能の維持対策案の立案（現計画を含まない案） 

検証要領細目で示されている方策を参考にして、できる限り幅広い流水の正常な機

能の維持対策案を立案することとした。 

 

4.5.3.1 流水の正常な機能の維持対策案検討の基本的な考え方 

(1) 流水の正常な機能の維持対策案検討の基本的な考え方 

・ 対策案は、流水の正常な機能を維持するため必要となる容量を確保することを基本

として立案する。 

・ 立案にあたっては、検証要領細目に示されている各方策の適用性を踏まえて、組合

せを検討する。 

 

鳴瀬川流域における各方策の検討の考え方について P 4-202～P4-216 に示す。 
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1) ダム 

a) ダム 

 

 ダム群を統合的に再編し、水源とする方策。 

 

（検討の考え方） 

既設ダム（漆沢ダム、二ッ石ダム）及び検証対象ダムの再編、検証対象ダムの

容量を見直す等の計画再編により、流水の正常な機能の維持を総合的に実施する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-44 ダム群位置図 

 

田川ダム
(国「計画」)

二ツ石ダム
(既設：農)

筒砂子ダム
(県「建設」)

漆沢ダム
(既設：県)

洪水導水路

田川ダム流域面積
１５．８ｋ㎡

筒砂子ダム流域面積
４２．４ｋ㎡

漆沢ダム流域面積
５８．９ｋ㎡

導水集水面積
９．０ｋ㎡

鳴
瀬

川
→

田川→

大滝川→
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b) 専用ダム 

 

 流水の正常な機能の維持にかかる専用ダムを建設し、水源とする方策。 

 

（検討の考え方） 

検証対象ダム（筒砂子ダム、田川ダム）のサイトに専用ダムを建設することを

想定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-45 専用ダムの容量イメージ 

 

流水の正常な機能の維持

に必要な容量 

23,260 千ｍ３ 

堆砂容量 2,500千m3

総貯水容量 25,760千m3

堆砂容量 2,500千m3

総貯水容量 25,760千m3
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2) 河口堰 

a) 河口堰 

 

 河川の最下流部に堰を設置することにより、淡水を貯留し、水源とする方策。

 

（検討の考え方） 

鳴瀬川河口部では既に鳴瀬堰が供用中であることから、堰高を上げるなどの改

築を行い、貯水容量を確保する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-46 河口堰イメージ図 

 

 

鳴瀬川河口
堰
鳴瀬川河口堰 

河口堰貯水イメージ 

堰 

13.5km

貯水容量 

4.8km 

2.3m 
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b) 中流部堰 

 

 河川の中流部に堰を設置することにより、流水を貯留し、水源とする。 

 

（検討の考え方） 

鳴瀬川、田川に既に設置されている複数の取水堰について、堰高を上げるなど

の改築を行うことにより貯水容量を確保する。 

 

表 4-53 鳴瀬川の既設取水堰 

頭首工名 位  置 型式 堤高 堤長 

舘前頭首工 (左岸)加美郡加美町米泉字西野 

(右岸)加美郡加美町土屋ヶ崎字道下 

ﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞﾀｲﾌﾟ 

全可動堰 

1.8m 78.4m

上川原頭首工 (左岸)加美郡加美町字西佳原 

(右岸)加美郡加美町米泉字沢目 

ﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞﾀｲﾌﾟ 

半可動堰 

2.5m 225.5m

桑折江頭首工 (左岸)大崎市三本木蒜袋字南屋敷 

(右岸)大崎市三本木桑折字問答川原 

ﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞﾀｲﾌﾟ 

全可動堰 

3.9m 86.6m

鳴瀬川中流堰 (左岸)遠田郡美里町字新一本柳 

(右岸)大崎市松山須摩屋字新天道原 

ﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞﾀｲﾌﾟ 

全可動堰 

3.8m 116.8m

 

 

図 4-47 中流部堰イメージ図 

 

21.7km

堰

鳴瀬川中流堰貯水イメージ

4m

30.3km21.7km

堰

鳴瀬川中流堰貯水イメージ

4m

30.3km
鳴瀬川中流堰の貯水状況
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3) 湖沼開発 

 

 湖沼の流出部に堰等を設け、湖沼水位の計画的な調節を行って貯水池としての

役割を持たせ、水源とする。 

（検討の考え方） 

湖沼の流出部に堰等を設け、湖沼水位の計画的な調節を行い、貯水池として計

画する。 

 

4) 流況調整河川 

 

 流況の異なる複数の河川を連絡することで、時期に応じて水量に余裕のある河

川から不足している河川に水を移動させることにより、水の有効活用を図り、水

源とする方策。 

（検討の考え方） 

鳴瀬川に隣接する河川の流況が豊富な際に、新設導水路等によって鳴瀬川へ導

水する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-48 流況調整河川のイメージ 

田川ダム

筒砂子ダム

江合川
田川

鳴瀬川

吉田川

近傍河川から導水
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5) 河道外貯留施設（貯水池） 

 

河道外に貯水池を設け、河川の流水を導水し、貯留することで水源とする方策。

 

（検討の考え方） 

治水対策案で別途検討される遊水地を貯水池として活用して流水を貯留する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-49 河道外貯留施設イメージ 

凡 例
主要地点・基準地点
ダム（既存）
ダム（建設中）
ダム（計画）

小野田

三本木 野田橋

野蒜

石巻湾

吉田川

田川

鳴瀬川

田川ダム
（国「計画」）

二ツ石ダム
（既設：農）

筒砂子ダム
（県「計画」）

漆沢ダム
（既設：県）

想定される区間

河川

幹線用水路調整池用水路

・河川から取水し、幹線用水路から調整池に補給。
・渇水時は、調整池から幹線用水路と用水路に補給

河川

幹線用水路調整池用水路

・河川から取水し、幹線用水路から調整池に補給。
・渇水時は、調整池から幹線用水路と用水路に補給

河道外貯水池イメージ 河道外調整池イメージ 

概略横断図

遊水地

洪水調節容量

河道

本

堤

貯水容量

周
囲
堤
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6) ダム再開発（かさ上げ・掘削） 

 

既存のダムをかさ上げ、あるいは掘削することで容量を確保し、水源とする方

策。 

 

（検討の考え方） 

既設のダムをかさ上げ、あるいは掘削することで貯水容量を新たに確保する。 

【既設ダムの諸元】 

項目 漆沢ダム 二ツ石ダム 

河川名 鳴瀬川 鳴瀬川 

ダム形式 ロックフィルダム ロックフィルダム 

堤高／堤頂長 80.0m／310.0m 70.5m／439.0m 

流域面積 58.9km2 19.0km2 

湛水面積 0.83km2 0.52km2 

総貯水容量 18,000 千 m3 10,600 千 m3 

有効貯水容量 16,000 千 m3 9,700 千 m3 

利用目的 FNWIP A 

事業主体 宮城県 東北農政局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-50 既設ダムかさ上げ・掘削イメージ 

鳴瀬川

吉田川

新江合川

石巻湾

田川ダム

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

石巻湾

田川ダム

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

二ツ石ダム  

漆沢ダム  

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

F：洪水調節  N：流水の正常な機能の維持  A：かんがい  W：水道  I：工業用水  P：発電  

かさ
上げ高

既設
ダム高

かさ上げにより
新たに確保される容量

有効貯水容量

堆砂容量

掘削により新たに
確保される容量

掘削
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7) 他用途ダム容量の買い上げ 

 

既存ダムの他用途容量を買い上げて流水の正常な機能の維持のための容量と

することで、水源とする方策。 

 

（検討の考え方） 

既設ダムの洪水調節容量等を買い上げて、流水の正常な機能の維持に必要な容

量への振替を行う。 

なお、洪水調節容量を買い上げる場合は、治水機能の代替として下流河川の河

道改修等を考慮する。 

【既設ダムの諸元】 

項目 漆沢ダム 二ツ石ダム 

河川名 鳴瀬川 鳴瀬川 

ダム形式 ロックフィルダム ロックフィルダム 

堤高／堤頂長 80.0m／310.0m 70.5m／439.0m 

流域面積 58.9km2 19.0km2 

湛水面積 0.83km2 0.52km2 

総貯水容量 18,000 千 m3 10,600 千 m3 

有効貯水容量 16,000 千 m3 9,700 千 m3 

利用目的 FNWIP A 

事業主体 宮城県 東北農政局 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4-51 ダム容量 買い上げのイメージ 

鳴瀬川

吉田川
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石巻湾
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田川ダム

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

二ツ石ダム  

漆沢ダム  

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

F：洪水調節  N：流水の正常な機能の維持  A：かんがい  W：水道  I：工業用水  P：発電  
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8) 水系間導水 

 

 水量に余裕のある他水系から導水することで水源とする方策。 

 

（検討の考え方） 

鳴瀬川に隣接する河川の流況が豊富な際に、新設導水路等によって鳴瀬川へ導

水する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-52 貯水池容量配分図（鳴子ダム） 

 

田川ダム

筒砂子ダム

江合川
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9) 地下水取水 

 

伏流水や河川水に影響を与えないよう配慮しつつ、井戸の新設等により、水源

とする方策。 

 

（検討の考え方） 

流域内の必要箇所に井戸を設置し、水源として活用する。 

ただし、鳴瀬川（大崎市古川地域）では、地盤沈下が確認されており、宮城県

環境基本計画(H18.3)において「長期監視を継続して地盤沈下の未然防止に努めま

す。」となっていることに配慮する。 
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10) ため池（取水後の貯留施設を含む。） 

 

主に雨水や地区内流水を貯留するため池を設置することで水源とする方策。 

 

（検討の考え方） 

既設のため池をかさ上げし、貯水容量を新たに確保する。 

 

 

  

 

 

 

 

 

図 4-53 ため池かさ上げイメージ 

 

【対象としたため池】 
名称  所在地  水系名  型式  堤高

（m）

堤長  
（m）  

貯水量  
（千 m3）

孫沢  加美町孫沢

字東山 2 
鳴瀬川水系

孫沢川  
アースダム

（均一型）  
18.2 202.4 857 

長沼  加美町漆沢  鳴瀬川水系

筒砂子川  
コンクリー

ト式ダム  
14.7 60 1157 

 

 

かさ上げ  

利水容量（既設）

貯水容量（増分）
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11) 海水淡水化 

 

 海水を淡水化する施設を設置し、水源とする方策。 

 

（検討の考え方） 

鳴瀬川河口付近に海水淡水施設を整備し、淡水化された水を補給対象地点まで

送水する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            図 4-54 送水イメージ 

 

 

12) 水源林の保全 

 

 主にその土壌の働きにより、雨水を地中に浸透させ、ゆっくりと流出させると

いう水源林の持つ機能を保全し、河川流況の安定化を期待する方策。 

 

（検討の考え方） 

鳴瀬川流域の森林の分布状況等を踏まえ、対策案への適用の可能性について検

討する。 

 

 

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

送水距離 約70km

舘前頭首工

上川原頭首工

桑折江堰
鳴瀬川中流堰
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13) ダム使用権等の振替 

 

需要が発生しておらず、水利権が付与されていないダム使用権等を必要な者に

振り替える方策。 

 

（検討の考え方） 

既設ダムの利水容量について、流水の正常な機能の維持に必要な容量へ振り替

えを行う。 

 

【既設ダムの諸元】 

項目 漆沢ダム 二ツ石ダム 

河川名 鳴瀬川 鳴瀬川 

ダム形式 ロックフィルダム ロックフィルダム 

堤高／堤頂長 80.0m／310.0m 70.5m／439.0m 

流域面積 58.9km2 19.0km2 

湛水面積 0.83km2 0.52km2 

総貯水容量 18,000 千 m3 10,600 千 m3 

有効貯水容量 16,000 千 m3 9,700 千 m3 

利用目的 FNWIP A 

事業主体 宮城県 東北農政局 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

図 4-55 ダム容量振替のイメージ 

筒砂子ダム
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田川ダム
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凡 例
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二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

鳴瀬川

吉田川

新江合川

石巻湾

田川ダム

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

石巻湾

田川ダム

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

二ツ石ダム  

漆沢ダム  

F：洪水調節  N：流水の正常な機能の維持  A：かんがい  W：水道  I：工業用水  P：発電  

洪水調節容量

利水容量

堆砂容量

未利用
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14) 既得水利の合理化・転用 

 

用水路の漏水対策、取水施設の改良等により、用水の使用量の削減、農地面積

の減少、産業構造の変革等による需要減分をあわせて他の必要とする用途に転用

する方策。 

 

（検討の考え方） 

鳴瀬川流域のかんがい用水について用水路整備、取水施設改良等を行い用水の

合理化を図り、その需要減分を新たな水源として活用する。 

 

 

15) 渇水調整の強化 

 

渇水調整協議会の機能を強化し、渇水時に被害を最小とするような取水制限を

行う方策。 

 

（検討の考え方） 

渇水情報連絡会の機能を強化し、渇水時に被害を最小とするような取水制限を

行うよう種々の措置、指導、要請を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-56 鳴瀬川水系渇水情報連絡会の設置 

H16.8.11 鳴 瀬 川 水 系 渇 水 情 報 連 絡
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16) 節水対策 

 

節水コマなど節水機器の普及、節水運動の推進、工場における回収率の向上等によ

り、水需要の抑制を図る方策。 

 

（検討の考え方） 

節水機器の普及、節水運動の推進などにより水需要の抑制を図る。 

 

17) 雨水・中水利用 

 

雨水利用の推進、中水利用施設の整備、下水処理水利用の促進により、河川水・地

下水を水源とする水需要の抑制を図る方策。 

 

（検討の考え方） 

雨水・中水利用を促進することにより、河川からの水需要を抑制し、その需要減分を新

たな水源として活用する。 

 

 

【他の事例】※日本の水資源より（個別循環方式の例） 

・ 事務所などの１つの建物の中で、その建物内で発生する排水を自家処理して雑揚水

として循環利用するもの。 

・ 建物内で発生する雑排水、厨房排水、浴場排水等を、生物処理や膜処理などの方法

によって再生処理し、トイレ洗浄水等に利用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-57 個別循環方式の例 
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(2) 流水の正常な機能の維持対策案の適用性 

17 方策の鳴瀬川流域への適用性から、3)湖沼開発、4)流況調整河川、8)水系間導水、

9)地下水取水、11)海水淡水化、13)ダム使用権等の振替、14)既得水利の合理化・転用、

17)雨水・中水利用の 8 方策を除く 9 方策において検討を行うこととした。 
なお、このうち 12) 水源林の保全、15) 渇水調整の強化、16) 節水対策は全ての対

策に共通するものであるため、これらを除く 6 方策を組合せの対象とした。 

表 4-54 17 方策の鳴瀬川流域への適用性 
 「検証要領細目」で示されて

いる方策 17 方策の概要 鳴瀬川流域への適用性 

1)ダム ①ダム 河川を横過して専ら流水を貯留する
目的で築造される構造物である。 

現計画で想定している鳴瀬川総合開
発事業及び筒砂子ダム建設事業を含
む流水の正常な機能の維持対策案を
検討する。 

  既設ダム及び計画ダムの再編、新設ダ
ムの容量見直す等の計画再編により、
鳴瀬川の利水補給を総合的に実施す
る方策。 

漆沢ダム、二ツ石ダム、田川ダム、
筒砂子ダムを対象に、ダム群再編等
を検討する。 

     ②専用ダム新
設 

流水の正常な機能の維持にかかる専
用ダムを建設し、水源とする方策。 

専用ダムを検討する。 

2)河口堰 ①河口堰 河川の最下流部に堰を設置すること
により、淡水を貯留し、水源とする方
策。 

鳴瀬堰を改築した場合でも必要とな
る容量を確保できず、送水コスト的
に不利である。 

 ②中流部堰 河川の中流部に堰を設置することに
より、流水を貯留し、水源とする方策。

鳴瀬川の既設取水堰の改築ならびに
堰の新設について検討する。 

3)湖沼開発 湖沼の流出部に堰等を設け、湖沼水位
の計画的な調節を行って貯水池とし
ての役割を持たせ、水源とする方策。

鳴瀬川流域には、開発できる湖沼が
ない。 

4)流況調整河川 流況の異なる複数の河川を連絡する
ことで、時期に応じて水量に余裕のあ
る河川から不足している河川に水を
移動させることにより、水の有効活用
を図り、水源とする方策。 

鳴瀬川近傍には流況調整できるほど
流況の豊富な河川はない。 

5)河道外貯留施設（貯水池） 河道外に貯水池を設け、河川の流水を
導水し、貯留することで水源とする方
策。 

河道外貯留施設（貯水池・調整池）
の新設について検討する。 

6)ダム再開発（かさ上げ・掘
削） 

既存のダムをかさ上げあるいは掘削
することで利水容量を確保し、水源と
する方策。 

鳴瀬川の既設ダム貯水池掘削につい
て検討する。 

7)他用途ダム容量の買い上げ 既存のダムの発電容量や洪水調節容
量を買い上げて利水容量とすること
で、水源とする方策。 

鳴瀬川の既設ダムの洪水容量買い上
げについて検討する。 

8)水系間導水 水量に余裕のある他水系から導水す
ることで水源とする方策。 

鳴瀬川近傍には流況調整できるほど
流況の豊富な河川はない。 

9)地下水取水 伏流水や河川水に影響を与えないよ
う配慮しつつ、井戸の新設等により、
水源とする方策。 

地下水取水による地盤沈下が懸念さ
れる地域であるため、実現性に乏し
い。 

10)ため池 
(取水後の貯留施設を含む) 

主に雨水や地区内流水を貯留するた
め池を設置することで水源とする方
策。 

ため池（既設）のかさ上げについて
検討する。 

11)海水淡水化 海水を淡水化する施設を設置し、水源
とする方策。 

鳴瀬川の河口から補給地点までの距
離が長く、コスト的に不利である。

供 
給 
面 
で 
の 
対 
応 

12)水源林の保全 主にその土壌の働きにより、雨水を地
中に浸透させ、ゆっくりと流出させる
という水源林の持つ機能を保全し、河
川流況の安定化を期待する方策。 

鳴瀬川流域の現状の森林機能維持に
向けた努力を継続する。 

13)ダム使用権等の振替 需要が発生しておらず、水利権が付与
されていないダム使用権等を必要な
者に振り替える方策。 

鳴瀬川には振替可能な使用権等がな
い。 

14)既得水利の合理化・転用 用水路の漏水対策、取水施設の改良等
による用水の使用量の削減、農地面積
の減少、産業構造の変革等による需要
減分を、他の必要とする用途に転用す
る方策。 

既に水利用計画の再編（用水路整備、
取水施設改良等）を行ってきており、
合理化・転用は困難。 

15)渇水調整の強化 渇水調整協議会の機能を強化し、渇水
時に被害を最小とするような取水制
限を行う方策。 

従来より渇水時に行われてきた手法
であり、効果量にかかわらず行うべ
き対策。 

16)節水対策 節水コマなど節水機器の普及、節水運
動の推進、工場における回収率の向上
等により、水需要の抑制を図る方策 

節水機器の普及、節水運動の推進な
どにより水需要の抑制を図るもので
あり、効果量にかかわらず行うべき
対策。 

需 
要 
面 
・ 
供 
給 
面 
で 
の 
総 
合 
的 
な 
対 
応 

17)雨水・中水利用 雨水利用の推進、中水利用施設の整
備、下水処理水利用の促進により、河
川水、地下水を水源とする水需要の抑
制を図る方策 

利用施設の整備の推進は、利用でき
る施設を有する各施設管理者の判断
によって取り組まれるものであり、
鳴瀬川での予めの効果評価は困難。 

   組合せの対象とする方策 

    

   効果量に関わらず全てに共通の方策 

    

   今回の検討において組合せの対象としなかった方策 
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4.5.3.2 複数の流水の正常な機能の維持対策案の立案 

(1) 流水の正常な機能の維持対策案の組合せの考え方 

流水の正常な機能の維持対策案の検討において、検証要領細目で示された方策のう

ち、鳴瀬川流域に適用可能な 6 方策を組合せ、できる限り幅広い対策案を立案する。

対策案の立案は、鳴瀬川流域の利水の特徴を踏まえて検討する。 

なお、「水源林の保全」、「渇水調整の強化」、「節水対策」については、効果を定量的

に見込むことはできないが、効果にかかわらず行うべきと考えられるため、全ての

対策案に共通するものとしている。 

流水の正常な機能の維持対策案の分類の考え方は以下のとおりである。 

 

分類１：検証対象ダムを中心とする方策の組合せ 

 鳴瀬川流域には、既設ダム（漆沢ダム、二ツ石ダム）、検証対象ダム（田川ダム、

筒砂子ダム）の計 4 つのダムがあることから、既設ダムの活用および検証対象ダ

ムの再編を取り入れた流水の正常な機能の維持対策を検討する。 

 主な方策※：ダム（ダム計画再編）、ダム再開発、他用途ダム容量の買い上げ 

 

 

分類２：専用ダムを中心とする対策の組合せ 

 検証対象ダム（田川ダム、筒砂子ダム）で計画していた流水の正常な機能の維

持開発容量を専用ダムにより確保する場合について検討する。 

 主な方策※：ダム（専用ダム） 

 

 

分類３：ダム以外の方策を中心とする対策の組合せ 

 検証対象ダム（田川ダム、筒砂子ダム）で計画していた流水の正常な機能の維

持開発容量をダム以外の方策により確保する場合について検討する。 

 主な方策※：堰、河道外貯留施設 

※「ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目」で示されている方策 
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(2) 流水の正常な機能の維持対策案の選定の考え方 

分類ごとに、流水の正常な機能の維持対策案の選定を行う。 

 

1) 検証対象ダムを中心とする方策の組合せ（分類１） 

「検証対象ダムによる組合せ」として、ダム規模の拡大を含め、何れか一方の

検証対象ダム（田川ダム、筒砂子ダム）で必要量を確保することとし、現計画で

不足する容量については組合せを検討する。「検証対象ダムを中心とした組合せ」

として、何れか一方の検証対象ダム（現計画規模）と他の方策との組合せを検討

する。 

 → 田川ダムによる組合せ 

 → 筒砂子ダムによる組合せ 

 → 田川ダムを中心とした組合せ 

 → 筒砂子ダムを中心とした組合せ 

 

2) 専用ダムを中心とした方策の組合せ（分類２） 

専用ダムにより必要量を確保する「専用ダムによる組合せ」と、専用ダムとそ

の他の方策との組合せにより必要量を確保する、「専用ダムを中心とした組合せ」

を検討する。 

 → 専用ダムによる組合せ 

 → 専用ダムを中心とした組合せ 

 

3) ダム以外の方策を中心とした組合せ（分類３） 

検証対象ダム以外の方策として、「中流部堰を中心とした組合せ」、「河道外貯留

を中心とした組合せ」を検討する。 

 → 中流部堰を中心とした組合せ 

 → 河道外貯留施設を中心とした組合せ 
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(3) 流水の正常な機能の維持対策案の選定 

1) 検証対象ダムを中心とした方策の組合せ 

検証対象ダムを中心とする方策の組合せのうち、a)、b）については、不足する容量

の確保方策として既存施設を比較的大規模な工事を行わずに活用できる「ため池（か

さ上げ）」とした。 

 

a) 田川ダムによる組合せ 

検証対象の 2 ダムのうち田川ダムのみを建設する。不足する容量について既設

ため池のかさ上げ、田川ダムの計画容量増の方策を組合せて確保する案を検討す

る。 

◆田川ダム＋ため池［かさ上げ］ ・・・ケース 2 

◆田川ダムかさ上げ       ・・・ケース 3 

 

b) 筒砂子ダムによる組合せ 

検証対象の 2 ダムのうち筒砂子ダムのみを建設する。不足する容量について既

設ため池のかさ上げ、筒砂子ダムの計画容量増の方策を組合せて確保する案を検

討する。 

◆筒砂子ダム＋ため池［かさ上げ］ ・・・ケース 4 

◆筒砂子ダムかさ上げ       ・・・ケース 5 

 

c) 田川ダムを中心とした組合せ 

検証対象の 2 ダムのうち田川ダムのみを現計画規模で建設する。不足する容量

について新たな方策を組合せて確保する案を検討する。 

◆田川ダム＋中流部堰＋河道外貯水池＋ため池［かさ上げ］  ・・・ケース 6 

◆田川ダム＋ダム再開発＋ため池［かさ上げ］        ・・・ケース 7 

◆田川ダム＋他用途ダム容量買い上げ＋ため池［かさ上げ］  ・・・ケース 8 

◆田川ダム＋河道外調整池＋ため池［かさ上げ］       ・・・ケース 9 

 

d) 筒砂子ダムを中心とした組合せ 

検証対象の 2 ダムのうち筒砂子ダムのみを現計画規模で建設する。不足する容

量について新たな方策を組合せて確保する案を検討する。 

◆筒砂子ダム＋中流部堰＋河道外貯水池＋ため池［かさ上げ］  ・・・ケース 10 

◆筒砂子ダム＋ダム再開発＋ため池［かさ上げ］        ・・・ケース 11 

◆筒砂子ダム＋他用途ダム容量買い上げ＋ため池［かさ上げ］  ・・・ケース 12 

◆筒砂子ダム＋河道外調整池＋ため池［かさ上げ］       ・・・ケース 13 
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2) 専用ダムを中心とした方策の組合せ 

a) 専用ダムによる組合せ 

検証対象の 2 ダムのうちコスト面で優位である筒砂子ダムサイトに専用ダムを

建設して必要量を確保する案を検討する。 

◆専用ダム                         ・・・ケース 14 

 

b) 専用ダムを中心とした組合せ 

検証対象ダム以外の方策を組合せ、不足する容量について、検証対象の２ダム

のうちコスト面で優位である筒砂子ダムサイトに専用ダムを建設して確保する案

を検討する。 

◆専用ダム＋中流部堰＋ため池［かさ上げ］          ・・・ケース 15 

◆専用ダム＋河道外貯水池＋ため池［かさ上げ］        ・・・ケース 16 

◆専用ダム＋ダム再開発＋ため池［かさ上げ］         ・・・ケース 17 

◆専用ダム＋他用途ダム容量買い上げ＋ため池［かさ上げ］   ・・・ケース 18 

◆専用ダム＋河道外調整池                  ・・・ケース 19 

 

3) ダム以外の方策を中心とした組合せ 

a) 中流部堰を中心とする組合せ 

検証対象ダムとダム以外の方策として中流部堰を中心に必要量を確保する案を

検討する。 

◆中流部堰＋河道外貯水池＋ため池［かさ上げ］           ・・・ケース 20 

◆中流部堰＋ダム再開発＋ため池［かさ上げ］            ・・・ケース 21 

◆中流部堰＋河道外貯水池＋他用途ダム容量買い上げ＋ため池［かさ上げ］・・・ケース 22 

◆中流部堰＋河道外調整池＋ため池［かさ上げ］           ・・・ケース 23 

 

b) 河道外貯留施設を中心とした組合せ 

検証対象ダム以外の方策として、河道外貯水池、河道外調整池のどちらか、あ

るいは双方を含めながら必要量を確保する案を検討する。 

◆河道外貯水池＋河道外調整池＋ため池［かさ上げ］          ・・・ケース 24

◆河道外貯水池＋ため池［かさ上げ］                 ・・・ケース 25

◆河道外調整池＋中流部堰＋他用途ダム容量買い上げ＋ため池［かさ上げ］・・・ケース 26
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(4) 流水の正常な機能の維持対策案の立案 

流水の正常な機能の維持対策案について、鳴瀬川流域に適用する方策として、現計

画を含む以下の 9 方策を抽出した。抽出した方策は表 4-56 に示す組合せにより、25

ケースの流水の正常な機能の維持対策案を検討する。 

 

表 4-55 ９方策の施設規模 

No 方 策 施 設 名 開発可能容量(千 m3) 

田川ダム 3,390 
1 現計画 

筒砂子ダム 19,870 

田川ダム 23,260 
2 計画ダムかさ上げ 

筒砂子ダム 23,260 

田川ダムサイト 23,260 
3 専用ダム 

筒砂子ダムサイト 23,260 

12.3km 付近 930 

28.9km 付近 180 4 河口堰（中流部堰） 

39.5km 付近 1,710 

L1 遊水地 1,590 

L2 遊水地 2,010 5 

貯

水

池 R1 遊水地 6,320 

6 

河道外貯留施設 

（貯水池） 調

整

池

 

23,260 

漆沢ダム 1,570 
7 

ダム再開発 

（掘削） 二ツ石ダム 2,030 

8 
他用途ダム容量 

買い上げ 

漆沢ダム 5,600 

長沼ため池 900 
9 ため池かさ上げ 

孫沢ため池 2,340 

   注：開発可能容量は各方策の必要依存量 
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【田川ダムによる組合せ】 

流水の正常な機能の維持対策案：ケース 2 田川ダム＋ため池［かさ上げ］ 

（田川ダムかさ上げ＋孫沢及び長沼ため池かさ上げ） 

 

【対策案の概要】 

○ 筒砂子ダムの代替として、孫沢及び長沼ため池をかさ上げして 19,870 千 m3 のう
ち 3,240 千 m3 を確保する。 

○ 不足分 16,630 千 m3 は、田川ダムを現計画よりもかさ上げする。 
○ 筒砂子ダム供給区域に補給するため、田川から鳴瀬川へ導水路を新設する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設諸元】 

  （改築）孫沢ため池かさ上げ（かさ上げ高 H=8.0m、V=2,340 千 m3） 
  （改築）長沼ため池かさ上げ（かさ上げ高 H=10.0m、V=900 千 m3） 
  （新設）田川ダム（ダム高 H=102.8m、V=20,020 千 m3） 

 （新設）導水路（田川→鳴瀬川）（L=6,800m） 

【現計画】 【かさ上げ】

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

※ダム貯水池容量配分は必要依存量に  
貯水池の回転率を考慮した値  

※流水の正常な機能の維持対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については平成 22 年度時点のものであり、今後変更があり得るものである  

有効貯水容量
13,280千m3

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

洪水調節容量5,000千m3

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

堆砂容量 1,200千m3

85.0m

有効貯水容量
13,280千m3

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

洪水調節容量5,000千m3

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

堆砂容量 1,200千m3

85.0m

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

洪水調節容量5,000千m3

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

堆砂容量 1,200千m3

85.0m

有効貯水容量
28,470千m3

総貯水容量

29,670千m3

田川ダム貯水池容量配分

洪水調節容量5,000千m3

利水容量 23,470千m3

流水の正常な機能の維持18,480千m3

かんがい 4,990千m3

堆砂容量 1,200千m3

102.8m

有効貯水容量
28,470千m3

総貯水容量

29,670千m3

田川ダム貯水池容量配分

洪水調節容量5,000千m3

利水容量 23,470千m3

流水の正常な機能の維持18,480千m3

かんがい 4,990千m3

堆砂容量 1,200千m3

102.8m

導水路
（田川→鳴瀬川上流新設)
導水路

（田川→鳴瀬川上流新設)

利水容量（既設）

ため池かさ上げ

かさ上げ

利水容量（増分）

利水容量（既設）

かさ上げ

貯水容量（増分）

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

孫沢ため池かさ上げ

長沼ため池かさ上げ

導水路
（田川→鳴瀬川上流）

現計画かさ上げ

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

鳴瀬川中流堰
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【田川ダムによる組合せ】 

流水の正常な機能の維持対策案：ケース 3 田川ダムかさ上げ 

 

【対策案の概要】 

○ 筒砂子ダムの代替として、田川ダムを現計画よりもかさ上げする。 
○ 筒砂子ダム供給区域に補給するため、田川から鳴瀬川へ導水路を新設する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設諸元】 

  （新設）田川ダム（ダム高 H=105.5m、V=23,260 千 m3） 
（新設）導水路（田川→鳴瀬川）（L=6,800m） 

 
【現計画】 【かさ上げ】

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

※ダム貯水池容量配分は必要依存量に  
貯水池の回転率を考慮した値  

有効貯水容量
13,280千m3

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

洪水調節容量5,000千m3

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

堆砂容量 1,200千m3

85.0m

有効貯水容量
13,280千m3

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

洪水調節容量5,000千m3

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

堆砂容量 1,200千m3

85.0m

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

洪水調節容量5,000千m3

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

堆砂容量 1,200千m3

85.0m

有効貯水容量
26,520千m3

総貯水容量
27,720千m3

田川ダム貯水池容量配分

洪水調節容量5,000千m3

利水容量21,520千m3

流水の正常な機能の維持16,530千m3

かんがい 4,990千m3

堆砂容量 1,200千m3

105.5m

有効貯水容量
26,520千m3

総貯水容量
27,720千m3

田川ダム貯水池容量配分

洪水調節容量5,000千m3

利水容量21,520千m3

流水の正常な機能の維持16,530千m3

かんがい 4,990千m3

堆砂容量 1,200千m3

105.5m

※流水の正常な機能の維持対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については平成 22 年度時点のものであり、今後変更があり得るものである  

導水路
（田川→鳴瀬川上流新設)
導水路

（田川→鳴瀬川上流新設)

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

導水路
（田川→鳴瀬川上流）

現計画かさ上げ

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

導水路
（田川→鳴瀬川上流）

現計画かさ上げ

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

鳴瀬川中流堰
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【筒砂子ダムによる組合せ】 

流水の正常な機能の維持対策案：ケース 4 筒砂子ダム＋ため池［かさ上げ］ 

（筒砂子ダムかさ上げ＋長沼及び孫沢ため池かさ上げ） 

 

【対策案の概要】 

○ 田川ダムの代替として、長沼及び孫沢ため池をかさ上げして、3,390 千 m3 のうち 
3,240 千 m3 を確保する。 

○ 不足分 150 千 m3 は筒砂子ダムを現計画よりもかさ上げして確保する。 
○ 田川ダム供給区域に補給するため、二ツ石川から田川へ導水路を新設する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設諸元】 

（改築）孫沢ため池かさ上げ（かさ上げ高 H=10.0m、V=2,340 千 m3） 
（改築）長沼ため池かさ上げ（かさ上げ高 H=8.0m、V=900 千 m3）  
（新設）筒砂子ダム（ダム高 H=103.6m、V=20,020 千 m3） 
（新設）導水路（二ツ石川→田川）（L=2,000m） 

【現計画】 【かさ上げ】

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

※ダム貯水池容量配分は必要依存量に
貯水池の回転率を考慮した値  

筒砂子ダム貯水池容量配分

有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量
31,400千m3

洪水調節容量10,400千m3

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 2,100千m3

堆砂容量 2,500千m3

98.4m

筒砂子ダム貯水池容量配分

有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量
31,400千m3

洪水調節容量10,400千m3

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 2,100千m3

堆砂容量 2,500千m3

98.4m

有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量
31,400千m3

洪水調節容量10,400千m3

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 2,100千m3

堆砂容量 2,500千m3

98.4m

有効貯水容量
29,030千m3

総貯水容量
31,530千m3

筒砂子ダム貯水池容量配分

洪水調節容量10,400千m3

利水容量 18,630千m3

流水の正常な機能の維持16,530千m3

かんがい 2,100千m3

堆砂容量 2,500千m3

103.6m

有効貯水容量
29,030千m3

総貯水容量
31,530千m3

筒砂子ダム貯水池容量配分

洪水調節容量10,400千m3

利水容量 18,630千m3

流水の正常な機能の維持16,530千m3

かんがい 2,100千m3

堆砂容量 2,500千m3

103.6m

有効貯水容量
29,030千m3

総貯水容量
31,530千m3

筒砂子ダム貯水池容量配分

洪水調節容量10,400千m3

利水容量 18,630千m3

流水の正常な機能の維持16,530千m3

かんがい 2,100千m3

堆砂容量 2,500千m3

103.6m

※流水の正常な機能の維持対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については平成 22 年度時点のものであり、今後変更があり得るものである  

利水容量（既設）

ため池かさ上げ

かさ上げ

利水容量（増分）

利水容量（既設）

かさ上げ

貯水容量（増分）

導水路
(二ツ石川→田川上流)

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

現計画かさ上げ

孫沢ため池かさ上げ

長沼ため池かさ上げ

導水路
（二ッ石川→田川上流）

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

現計画かさ上げ

孫沢ため池かさ上げ

長沼ため池かさ上げ

導水路
（二ッ石川→田川上流）

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

鳴瀬川中流堰



4. 鳴瀬川総合開発事業ダム検証に係わる検討の内容 ～流水の正常な機能の維持の観点からの検討～ 
 

 
4-227 

【筒砂子ダムによる組合せ】 

流水の正常な機能の維持対策案：ケース 5 筒砂子ダムかさ上げ 

 

【対策案の概要】 

○ 田川ダムの代替として、筒砂子ダムを現計画よりもかさ上げする。 
○ 田川ダム供給区域に補給するため、二ツ石川から田川へ導水路を新設する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設諸元】 

（新設）筒砂子ダム（ダム高 H=105.8m、V=23,260 千 m3） 
（新設）導水路（二ツ石川→田川）（L=2,000m） 

 

有効貯水容量
31,760千m3

総貯水容量
34,260千m3

筒砂子ダム貯水池容量配分

洪水調節容量10,400千m3

利水容量 21,360千m3

流水の正常な機能の維持19,260千m3

かんがい 2,100千m3

堆砂容量 2,500千m3

105.8m

有効貯水容量
31,760千m3

総貯水容量
34,260千m3

筒砂子ダム貯水池容量配分

洪水調節容量10,400千m3

利水容量 21,360千m3

流水の正常な機能の維持19,260千m3

かんがい 2,100千m3

堆砂容量 2,500千m3

105.8m

有効貯水容量
31,760千m3

総貯水容量
34,260千m3

筒砂子ダム貯水池容量配分

洪水調節容量10,400千m3

利水容量 21,360千m3

流水の正常な機能の維持19,260千m3

かんがい 2,100千m3

堆砂容量 2,500千m3

105.8m

【現計画】 【かさ上げ】

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

※ダム貯水池容量配分は必要依存量に  
貯水池の回転率を考慮した値  

筒砂子ダム貯水池容量配分

有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量
31,400千m3

洪水調節容量10,400千m3

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 2,100千m3

堆砂容量 2,500千m3

98.4m

筒砂子ダム貯水池容量配分

有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量
31,400千m3

洪水調節容量10,400千m3

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 2,100千m3

堆砂容量 2,500千m3

98.4m

有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量
31,400千m3

洪水調節容量10,400千m3

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 2,100千m3

堆砂容量 2,500千m3

98.4m

※流水の正常な機能の維持対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については平成 22 年度時点のものであり、今後変更があり得るものである  

導水路
(二ツ石川→田川上流)

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

現計画かさ上げ
導水路
（二ッ石川→田川上流）

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

現計画かさ上げ
導水路
（二ッ石川→田川上流）

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

鳴瀬川中流堰



4. 鳴瀬川総合開発事業ダム検証に係わる検討の内容 ～流水の正常な機能の維持の観点からの検討～ 
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【田川ダムを中心とした組合せ】 

流水の正常な機能の維持対策案：ケース 6 田川ダム＋中流部堰＋河道外貯水池＋た

め池［かさ上げ］（田川ダム＋中流部堰＋河道外貯水池＋孫沢及び長沼ため池かさ上げ） 

【対策案の概要】 

○ 田川ダムを現計画で建設し、筒砂子ダムを代替する施設はコスト面で優位となる
「中流部堰」、「ため池［かさ上げ］」、「河道外貯水池」の順に組合せを検討する。 

○ 中流部堰を新設して 2,820 千 m3 を確保する。 
○ 孫沢ため池及び長沼ため池をかさ上げして 3,240 千 m3（2,340 千 m3＋900 千 m3）

を確保する。 
○ 河道外貯水池を新設して 9,920 千 m3 を確保する。 
○ 筒砂子ダム供給区域に補給するため、田川から鳴瀬川へ導水路を新設する。 
※ 各施設を建設しても 19,370 千 m3 で、流水の正常な機能の維持に必要な 23,260

千 m3 に満たないため代替不能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【施設諸元】 

（新設）田川ダム（ダム高 H=85.0m、V=3,390 千 m3） 
（新設）中流部堰 V=2,820 千 m3（N=3 基）  

（新設）河道外貯水池 V=9,920 千 m3（N=3 箇所）  

（改築）孫沢ため池（かさ上げ高 H=10.0m、V=2,340 千 m3）  

（改築）長沼ため池（かさ上げ高 H=8.0m、V=900 千 m3） 
（新設）導水路（田川→鳴瀬川）（L=6,800m） 

 

有効貯水容量
13,280千m3

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

洪水調節容量5,000千m3

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

堆砂容量 1,200千m3

85.0m

有効貯水容量
13,280千m3

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

洪水調節容量5,000千m3

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

堆砂容量 1,200千m3

85.0m

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

洪水調節容量5,000千m3

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

堆砂容量 1,200千m3

85.0m

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

※ダム貯水池容量配分は必要依存量に  
貯水池の回転率を考慮した値  

※流水の正常な機能の維持対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については平成 22 年度時点のものであり、今後変更があり得るものである  

利水容量
貯水容量

中流部堰（新設）  

利水容量（既設）

ため池かさ上げ

かさ上げ

利水容量（増分）

利水容量（既設）

かさ上げ

貯水容量（増分）

導水路
（田川→鳴瀬川上流新設)
導水路

（田川→鳴瀬川上流新設)

概略横断図

遊水地

洪水調節容量

河道

本

堤

利水容量

周
囲
堤

河道外貯留施設

概略横断図

遊水地

洪水調節容量

河道

本

堤

貯水容量

周
囲
堤

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

現計画

長沼ため池かさ上げ

孫沢ため池かさ上げ

導水路
（田川→鳴瀬川上流）

河道外貯水池

中流部堰
（39.5km）

中流部堰
（28.9km）

中流部堰
（12.3km）

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

鳴瀬川中流堰



4. 鳴瀬川総合開発事業ダム検証に係わる検討の内容 ～流水の正常な機能の維持の観点からの検討～ 
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【田川ダムを中心とした組合せ】 

流水の正常な機能の維持対策案：ケース 7 田川ダム＋ダム再開発＋ため池［かさ上

げ］ （田川ダム＋漆沢及び二ツ石ダム貯水池掘削＋孫沢及び長沼ため池かさ上げ） 

【対策案の概要】 

○ 田川ダムを現計画で建設し、筒砂子ダムを代替する施設はコスト面で優位となる
「ため池［かさ上げ］」、「ダム再開発」の順に組合せを検討する。 

○ 孫沢ため池及び長沼ため池をかさ上げして 3,240 千 m3（2,340 千 m3＋900 千 m3）
を確保する。 

○ 「ダム再開発」は、既設漆沢ダム及び二ツ石ダムの貯水池内を掘削して 3,600 千
m3（1,570 千 m3＋2,030 千 m3）を確保する。 

○ 筒砂子ダム供給区域に補給するため、田川から鳴瀬川へ導水路を新設する。 
※ 各施設を建設しても 10,230 千 m3 で、流水の正常な機能の維持に必要な 23,260

千 m3 に満たないため代替不能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設諸元】 

（新設）田川ダム（ダム高 H=85.0m、V=3,390 千 m3） 
（改築）孫沢ため池（かさ上げ高 H=10.0m、V=2,340 千 m3） 
（改築）長沼ため池（かさ上げ高 H=8.0m、V=900 千 m3） 
（改築）漆沢ダム掘削 V=1,570 千 m3 
（改築）二ツ石ダム掘削 V=2,030 千 m3 
（新設）導水路（田川→鳴瀬川）（L=6,800m） 

 

 

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

※ダム貯水池容量配分は必要依存量に  
貯水池の回転率を考慮した値  

有効貯水容量
13,280千m3

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

洪水調節容量5,000千m3

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

堆砂容量 1,200千m3

85.0m

有効貯水容量
13,280千m3

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

洪水調節容量5,000千m3

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

堆砂容量 1,200千m3

85.0m

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

洪水調節容量5,000千m3

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

堆砂容量 1,200千m3

85.0m

※流水の正常な機能の維持対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については平成 22 年度時点のものであり、今後変更があり得るものである  

 

利水容量（既設）

ため池かさ上げ

かさ上げ

利水容量（増分）

利水容量（既設）

かさ上げ

貯水容量（増分）

導水路
（田川→鳴瀬川上流新設)
導水路

（田川→鳴瀬川上流新設)

利水容量を確保

掘削

掘削前

掘削後

貯水池掘削
利水容量を確保

掘削

掘削前

掘削後

貯水池掘削
貯水容量を確保利水容量を確保

掘削

掘削前

掘削後

貯水池掘削
利水容量を確保

掘削

掘削前

掘削後

貯水池掘削
貯水容量を確保

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

現計画

孫沢ため池かさ上げ

長沼ため池かさ上げ

導水路
（田川→鳴瀬川上流）

漆沢ダム貯水池掘削

二ッ石ダム貯水池掘削

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

現計画

孫沢ため池かさ上げ

長沼ため池かさ上げ

導水路
（田川→鳴瀬川上流）

漆沢ダム貯水池掘削

二ッ石ダム貯水池掘削

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

鳴瀬川中流堰
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【田川ダムを中心とした組合せ】 

流水の正常な機能の維持対策案：ケース 8 田川ダム＋他用途ダム容量買い上げ＋ 

ため池［かさ上げ］（田川ダム＋漆沢ダム洪水調節容量買い上げ＋孫沢及び長沼ため池かさ

上げ） 

【対策案の概要】 

○ 田川ダムを現計画で建設し、筒砂子ダムを代替する施設はコスト面で優位となる
「ため池［かさ上げ］」、「他用途ダム容量買い上げ」の順に組合せを検討する。 

○ 孫沢ため池及び長沼ため池をかさ上げして 3,240 千 m3（2,340 千 m3＋900 千 m3）
を確保する。 

○ 既設漆沢ダム洪水調節容量を買い上げし、5,600 千 m3 を確保する。 
○ 漆沢ダム洪水調節容量の買い上げに伴い、治水機能を代替するための河道掘削を

行う。 
○ 筒砂子ダム供給区域に補給するため、田川から鳴瀬川へ導水路を新設する。 
※各施設を建設しても 12,230 千 m3 で、流水の正常な機能の維持に必要な 23,260 千

m3 に満たないため代替不能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設諸元】 

（新設）田川ダム（ダム高 H=85.0m、V=3,390 千 m3） 
（改築）孫沢ため池（かさ上げ高 H=10.0m、V=2,340 千 m3） 
（改築）長沼ため池（かさ上げ高 H=8.0m、V=900 千 m3） 
（改築）漆沢ダム洪水調節容量買い上げ V=5,600 千 m3 
（新設）導水路（田川→鳴瀬川）（L=6,800m） 

 

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

ダム容量買い上げ
（漆沢ダム）

洪水調節容量

利水容量

堆砂容量

洪水調節容量

利水容量

堆砂容量

買い上げ

※ダム貯水池容量配分は必要依存量に  
貯水池の回転率を考慮した値  

有効貯水容量
13,280千m3

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

洪水調節容量5,000千m3

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

堆砂容量 1,200千m3

85.0m

有効貯水容量
13,280千m3

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

洪水調節容量5,000千m3

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

堆砂容量 1,200千m3

85.0m

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

洪水調節容量5,000千m3

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

堆砂容量 1,200千m3

85.0m

※流水の正常な機能の維持対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については平成 22 年度時点のものであり、今後変更があり得るものである  

 

利水容量（既設）

ため池かさ上げ

かさ上げ

利水容量（増分）

利水容量（既設）

かさ上げ

貯水容量（増分）

導水路
（田川→鳴瀬川上流新設)
導水路

（田川→鳴瀬川上流新設)

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

現計画

孫沢ため池かさ上げ

長沼ため池かさ上げ

導水路
（田川→鳴瀬川上流）

ダム容量買い上げ

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

鳴瀬川中流堰
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【田川ダムを中心とした組合せ】 

流水の正常な機能の維持対策案：ケース 9 田川ダム＋河道外調整池＋ため池［かさ

上げ］（田川ダム＋河道外調整池） 

 

【対策案の概要】 

○ 田川ダムを現計画で建設し、筒砂子ダムを代替する施設はコスト面で優位となる
「河道外調整池」、「ため池［かさ上げ］」の順に組合せを検討する。 

○ 河道外調整池を新設して 19,870 千 m3 を確保する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設諸元】 

  （新設）田川ダム（ダム高 H=85.0m、V=3,390 千 m3） 
  （新設）河道外調整池 V=19,870 千 m3（N=11 箇所）  

 

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

※ダム貯水池容量配分は必要依存量に  
貯水池の回転率を考慮した値  

有効貯水容量

13,280千m3

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

洪水調節容量5,000千m3

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

堆砂容量 1,200千m3

85.0m

有効貯水容量

13,280千m3

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

洪水調節容量5,000千m3

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

堆砂容量 1,200千m3

85.0m

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

洪水調節容量5,000千m3

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

堆砂容量 1,200千m3

85.0m

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

現計画

河道外調整池（計4箇所）

河道外調整池（計7箇所）

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

鳴瀬川中流堰

※流水の正常な機能の維持対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については平成 22 年度時点のものであり、今後変更があり得るものである  

利水容量

河道外調整池

貯水容量
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【筒砂子ダムを中心とした組合せ】 

流水の正常な機能の維持対策案：ケース 10 筒砂子ダム＋中流部堰＋河道外貯水池＋

ため池［かさ上げ］（筒砂子ダム＋中流部堰＋孫沢ため池かさ上げ） 

 

【対策案の概要】 

○ 筒砂子ダムを現計画で建設し、田川ダムを代替する施設はコスト面で優位となる
「中流部堰」、「ため池［かさ上げ］」、「河道外貯水池」の順に組合せを検討する。 

○ 中流部堰を新設して 2,640 千 m3 を確保する。 
○ 孫沢ため池をかさ上げして 750 千 m3 を確保する。 
○ 田川ダム供給区域に補給するため、二ツ石川から田川へ導水路を新設する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設諸元】 

  （新設）筒砂子ダム（ダム高 H=98.4m、V=19,870 千 m3）  
（新設）中流部堰 V=2,640 千 m3、（N=2 箇所） 
（改築）孫沢ため池かさ上げ（かさ上げ高 H=4.2m、V=750 千 m3）  
（新設）導水路（二ツ石川→田川）（L=2,000m） 

 

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

※ダム貯水池容量配分は必要依存量に  
貯水池の回転率を考慮した値  

筒砂子ダム貯水池容量配分

有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量
31,400千m3

洪水調節容量10,400千m3

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 2,100千m3

堆砂容量 2,500千m3

98.4m

筒砂子ダム貯水池容量配分

有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量
31,400千m3

洪水調節容量10,400千m3

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 2,100千m3

堆砂容量 2,500千m3

98.4m

有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量
31,400千m3

洪水調節容量10,400千m3

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 2,100千m3

堆砂容量 2,500千m3

98.4m

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

現計画

中流部堰
（39.5km）

中流部堰
（12.3km）

孫沢ため池かさ上げ

導水路
（二ッ石川→田川上流）

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

鳴瀬川中流堰

※流水の正常な機能の維持対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については平成 22 年度時点のものであり、今後変更があり得るものである  

 

利水容量（既設）

ため池かさ上げ

かさ上げ

利水容量（増分）

利水容量（既設）

かさ上げ

貯水容量（増分）

利水容量
貯水容量

中流部堰（新設）

導水路
(二ツ石川→田川上流)
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【筒砂子ダムを中心とした組合せ】 

流水の正常な機能の維持対策案：ケース 11 筒砂子ダム＋ダム再開発＋ため池［かさ

上げ］（筒砂子ダム＋二ツ石ダム貯水池掘削＋孫沢及び長沼ため池かさ上げ） 

【対策案の概要】 

○ 筒砂子ダムを現計画で建設し、田川ダムを代替する施設はコスト面で優位となる
「ため池［かさ上げ］」、「ダム再開発」の順に組合せを検討する。 

○ 孫沢ため池及び長沼ため池をかさ上げして 3,240 千 m3（2,340 千 m3＋900 千 m3）
を確保する。 

○ 「ダム再開発」は既設二ツ石ダムの貯水池内を掘削して 150 千 m3 を確保する。 
○ 田川ダム供給区域に補給するため、二ツ石川から田川へ導水路を新設する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設諸元】 

  （新設）筒砂子ダム（ダム高 H=98.4m、V=19,870 千 m3） 
 （改築）孫沢ため池かさ上げ（かさ上げ高 H=10.0m、V=2,340 千 m3） 

（改築）長沼ため池かさ上げ（かさ上げ高 H=8.0m、V=900 千 m3）  
（改築）二ツ石ダム貯水池掘削 V=150 千 m3  

  （新設）導水路（二ツ石川→田川）（L=2,000m） 

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

※ダム貯水池容量配分は必要依存量に  
貯水池の回転率を考慮した値  

筒砂子ダム貯水池容量配分

有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量
31,400千m3

洪水調節容量10,400千m3

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 2,100千m3

堆砂容量 2,500千m3

98.4m

筒砂子ダム貯水池容量配分

有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量
31,400千m3

洪水調節容量10,400千m3

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 2,100千m3

堆砂容量 2,500千m3

98.4m

有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量
31,400千m3

洪水調節容量10,400千m3

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 2,100千m3

堆砂容量 2,500千m3

98.4m

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

現計画

孫沢ため池かさ上げ

長沼ため池かさ上げ

導水路
（二ッ石川→田川上流）

二ッ石ダム貯水池掘削

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

鳴瀬川中流堰

※流水の正常な機能の維持対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については平成 22 年度時点のものであり、今後変更があり得るものである  

導水路
(二ツ石川→田川上流)

 

利水容量（既設）

ため池かさ上げ

かさ上げ

利水容量（増分）

利水容量（既設）

かさ上げ

貯水容量（増分）

 
利水容量を確保

掘削

掘削前

掘削後

貯水池掘削
利水容量を確保

掘削

掘削前

掘削後

貯水池掘削
貯水容量を確保利水容量を確保

掘削

掘削前

掘削後

貯水池掘削
利水容量を確保

掘削

掘削前

掘削後

貯水池掘削
貯水容量を確保
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【筒砂子ダムを中心とした組合せ】 

流水の正常な機能の維持対策案：ケース 12 筒砂子ダム＋他用途ダム容量買い上げ＋

ため池［かさ上げ］（筒砂子ダム＋漆沢ダム洪水調節容量買い上げ＋孫沢ため池かさ上げ） 

 

【対策案の概要】 

○ 筒砂子ダムを現計画で建設し、田川ダムを代替する施設はコスト面で優位となる
「ため池［かさ上げ］」、「他用途ダム容量買い上げ」の順に組合せを検討する。 

○ 孫沢ため池をかさ上げして 2,340 千 m3 を確保する。 
○ 既設漆沢ダム洪水調節容量を買い上げし、1,050 千 m3 を確保する。 
○ 漆沢ダム洪水調節容量の買い上げに伴い、治水機能を代替するための河道掘削を

行う。 
○ 田川ダム供給区域に補給するため、二ツ石川から田川へ導水路を新設する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設諸元】 
 （新設）筒砂子ダム（ダム高 H=98.4m、V=19,870 千 m3） 

（改築）孫沢ため池かさ上げ（かさ上げ高 H=10.0m、V=2,340 千 m3） 
 （改築）漆沢ダム洪水調節容量買い上げ V=1,050 千 m3 

（新設）導水路（二ツ石川→田川）（L=2,000m） 

 

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

ダム容量買い上げ
（漆沢ダム）

洪水調節容量

利水容量

堆砂容量

洪水調節容量

利水容量

堆砂容量

買い上げ

※ダム貯水池容量配分は必要依存量に  
貯水池の回転率を考慮した値  

筒砂子ダム貯水池容量配分

有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量

31,400千m3

洪水調節容量10,400千m3

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 2,100千m3

堆砂容量 2,500千m3

98.4m

筒砂子ダム貯水池容量配分

有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量

31,400千m3

洪水調節容量10,400千m3

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 2,100千m3

堆砂容量 2,500千m3

98.4m

有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量

31,400千m3

洪水調節容量10,400千m3

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 2,100千m3

堆砂容量 2,500千m3

98.4m

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

ダム容量買上げ

現計画

孫沢ため池かさ上げ

導水路
（二ッ石川→田川上流）

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

鳴瀬川中流堰

※流水の正常な機能の維持対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については平成 22 年度時点のものであり、今後変更があり得るものである  

 

利水容量（既設）

ため池かさ上げ

かさ上げ

利水容量（増分）

利水容量（既設）

かさ上げ

貯水容量（増分）

導水路
(二ツ石川→田川上流)
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【筒砂子ダムを中心とした組合せ】 

流水の正常な機能の維持対策案：ケース 13 筒砂子ダム＋河道外調整池＋ため池［か

上げ］（筒砂子ダム＋河道外調整池） 

 

【対策案の概要】 

○ 筒砂子ダムを現計画で建設し、田川ダムを代替する施設の組合せはコスト面で優
位となる「河道外調整池」、「ため池［かさ上げ］」の順に組合せを検討する。 

○河道外調整池を新設して 3,390 千 m3 を確保する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設諸元】 
  （新設）筒砂子ダム（ダム高 H=98.4m、V=19,870 千 m3） 

 （新設）河道外調整池 V=3,390 千 m3（N=11 箇所）  

 

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

※ダム貯水池容量配分は必要依存量に  
貯水池の回転率を考慮した値  

筒砂子ダム貯水池容量配分

有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量

31,400千m3

洪水調節容量10,400千m3

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 2,100千m3

堆砂容量 2,500千m3

98.4m

筒砂子ダム貯水池容量配分

有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量

31,400千m3

洪水調節容量10,400千m3

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 2,100千m3

堆砂容量 2,500千m3

98.4m

有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量

31,400千m3

洪水調節容量10,400千m3

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 2,100千m3

堆砂容量 2,500千m3

98.4m

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

現計画

河道外調整池（計4箇所）

河道外調整池（計7箇所）

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

鳴瀬川中流堰

※流水の正常な機能の維持対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については平成 22 年度時点のものであり、今後変更があり得るものである  

利水容量

河道外調整池

貯水容量
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【専用ダムによる組合せ】 

流水の正常な機能の維持対策案：ケース 14 専用ダム 

（専用ダム） 

 

【対策案の概要】 

○ 田川ダム及び筒砂子ダムの代替として「専用ダム」を建設する。 
○ 専用ダムは、コスト面で優位となる筒砂子ダムのダムサイトとする。 
○ 田川ダム供給区域に補給するため、二ツ石川から田川へ導水路を新設する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設諸元】 
  （新設）専用ダム（ダム高 H=89.2m、V=23,260 千 m3） 
  （新設）導水路（二ツ石川→田川）（L=2,000m） 

 

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

※ダム貯水池容量配分は必要依存量に
貯水池の回転率を考慮した値  

※流水の正常な機能の維持対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については平成 22 年度時点のものであり、今後変更があり得るものである  

導水路
(二ツ石川→田川上流)

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

専用ダム
導水路
（二ッ石川→田川上流）

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

専用ダム
導水路
（二ッ石川→田川上流）

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

鳴瀬川中流堰

有効貯水容量
19,570千m3

総貯水容量
22,070千m3

専用ダム貯水池容量配分

流水の正常な機能

の維持19,570千m3

堆砂容量 2,500千m3

89.2m

有効貯水容量
19,570千m3

総貯水容量
22,070千m3

専用ダム貯水池容量配分

流水の正常な機能

の維持19,570千m3

堆砂容量 2,500千m3

89.2m
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【専用ダムを中心とした組合せ】 

流水の正常な機能の維持対策案：ケース 15 専用ダム＋中流部堰＋ため池［かさ上げ］  

（専用ダム＋中流堰＋孫沢及び長沼ため池かさ上げ） 

【対策案の概要】 

○  田川ダム及び筒砂子ダムを代替する施設はコスト面で優位となる「中流部堰」、
「ため池［かさ上げ］」の順に組合せを検討し、不足する容量は「専用ダム」で確
保することを検討する。 

○ 中流部堰を新設して 2,820 千 m3 を確保する。 
○ 孫沢ため池及び長沼ため池をかさ上げして 3,240 千 m3（2,340 千 m3＋900 千 m3）

を確保する。 
○ 専用ダムは、コスト面で優位となる筒砂子ダムのダムサイトで 17,200 千 m3 を確

保する。 
○ 田川ダム供給区域に補給するため、二ツ石川から田川へ導水路の新設し、筒砂子

ダム供給区域に補給するため、田川から鳴瀬川へ導水路を新設する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設諸元】 
 （新設）中流部堰 V=2,820 千 m3（N=3 基）  

（改築）孫沢ため池かさ上げ（かさ上げ高 H=10.0m、V=2,340 千 m3） 
（改築）長沼ため池かさ上げ（かさ上げ高 H=8.0m、V=900 千 m3）  
（新設）専用ダム（ダム高 H=83.1m、V=17,200 千 m3）  
（新設）導水路（二ツ石川→田川）（L=2,000m） 
（新設）導水路（田川→鳴瀬川）（L=6,800m） 

 

有効貯水容量
14,470千m3

総貯水容量
16,970千m3

専用ダム貯水池容量配分

流水の正常な機能

の維持14,470千m3

堆砂容量 2,500千m3

83.1m

有効貯水容量
14,470千m3

総貯水容量
16,970千m3

専用ダム貯水池容量配分

流水の正常な機能

の維持14,470千m3

堆砂容量 2,500千m3

83.1m

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

※ダム貯水池容量配分は必要依存量に  
貯水池の回転率を考慮した値  

※流水の正常な機能の維持対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については平成 22 年度時点のものであり、今後変更があり得るものである  

導水路
(二ツ石川→田川上流)

利水容量
貯水容量

中流部堰（新設）  

利水容量（既設）

ため池かさ上げ

かさ上げ

利水容量（増分）

利水容量（既設）

かさ上げ

貯水容量（増分）

導水路
（田川→鳴瀬川上流新設)
導水路

（田川→鳴瀬川上流新設)

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

専用ダム

中流部堰
（39.5km）

中流部堰
（28.9km）

中流部堰
（12.3km）

孫沢ため池かさ上げ

長沼ため池かさ上げ

導水路
（田川→鳴瀬川上流）

導水路
（二ッ石川→田川上流）

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

鳴瀬川中流堰
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【専用ダムを中心とした対策の組合せ】 

流水の正常な機能の維持対策案：ケース 16 専用ダム＋河道外貯水池＋ため池［かさ

上げ］（専用ダム＋河道外貯水池＋孫沢及び長沼ため池かさ上げ） 

【対策案の概要】 

○ 田川ダム及び筒砂子ダムを代替する施設の、組合せはコスト面で優位となる順に
「ため池［かさ上げ］」、「河道外貯水池」とし不足する容量は「専用ダム」で確保
することを検討する。 

○ 孫沢ため池及び長沼ため池をかさ上げして 3,240 千 m3（2,340 千 m3＋900 千 m3）
を確保する。 

○ 河道外貯水池を新設して 9,920 千 m3 を確保する。 
○ 専用ダムは、コスト面で優位となる筒砂子ダムのダムサイトで 10,100 千 m3 を確

保する。 
○ 田川ダム供給区域に補給するため、二ツ石川から田川へ導水路の新設し、筒砂子

ダム供給区域に補給するため、田川から鳴瀬川へ導水路を新設する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設諸元】 
（改築）孫沢ため池かさ上げ（かさ上げ高 H=10.0m、V=2,340 千 m3） 
（改築）長沼ため池かさ上げ（かさ上げ高 H=8.0m、V=900 千 m3）  
（新設）河道外貯水池 V=9,920 千 m3（N=3 基）  

 （新設）専用ダム（ダム高 H=74.5m、V=10,100 千 m3） 
（新設）導水路（二ツ石川→田川）（L=2,000m） 
（新設）導水路（田川→鳴瀬川）（L=6,800m） 

 

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

※ダム貯水池容量配分は必要依存量に  
貯水池の回転率を考慮した値  

概略横断図

遊水地

洪水調節容量

河道

本

堤

利水容量

周
囲
堤

河道外貯留施設

概略横断図

遊水地

洪水調節容量

河道

本

堤

貯水容量

周
囲
堤

 

利水容量（既設）

ため池かさ上げ

かさ上げ

利水容量（増分）

利水容量（既設）

かさ上げ

貯水容量（増分）

導水路
(二ツ石川→田川上流)

導水路
（田川→鳴瀬川上流新設)
導水路

（田川→鳴瀬川上流新設)

※流水の正常な機能の維持対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については平成 22 年度時点のものであり、今後変更があり得るものである  

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

専用ダム

河道外貯水池

孫沢ため池かさ上げ

長沼ため池かさ上げ

導水路
（田川→鳴瀬川上流）

導水路
（二ッ石川→田川上流）

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

鳴瀬川中流堰

有効貯水容量
8,500千m3

総貯水容量
11,000千m3

専用ダム貯水池容量配分

流水の正常な機能

の維持 8,500千m3

堆砂容量 2,500千m3

74.5m

有効貯水容量
8,500千m3

総貯水容量
11,000千m3

専用ダム貯水池容量配分

流水の正常な機能

の維持 8,500千m3

堆砂容量 2,500千m3

74.5m
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【専用ダムを中心とした組合せ】 

流水の正常な機能の維持対策案：ケース 17 専用ダム＋ダム再開発＋ため池［かさ上

げ］ （専用ダム＋漆沢及び二ツ石ダム貯水池掘削＋孫沢及び長沼ため池かさ上げ） 

【対策案の概要】 

○ 田川ダム及び筒砂子ダムを代替する施設はコスト面で優位となる「ため池［かさ
上げ］」、「ダム再開発」の順に組合せを検討し、不足する容量は「専用ダム」で確
保することを検討する。 

○ 孫沢ため池及び長沼ため池をかさ上げして 3,240 千 m3（2,340 千 m3＋900 千 m3）
を確保する。 

○｢ダム再開発｣は、既設漆沢ダム及び二ツ石ダムの貯水池内を掘削して 3,600 千 m3

（1,570 千 m3＋2,030 千 m3）を確保する。 
○ 専用ダムは、コスト面で優位となる筒砂子ダムのダムサイトで 16,430 千 m3 を確

保する。 
○ 田川ダム供給区域に補給するため、二ツ石川から田川へ導水路の新設し、筒砂子

ダム供給区域に補給するため、田川から鳴瀬川へ導水路を新設する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設諸元】 
  （改築）孫沢ため池かさ上げ（かさ上げ高 H=10.0m、V=2,340 千 m3） 

（改築）長沼ため池かさ上げ（かさ上げ高 H=8.0m、V=900 千 m3）  
  （改築）漆沢ダム貯水池掘削 V=1,570 千 m3 

（改築）二ツ石ダム貯水池掘削 V=2,030 千 m3 
  （新設）専用ダム（ダム高 H=82.3m、V=16,430 千 m3） 
  （新設）導水路（田川→鳴瀬川上流）（L=6,800m） 
  （新設）導水路（二ツ石川→田川）（L=2,000m） 

有効貯水容量

13,820千m3

総貯水容量
16,320千m3

専用ダム貯水池容量配分

流水の正常な機能

の維持 13,820千m3

堆砂容量 2,500千m3

82.3m

有効貯水容量

13,820千m3

総貯水容量
16,320千m3

専用ダム貯水池容量配分

流水の正常な機能

の維持 13,820千m3

堆砂容量 2,500千m3

82.3m

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

※ダム貯水池容量配分は必要依存量に  
貯水池の回転率を考慮した値  

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

専用ダム

孫沢ため池かさ上げ

長沼ため池かさ上げ

導水路
（田川→鳴瀬川上流）

導水路
（二ッ石川→田川上流）

漆沢ダム貯水池掘削

二ッ石ダム貯水池掘削

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

専用ダム

孫沢ため池かさ上げ

長沼ため池かさ上げ

導水路
（田川→鳴瀬川上流）

導水路
（二ッ石川→田川上流）

漆沢ダム貯水池掘削

二ッ石ダム貯水池掘削

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

鳴瀬川中流堰

※流水の正常な機能の維持対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については平成 22 年度時点のものであり、今後変更があり得るものである  

 
利水容量を確保

掘削

掘削前

掘削後

貯水池掘削
利水容量を確保

掘削

掘削前

掘削後

貯水池掘削
貯水容量を確保利水容量を確保

掘削

掘削前

掘削後

貯水池掘削
利水容量を確保

掘削

掘削前

掘削後

貯水池掘削
貯水容量を確保

 

利水容量（既設）

ため池かさ上げ

かさ上げ

利水容量（増分）

利水容量（既設）

かさ上げ

貯水容量（増分）

導水路
(二ツ石川→田川上流)

導水路
（田川→鳴瀬川上流新設)
導水路

（田川→鳴瀬川上流新設)



4. 鳴瀬川総合開発事業ダム検証に係わる検討の内容 ～流水の正常な機能の維持の観点からの検討～ 
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【専用ダムを中心とした組合せ】 

流水の正常な機能の維持対策案：ケース 18 専用ダム＋他用途ダム容量買い上げ＋た

め池［かさ上げ］ （ 専 用 ダ ム ＋ 漆 沢 ダ ム 洪 水 調 節 容 量 買 い 上 げ ＋ 孫 沢 及 び 長 沼 た め 池 か さ 上 げ ） 

【対策案の概要】 

○ 田川ダム及び筒砂子ダムを代替する施設はコスト面で優位となる「ため池［かさ
上げ］」、「他用途ダム容量買い上げ」の順に組合せを検討し、不足する容量は「専
用ダム」で確保することを検討する。 

○ 孫沢ため池及び長沼ため池をかさ上げして 3,240 千 m3（2,340 千 m3＋900 千 m3）
を確保する。 

○ 既設漆沢ダム洪水調節容量を買い上げし、5,600 千 m3 を確保する。 
○ 漆沢ダム洪水調節容量の買い上げに伴い、治水機能を代替するための河道掘削を

行う。 
○ 専用ダムは、コスト面で優位となる筒砂子ダムのダムサイトで 14,420 千 m3 を確

保する。 
○ 田川ダム供給区域に補給するため、二ツ石川から田川へ導水路を新設する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設諸元】 
 （改築）孫沢ため池かさ上げ（かさ上げ高 H=10.0m、V=2,340 千 m3） 
 （改築）長沼ため池かさ上げ（かさ上げ高 H=8.0m、V=900 千 m3） 

   （改築）漆沢ダム洪水調節容量買い上げ V=5,600 千 m3 
   （新設）専用ダム（ダム高 H=80.0m、V=14,420 千 m3） 
   （新設）導水路（二ツ石川→田川）（L=2,000m） 

 

有効貯水容量

12,130千m3

総貯水容量
14,630千m3

専用ダム貯水池容量配分

流水の正常な機能の

維持 12,130千m3

堆砂容量 2,500千m3

80.0m

有効貯水容量

12,130千m3

総貯水容量
14,630千m3

専用ダム貯水池容量配分

流水の正常な機能の

維持 12,130千m3

堆砂容量 2,500千m3

80.0m

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

ダム容量買い上げ
（漆沢ダム）

洪水調節容量

利水容量

堆砂容量

洪水調節容量

利水容量

堆砂容量

買い上げ

※ダム貯水池容量配分は必要依存量に  
貯水池の回転率を考慮した値  

長沼ため池

孫沢ため池

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

ダム容量買上げ

利水用ダム

孫沢ため池かさ上げ

長沼ため池かさ上げ

導水路
（二ッ石川→田川上流）

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

鳴瀬川中流堰

※流水の正常な機能の維持対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については平成 22 年度時点のものであり、今後変更があり得るものである  

 

利水容量（既設）

ため池かさ上げ

かさ上げ

利水容量（増分）

利水容量（既設）

かさ上げ

貯水容量（増分）

導水路
(二ツ石川→田川上流)



4. 鳴瀬川総合開発事業ダム検証に係わる検討の内容 ～流水の正常な機能の維持の観点からの検討～ 
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【専用ダムを中心とした組合せ】 

流水の正常な機能の維持対策案：ケース 19 専用ダム＋河道外調整池 

（河道外調整池） 

 

【対策案の概要】 

○ 田川ダム及び筒砂子ダムの代替として「河道外調整池」とし、不足する容量は「専
用ダム」で確保することを検討する。 

○「河道外調整池」を新設して 23,260 千 m3 を確保する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設諸元】 

   （新設）河道外調整池 V=23,260 千 m3（N=11 箇所）  

 

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

河道外調整池（計4箇所）

河道外調整池（計7箇所）

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

鳴瀬川中流堰

※流水の正常な機能の維持対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については平成 22 年度時点のものであり、今後変更があり得るものである  

利水容量

河道外調整池

貯水容量



4. 鳴瀬川総合開発事業ダム検証に係わる検討の内容 ～流水の正常な機能の維持の観点からの検討～ 
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【中流部堰を中心とする組合せ】 

流水の正常な機能の維持対策案：ケース 20 中流部堰＋河道外貯水池＋ため池［かさ

上げ］（中流部堰＋河道外貯水池＋孫沢及び長沼ため池かさ上げ） 

 

【対策案の概要】 

○  田川ダム及び筒砂子ダムを代替する施設はコスト面で優位となる「中流部堰」、
「ため池［かさ上げ］」、「河道外貯水池」の順に組合せを検討する。 

○ 中流部堰を新設して 2,820 千 m3 を確保する。 
○ 孫沢ため池及び長沼ため池をかさ上げして 3,240 千 m3（2,340 千 m3＋900 千 m3）

を確保する。 
○ 田川ダム供給区域に補給するため、二ツ石川から田川へ導水路の新設し、筒砂子

ダム供給区域に補給するため、田川から鳴瀬川へ導水路を新設する。 
※ 各施設を建設しても 15,980 千 m3 で、流水の正常な機能の維持に必要な 23,260

千 m3 に満たないため代替不能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設諸元】 
  （新設）中流部堰 V=2,820 千 m3（N=3 基）  

  （改築）孫沢ため池かさ上げ（かさ上げ高 H=10.0m、V=2,340 千 m3） 
（改築）長沼ため池かさ上げ（かさ上げ高 H=8.0m、V=900 千 m3）  
（新設）河道外貯水池 V=9,920 千 m3（N=3 箇所） 

 （新設）導水路（田川→鳴瀬川）（L=6,800m） 
（新設）導水路（二ツ石川→田川）（L=2,000m） 

 

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

※流水の正常な機能の維持対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については平成 22 年度時点のものであり、今後変更があり得るものである  

利水容量
貯水容量

中流部堰（新設）

概略横断図

遊水地

洪水調節容量

河道

本

堤

利水容量

周
囲
堤

河道外貯留施設

概略横断図

遊水地

洪水調節容量

河道

本

堤

貯水容量

周
囲
堤

 

利水容量（既設）

ため池かさ上げ

かさ上げ

利水容量（増分）

利水容量（既設）

かさ上げ

貯水容量（増分）

導水路
(二ツ石川→田川上流)

導水路
（田川→鳴瀬川上流新設)
導水路

（田川→鳴瀬川上流新設)

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

中流部堰
（39.5km）

中流部堰
（28.9km）

中流部堰
（12.3km）

河道外貯水池

孫沢ため池かさ上げ

長沼ため池かさ上げ

導水路
（田川→鳴瀬川上流）

導水路
（二ッ石川→田川上流）

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

中流部堰
（39.5km）

中流部堰
（28.9km）

中流部堰
（12.3km）

河道外貯水池

孫沢ため池かさ上げ

長沼ため池かさ上げ

導水路
（田川→鳴瀬川上流）

導水路
（二ッ石川→田川上流）

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

鳴瀬川中流堰



4. 鳴瀬川総合開発事業ダム検証に係わる検討の内容 ～流水の正常な機能の維持の観点からの検討～ 
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【中流部堰を中心とする組合せ】 

流水の正常な機能の維持対策案：ケース 21 中流部堰＋ダム再開発＋ため池［かさ上

げ］（中流部堰＋漆沢及び二ツ石ダム貯水池掘削＋孫沢及び長沼ため池かさ上げ） 

【対策案の概要】 

○  田川ダム及び筒砂子ダムを代替する施設はコスト面で優位となる「中流部堰」、
「ため池［かさ上げ］」、「ダム再開発」の順に組合せを検討する。 

○ 中流部堰を新設して 2,820 千 m3 を確保する。 
○ 孫沢ため池及び長沼ため池をかさ上げして 3,240 千 m3（2,340 千 m3＋900 千 m3）

を確保する。 
○｢ダム再開発｣は、既設漆沢ダム及び二ツ石ダムの貯水池内を掘削して 3,600 千 m3

（1,570 千 m3＋2,030 千 m3）を確保する。 
○ 田川ダム供給区域に補給するため、二ツ石川から田川へ導水路の新設し、筒砂子

ダム供給区域に補給するため、田川から鳴瀬川へ導水路を新設する。 
※各施設を建設しても 9,660 千 m3 で、流水の正常な機能の維持に必要な 
23,260 千 m3 に満たないため代替不能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設諸元】 

  （新設）中流部堰 V=2,820 千 m3（N=3 基）  

（改築）孫沢ため池かさ上げ（かさ上げ高 H=10.0m、V=2,340 千 m3） 
 （改築）長沼ため池かさ上げ（かさ上げ高 H=8.0m、V=900 千 m3） 

（改築）漆沢ダム貯水池掘削 V=1,570 千 m3 
（改築）二ツ石ダム貯水池掘削 V=2,030 千 m3 

  （新設）導水路（田川→鳴瀬川）（L=6,800m） 
（新設）導水路（二ツ石川→田川）（L=2,000m） 

 

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

中流部堰
（39.5km）

中流部堰
（28.9km）

中流部堰
（12.3km）

孫沢ため池かさ上げ

長沼ため池かさ上げ

導水路
（田川→鳴瀬川上流）

導水路
（二ッ石川→田川上流）

漆沢ダム貯水池掘削

二ッ石ダム貯水池掘削

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

鳴瀬川中流堰

※流水の正常な機能の維持対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については平成 22 年度時点のものであり、今後変更があり得るものである  

利水容量
貯水容量

中流部堰（新設）  
利水容量を確保

掘削

掘削前

掘削後

貯水池掘削
利水容量を確保

掘削

掘削前

掘削後

貯水池掘削
貯水容量を確保利水容量を確保

掘削

掘削前

掘削後

貯水池掘削
利水容量を確保

掘削

掘削前

掘削後

貯水池掘削
貯水容量を確保

 

利水容量（既設）

ため池かさ上げ

かさ上げ

利水容量（増分）

利水容量（既設）

かさ上げ

貯水容量（増分）

導水路
(二ツ石川→田川上流)

導水路
（田川→鳴瀬川上流新設)
導水路

（田川→鳴瀬川上流新設)
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【中流部堰を中心とする組合せ】 

流水の正常な機能の維持対策案：ケース 22 中流部堰＋河道外貯水池＋他用途ダム容

量買い上げ＋ため池［かさ上げ］（中流部堰＋河道外貯水池＋漆沢ダム洪水調節容量買い上げ＋孫沢及び長沼ため池かさ上げ） 

【対策案の概要】 

○  田川ダム及び筒砂子ダムを代替する施設はコスト面で優位となる「中流部堰」、
「ため池［かさ上げ］」、「他用途ダム容量買い上げ」、「河道外貯水池」の順に検討
する。 

○ 中流部堰を新設して 2,820 千 m3 を確保する。 
○ 孫沢ため池及び長沼ため池をかさ上げして 3,240 千 m3（2,340 千 m3＋900 千 m3）

を確保する。 
○ 既設漆沢ダム洪水調節容量を買い上げし、5,600 千 m3 を確保する。 
○ 漆沢ダム洪水調節容量の買い上げに伴い、治水機能を代替するための河道掘削を

行う。 
○ 河道外貯水池を新設して 9,920 千 m3 を確保する。 
○ 田川ダム供給区域に補給するため、二ツ石川から田川へ導水路の新設し、筒砂子

ダム供給区域に補給するため、田川から鳴瀬川へ導水路を新設する。 
※ 各施設を建設しても 21,580 千 m3 で、流水の正常な機能の維持に必要な 
23,260 千 m3 に満たないため代替不能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

【施設諸元】 
 （新設）中流部堰 V=2,820 千 m3（N=3 基） 

（改築）孫沢ため池かさ上げ（かさ上げ高 H=10.0m、V=2,340 千 m3）  

 （改築）長沼ため池かさ上げ（かさ上げ高 H=8.0m、V=900 千 m3） 
（改築）漆沢ダム洪水調節容量買い上げ V=5,600 千 m3 

（新設）河道外貯水池 V=9,920 千 m3（N=3 箇所） 
  （新設）導水路（田川→鳴瀬川）（L=6,800m） 

（新設）導水路（二ツ石川→田川）（L=2,000m）

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

ダム容量買い上げ
（漆沢ダム）

洪水調節容量

利水容量

堆砂容量

洪水調節容量

利水容量

堆砂容量

買い上げ

※流水の正常な機能の維持対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については平成 22 年度時点のものであり、今後変更があり得るものである  

利水容量
貯水容量

中流部堰（新設）  

利水容量（既設）

ため池かさ上げ

かさ上げ

利水容量（増分）

利水容量（既設）

かさ上げ

貯水容量（増分）

概略横断図

遊水地

洪水調節容量

河道

本

堤

利水容量

周
囲
堤

河道外貯留施設

概略横断図

遊水地

洪水調節容量

河道

本

堤

貯水容量

周
囲
堤

導水路
(二ツ石川→田川上流)

導水路
（田川→鳴瀬川上流新設)
導水路
（田川→鳴瀬川上流新設)

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

ダム容量買上げ

中流部堰
（39.5km）

中流部堰
（28.9km）

中流部堰
（12.3km）

河道外貯水池

孫沢ため池かさ上げ

長沼ため池かさ上げ

導水路
（田川→鳴瀬川上流）

導水路
（二ッ石川→田川上流）

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

鳴瀬川中流堰
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【中流部堰を中心とする組合せ】 

流水の正常な機能の維持対策案：ケース 23 中流部堰＋河道外調整池＋ため池［かさ

上げ］（中流部堰＋河道外調整池） 

 

【対策案の概要】 

○  田川ダム及び筒砂子ダムを代替する施設はコスト面で優位となる「中流部堰」、
「河道外調整池」、「ため池［かさ上げ］」の順に組合せを検討する。 

○ 中流部堰を新設して 2,820 千 m3 を確保する。 
○ 河道外調整池を新設して 20,440 千 m3 を確保する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設諸元】 
  （新設）中流部堰 V=2,820 千 m3（N=3 基） 

（新設）河道外調整池 V=20,440 千 m3（N=11 箇所）  

 

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

※流水の正常な機能の維持対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については平成 22 年度時点のものであり、今後変更があり得るものである  

利水容量
貯水容量

中流部堰（新設）

利水容量

河道外調整池

貯水容量

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

中流部堰
（39.5km）

中流部堰
（28.9km）

中流部堰
（12.3km）

河道外調整池（計4箇所）

河道外調整池（計7箇所）

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

鳴瀬川中流堰
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【河道外貯留施設を中心とする組合せ】 

流水の正常な機能の維持対策案：ケース 24 河道外貯水池＋河道外調整池＋ため池

［かさ上げ］（河道外調整池） 

 

【対策案の概要】 

○ 田川ダム及び筒砂子ダムを代替する施設のはコスト面で優位となる「河道外調整
池」、「ため池［かさ上げ］」、「河道外貯水池」の順に組合せを検討する。 

○「河道外調整池」を新設して 23,260 千 m3 を確保する。 
○ 結果ケース 19 と同じ。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設諸元】 

  （新設）河道外調整池 V=23,260 千 m3（N=11 箇所） 

 

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

河道外調整池（計4箇所）

河道外調整池（計7箇所）

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

鳴瀬川中流堰

※流水の正常な機能の維持対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については平成 22 年度時点のものであり、今後変更があり得るものである  

 

利水容量

河道外調整池

貯水容量
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【河道外貯留施設を中心とする組合せ】 

流水の正常な機能の維持対策案：ケース 25 河道外貯水池＋ため池［かさ上げ］ 

（河道外貯水池＋孫沢及び長沼ため池かさ上げ） 

 

【対策案の概要】 

○ 田川ダム及び筒砂子ダムの代替する施設はコスト面で優位となる「河道外貯留施
設」、「ため池［かさ上げ］」の順に組合せを検討する。 

○ 孫沢ため池及び長沼ため池をかさ上げして 3,240 千 m3（2,340 千 m3＋900 千 m3）
を確保する。 

○ 河道外貯留施設を新設して 9,920 千 m3 を確保する。 
○ 田川ダム供給区域に補給するため、二ツ石川から田川へ導水路の新設し、筒砂子

ダム供給区域に補給するため、田川から鳴瀬川へ導水路を新設する。 
※ 各施設を建設しても 13,160 千 m3 で、流水の正常な機能の維持に必要な 
23,260 千 m3 に満たないため代替不能である。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設諸元】 
（改築）孫沢ため池かさ上げ（かさ上げ高 H=10.0m、V=2,340 千 m3）  

 （改築）長沼ため池かさ上げ（かさ上げ高 H=8.0m、V=900 千 m3） 
  （新設）河道外貯水池  V=9,920 千 m3（N=3 箇所）  

（新設）導水路（田川→鳴瀬川）（L=6,800m） 
（新設）導水路（二ツ石川→田川）（L=2,000m） 

 

 

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

河道外貯水池

導水路
（田川→鳴瀬川上流）

導水路
（二ッ石川→田川上流）

長沼ため池かさ上げ

孫沢ため池かさ上げ

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

河道外貯水池

導水路
（田川→鳴瀬川上流）

導水路
（二ッ石川→田川上流）

長沼ため池かさ上げ

孫沢ため池かさ上げ

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

鳴瀬川中流堰

※流水の正常な機能の維持対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については平成 22 年度時点のものであり、今後変更があり得るものである  

概略横断図

遊水地

洪水調節容量

河道

本

堤

利水容量

周
囲
堤

河道外貯留施設

概略横断図

遊水地

洪水調節容量

河道

本

堤

貯水容量

周
囲
堤

 

利水容量（既設）

ため池かさ上げ

かさ上げ

利水容量（増分）

利水容量（既設）

かさ上げ

貯水容量（増分）

導水路
(二ツ石川→田川上流)

導水路
（田川→鳴瀬川上流新設)
導水路

（田川→鳴瀬川上流新設)
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【河道外貯留施設を中心とする組合せ】 

流水の正常な機能の維持対策案：ケース 26 河道外調整池＋中流部堰＋他用途ダム容

量買い上げ＋ため池［かさ上げ］（河道外調整池） 

 

【対策案の概要】 

○ 田川ダム及び筒砂子ダムの代替とする施設はコスト面で優位となる「河道外調整
池」、「中流部堰」、「他用途ダム容量買い上げ」、「ため池［かさ上げ］」の順に組合
せを検討する。 

○ 河道外調整池を新設して 23,260 千 m3 を確保する。 
○ 結果ケース 19 と同じ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施設諸元】 
 （新設）河道外調整池 V=23,260 千 m3（N=11 箇所） 

 

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

長沼ため池

孫沢ため池

石巻湾

田川ダム

鳴瀬川

吉田川

新江合川

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

河道外調整池（計4箇所）

河道外調整池（計7箇所）

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

鳴瀬川中流堰

※流水の正常な機能の維持対策案の立案にあたっては、関係機関や地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない
※対策箇所や数量については平成 22 年度時点のものであり、今後変更があり得るものである  

  

利水容量

河道外調整池

貯水容量
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4.5.4 概略評価による流水の正常な機能の維持対策案の抽出 

(1) 概略評価による流水の正常な機能の維持対策案抽出の考え方 

4.5.3 で立案した 25 の流水の正常な機能の維持対策案について、検証要領細目に示

されている「②概略評価による治水対策案の抽出」（以下参照）を準用し概略評価を行

い、現計画以外の流水の正常な機能の維持対策案を抽出した。 

抽出した結果を次頁の表 4-57 に示す 

 

 

 

 

【参考：検証要領細目より抜粋】 

多くの治水対策案を立案した場合には、概略評価を行い、1）に定める手法で治

水対策案を除いたり（棄却）、2）に定める手法で治水対策案を抽出したり（代表化）

することによって、2～5 案程度を抽出する。 

1）次の例のように、評価軸で概略的に評価(この場合、必ずしも全ての評価軸で評

価を行う必要はない)すると、一つ以上の評価軸に関して、明らかに不適当と考

えられ結果となる場合、当該治水対策案を除くこととする。 

イ）制度上、技術上の観点から極めて実現性が低いと考えられる案 

ロ）治水上の効果が極めて小さいと考えられる案 

ハ）コストが極めて高いと考えられる案 等 

なお、この段階において不適当とする治水対策案については、不適当とする理由

を明示することとし、該当する評価軸については可能な範囲で定量化して示す。 

2)同類の治水対策案がある場合は、それらの中で比較し最も妥当と考えられるもの

を抽出する。例えば、遊水地の適地が多くあって、複数の案が考えられるような

場合、最も妥当と考えられる案を抽出する。この例の場合、効果が同じであるな

らば、移転補償家屋数、コスト等について定量的な検討を行い、比較することが

考えられる。 
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 表 4-57 概略評価による抽出結果 

 

 

事業費
（億円）

判定

　現計画
ケース1
田川ダム＋筒砂子ダム

田川ダム＋筒砂子ダム 610

ケース2
田川ダム＋ため池かさ上げ

田川ダムかさ上げ＋孫沢及び長沼ため池かさ上げ 800 × ・コスト ・ケース3よりもコストが高い。

ケース3
田川ダムかさ上げ

田川ダムかさ上げ 610 ○

ケース4
筒砂子ダムかさ上げ＋ため池かさ
上げ

筒砂子ダムかさ上げ＋長沼及び孫沢ため池かさ上げ 860 × ・コスト ・ケース5よりもコストが高い。

ケース5
筒砂子ダムかさ上げ

筒砂子ダムかさ上げ 620 ○

ケース6
田川ダム＋中流部堰＋河道外貯水
池＋ため池かさ上げ

田川ダム＋中流部堰＋河道外貯水池＋孫沢及び長沼ため池かさ上げ - - ・その他 代替不能

ケース7
田川ダム＋ダム再開発＋ため池か
さ上げ

田川ダム＋漆沢及び二ツ石ダム貯水池掘削＋孫沢及び長沼ため池かさ上げ - - ・その他 代替不能

ケース8
田川ダム＋他用途ダム容量買い上
げ＋ため池かさ上げ

田川ダム＋漆沢ダム洪水調節容量買い上げ＋孫沢及び長沼ため池かさ上げ - - ・その他 代替不能

ケース9
田川ダム＋河道外調整池＋ため池
かさ上げ

田川ダム＋河道外調整池 1,310 ○

ケース10
筒砂子ダム＋中流部堰＋河道外貯
水池＋ため池かさ上げ

筒砂子ダム＋中流部堰＋孫沢ため池かさ上げ 610 ○

ケース11
筒砂子ダム＋ダム再開発＋ため池
かさ上げ

筒砂子ダム＋二ツ石ダム貯水池掘削＋孫沢及び長沼ため池かさ上げ 790 × ・コスト ・ケース10,13よりもコストが高い。

ケース12
筒砂子ダム＋他用途ダム容量買い
上げ＋ため池かさ上げ

筒砂子ダム＋漆沢ダム洪水調節容量買い上げ＋孫沢ため池かさ上げ 740 × ・コスト ・ケース10,13よりもコストが高い。

ケース13
筒砂子ダム＋河道外調整池＋ため
池かさ上げ

筒砂子ダム＋河道外調整池 650 ○

Ⅴ.専用ダムによる組合
せ

ケース14
専用ダム

専用ダム 630 ○

ケース15
専用ダム＋中流部堰＋ため池かさ
上げ

専用ダム＋中流部堰＋孫沢及び長沼ため池かさ上げ 980 ○

ケース16
専用ダム＋河道外貯水池＋ため池
かさ上げ

専用ダム＋河道外貯水池＋孫沢及び長沼ため池かさ上げ 3,280 × ・コスト ・ケース15,19よりもコストが高い。

ケース17
専用ダム＋ダム再開発＋ため池か
さ上げ

専用ダム＋漆沢及び二ツ石ダム貯水池掘削＋孫沢及び長沼ため池かさ上げ 2,420 × ・コスト ・ケース15,19よりもコストが高い。

ケース18
専用ダム＋他用途ダム容量買い上
げ＋ため池かさ上げ

専用ダム＋漆沢ダム洪水調節容量買い上げ＋孫沢及び長沼ため池かさ上げ 1,300 × ・コスト ・ケース15,19よりもコストが高い。

ケース19
専用ダム＋河道外調整池

河道外調整池 1,350 - ・その他 ・ケース24と同じ対策内容で重複。

ケース20
中流部堰＋河道外貯水池＋ため池
かさ上げ

中流部堰＋河道外貯水池＋孫沢及び長沼ため池かさ上げ - - ・その他 代替不能

ケース21
中流部堰＋ダム再開発＋ため池か
さ上げ

中流部堰＋漆沢及び二ツ石ダム貯水池掘削＋孫沢及び長沼ため池かさ上げ - - ・その他 代替不能

ケース22
中流部堰＋河道外貯水池＋他用途
ダム容量買い上げ＋ため池かさ上
げ

中流部堰＋河道外貯水池＋漆沢ダム洪水調節容量買い上げ＋孫沢及び長沼ため池かさ
上げ

- - ・その他 代替不能

ケース23
中流部堰＋河道外調整池＋ため池
かさ上げ

中流部堰＋河道外調整池 1,340 ○

ケース24
河道外貯水池＋河道外調整池＋た
め池かさ上げ

河道外調整池 1,350 ○

ケース25
河道外貯水池＋ため池かさ上げ

河道外貯水池＋孫沢及び長沼ため池かさ上げ - - ・その他 代替不能

ケース26
河道外調整池＋中流部堰＋他用途
ダム容量買い上げ＋ため池かさ上
げ

河道外調整池 1,350 - ・その他 ・ケース24と同じ対策内容で重複。

実施内容
概略評価による抽出

不適当と考えられる評価軸とその内容

Ⅲ.田川ダムを中心とし
た組合せ

検討ケース分類

Ⅶ.中流部堰を中心とし
た組合せ

Ⅷ.河道外貯留施設を中
心とした組合せ

Ⅵ.専用ダムを中心とし
た対策の組合せ

Ⅰ.田川ダムによる組合
せ

Ⅱ.筒砂子ダムによる組
合せ

Ⅳ.筒砂子ダムを中心と
した組合せ



4. 鳴瀬川総合開発事業ダム検証に係わる検討の内容 ～流水の正常な機能の維持の観点からの検討～ 
 

 
4-251 

4.5.5 利水参画予定者等への意見聴取結果 

(1) 概略評価による対策案に対する意見聴取 

概略評価により抽出した対策案について、利水参画予定者等に対して意見聴取を行った。 

 

 

(2) 対策案に対する意見聴取先 

対策案について、以下の利水参画（予定）者、関係河川使用者（対策案に関係する施設の

管理者や関係者）及び対策案を構成する施設が所在する関係自治体に対して意見聴取を行っ

た。 

 

 

表 4-58 対策案意見聴取先一覧 
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(3) 対策案に対する意見聴取結果 

意見聴取の結果を以下に示す。 

 

1) 東北農政局 

・ 河川からの既得水利権に支障を及ぼさないように、河川管理者が必要量を責任を持って手

当てすることを要望する。 

・ なお、地元土地改良区に新規利水の検討内容を説明した際に聴取した意見・要望等は、添

付のとおり切実かつ多様であり、今後の検討を進める際にも利水者に対する丁寧な説明と

意見の尊重をお願いする。 

 

2) 宮城県 

・ 河川からの既得水利権に支障を及ぼさないように、河川管理者が必要量を責任を持って手

当てすることを要望する。 

・ なお、地元土地改良区に新規利水の対策案についての検討内容を説明した際に聴取した意

見・要望等は添付のとおり切実及び多様であり、今後の検討を進める際にも利水者に対す

る丁寧な説明と意見の尊重をお願いしたい。 

・  

（添付）地元土地改良区の意見・要望 

・ 田川ダム及び筒砂子ダムの早期完成により鳴瀬川、田川の渇水状態を解消してほしい。 

・ 鳴瀬川上流の 4 ダムは治水・利水上必要不可欠である。利水面から田川ダム及び筒砂子

ダムを早期に建設し計画用水を確保することにより、農家に安定的な営農基盤を提供して

ほしい。 

・ 農地を遊水地としてダムの代替施設とすれば反対運動が起き、莫大な補償が生じる。 

・ ため池は流域が狭いので嵩上げしても利用度が上がるか疑問である。 

・ ダム建設はコスト縮減を図るため発電機能を考慮してはどうか。 

・ 今回の代替案は机上のプランが多いので、現実的な 2 案くらいに絞ってほしい。 

・ 調整池は造成後に廃止した事例を聞いているし、ゴムシート工は不可能、高水位を貯留す

るため地元から反対が出る。 

・ 田川ダムを建設しない場合は、二ツ石堰上流の田川へ注水する施設を建設してほしい。 

・ 両ダムは、農業用水の確保はもちろん治水対策面でも排水対策上から必要である。 

・ 治水ダムに利水を乗せて、農家負担のない形でダムを造ってほしい。 

・ 田川ダム及び筒砂子ダムの治水・利水機能を一ヶ所に集約できるのであればその方がよい。 

・ 中流部堰や調整池を新たに造れば、ダムを造るより経費が掛かるのではないか。 

・ 国営鳴瀬川農業水利事業が完了した時点で新たな水利権が取得できると思っていたが、ど

の程度のダムを造れば新たな水利権が取得できるのか。田川ダムが完成するまで実証調査

用水の更新期間を長くしてほしい。 

・ 鳴瀬川には治水・利水の面からダムが必要と云うことで進めてきたので、早急にダム建設

の方向で結論を出してほしい。 
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3) 大崎市 

・ 現計画ダムからの用水補給を前提とした国営かんがい排水事業（鳴瀬川地区）が既に完成

し事業負担金の補償も開始されており、「ダム以外の方策を中心とした組合せ」はあり得

ないと考えます。 

・ 震災を経験し、再生可能エネルギー開発の可能性を含めた検討が必要と考えます。 

・ 震災の影響により、この地域の利水対策と治水対策の必要性及び緊急性はますます高くな

っており、早く対応方針を決定し早期に事業を実施していただきたい。 

 

4) 松島町 

・ 今回、提示のあった利水対策案については、新たな協議等に時間を要すると考えられ、こ

れまでの経過等踏まえ、早期実現のため現計画通りとされるよう要望いたします。 

・ また、水道事業において二子屋浄水場で鳴瀬川から取水しており、重要な水源となってい

ることから、安定した水利利用の継続を望むものであります。 

 

5) 美里町 

・ 本事業については、長い歴史の中で関係する地域の多くの方々から切望された事業であり、

早期に完成することが最も重要なことであります。 

・ このたびの、未曾有の大震災でこれまでの原子力を中心としたエネルギー政策では決して

安全安心は確保されないことが露呈し、エネルギー政策を根幹から見直す必要性に迫られ

る中で、自然エネルギーの活用が不可欠であります。その一翼を担うのが治水・利水を複

合的に活用できるダムであり、更に多角的な視点からの検証が必要と考えます。 

・ 悠久の鳴瀬・江合の２本の川の流域にある本町にとっては有史以来、水との闘いであり、

共生でありました。その多くの苦難から開放されることこそ安全・安心な町づくりに直結

するものであることから現計画を基本とした事業促進を望むものであります。 

 

6) 宮城県公営企業管理者 

・ 宮城県企業局が有する水利権について、現状の「水量」及び「水質」が十分確保できる計

画を検討されたい。  

・ ダム新設又は既設漆沢ダムの治水・利水容量の見直しに伴う改築が必要となっても、建設

負担金について宮城県企業局が支払うことなく、また、ダム管理負担金について宮城県企

業局が支払う金額が漆沢ダム管理負担金の現行水準を超えることの無い計画を検討され

たい。 

 

7) 東北電力（株） 

・ 鳴瀬川総合開発事業（田川ダム）及び筒砂子ダム建設事業の利水対策案について、検討資

料（平成 23 年 7 月 26 付 国土交通省東北地方整備局・宮城県作成「複数の利水対策案

（新規利水及び流水の正常な機能の維持）の概略評価について」）を確認させていただき

ましたが、これら資料の範囲内におきましては、既存（漆沢、門沢）発電所に関与する案
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件は無いものと判断されますので、現段階の概略評価に対しましては、特段の意見はござ

いません。 

・ 利水対策案の検討の結果、採択された具体的な対策等の計画・実施に当たりましては、当

社としても既存（漆沢、門沢）発電所に対する影響等につきまして、事前に検討する必要

がございますので、計画等が確定される前にご協議をさせていただきたくよろしくお願い

いたします。なお、採択された具体的な対策につきまして、既存（漆沢、門沢）発電所の

設備および運用に影響を及ぼすことがある場合においては、事前に補償措置等について協

議をさせていただきたくお願いいたします。 

 

8) 石巻市 

・ 鳴瀬川水系の早期の治水及び利水対策が求められており、そのため最も早期に実現可能な

対策案が適当であると考えております。 

・ 今年も東北各地にて洪水や渇水被害が発生しておりますが、流域住民の早期安寧のために

も当検討の早期決定と事業の早期着手を宜しくお願いいたします。 

 

9) 東松島市 

・ 東日本大震災を受け、鳴瀬川の河口は地盤沈下等で安全度が低下しており、検証作業を速

やかに進め、整備計画どおりに急いで整備をする必要があります。 

・ 鳴瀬川の流域、鳴瀬川の機能、役割について整備の必要性への期待が高まっています。現

在の整備計画をさらにステップアップ、機能アップができるような方針を出していただき、

既存のダムとの役割分担や機能分担、新たな付加価値も含めた、あり方を出していただき

たい。 

・ 利水対策の面はもちろんのこと、治水対策の面からも早期完成をお願いします。 

 

10) 色麻町 

・ 本町にとってはあまりメリット感がないが、圃場整備された下流地域に とっては２つの

ダムが利水対策として、整備されているので死活問題である。 

・ 検証に係る検討を進めて来たが、時間と歳月だけが過ぎ現地の現状を把握しているのか。 

・ 当初計画されたダム建設が第一と考える。 

・ 鳴瀬川上流部の既存ダムと田川ダム・筒砂子ダムを建設し併用することにより正常な機能

維持が図られるのではないか。そのためには、早急にダム建設へ取り組んでほしい。 

 

11) 加美町 

・ このことについて、今後の動向を見ながら対応したい 。 

 

12) 涌谷町 

・ 鳴瀬川流域は、県内有数の稲作地帯であり、水田の基盤整備もほぼ完了しているが、近年

の温暖化等の気候変動により夏場の小雨による渇水が大変危惧される灌漑用水の確保が

最重要と考えられる。 
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・ また、既存ダムの嵩上げ等利水対策案が多数提案されているが、費用対効果、工期等を勘

案した場合、田川ダム、筒砂子ダムを早期完成させ、安定した供給と流水の正常な機能維

持を図るべきである。 
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4.5.6 流水の正常な機能の維持対策案の評価軸ごとの評価 

(1) 評価軸ごとの評価を行う流水の正常な機能の維持対策案の概要 

概略評価により抽出した 9 案の流水の正常な機能の維持対策案と現計画を追加した

計 10 案について、詳細な検討結果の概要を P4-257～P4-266 に示す。なお、流水の正

常な機能の維持対策案の名称は表 4-59 のように整理する。 

 

表 4-59 流水の正常な機能維持対策案の名称 

分類 

概略評価で抽出した 

流水の正常な機能の維持対策案の
名称 

評価軸ごとの評価における 

流水の正常な機能の維持対策
案の名称 

現計画 
ケース 1 田川ダム＋筒砂子ダム ①田川ダムと筒砂子ダム案 

Ⅰ．田川ダムによる組合

せ 
ケース 3 田川ダムかさ上げ ②田川ダム規模拡大案 

Ⅱ．筒砂子ダムによる組

合せ 
ケース 5 筒砂子ダムかさ上げ ③筒砂子ダム規模拡大案 

Ⅲ．田川ダムを中心とし

た組合せ 
ケース 9 田川ダム＋河道外調整池 ④田川ダムと河道外調整池案 

ケース 10 筒砂子ダム＋中流部堰＋孫

沢ため池かさ上げ 

⑤筒砂子ダムと 

ため池かさ上げ案 
Ⅳ．筒砂子ダムを中心と

した組合せ 

ケース 13 筒砂子ダム＋河道外調整池 ⑥筒砂子ダムと河道外調整池案 

Ⅴ．専用ダムによる組合

せ 
ケース 14 専用ダム ⑦専用ダム案 

Ⅵ．専用ダムを中心とし

た組合せ 

ケース 15 中流部堰＋孫沢及び長沼た

め池かさ上げ＋専用ダム 

⑧専用ダムと 

ため池かさ上げ案 

Ⅶ．中流部堰を中心とし

た組合せ 
ケース 23 中流部堰＋河道外調整池 ⑨中流部堰と河道外調整池案 

Ⅷ．河道外貯留施設を中

心とした組合せ 
ケース 24 河道外調整池 ⑩河道外調整池案 

※「水源林の保全」、「渇水調整の強化」、「節水対策」は全ての案に含む 
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  ①田川ダムと筒砂子ダム案 

 

【流水の正常な機能の維持対策案の概要】 

・ 田川ダム、筒砂子ダムにより、既得用水と鳴瀬川中流堰下流地点における正常流量（かん

がい期、概ね 2m3/s、非かんがい期、概ね 4m3/s）を確保する。 

・ 必要な開発量は、田川ダム 3,290 千 m3、筒砂子ダム 16,400 千 m3を見込む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田川ダム、筒砂子ダムの諸元 

施設名 ダム形式 ダム高 

(m) 

堤頂長 

(m) 

総貯水容量

（千 m3）

湛水面積 

（km2） 

流域面積 

（km2） 

田川ダム ﾛｯｸﾌｨﾙﾀﾞﾑ 85.0 380 14,480 0.7 24.8 

(間接流域 9.0 含む)

筒砂子ダム ﾛｯｸﾌｨﾙﾀﾞﾑ 98.4 372 31,400 1.17 42.4 

 

  

田川ダム（イメージ） 東北地方整備局計画

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

筒砂子ダム（イメージ） 宮城県(土木)施工宮城県建設中 

※ダム貯水池容量配分は必要依存量に貯水池の回転率を考慮した値 

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

サーチャージ水位 251.3m

洪水調節容量5,000千m3

常時満水位 EL.243.2m

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

最低水位 EL.222.3m

堆砂容量 1,200千m3

基礎地盤 EL.173.0m

85.0m 有効貯水容量
13,280千m3

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

サーチャージ水位 251.3m

洪水調節容量5,000千m3

常時満水位 EL.243.2m

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

最低水位 EL.222.3m

堆砂容量 1,200千m3

基礎地盤 EL.173.0m

85.0m

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

サーチャージ水位 251.3m

洪水調節容量5,000千m3

常時満水位 EL.243.2m

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

最低水位 EL.222.3m

堆砂容量 1,200千m3

基礎地盤 EL.173.0m

85.0m 有効貯水容量
13,280千m398.4m

有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量
31,400千m3

筒砂子ダム貯水池容量配分

サーチャージ水位 282.3m

洪水調節容量10,400千m3

常時満水位 EL.272.2m

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 2,100千m3

最低水位 EL.237.9m

堆砂容量 2,500千m3

基礎地盤 EL.190.0m

98.4m
有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量
31,400千m3

筒砂子ダム貯水池容量配分

サーチャージ水位 282.3m

洪水調節容量10,400千m3

常時満水位 EL.272.2m

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 2,100千m3

最低水位 EL.237.9m

堆砂容量 2,500千m3

基礎地盤 EL.190.0m

鳴瀬川

吉田川

新江合川

石巻湾

長沼ため池

孫沢ため池

田川ダム

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

鳴瀬川中流堰

現計画

現計画

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点
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  ②田川ダム規模拡大案 

 

【流水の正常な機能の維持対策案の概要】 

・ 田川ダムを現計画規模以上に拡大して建設し、導水路で田川筋から鳴瀬川上流筋へ補給す

ることにより、既得用水と鳴瀬川中流堰下流地点の正常流量(かんがい期：概ね 2m3/s、非

かんがい期：概ね 4m3/s)を確保する。 

・ 必要な開発量は、田川ダムで 21,436 千 m3を見込む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｖ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田川ダム規模拡大諸元 

施設名 ダム形式 ダム高 

(m) 

総貯水容量 

（千 m3） 

田川ダム（規模拡大） ロックフィルダム 105.5 32,630 

導水路（田川→鳴瀬川上流）

断面図

1.5m

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

延長 約6.8km
開水路延長 約6.1km
トンネル延長 約0.7km（内径2m)

※ダム貯水池容量配分は必要依存量に貯水池の回転率を考慮した値
 

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

サーチャージ水位 251.3m

洪水調節容量5,000千m3

常時満水位 EL.243.2m

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

最低水位 EL.222.3m

堆砂容量 1,200千m3

基礎地盤 EL.173.0m

85.0m 有効貯水容量
13,280千m3

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

サーチャージ水位 251.3m

洪水調節容量5,000千m3

常時満水位 EL.243.2m

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

最低水位 EL.222.3m

堆砂容量 1,200千m3

基礎地盤 EL.173.0m

85.0m

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

サーチャージ水位 251.3m

洪水調節容量5,000千m3

常時満水位 EL.243.2m

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

最低水位 EL.222.3m

堆砂容量 1,200千m3

基礎地盤 EL.173.0m

85.0m 有効貯水容量
13,280千m3

鳴瀬川

吉田川

新江合川

石巻湾

長沼ため池

孫沢ため池

田川ダム

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

鳴瀬川中流堰

導水路
（田川→鳴瀬川上流）

田川ダム規模拡大

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

有効貯水容量
31,426千m3

総貯水容量
32,626千m3

サーチャージ水位 271.6m

洪水調節容量5,000千m3

常時満水位 EL.267.1m

利水容量 26,426千m3

流水の正常な機能の維持21,436千m3

(18,146千m3増)

かんがい 4,990千m3

最低水位 EL.222.3m

堆砂容量 1,200千m3

基礎地盤 EL.173.0m

105.5m
(+20.5m)
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  ③筒砂子ダム規模拡大案 

 

【流水の正常な機能の維持対策案の概要】 

・ 筒砂子ダムを現計画規模以上に拡大して建設し、導水路で二ツ石川から田川上流筋へ補給

することにより、既得用水と鳴瀬川中流堰下流地点の正常流量(かんがい期：概ね 2m3/s、

非かんがい期：概ね 4m3/s)を確保する。 

・ 必要な開発量は、筒砂子ダムで 19,254 千 m3を見込む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

筒砂子ダム規模拡大諸元 

施設名 ダム形式 ダム高 

(m) 

総貯水容量 

（千 m3） 

筒砂子ダム（規模拡大） ロックフィルダム 105.8 34,250 

 

断面図

2.0m2.0m

導水路（二ツ石川→田川上流）

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

延長 約2.0km

※ダム貯水池容量配分は必要依存量に貯水池の回転率を考慮した値
 

有効貯水容量
31,754千m3

総貯水容量
34,254千m3

サーチャージ水位 279.7m

洪水調節容量10,400千m3

常時満水位 EL.270.3m

利水容量 21,354千m3

流水の正常な機能の維持19,254千m3

(2,854千m3増)

かんがい 2,100千m3

最低水位 EL.237.9m

堆砂容量 2,500千m3

基礎地盤 EL.180.0m

105.8m
(+7.4m)

有効貯水容量
31,754千m3

総貯水容量
34,254千m3

サーチャージ水位 279.7m

洪水調節容量10,400千m3

常時満水位 EL.270.3m

利水容量 21,354千m3

流水の正常な機能の維持19,254千m3

(2,854千m3増)

かんがい 2,100千m3

最低水位 EL.237.9m

堆砂容量 2,500千m3

基礎地盤 EL.180.0m

105.8m
(+7.4m)

98.4m
有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量
31,400千m3

筒砂子ダム貯水池容量配分

サーチャージ水位 282.3m

洪水調節容量10,400千m3

常時満水位 EL.272.2m

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 2,100千m3

最低水位 EL.237.9m

堆砂容量 2,500千m3

基礎地盤 EL.190.0m

98.4m
有効貯水容量
28,900千m3

総貯水容量
31,400千m3

筒砂子ダム貯水池容量配分

サーチャージ水位 282.3m

洪水調節容量10,400千m3

常時満水位 EL.272.2m

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 2,100千m3

最低水位 EL.237.9m

堆砂容量 2,500千m3

基礎地盤 EL.190.0m

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

鳴瀬川

吉田川

新江合川

石巻湾

長沼ため池

孫沢ため池

田川ダム

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

筒砂子ダム規模拡大

導水路
（二ツ石川→田川上流）

鳴瀬川中流堰
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  ④田川ダムと河道外調整池案 

 

【流水の正常な機能の維持対策案の概要】 

・ 田川ダムと河道外調整池を建設し、導水路で田川筋から鳴瀬川上流筋へ補給することによ

り、既得用水と鳴瀬川中流堰下流地点の正常流量(かんがい期：概ね 2m3/s、非かんがい期：

概ね 4m3/s)を確保する。 

・ 必要な開発量は、田川ダムで 3,290 千 m3、河道外調整池で 19,870 千 m3を見込む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

流水の正常な機能
の維持容量 4,072千m3

(例：No.6)

流水の正常な機能
の維持容量 4,072千m3

(例：No.6)

流水の正常な機能
の維持容量 4,072千m3

(例：No.6)

Ｎ＝11箇所

田川ダム（イメージ）

河道外調整池 

1,394No.7251No.1

3,851No.10242No.4

2,176No.9218No.3

1,045

810

容量(千m3)

19,870

No.11

No.8

No.6

合計

4,557No.5

1,265No.2

4,072施設名

1,394No.7251No.1

3,851No.10242No.4

2,176No.9218No.3

1,045

810

容量(千m3)

19,870

No.11

No.8

No.6

合計

4,557No.5

1,265No.2

4,072施設名

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

1.5m1.3m

導水路（田川→鳴瀬川上流） 

延長 約6.8km
開水路延長 約6.1km
トンネル延長 約0.7km（内径2m)

※ダム貯水池容量配分は必要依存量に 
貯水池の回転率を考慮した値 

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

サーチャージ水位 251.3m

洪水調節容量5,000千m3

常時満水位 EL.243.2m

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

最低水位 EL.222.3m

堆砂容量 1,200千m3

基礎地盤 EL.173.0m

85.0m 有効貯水容量
13,280千m3

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

サーチャージ水位 251.3m

洪水調節容量5,000千m3

常時満水位 EL.243.2m

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

最低水位 EL.222.3m

堆砂容量 1,200千m3

基礎地盤 EL.173.0m

85.0m

総貯水容量
14,480千m3

田川ダム貯水池容量配分

サーチャージ水位 251.3m

洪水調節容量5,000千m3

常時満水位 EL.243.2m

利水容量 8,280千m3

流水の正常な機能の維持3,290千m3

かんがい 4,990千m3

最低水位 EL.222.3m

堆砂容量 1,200千m3

基礎地盤 EL.173.0m

85.0m 有効貯水容量
13,280千m3

注）四捨五入の関係で合計値が合わない場合あり 

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

鳴瀬川

吉田川

新江合川

石巻湾

長沼ため池

孫沢ため池

田川ダム

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

鳴瀬川中流堰

現計画

No.1
No.2

No.3 No.4
No.11

No.8

No.5

No.9

No.10

No.7

No.6

河道外調整池（計7箇所）

河道外調整池（計4箇所）

河道外調整池（計7箇所）

河道外調整池（計4箇所）

導水路
（田川→鳴瀬川上流）
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  ⑤筒砂子ダムとため池かさ上げ案 

 

【流水の正常な機能の維持対策案の概要】 

・ 筒砂子ダムと中流部堰を建設するとともに孫沢ため池をかさ上げし、導水路で二ツ石川か

ら田川上流筋へ補給することにより、既得用水と鳴瀬川中流堰下流地点の正常流量(かん

がい期：概ね 2m3/s、非かんがい期：概ね 4m3/s)を確保する。 

・ 必要な開発量は、筒砂子ダムで 16,400 千 m3、中流部堰で 2,640 千 m3、ため池かさ上げ

で 750 千 m3を見込む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

筒砂子ダム（イメージ）

導水路（二ツ石川→田川上流） 

孫沢ため池かさ上げ 

中流部堰 

流水の正常な機能
の維持容量 1,710千m3

(例：③39.5k)

1,710③39.5k

2,640合計

930①12.3k

容量（千m3）中流堰

1,710③39.5k

2,640合計

930①12.3k

容量（千m3）中流堰

Ｎ＝2箇所

流水の正常な機能

の維持容量 750千m3

利水容量 753千m3

利水容量 753千m3

22.4m
(+4.2m)

18.2m

流水の正常な機能

の維持容量 750千m3

利水容量 753千m3

利水容量 753千m3

22.4m
(+4.2m)

18.2m

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

断面図

2.0m2.0m

延長 約2.0km

※ダム貯水池容量配分は必要依存量に 
貯水池の回転率を考慮した値 

98.4m
有効貯水容量

28,900千m3

総貯水容量
31,400千m3

筒砂子ダム貯水池容量配分

サーチャージ水位 282.3m

洪水調節容量10,400千m3

常時満水位 EL.272.2m

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 2,100千m3

最低水位 EL.237.9m

堆砂容量 2,500千m3

基礎地盤 EL.190.0m

98.4m
有効貯水容量

28,900千m3

総貯水容量
31,400千m3

筒砂子ダム貯水池容量配分

サーチャージ水位 282.3m

洪水調節容量10,400千m3

常時満水位 EL.272.2m

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 2,100千m3

最低水位 EL.237.9m

堆砂容量 2,500千m3

基礎地盤 EL.190.0m

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

鳴瀬川

吉田川

新江合川

石巻湾

長沼ため池

孫沢ため池

田川ダム

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

現計画

導水路
（二ツ石川→田川上流）

鳴瀬川中流堰

堰新築案③
（39.5km）

孫沢ため池かさ上げ

堰新築案①
（12.3km）

5.5m 
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  ⑥筒砂子ダムと河道外調整池案 

 

【流水の正常な機能の維持対策案の概要】 

・ 筒砂子ダムと河道外調整池を建設し、導水路で二ツ石川から田川上流筋へ補給することに

より、既得用水と鳴瀬川中流堰下流地点の正常流量(かんがい期：概ね 2m3/s、非かんがい

期：概ね 4m3/s)を確保する。 

・ 必要な開発量は、筒砂子ダムで 16,400 千 m3、河道外調整池で 3,390 千 m3を見込む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

筒砂子ダム（イメージ）

導水路（二ツ石川→田川上流） 

河道外調整池 

流水の正常な機能
の維持容量 663千m3

(例：No.6)

流水の正常な機能
の維持容量 663千m3

(例：No.6)

流水の正常な機能
の維持容量 663千m3

(例：No.6)

Ｎ＝11箇所

211No.733No.1

613No.1057No.4

383No.942No.3

249

130

容量(千m3)

3,390

No.11

No.8

No.6

合計

782No.5

227No.2

663施設名

211No.733No.1

613No.1057No.4

383No.942No.3

249

130

容量(千m3)

3,390

No.11

No.8

No.6

合計

782No.5

227No.2

663施設名

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

断面図

2.0m2.0m

延長 約2.0km

※ダム貯水池容量配分は必要依存量に
貯水池の回転率を考慮した値 

98.4m
有効貯水容量

28,900千m3

総貯水容量
31,400千m3

筒砂子ダム貯水池容量配分

サーチャージ水位 282.3m

洪水調節容量10,400千m3

常時満水位 EL.272.2m

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 2,100千m3

最低水位 EL.237.9m

堆砂容量 2,500千m3

基礎地盤 EL.190.0m

98.4m
有効貯水容量

28,900千m3

総貯水容量
31,400千m3

筒砂子ダム貯水池容量配分

サーチャージ水位 282.3m

洪水調節容量10,400千m3

常時満水位 EL.272.2m

利水容量 18,500千m3

流水の正常な機能の維持16,400千m3

かんがい 2,100千m3

最低水位 EL.237.9m

堆砂容量 2,500千m3

基礎地盤 EL.190.0m

注）四捨五入の関係で合計値が合わない場合あり 

鳴瀬川

吉田川

新江合川

石巻湾

長沼ため池

孫沢ため池

田川ダム

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

現計画

鳴瀬川中流堰

No.1
No.2

No.3 No.4
No.11

No.8

No.5

No.9

No.10

No.7

No.6

河道外調整池（計7箇所）

河道外調整池（計4箇所）

No.1
No.2

No.3 No.4
No.11

No.8

No.5

No.9

No.10

No.7

No.6

No.1
No.2

No.3 No.4
No.11

No.8

No.5

No.9

No.10

No.7

No.6

河道外調整池（計7箇所）

河道外調整池（計4箇所）

河道外調整池（計7箇所）

河道外調整池（計4箇所）

導水路
（二ツ石川→田川上流）

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点
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  ⑦専用ダム案 

 

【流水の正常な機能の維持対策案の概要】 

・ 専用ダム(筒砂子ダムサイト)を建設し、導水路で二ツ石川から田川上流筋へ補給すること

により、既得用水と鳴瀬川中流堰下流地点の正常流量(かんがい期：概ね 2m3/s、非かんが

い期：概ね 4m3/s)を確保する。 

・ 必要な開発量は、専用ダムで 19,563 千 m3を見込む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

導水路（二ツ石川→田川上流） 専用ダム 

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

断面図

2.0m2.0m

延長 約2.0km

※ダム貯水池容量配分は必要依存量に 
貯水池の回転率を考慮した値 

有効貯水容量
19,563千m3

総貯水容量
22,063千m3

流水の正常な機能の

維持 19,563千m3

堆砂容量 2,500千m3

89.2m

鳴瀬川

吉田川

新江合川

石巻湾

長沼ため池

孫沢ため池

田川ダム

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

専用ダム
（筒砂子ダムサイト）

導水路
（二ツ石川→田川上流）

鳴瀬川中流堰

2.0m3/s

5月～8月

かんがい期

4.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

2.0m3/s

5月～8月

かんがい期

4.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点
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  ⑧専用ダムとため池かさ上げ案 

 

【流水の正常な機能の維持対策案の概要】 

・ 専用ダム(筒砂子ダムサイト)と中流部堰を建設するとともに孫沢及び長沼ため池をかさ上

げし、導水路で二ツ石川から田川上流筋および田川筋から鳴瀬川上流筋へ補給することに

より、既得用水と鳴瀬川中流堰下流地点の正常流量(かんがい期：概ね 2m3/s、非かんがい

期：概ね 4m3/s)を確保する。 

・ 必要な開発量は、専用ダムで 14,463 千 m3、中流部堰で 2,820 千 m3、ため池かさ上げで

3,240 千 m3を見込む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中流部堰 

専用ダム 

長沼ため池かさ上げ 孫沢ため池かさ上げ 

流水の正常な機能
の維持容量 1,710千m3

(例：③39.5k)

Ｎ＝3箇所

1,710③39.5k

2,820合計

180②28.9k

930①12.3k

容量（千 ）中流堰

1,710③39.5k

2,820合計

180②28.9k

930①12.3k

容量（千m3）中流堰

流水の正常な機能
の維持容量 1,710千m3

(例：③39.5k)

Ｎ＝3箇所

1,710③39.5k

2,820合計

180②28.9k

930①12.3k

容量（千 ）中流堰

1,710③39.5k

2,820合計

180②28.9k

930①12.3k

容量（千m3）中流堰

流水の正常な機能

の維持容量 900千m3

利水容量 793千m3

利水容量 793千m3

22.7m
(+8.0m)

14.7m

流水の正常な機能

の維持容量 900千m3

利水容量 793千m3

利水容量 793千m3

22.7m
(+8.0m)

14.7m

流水の正常な機能

の維持容量 2,340千m3

利水容量 753千m3

利水容量 753千m3

28.2m
(+10.0m)

18.2m

流水の正常な機能

の維持容量 2,340千m3

利水容量 753千m3

利水容量 753千m3

28.2m
(+10.0m)

18.2m

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

断面図

2.0m2.0m

延長 約2.0km

導水路（二ツ石川→田川上流） 

導水路（田川→鳴瀬川上流） 

延長 約6.8km
開水路延長 約6.1km
トンネル延長 約0.7km（内径2m)

1.5m0.8m

※ダム貯水池容量配分は必要依存量に
貯水池の回転率を考慮した値 

有効貯水容量
14,463千m3

総貯水容量
16,963千m3

流水の正常な機能の

維持 14,463千m3

堆砂容量 2,500千m3

83.1m

鳴瀬川

吉田川

新江合川

石巻湾

長沼ため池

孫沢ため池

田川ダム

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

専用ダム
（筒砂子ダムサイト）

導水路
（二ツ石川→田川上流）

鳴瀬川中流堰

孫沢ため池かさ上げ

長沼ため池かさ上げ

中流部堰
（39.5km）

中流部堰
（12.3km）

中流部堰
（28.9km）

2.0m3/s

5月～8月

かんがい期

4.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

2.0m3/s

5月～8月

かんがい期

4.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

導水路
（田川→鳴瀬川上流）

5.5m 



4. 鳴瀬川総合開発事業ダム検証に係わる検討の内容 ～流水の正常な機能の維持の観点からの検討～ 
 

 4-265

  ⑨中流部堰と河道外調整池案 

 

【流水の正常な機能の維持対策案の概要】 

・ 中流部堰と河道外調整池を建設し、導水路で二ツ石川から田川上流筋および田川筋から鳴

瀬川上流筋へ補給することにより、既得用水と鳴瀬川中流堰下流地点の正常流量(かんが

い期：概ね 2m3/s、非かんがい期：概ね 4m3/s)を確保する。 

・ 必要な開発量は、中流部堰で 2,820 千 m3、河道外調整池で 20,440 千 m3を見込む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

流水の正常な機能

の維持容量 4,189千m3

(例：No.6)

流水の正常な機能

の維持容量 4,189千m3

(例：No.6)

流水の正常な機能

の維持容量 4,189千m3

(例：No.6)

Ｎ＝11箇所

1,435No.7257No.1

3,962No.10247No.4

2,238No.9224No.3

1,076

832

容量(千m3)

20,440

No.11

No.8

No.6

合計

4,687No.5

1,300No.2

4,189施設名

1,435No.7257No.1

3,962No.10247No.4

2,238No.9224No.3

1,076

832

容量(千m3)

20,440

No.11

No.8

No.6

合計

4,687No.5

1,300No.2

4,189施設名

中流部堰 河道外調整池 

導水路（二ツ石川→田川上流） 

導水路（田川→鳴瀬川上流） 

流水の正常な機能

の維持容量 1,710千m3

(例：③39.5k)

5.5m

1,710③39.5k

2,820合計

180②28.9k

930①12.3k

容量（千m3）中流堰

1,710③39.5k

2,820合計

180②28.9k

930①12.3k

容量（千m3）中流堰

Ｎ＝3箇所

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

断面図

2.0m2.0m

延長 約2.0km

延長 約6.8km
開水路延長 約6.1km
トンネル延長 約0.7km（内径2m)

1.5m1.3m

注）四捨五入の関係で合計値が合わない場合あり 

鳴瀬川

吉田川

新江合川

石巻湾

長沼ため池

孫沢ため池

田川ダム

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

鳴瀬川中流堰

No.1
No.2

No.3
No.4

No.11

No.8

No.5

No.9

No.10

No.7

No.6

河道外調整池（計7箇所）

河道外調整池（計4箇所）
堰新築案③
（39.5km）

堰新築案①
（12.3km）

堰新築案②
（28.9km）

導水路
（田川→鳴瀬川上流）

導水路
（二ツ石川→田川上流）

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点
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  ⑩河道外調整池案 

 

【流水の正常な機能の維持対策案の概要】 

・ 河道外調整池を建設し、導水路で二ツ石川から田川上流筋および田川筋から鳴瀬川上流筋

へ補給することにより、既得用水と鳴瀬川中流堰下流地点の正常流量(かんがい期：概ね

2m3/s、非かんがい期：概ね 4m3/s)を確保する。 

・ 必要な開発量は、河道外調整池で 23,260 千 m3を見込む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河道外調整池 

導水路（二ツ石川→田川上流） 
導水路（田川→鳴瀬川上流） 

2.0m2.0m

断面図

流水の正常な機能

の維持容量 4,774千m3

(例：No.6)

流水の正常な機能

の維持容量 4,774千m3

(例：No.6)

流水の正常な機能

の維持容量 4,774千m3

(例：No.6)

Ｎ＝11箇所

1,632No.7291No.1

4,514No.10278No.4

2,546No.9252No.3

1,220

942

容量(千m3)

23,260

No.11

No.8

No.6

合計

5,339No.5

1,478No.2

4,774施設名

1,632No.7291No.1

4,514No.10278No.4

2,546No.9252No.3

1,220

942

容量(千m3)

23,260

No.11

No.8

No.6

合計

5,339No.5

1,478No.2

4,774施設名

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

筒砂子ダム

二ツ石ダム

田川ダム

補給区域ダム名

凡 例

かんがい供給区域

延長 約6.8km
開水路延長 約6.1km
トンネル延長 約0.7km（内径2m)

延長 約2.0km

1.5m1.3m

注）四捨五入の関係で合計値が合わない場合あり 

鳴瀬川

吉田川

新江合川

石巻湾

長沼ため池

孫沢ため池

田川ダム

漆沢ダム

筒砂子ダム

二ッ石ダム

鳴瀬川中流堰

No.1
No.2

No.3
No.4

No.11

No.8

No.5

No.9

No.10

No.7

No.6

河道外調整池（計7箇所）

河道外調整池（計4箇所）

河道外調整池（計7箇所）

河道外調整池（計4箇所）

導水路
（田川→鳴瀬川上流）

導水路
（二ツ石川→田川上流）

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点

4.0m3/s2.0m3/s必要流量

9月～4月

非かんがい期

5月～8月

かんがい期

鳴瀬川

中流堰下流

基準点
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(2) 流水の正常な機能の維持対策案の評価軸ごとの評価 

概略評価により抽出した 9 案の流水の正常な機能の維持対策案と現計画を追加した

計 10 案について、検証要領細目に示されている 6 つの評価軸（表 4-60 参照）により

評価を行った。 

その結果を表 4-61～表  4-76 に示す。 
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表

 4
-6

0
 

評
価

軸
と

評
価

の
考

え
方

 
第

1
2
回

今
後

の
治

水
対

策
の

あ
り

方
に

関
す

る
有

識
者

会
議

「
参

考
資

料
4
」

の
抜

粋
 

●
各

地
方

で
個

別
ダ

ム
の

検
証

に
係
る

検
討

を
行

う
場

合
に

は
、

【
別
紙

１
】

に
掲

げ
る

方
策

を
組

み
合

わ
せ

て
立
案

し
た

利
水

対
策

案
を

、
河

川
や

流
域

の
特
性

に
応

じ
、

次
表

の
よ

う
な

評
価

軸
で
評

価
す

る
。

評
価

軸
評

価
の

考
え

方
従
来

の
代
替

案
検

討
※
1

評
価

の
定

量
性
に

つ
い

て
※

２
備

　
　

　
　

考

●
利
水
参
画
者

に
対
し
、

開
発
量
と

し
て
何
m3
/
s必

要
か
を

確
認
す
る

　
と
と
も
に
、

そ
の
算
出

が
妥
当
に

行
わ
れ
て
い

る
か
を
確

認
す
る
こ

　
と
と
し
て
お

り
、
そ
の

量
を
確
保

で
き
る
か

○
○

利
水

参
画
者

に
対

し
、
開

発
量

と
し
て

何
m3
/s

必
要

か
を
確

認
す

る
と
と

も
に

、
そ
の

算
出
が

妥
当

に
行
わ

れ
て

い
る
か

を
確
認

の
上

、
そ
の

量
を

確
保
す

る
こ
と

を
基

本
と
し

て
利
水

対
策
案

を
立

案
す
る

こ
と

と
し
て

お
り
、

こ
の

よ
う
な

場
合

は
同
様

の
評

価
結
果

と
な
る

。

●
段
階
的
に
ど

の
よ
う
に

効
果
が
確

保
さ
れ
て
い

く
の
か

－
△

例
え

ば
、
地

下
水

取
水
は

対
策

の
進
捗

に
伴
っ

て
段

階
的
に

効
果

を
発
揮

し
て
い

く
が

、
ダ
ム
は

完
成

す
る

ま
で

は
効
果

を
発
現

せ
ず

、
完
成

し
運

用
し
て

初
め

て
効
果

を
発
揮

す
る
こ

と
に
な

る
。

こ
の
よ

う
な

各
方
策

の
段
階

的
な

効
果
の

発
現

の
特
性

を
考

慮
し
て

、
各
利

水
対

策
案
に

つ
い

て
、
対

策
実
施

手
順

を
想
定

し
、

一
定
の

期
限
後

に
ど

の
よ
う

な
効
果

を
発
現

し
て

い
る
か

に
つ

い
て
明

ら
か
に

す
る

。

●
ど
の
範
囲
で

ど
の
よ
う

な
効
果
が

確
保
さ
れ
て

い
く
の
か

（
取

水
位

置
別

に
、

取
水

可
能

量
が

ど
の

よ
う

に
確

保
さ

れ
る

か
）

△
△

例
え

ば
、
地

下
水

取
水
は

、
主

と
し
て

事
業
実

施
箇

所
付
近

に
お

い
て
効

果
を

発
揮
す

る
。
ま

た
、

ダ
ム
、

湖
沼

開
発
等

は
、
下

流
域

に
お
い

て
効

果
を
発

揮
す

る
。
こ

の
よ
う

な
各
方

策
の
特

性
を

考
慮
し

て
、

各
利
水

対
策
案

に
よ

っ
て
効

果
が

及
ぶ
範

囲
が

異
な
る

場
合
は

、
そ

の
旨
を

明
ら

か
に
す

る
。

●
ど
の
よ
う
な

水
質
の
用

水
が
得
ら

れ
る
か

△
△

各
利

水
対
策

案
に

つ
い
て

、
得

ら
れ
る

見
込
み

の
用

水
の
水

質
を

で
き
る

か
ぎ

り
定
量

的
に
見

込
む

。
用
水

の
水

質
に
よ

っ
て
は

、
利

水
参
画

者
の

理
解
が

得
ら

れ
な
い

場
合
や

、
利
水

参
画
者

に
と

っ
て
浄

水
コ

ス
ト
が

か
さ
む

場
合

が
あ
る

こ
と

を
考
慮

す
る
。

※
な
お
、
目
標

に
関
し
て

は
、
各
種

計
画
と
の
整

合
、
渇
水

被
害
抑

　
止
、
経
済
効

果
等
の
観

点
で
適
宜

評
価
す
る
。

●
完
成
ま
で
に

要
す
る
費

用
は
ど
の

く
ら
い
か

○
○

各
利

水
対
策

案
に

つ
い
て

、
現

時
点
か

ら
完
成

す
る

ま
で
の

費
用

を
で
き

る
限

り
網
羅

的
に
見

込
ん

で
比
較

す
る

。

●
維
持
管
理
に

要
す
る
費

用
は
ど
の

く
ら
い
か

○
○

各
利

水
対
策

案
に

つ
い
て

、
維

持
管
理

に
要
す

る
費

用
を
で

き
る

限
り
網

羅
的
に

見
込

ん
で
比

較
す

る
。

●
そ
の
他
の
費

用
（
ダ
ム

中
止
に
伴

っ
て
発
生
す

る
費
用
等

）
は
ど
れ

　
く
ら
い
か

－
○

そ
の

他
の
費

用
と

し
て
、

ダ
ム

中
止
に

伴
っ
て

発
生

す
る
費

用
等

に
つ
い

て
、

で
き
る

限
り
明

ら
か

に
す
る

。

※
な
お
、
コ
ス

ト
に

関
し

て
は
、
必

要
に
応
じ
、

直
接
的
な

費
用
だ
け

　
で
な
く
関
連

し
て
必
要

と
な
る
費

用
に
つ
い
て

も
明
ら
か

に
し
て
評

　
価
す
る
。

例
え

ば
、
既

に
整

備
済
み

の
利

水
専
用

施
設
（

導
水

路
、
浄

水
場

等
）
を

活
用
で

き
る

か
確
認

し
、

活
用
す

る
こ

と
が
困

難
な
場

合
に

は
、
新

た
に

整
備
す

る
施

設
の
コ

ス
ト
や

不
要
と

な
る
施

設
の

処
理
に

係
る

コ
ス
ト

を
見
込

む
。

●
土
地
所
有
者

等
の
協
力

の
見
通
し

は
ど
う
か

－
△

用
地

取
得
や

家
屋

移
転
補

償
等

が
必
要

な
利
水

対
策

案
に
つ

い
て

は
、
土

地
所
有

者
等

の
協
力

の
見

通
し
に

つ
い

て
明
ら

か
に
す

る
。

●
関
係
す
る
河

川
使
用
者

の
同
意
の

見
通
し
は
ど

う
か

－
△

各
利

水
対
策

案
の

実
施
に

当
た

っ
て
、

調
整
す

べ
き

関
係
す

る
河

川
使
用

者
を

想
定
し

、
調
整

の
見

通
し
を

で
き

る
限
り

明
ら
か

に
す

る
。
関

係
す

る
河
川

使
用

者
と
は

、
例
え

ば
、

既
存
ダ

ム
の

活
用
（

容
量

の
買
い

上
げ
・

か
さ

上
げ
）

の
場

合
に
お

け
る

既
存
ダ

ム
に

権
利
を

有
す
る

者
、

水
需
要

予
測
見

直
し

の
際
の

既
得

の
水
利

権
を

有
す
る

者
、
農

業
用
水

合
理
化

の
際

の
農
業

関
係

者
が
考

え
ら
れ

る
。

●
発
電
を
目
的

と
し
て
事

業
に
参
画

し
て
い
る
者

へ
の
影
響

の
程
度
は

　
ど
う
か

－
△

発
電

の
目
的

を
有

す
る
検

証
対

象
ダ
ム

に
お
い

て
、

当
該
ダ

ム
事

業
以
外

の
利

水
対
策

案
を
実

施
す

る
場
合

に
は

、
発
電

を
目
的

と
し

て
ダ
ム

事
業

に
参
画

し
て
い

る
者

の
目
的

が
達
成

で
き
な

く
な

る
こ
と

に
な

る
が
、

そ
の
者

の
意

見
を
聴

く
と

と
も
に

、
影

響
の
程

度
を
で

き
る

限
り
明

ら
か

に
す
る

。

●
そ
の
他
の
関

係
者
と
の

調
整
の
見

通
し
は
ど
う

か
－

△
各
利

水
対
策

案
の

実
施
に

当
た

っ
て
、

調
整
す

べ
き

そ
の
他

の
関

係
者
を

想
定
し

、
調

整
の
見

通
し

を
で
き

る
限

り
明
ら

か
に
す

る
。

そ
の
他

の
関

係
者
と

は
、

例
え
ば

、
利
水

参
画
者

が
用
水

の
供

給
を
行

っ
て

い
る
又

は
予
定

し
て

い
る
団

体
が

考
え
ら

れ
る

。

●
事
業
期
間
は

ど
の
程
度

必
要
か

△
△

各
利

水
対
策

案
に

つ
い
て

、
事

業
効
果

が
発
揮

す
る

ま
で
の

期
間

を
で
き

る
限

り
定
量

的
に
見

込
む

。
利
水

参
画

者
は
需

要
者
に

対
し

供
給
可

能
時

期
を
示

し
て
お

り
、

需
要
者

は
そ
れ

を
見
込

み
つ

つ
経
営

計
画

を
立
て

る
こ
と

か
ら

、
そ
の

時
期

ま
で
に

供
給
で

き
る

か
ど
う

か
が

重
要
な

評
価

軸
と
な

る
。

●
法
制
度
上
の

観
点
か
ら

実
現
性
の

見
通
し
は
ど

う
か

※
４

－
各
利

水
対
策

案
に

つ
い
て

、
現

行
法
制

度
で
対

応
可

能
か
、

関
連

法
令
に

抵
触
す

る
こ

と
が
な

い
か

、
条
例

を
制

定
す
る

こ
と
に

よ
っ

て
対
応

可
能

か
な
ど

、
ど

の
程
度

実
現
性

が
あ
る

か
に
つ

い
て

見
通
し

を
明

ら
か
に

す
る
。

●
技
術
上
の
観

点
か
ら
実

現
性
の
見

通
し
は
ど
う

か
※
４

－
各
利

水
対
策

案
に

つ
い
て

、
利

水
参
画

者
に
対

し
て

確
認
し

た
必

要
な
開

発
量
を

確
保

す
る
た

め
の

施
設
を

設
計

す
る
た

め
に
必

要
な

技
術
が

確
立

さ
れ
て

い
る

か
、
現

在
の
技

術
水
準

で
施
工

が
可

能
か
な

ど
、

ど
の
程

度
実
現

性
が

あ
る
か

に
つ

い
て
見

通
し

を
明
ら

か
に
す

る
。

持
続

性
●

将
来
に
わ
た

っ
て
持
続

可
能
と
い

え
る
か

－
△

各
利

水
対
策

案
に

つ
い
て

、
恒

久
的
に

そ
の
効

果
を

維
持
し

て
い

く
た
め

に
、

将
来
に

わ
た
っ

て
定

期
的
な

監
視

や
観
測

、
対
策

方
法

の
調
査

研
究

、
関
係

者
と

の
調
整

等
を
で

き
る
限

り
明
ら

か
に

す
る
。

例
え

ば
、
地

下
水
取

水
に

は
地
盤

沈
下

に
つ
い

て
の

定
期
的

な
監
視

や
観

測
が
必

要
と

な
る
。

●
事
業
地
及
び

そ
の
周
辺

へ
の
影
響

は
ど
の
程
度

か

○
△

各
利

水
対
策

案
に

つ
い
て

、
土

地
の
買

収
、
家

屋
の

移
転
に

伴
う

個
人
の

生
活
や

地
域

の
経
済

活
動

、
コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
、

ま
ち
づ

く
り

等
へ
の

影
響

の
観
点

か
ら
、

事
業

地
及
び

そ
の
周

辺
に
ど

の
よ

う
な
影

響
が

生
じ
る

か
、
で

き
る

限
り
明

ら
か

に
す
る

。
ま

た
、
必

要
に
応

じ
対

象
地
域

の
人

口
動
態

と
対
策

と
の

関
係
を

分
析

し
、
過

疎
化
の

進
行

等
へ
の

影
響
に

つ
い
て

検
討

す
る
。

な
お

、
必
要

に
応
じ

影
響

緩
和
の

た
め

の
対
策

を
検

討
し
、

対
策
の

内
容

や
想
定

さ
れ

る
効
果

等
に
つ

い
て

明
ら
か

に
す

る
。

●
地
域
振
興
に

対
し
て
ど

の
よ
う
な

効
果
が
あ
る

か
－

△
例
え

ば
、
河

道
外

貯
留
施

設
（

貯
水
池

）
や
ダ

ム
等

に
よ
っ

て
広

大
な
水

面
が

で
き
る

と
、
観

光
客

が
増
加

し
、

地
域
振

興
に
寄

与
す

る
場
合

が
あ

る
。
こ

の
よ
う

に
、

利
水
対

策
案
に

よ
っ
て

は
、

地
域
振

興
に

効
果
が

あ
る
場

合
が

あ
る
の

で
、

必
要
に

応
じ

、
そ
の

効
果
を

明
ら

か
に
す

る
。

●
地
域
間
の
利

害
の
衡
平

へ
の
配
慮

が
な
さ
れ
て

い
る
か

－
－

例
え

ば
、
ダ

ム
等

は
建
設

地
付

近
で
用

地
買
収

や
家

屋
移
転

補
償

を
伴
い

、
受

益
す
る

の
は
下

流
域

で
あ
る

の
が

一
般
的

で
あ
る

。
一

方
、
地

下
水

取
水
等

は
対

策
実
施

箇
所
と

受
益
地

が
比
較

的
近

接
し
て

い
る

。
各
利

水
対
策

案
に

つ
い
て

、
地

域
間
で

ど
の
よ

う
に

利
害
が

異
な

り
、
利

害
の

衡
平
に

ど
の
よ

う
に

配
慮
が

な
さ

れ
て
い

る
か
、

で
き

る
限
り

明
ら
か

に
す
る

。
ま

た
、
必

要
に

応
じ
影

響
緩
和

の
た

め
の
対

策
を

検
討
し

、
対

策
の
内

容
や
想

定
さ

れ
る
効

果
等

に
つ
い

て
明
ら

か
に

す
る
。

●
水
環
境
に
対

し
て
ど
の

よ
う
な
影

響
が
あ
る
か

△
△

各
利

水
対
策

案
に

つ
い
て

、
現

況
と
比

べ
て
水

量
や

水
質
が

ど
の

よ
う
に

変
化
す

る
の

か
、
利

用
で

き
る
デ

ー
タ

の
制
約

や
想
定

さ
れ

る
影
響

の
程

度
に
応

じ
て
で

き
る

限
り
明

ら
か
に

す
る
。

ま
た

、
必
要

に
応

じ
影
響

緩
和
の

た
め

の
対
策

を
検

討
し
、

対
策
の

内
容

や
想
定

さ
れ

る
効
果

等
に

つ
い
て

明
ら
か

に
す

る
。

●
地
下
水
位
、

地
盤
沈
下

や
地
下
水

の
塩
水
化
に

ど
の
よ
う

な
影
響
が

　
あ
る
か

－
△

各
利

水
対
策

案
に

つ
い
て

、
現

況
と
比

べ
て
地

下
水

位
に
ど

の
よ

う
な
影

響
を

与
え
る

か
、
ま

た
そ

れ
に
よ

り
地

盤
沈
下

や
地
下

水
の

塩
水
化

、
周

辺
の
地

下
水
利

用
に

ど
の
よ

う
な
影

響
を
与

え
る

か
、
利

用
で

き
る
デ

ー
タ
の

制
約

や
想
定

さ
れ

る
影
響

の
程

度
に
応

じ
て
で

き
る

限
り
明

ら
か

に
す
る

。
ま
た

、
必

要
に
応

じ
影

響
緩
和

の
た
め

の
対

策
を
検

討
し
、

対
策
の

内
容

や
想
定

さ
れ

る
効
果

等
に
つ

い
て

明
ら
か

に
す

る
。

●
生
物
の
多
様

性
の
確
保

及
び
流
域

の
自
然
環
境

全
体
に
ど

の
よ
う
な

　
影
響
が
あ
る

か
△

△

各
利

水
対
策

案
に

つ
い
て

、
地

域
を
特

徴
づ
け

る
生

態
系
や

動
植

物
の
重

要
な

種
等
へ

の
影
響

が
ど

の
よ
う

に
生

じ
る
の

か
、
下

流
河

川
も
含

め
た

流
域
全

体
で

の
自
然

環
境
に

ど
の
よ

う
な
影

響
が

生
じ
る

の
か

、
利
用

で
き
る

デ
ー

タ
の
制

約
や

想
定
さ

れ
る
影

響
の

程
度
に

応
じ

て
で
き

る
限

り
明
ら

か
に
す

る
。

ま
た
、

必
要

に
応
じ

影
響
緩

和
の

た
め
の

対
策
を

検
討
し

、
対

策
の
内

容
や

想
定
さ

れ
る
効

果
等

に
つ
い

て
明

ら
か
に

す
る

。

●
土
砂
流
動
が

ど
う
変
化

し
、
下
流

の
河
川
・
海

岸
に
ど
の

よ
う
に
影

　
響
す
る
か

△
△

各
利

水
対
策

案
に

つ
い
て

、
土

砂
流
動

が
ど
の

よ
う

に
変
化

す
る

の
か
、

そ
れ
に

よ
り

下
流
河

川
や

海
岸
に

お
け

る
土
砂

の
堆
積

又
は

侵
食
に

ど
の

よ
う
な

変
化
が

生
じ

る
の
か

、
利
用

で
き
る

デ
ー

タ
の
制

約
や

想
定
さ

れ
る
影

響
の

程
度
に

応
じ

て
で
き

る
限

り
明
ら

か
に
す

る
。

ま
た
、

必
要

に
応
じ

影
響
緩

和
の

た
め
の

対
策

を
検
討

し
、

対
策
の

内
容
や

想
定
さ

れ
る
効

果
等

に
つ
い

て
明

ら
か
に

す
る
。

●
景
観
、
人
と

自
然
と
の

豊
か
な
ふ

れ
あ
い
に
ど

の
よ
う
な

影
響
が
あ

　
る
か

△
△

各
利

水
対
策

案
に

つ
い
て

、
景

観
が
ど

う
変
化

す
る

の
か
、

河
川

や
湖
沼

で
の
野

外
レ

ク
リ
ェ

ー
シ

ョ
ン
を

通
じ

た
人
と

自
然
と

の
触

れ
合
い

の
活

動
及
び

日
常
的

な
人

と
自
然

と
の
触

れ
合
い

の
活

動
が
ど

の
よ

う
に
変

化
す
る

の
か

で
き
る

限
り

明
ら
か

に
す

る
。
ま

た
、
必

要
に

応
じ
影

響
緩

和
の
た

め
の
対

策
を

検
討
し

、
対

策
の
内

容
や

想
定
さ

れ
る
効

果
等
に

つ
い
て

明
ら

か
に
す

る
。

●
CO
2排

出
負

荷
は
ど
う

変
わ
る
か

－
△

各
利

水
対
策

案
に

つ
い
て

、
対

策
の
実

施
及
び

河
川

・
ダ
ム

等
の

管
理
に

伴
う

CO
2の

排
出

負
荷

の
概
略

を
明
ら

か
に

す
る
。

例
え

ば
、
海

水
淡
水

化
や

長
距
離

導
水

の
実
施

に
は

多
大

な
エ
ネ

ル
ギ

ー
を
必

要
と

す
る
こ

と
、
水

力
発

電
用
ダ

ム
容

量
の
買

い
上

げ
や
発

電
を
目

的
に

含
む
ダ

ム
事

業
の
中

止
は
火

力
発

電
の
増

強
を

要
す
る

な
ど

、
エ
ネ

ル
ギ
ー

政
策
に

も
影
響

す
る

可
能
性

が
あ

る
こ
と

に
留
意

す
る

。

●
そ
の
他

△
△

以
上

の
項
目

に
加

え
て
特

筆
さ

れ
る
環

境
影
響

が
あ

れ
ば
、

利
用

で
き
る

デ
ー
タ

の
制

約
や
想

定
さ

れ
る
影

響
の

程
度
に

応
じ
て

で
き

る
限
り

明
ら

か
に
す

る
。

※
１
　
○
：

評
価
の
視

点
と
し
て
よ

く
使
わ
れ

て
き
て
い

る
、
△
：
評

価
の
視
点

と
し
て
使

わ
れ
て
い

る
場
合
が
あ

る
、
－
：

明
示
し
た

評
価
は
ほ
と

ん
ど
又
は

全
く
行
わ

れ
て
き
て
い

な
い
。

※
３
「
実
現

性
」
と
し

て
は
、
例
え

ば
、
達
成

し
う
る
安

全
度
が
著
し

く
低
く
な

い
か
、
コ

ス
ト
が

著
し
く
高
く
な

い
か
、
持

続
性
が
あ
る

か
、
地
域

に
与
え
る

影
響
や
自

然
環
境
へ
与

え
る
影
響

が
著
し
く

大
き
く
な
い

か
が
考
え

ら
れ
る
が

、
こ
れ
ら
に

つ
い
て
は

、
実
現
性

以
外
の
評
価

軸
を
参
照

す
る
こ
と

。

※
２
　
○
：

原
則
と
し

て
定
量
的
評

価
を
行
う

こ
と
が
可

能
、
△
：
主

と
し
て
定

性
的
に
評

価
を
せ
ざ
る

を
得
な
い

が
、
一
部

の
事
項
に

つ
い
て
は
定

量
的
な
表

現
が
可
能

な
場
合
が
あ

る
、
－
：

定
量
的
評

価
が
直
ち
に

は
困
難

※
４
　
こ
れ

ま
で
、
法

制
度
上
又
は

技
術
上
の

観
点
か
ら

実
現
性
が
乏

し
い
案
は

代
替
案
と

し
て
検
討

し
な
い
場
合

が
多
か
っ

た
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

評
　

　
価

　
　

軸
　

　
と

　
　

評
　

　
価

　
　

の
　

　
考

　
　

え
　

　
方

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
【

別
紙

８
】

地
域

社
会

へ
の

影
響

環
境

へ
の

影
響

コ
ス

ト

目
標

実
現

性
※

３

（
新

規
利

水
の

観
点

か
ら

の
検
討

の
例

）
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表
 4

-6
1 

評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
流
水
の
正
常

な
機
能
の
維
持
①
）

 
①

田
川

ダ
ム

と
筒

砂
子

ダ
ム

案
②

田
川

ダ
ム

規
模

拡
大

案
③

筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
案

④
田

川
ダ

ム
と

河
道

外
調

整
池

案

⑤
筒

砂
子

ダ
ム

と
た

め
池

か
さ

上
げ

案

⑥
筒

砂
子

ダ
ム

と
河

道
外

調
整

池
案

【
現

計
画

】
田

川
ダ

ム
＋

筒
砂

子
ダ

ム
田

川
ﾀ
ﾞﾑ

規
模

拡
大

+
導

水
路

（
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

筒
砂

子
ﾀ
ﾞﾑ

規
模

拡
大

+
導

水
路

（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）
田

川
ﾀ
ﾞﾑ

+
河

道
外

調
整

池
（
1
1
箇

所
）

筒
砂

子
ﾀ
ﾞﾑ

+
孫

沢
た

め
池

か
さ

上
げ

+
中

流
部

堰
（
2
箇

所
）
+
導

水
路

(二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
)

筒
砂

子
ﾀ
ﾞﾑ

+
河

道
外

調
整

池
（
1
1
箇

所
）
＋

導
水

路
(二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

)

●
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

の
必

要
な

流
量

が
確

保
で

き
て

い
る

か

・
鳴

瀬
川

中
流

堰
下

流
地

点
に

お
い

て
か

ん
が

い
期

(5
月

～
8
月

)で
概

ね
2
m

3
/
s、

非
か

ん
が

い
期

(9
月

～
4
月

)
で

概
ね

4
m

3
/
sを

確
保

可
能

で
あ

る
。

・
鳴

瀬
川

中
流

堰
下

流
地

点
に

お
い

て
か

ん
が

い
期

(5
月

～
8
月

)で
概

ね
2
m

3
/
s、

非
か

ん
が

い
期

(9
月

～
4
月

)
で

概
ね

4
m

3
/
sを

確
保

可
能

で
あ

る
。

・
鳴

瀬
川

中
流

堰
下

流
地

点
に

お
い

て
か

ん
が

い
期

(5
月

～
8
月

)で
概

ね
2
m

3
/
s、

非
か

ん
が

い
期

(9
月

～
4
月

)
で

概
ね

4
m

3
/
sを

確
保

可
能

で
あ

る
。

・
鳴

瀬
川

中
流

堰
下

流
地

点
に

お
い

て
か

ん
が

い
期

(5
月

～
8
月

)で
概

ね
2
m

3
/
s、

非
か

ん
が

い
期

(9
月

～
4
月

)
で

概
ね

4
m

3
/
sを

確
保

可
能

で
あ

る
。

・
鳴

瀬
川

中
流

堰
下

流
地

点
に

お
い

て
か

ん
が

い
期

(5
月

～
8
月

)で
概

ね
2
m

3
/
s、

非
か

ん
が

い
期

(9
月

～
4
月

)
で

概
ね

4
m

3
/
sを

確
保

可
能

で
あ

る
。

・
鳴

瀬
川

中
流

堰
下

流
地

点
に

お
い

て
か

ん
が

い
期

(5
月

～
8
月

)で
概

ね
2
m

3
/
s、

非
か

ん
が

い
期

(9
月

～
4
月

)
で

概
ね

4
m

3
/
sを

確
保

可
能

で
あ

る
。

●
段

階
的

に
ど

の
よ

う
に

効
果

が
確

保
さ

れ
て

い
く

の
か

【
1
0
年

後
】

・
田

川
ダ

ム
及

び
筒

砂
子

ダ
ム

は
事

業
実

施
中

で
あ

り
、

効
果

は
見

込
め

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。
【
2
0
年

後
】

・
田

川
ダ

ム
は

完
成

し
、

水
供

給
が

可
能

と
な

る
と

想
定

さ
れ

る
。

・
筒

砂
子

ダ
ム

は
事

業
実

施
中

で
あ

り
、

効
果

は
見

込
め

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。

【
1
0
年

後
】

 ・
田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
は

事
業

実
施

中
で

あ
り

、
効

果
は

見
込

め
な

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
2
0
年

後
】

・
田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
は

事
業

実
施

中
で

あ
り

、
効

果
は

見
込

め
な

い
と

想
定

さ
れ

る
。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。

【
1
0
年

後
】

・
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

は
事

業
実

施
中

で
あ

り
、

効
果

は
見

込
め

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。
【
2
0
年

後
】

・
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

は
事

業
実

施
中

で
あ

り
、

効
果

は
見

込
め

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。

【
1
0
年

後
】

・
田

川
ダ

ム
及

び
河

道
外

調
整

池
は

事
業

実
施

中
で

あ
り

、
効

果
は

見
込

め
な

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
2
0
年

後
】

・
田

川
ダ

ム
及

び
河

道
外

調
整

池
は

完
成

し
、

水
供

給
が

可
能

と
な

る
と

想
定

さ
れ

る
。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。

【
1
0
年

後
】

 ・
筒

砂
子

ダ
ム

、
中

流
部

堰
及

び
孫

沢
た

め
池

の
か

さ
上

げ
は

事
業

実
施

中
で

あ
り

、
効

果
は

見
込

め
な

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
2
0
年

後
】

・
中

流
部

堰
は

完
成

し
、

水
供

給
が

可
能

と
な

る
と

想
定

さ
れ

る
。

・
筒

砂
子

ダ
ム

及
び

孫
沢

た
め

池
の

か
さ

上
げ

は
事

業
実

施
中

で
あ

り
、

効
果

は
見

込
め

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。

【
1
0
年

後
】

 ・
筒

砂
子

ダ
ム

及
び

河
道

外
調

整
池

は
事

業
実

施
中

で
あ

り
、

効
果

は
見

込
め

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。
【
2
0
年

後
】

・
河

道
外

調
整

池
は

完
成

し
、

水
供

給
が

可
能

と
な

る
と

想
定

さ
れ

る
。

・
筒

砂
子

ダ
ム

は
事

業
実

施
中

で
あ

り
、

効
果

は
見

込
め

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。

●
ど

の
範

囲
で

ど
の

よ
う

な
効

果
が

確
保

さ
れ

て
い

く
の

か

・
田

川
ダ

ム
下

流
域

及
び

筒
砂

子
ダ

ム
下

流
域

（
鳴

瀬
川

、
支

川
田

川
）
に

お
い

て
既

得
用

水
及

び
維

持
流

量
を

確
保

で
き

る
。

・
鳴

瀬
川

、
支

川
田

川
に

お
い

て
、

既
得

用
水

及
び

維
持

流
量

を
確

保
で

き
る

。
な

お
、

鳴
瀬

川
上

流
地

区
（
筒

砂
子

ダ
ム

補
給

予
定

区
域

）
へ

は
田

川
ダ

ム
下

流
か

ら
導

水
路

を
整

備
す

る
こ

と
で

確
保

で
き

る
。

・
鳴

瀬
川

、
支

川
田

川
に

お
い

て
、

既
得

用
水

及
び

維
持

流
量

を
確

保
で

き
る

。
な

お
、

田
川

沿
川

及
び

鳴
瀬

川
下

流
地

区
（
田

川
ダ

ム
補

給
予

定
区

域
）

へ
は

、
筒

砂
子

ダ
ム

及
び

二
ツ

石
ダ

ム
（
農

）
の

補
給

区
域

の
見

直
し

や
導

水
路

を
整

備
す

る
こ

と
で

確
保

で
き

る
。

・
鳴

瀬
川

、
支

川
田

川
に

お
い

て
既

得
用

水
及

び
維

持
流

量
を

確
保

で
き

る
。

な
お

、
鳴

瀬
川

上
流

地
区

（
筒

砂
子

ダ
ム

補
給

予
定

区
域

）
へ

は
調

整
池

を
整

備
す

る
こ

と
で

確
保

で
き

る
。

・
鳴

瀬
川

、
支

川
田

川
に

お
い

て
、

既
得

用
水

及
び

維
持

流
量

を
確

保
で

き
る

。
な

お
、

田
川

沿
川

及
び

鳴
瀬

川
下

流
地

区
（
田

川
ダ

ム
補

給
予

定
区

域
）

へ
は

、
筒

砂
子

ダ
ム

及
び

二
ツ

石
ダ

ム
（
農

）
の

補
給

区
域

の
見

直
し

や
導

水
路

を
整

備
す

る
こ

と
で

確
保

で
き

る
。

・
鳴

瀬
川

、
支

川
田

川
に

お
い

て
、

既
得

用
水

及
び

維
持

流
量

を
確

保
で

き
る

。
な

お
、

田
川

沿
川

及
び

鳴
瀬

川
下

流
地

区
（
田

川
ダ

ム
補

給
予

定
区

域
）

へ
は

、
河

道
外

調
整

池
及

び
導

水
路

を
整

備
す

る
こ

と
で

確
保

で
き

る
。

●
ど

の
よ

う
な

水
質

が
得

ら
れ

る
か

・
現

状
の

河
川

水
質

と
同

等
と

想
定

さ
れ

る
。

・
現

状
の

河
川

水
質

と
同

等
と

想
定

さ
れ

る
。

・
現

状
の

河
川

水
質

と
同

等
と

想
定

さ
れ

る
。

・
現

状
の

河
川

水
質

と
同

等
と

想
定

さ
れ

る
。

・
現

状
の

河
川

水
質

と
同

等
と

想
定

さ
れ

る
。

・
現

状
の

河
川

水
質

と
同

等
と

想
定

さ
れ

る
。

目
標
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表
 4

-6
2 

評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
流
水
の
正
常

な
機
能
の
維
持
②
）

 

⑦
専

用
ダ

ム
案

⑧
専

用
ダ

ム
と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

⑨
中

流
部

堰
と

河
道

外
調

整
池

案

⑩
河

道
外

調
整

池
案

専
用

ﾀﾞ
ﾑ

+導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）
中

流
部

堰
（3

箇
所

）＋
た

め
池

か
さ

上
げ

（孫
沢

、
長

沼
）+

専
用

ﾀﾞ
ﾑ

+導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

中
流

部
堰

（3
箇

所
）+

河
道

外
調

整
池

（1
1箇

所
）+

導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

河
道

外
調

整
池

（1
1箇

所
）+

導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

●
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

の
必

要
な

流
量

が
確

保
で

き
て

い
る

か

・鳴
瀬

川
中

流
堰

下
流

地
点

に
お

い
て

か
ん

が
い

期
(5

月
～

8月
)で

概
ね

2m
3/

s、
非

か
ん

が
い

期
(9

月
～

4
月

)で
概

ね
4m

3/
sを

確
保

可
能

で
あ

る
。

・鳴
瀬

川
中

流
堰

下
流

地
点

に
お

い
て

か
ん

が
い

期
(5

月
～

8月
)で

概
ね

2m
3/

s、
非

か
ん

が
い

期
(9

月
～

4
月

)で
概

ね
4m

3/
sを

確
保

可
能

で
あ

る
。

・鳴
瀬

川
中

流
堰

下
流

地
点

に
お

い
て

か
ん

が
い

期
(5

月
～

8月
)で

概
ね

2m
3/

s、
非

か
ん

が
い

期
(9

月
～

4
月

)で
概

ね
4m

3/
sを

確
保

可
能

で
あ

る
。

・鳴
瀬

川
中

流
堰

下
流

地
点

に
お

い
て

か
ん

が
い

期
(5

月
～

8月
)で

概
ね

2m
3/

s、
非

か
ん

が
い

期
(9

月
～

4
月

)で
概

ね
4m

3/
sを

確
保

可
能

で
あ

る
。

●
段

階
的

に
ど

の
よ

う
に

効
果

が
確

保
さ

れ
て

い
く

の
か

【1
0年

後
】

・専
用

ダ
ム

は
事

業
実

施
中

で
あ

り
、

効
果

は
見

込
め

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。
【2

0年
後

】
・専

用
ダ

ム
は

完
成

し
、

水
供

給
が

可
能

と
な

る
と

想
定

さ
れ

る
。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。

【1
0年

後
】

・専
用

ダ
ム

、
中

流
部

堰
及

び
た

め
池

か
さ

上
げ

は
事

業
実

施
中

で
あ

り
、

効
果

は
見

込
め

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。
【2

0年
後

】
・専

用
ダ

ム
及

び
中

流
部

堰
は

完
成

し
、

水
供

給
が

可
能

と
な

る
と

想
定

さ
れ

る
。

・た
め

池
か

さ
上

げ
は

事
業

実
施

中
で

あ
り

、
効

果
は

見
込

め
な

い
と

想
定

さ
れ

る
。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。

【1
0年

後
】

・中
流

部
堰

及
び

河
道

外
調

整
池

は
事

業
実

施
中

で
あ

り
、

効
果

は
見

込
め

な
い

と
想

定
さ

れ
る

。
【2

0年
後

】
・中

流
部

堰
及

び
河

道
外

調
整

池
は

完
成

し
、

水
供

給
が

可
能

と
な

る
と

想
定

さ
れ

る
。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。

【1
0年

後
】

 ・
河

道
外

調
整

池
は

事
業

実
施

中
で

あ
り

、
効

果
は

見
込

め
な

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【2
0年

後
】

・河
道

外
調

整
池

は
完

成
し

、
水

供
給

が
可

能
と

な
る

と
想

定
さ

れ
る

。

※
予

算
の

状
況

に
よ

り
変

動
す

る
場

合
が

あ
る

。

●
ど

の
範

囲
で

ど
の

よ
う

な
効

果
が

確
保

さ
れ

て
い

く
の

か

・鳴
瀬

川
、

支
川

田
川

に
お

い
て

、
既

得
用

水
及

び
正

常
流

量
を

確
保

で
き

る
。

な
お

、
田

川
沿

川
及

び
鳴

瀬
川

下
流

地
区

（田
川

ダ
ム

補
給

予
定

区
域

）へ
は

、
専

用
ダ

ム
及

び
二

ツ
石

ダ
ム

（農
）の

補
給

区
域

の
見

直
し

や
導

水
路

を
整

備
す

る
こ

と
で

確
保

で
き

る
。

・鳴
瀬

川
、

支
川

田
川

に
お

い
て

、
既

得
用

水
及

び
正

常
流

量
を

確
保

で
き

る
。

な
お

、
田

川
沿

川
及

び
鳴

瀬
川

下
流

地
区

（田
川

ダ
ム

補
給

予
定

区
域

）へ
は

、
専

用
ダ

ム
及

び
二

ツ
石

ダ
ム

（農
）の

補
給

区
域

の
見

直
し

や
導

水
路

を
を

整
備

す
る

こ
と

で
確

保
で

き
る

。

・鳴
瀬

川
、

支
川

田
川

に
お

い
て

、
既

得
用

水
及

び
正

常
流

量
を

確
保

で
き

る
。

な
お

、
田

川
沿

川
及

び
鳴

瀬
川

下
流

地
区

へ
は

、
二

ツ
石

ダ
ム

(農
)

の
補

給
区

域
の

見
直

し
、

不
足

す
る

分
を

中
流

部
堰

や
河

道
外

調
整

池
及

び
導

水
路

を
整

備
す

る
こ

と
で

確
保

で
き

る
。

・鳴
瀬

川
、

支
川

田
川

に
お

い
て

、
既

得
用

水
及

び
正

常
流

量
を

確
保

で
き

る
。

な
お

、
田

川
沿

川
及

び
鳴

瀬
川

下
流

地
区

へ
は

、
二

ツ
石

ダ
ム

(農
)

の
補

給
区

域
の

見
直

し
、

不
足

す
る

分
を

河
道

外
調

整
池

及
び

導
水

路
を

整
備

す
る

こ
と

で
確

保
で

き
る

。

●
ど

の
よ

う
な

水
質

が
得

ら
れ

る
か

・現
状

の
河

川
水

質
と

同
等

と
想

定
さ

れ
る

。
・現

状
の

河
川

水
質

と
同

等
と

想
定

さ
れ

る
。

・現
状

の
河

川
水

質
と

同
等

と
想

定
さ

れ
る

。
・現

状
の

河
川

水
質

と
同

等
と

想
定

さ
れ

る
。

目
標

　
　

　
　

　
　

　
　

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
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策
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概
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表
 4

-6
3 

評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
流
水
の
正
常

な
機
能
の
維
持
③
）

 

①
田

川
ダ

ム
と

筒
砂

子
ダ

ム
案

②
田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
案

③
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

案
④

田
川

ダ
ム

と
河

道
外

調
整

池
案

⑤
筒

砂
子

ダ
ム

と
た

め
池

か
さ

上
げ

案

⑥
筒

砂
子

ダ
ム

と
河

道
外

調
整

池
案

【現
計

画
】

田
川

ダ
ム

＋
筒

砂
子

ダ
ム

田
川

ﾀﾞ
ﾑ

規
模

拡
大

+導
水

路
（田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
規

模
拡

大
+導

水
路

（二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
）

田
川

ﾀﾞ
ﾑ

+河
道

外
調

整
池

（1
1箇

所
）

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
+孫

沢
た

め
池

か
さ

上
げ

+
中

流
部

堰
（2

箇
所

）+
導

水
路

(二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
)

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
+河

道
外

調
整

池
（1

1箇
所

）＋
導

水
路

(二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
)

約
６

６
０

億
円

約
６

６
０

億
円

約
５

３
０

億
円

約
１

，
３

８
０

億
円

約
５

９
０

億
円

約
６

２
０

億
円

(流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
分

)
(流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

分
)

(流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
分

)
(流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

分
)

(流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
分

)
(流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

分
)

約
４

４
０

百
万

円
／

年
約

２
９

０
百

万
円

／
年

約
２

７
０

百
万

円
／

年
約

３
２

０
百

万
円

／
年

約
３

１
０

百
万

円
／

年
約

２
８

０
百

万
円

／
年

●
そ

の
他

の
費

用
（ダ

ム
中

止
に

伴
っ

て
発

生
す

る
費

用
）は

ど
の

く
ら

い
か

・発
生

し
な

い
。

【中
止

に
伴

う
費

用
】

・筒
砂

子
ダ

ム
の

横
坑

閉
塞

費
用

に
約

31
百

万
円

程
度

必
要

と
見

込
ん

で
い

る
。

（費
用

は
共

同
費

ベ
ー

ス
）

【中
止

に
伴

う
費

用
】

・田
川

ダ
ム

の
横

坑
閉

塞
費

用
に

約
30

百
万

円
程

度
必

要
と

見
込

ん
で

い
る

。
（費

用
は

共
同

費
ベ

ー
ス

）

【中
止

に
伴

う
費

用
】

・筒
砂

子
ダ

ム
の

横
坑

閉
塞

費
用

に
約

31
百

万
円

程
度

必
要

と
見

込
ん

で
い

る
。

（費
用

は
共

同
費

ベ
ー

ス
）

【中
止

に
伴

う
費

用
】

・田
川

ダ
ム

の
横

坑
閉

塞
費

用
に

約
30

百
万

円
程

度
必

要
と

見
込

ま
れ

る
。

（費
用

は
共

同
費

ベ
ー

ス
）

【中
止

に
伴

う
費

用
】

・田
川

ダ
ム

の
横

坑
閉

塞
費

用
に

約
30

百
万

円
程

度
必

要
と

見
込

ん
で

い
る

。
（費

用
は

共
同

費
ベ

ー
ス

）

　
　

　
　

　
　

　
　

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
　

　
　

　
　

　
　

　
対

策
案

と
実

施
内

容
の

概
要

評
価

軸
と

評
価

の
考

え
方

●
維

持
管

理
に

要
す

る
費

用
は

ど
の

く
ら

い
か

コ
ス

ト

●
完

成
ま

で
に

要
す

る
費

用
は

ど
の

く
ら

い
か

※
維

持
管

理
に

要
す

る
費

用
は

田
川

ダ
ム

と
筒

砂
子

ダ
ム

の
整

備
に

伴
う

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
分

を
計

上
し

た
。

※
維

持
管

理
費

に
要

す
る

費
用

は
、

た
め

池
か

さ
上

げ
に

よ
る

増
加

分
の

ほ
か

、
筒

砂
子

ダ
ム

の
整

備
に

伴
う

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
分

を
計

上
し

た
。

※
維

持
管

理
費

に
要

す
る

費
用

は
、

河
道

外
調

整
池

の
ほ

か
、

筒
砂

子
ダ

ム
の

整
備

に
伴

う
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

分
を

計
上

し
た

。

※
維

持
管

理
費

に
要

す
る

費
用

は
、

田
川

ダ
ム

規
模

拡
大

の
整

備
に

伴
う

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
分

を
計

上
し

た
。

※
維

持
管

理
費

に
要

す
る

費
用

は
、

筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
の

整
備

に
伴

う
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

分
を

計
上

し
た

。

※
維

持
管

理
費

に
要

す
る

費
用

は
、

河
道

外
調

整
池

の
ほ

か
、

田
川

ダ
ム

の
整

備
に

伴
う

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
分

を
計

上
し

た
。
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表
 4

-6
4 

評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
流
水
の
正
常

な
機
能
の
維
持
④
）

 

⑦
専

用
ダ

ム
案

⑧
専

用
ダ

ム
と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

⑨
中

流
部

堰
と

河
道

外
調

整
池

案

⑩
河

道
外

調
整

池
案

専
用

ﾀﾞ
ﾑ

+導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）
中

流
部

堰
（3

箇
所

）＋
た

め
池

か
さ

上
げ

（孫
沢

、
長

沼
）+

専
用

ﾀﾞ
ﾑ

+導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

中
流

部
堰

（3
箇

所
）+

河
道

外
調

整
池

（1
1箇

所
）+

導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

河
道

外
調

整
池

（1
1箇

所
）+

導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

約
６

５
０

億
円

約
１

，
０

１
０

億
円

約
１

，
３

７
０

億
円

約
１

，
３

５
０

億
円

(流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
分

)
(流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

分
)

(流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
分

)
(流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

分
)

約
５

０
０

百
万

円
／

年
約

５
７

０
百

万
円

／
年

約
２

１
０

百
万

円
／

年
約

１
７

０
百

万
円

／
年

●
そ

の
他

の
費

用
（ダ

ム
中

止
に

伴
っ

て
発

生
す

る
費

用
）は

ど
の

く
ら

い
か

【中
止

に
伴

う
費

用
】

・田
川

ダ
ム

の
横

坑
閉

塞
費

用
に

約
30

百
万

円
程

度
必

要
と

見
込

ん
で

い
る

。
（費

用
は

共
同

費
ベ

ー
ス

）

【中
止

に
伴

う
費

用
】

・田
川

ダ
ム

の
横

坑
閉

塞
費

用
に

約
30

百
万

円
程

度
必

要
と

見
込

ん
で

い
る

。
（費

用
は

共
同

費
ベ

ー
ス

）

【中
止

に
伴

う
費

用
】

・田
川

ダ
ム

及
び

筒
砂

子
ダ

ム
の

横
坑

閉
塞

費
用

に
約

61
百

万
円

程
度

必
要

と
見

込
ん

で
い

る
。

（費
用

は
共

同
費

ベ
ー

ス
）

【中
止

に
伴

う
費

用
】

・田
川

ダ
ム

及
び

筒
砂

子
ダ

ム
の

横
坑

閉
塞

費
用

に
約

61
百

万
円

程
度

必
要

と
見

込
ん

で
い

る
。

（費
用

は
共

同
費

ベ
ー

ス
）

●
完

成
ま

で
に

要
す

る
費

用
は

ど
の

く
ら

い
か

　
　

　
　

　
　

　
　

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
　

　
　

　
　

　
　

　
対

策
案

と
実

施
内

容
の

概
要

評
価

軸
と

評
価

の
考

え
方

●
維

持
管

理
に

要
す

る
費

用
は

ど
の

く
ら

い
か

コ
ス

ト
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表
 4

-6
5 

評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
流
水
の
正
常

な
機
能
の
維
持
⑤
）

 
①

田
川

ダ
ム

と
筒

砂
子

ダ
ム

案
②

田
川

ダ
ム

規
模

拡
大

案
③

筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
案

④
田

川
ダ

ム
と

河
道

外
調

整
池

案

⑤
筒

砂
子

ダ
ム

と
た

め
池

か
さ

上
げ

案

⑥
筒

砂
子

ダ
ム

と
河

道
外

調
整

池
案

【現
計

画
】

田
川

ダ
ム

＋
筒

砂
子

ダ
ム

田
川

ﾀﾞ
ﾑ

規
模

拡
大

+導
水

路
（田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
規

模
拡

大
+導

水
路

（二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
）

田
川

ﾀﾞ
ﾑ

+河
道

外
調

整
池

（1
1箇

所
）

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
+孫

沢
た

め
池

か
さ

上
げ

+
中

流
部

堰
（2

箇
所

）+
導

水
路

(二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
)

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
+河

道
外

調
整

池
（1

1箇
所

）＋
導

水
路

(二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
)

●
土

地
所

有
者

等
の

協
力

の
見

通
し

は
ど

う
か

【田
川

ダ
ム

】
・必

要
な

用
地

取
得

は
未

実
施

で
あ

る
。

・田
川

ダ
ム

に
つ

い
て

は
、

土
地

所
有

者
等

に
説

明
し

て
い

る
。

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・必
要

な
用

地
取

得
は

未
実

施
で

あ
る

。
・筒

砂
子

ダ
ム

に
つ

い
て

は
、

土
地

所
有

者
等

に
説

明
し

て
い

る
。

【田
川

ダ
ム

規
模

拡
大

】
・必

要
な

用
地

取
得

は
未

実
施

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
は

、
本

対
策

案
に

つ
い

て
土

地
所

有
者

等
に

説
明

等
は

行
っ

て
い

な
い

。

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
】

・必
要

な
用

地
取

得
は

未
実

施
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
、

本
対

策
案

に
つ

い
て

土
地

所
有

者
等

に
説

明
等

は
行

っ
て

い
な

い
。

【田
川

ダ
ム

】
・必

要
な

用
地

取
得

は
未

実
施

で
あ

る
。

・田
川

ダ
ム

に
つ

い
て

は
、

土
地

所
有

者
等

に
説

明
し

て
い

る
。

【河
道

外
調

整
池

】
・河

道
外

調
整

池
の

用
地

取
得

等
が

必
要

と
な

る
た

め
土

地
所

有
者

等
と

の
合

意
が

必
要

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
は

、
土

地
所

有
者

等
に

説
明

は
行

っ
て

い
な

い
。

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・必
要

な
用

地
取

得
は

未
実

施
で

あ
る

。
・筒

砂
子

ダ
ム

に
つ

い
て

は
、

土
地

所
有

者
等

に
説

明
し

て
い

る
。

【中
流

部
堰

】
・中

流
部

堰
は

、
国

有
地

で
あ

り
、

土
地

所
有

者
と

の
調

整
は

必
要

な
い

。
【た

め
池

か
さ

上
げ

】
・た

め
池

か
さ

上
げ

に
関

し
土

地
所

有
者

等
と

の
合

意
が

必
要

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
は

、
土

地
所

有
者

等
へ

の
説

明
は

行
っ

て
い

な
い

。

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・必
要

な
用

地
取

得
は

未
実

施
で

あ
る

。
・筒

砂
子

ダ
ム

に
つ

い
て

は
、

土
地

所
有

者
等

に
説

明
し

て
い

る
。

【河
道

外
調

整
池

】
・河

道
外

調
整

池
の

用
地

取
得

等
が

必
要

と
な

る
た

め
土

地
所

有
者

等
と

の
合

意
が

必
要

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
は

、
土

地
所

有
者

等
に

説
明

は
行

っ
て

い
な

い
。

●
関

係
す

る
河

川
使

用
者

の
同

意
の

見
通

し
は

ど
う

か

【田
川

ダ
ム

】
・田

川
ダ

ム
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・筒
砂

子
ダ

ム
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【田
川

ダ
ム

規
模

拡
大

】
・田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
】

・筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【田
川

ダ
ム

】
・田

川
ダ

ム
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【河
道

外
調

整
池

】
・河

道
外

調
整

池
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・筒
砂

子
ダ

ム
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【中
流

部
堰

】
・中

流
部

堰
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【た
め

池
か

さ
上

げ
】

・た
め

池
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・筒
砂

子
ダ

ム
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【河
道

外
調

整
池

】
・河

道
外

調
整

池
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

●
発

電
を

目
的

と
し

て
事

業
に

参
画

し
て

い
る

者
へ

の
影

響
の

程
度

は
ど

う
か

　
　

　
　

　
　

　
　

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
　

　
　

　
　

　
　

　
対

策
案

と
実

施
内

容
の

概
要

評
価

軸
と

評
価

の
考

え
方

実
現

性
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表
 4

-6
6 

評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
流
水
の
正
常

な
機
能
の
維
持
⑥
）

 
⑦

専
用

ダ
ム

案
⑧

専
用

ダ
ム

と
た

め
池

か
さ

上
げ

案

⑨
中

流
部

堰
と

河
道

外
調

整
池

案

⑩
河

道
外

調
整

池
案

専
用

ﾀ
ﾞﾑ

+導
水

路
（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）
中

流
部

堰
（
3箇

所
）
＋

た
め

池
か

さ
上

げ
（孫

沢
、

長
沼

）+
専

用
ﾀﾞ

ﾑ
+
導

水
路

（二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
）

中
流

部
堰

（
3箇

所
）
+

河
道

外
調

整
池

（1
1
箇

所
）+

導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

河
道

外
調

整
池

（1
1箇

所
）+

導
水

路
（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

●
土

地
所

有
者

等
の

協
力

の
見

通
し

は
ど

う
か

【専
用

ダ
ム

】
・必

要
な

用
地

取
得

は
未

実
施

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
は

、
本

対
策

案
に

つ
い

て
土

地
所

有
者

等
に

説
明

等
は

行
っ

て
い

な
い

。

【専
用

ダ
ム

】
・必

要
な

用
地

取
得

は
未

実
施

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
は

、
本

対
策

案
に

つ
い

て
土

地
所

有
者

等
に

説
明

等
は

行
っ

て
い

な
い

。
【中

流
部

堰
】

・中
流

部
堰

の
建

設
は

、
国

有
地

で
あ

り
、

土
地

所
有

者
と

の
調

整
は

必
要

な
い

。
【た

め
池

か
さ

上
げ

】
・た

め
池

か
さ

上
げ

に
関

し
土

地
所

有
者

等
と

の
合

意
が

必
要

で
あ

る
。

な
お

、
現

時
点

で
は

、
土

地
所

有
者

等
へ

の
説

明
は

行
っ

て
い

な
い

。

【
中

流
部

堰
】

・
中

流
部

堰
の

建
設

は
、

国
有

地
で

あ
り

、
土

地
所

有
者

と
の

調
整

は
必

要
な

い
。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
河

道
外

調
整

池
の

用
地

取
得

等
が

必
要

と
な

る
た

め
、

土
地

所
有

者
等

と
の

合
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
、

土
地

所
有

者
等

に
説

明
は

行
っ

て
い

な
い

。

【河
道

外
調

整
池

】
・河

道
外

調
整

池
の

用
地

取
得

等
が

必
要

と
な

る
た

め
、

土
地

所
有

者
等

と
の

合
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
、

土
地

所
有

者
等

に
説

明
は

行
っ

て
い

な
い

。

●
関

係
す

る
河

川
使

用
者

の
同

意
の

見
通

し
は

ど
う

か

【専
用

ダ
ム

】
・専

用
ダ

ム
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【専
用

ダ
ム

】
・専

用
ダ

ム
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【中
流

部
堰

】
・中

流
部

堰
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【た
め

池
か

さ
上

げ
】

・た
め

池
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【
中

流
部

堰
】

・
中

流
部

堰
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
河

道
外

調
整

池
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

【河
道

外
調

整
池

】
・河

道
外

調
整

池
下

流
の

関
係

河
川

使
用

者
の

同
意

が
必

要
で

あ
る

。
な

お
、

現
時

点
で

は
関

係
す

る
河

川
使

用
者

に
説

明
等

を
行

っ
て

い
な

い
。

●
発

電
を

目
的

と
し

て
事

業
に

参
画

し
て

い
る

者
へ

の
影

響
の

程
度

は
ど

う
か　

　
　

　
　

　
　

　
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

　
　

　
　

　
　

　
　

対
策

案
と

実
施

内
容

の
概

要

評
価

軸
と

評
価

の
考

え
方

実
現

性
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表
 4

-6
7 

評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
流
水
の
正
常

な
機
能
の
維
持
⑦
）

 

①
田

川
ダ

ム
と

筒
砂

子
ダ

ム
案

②
田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
案

③
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

案
④

田
川

ダ
ム

と
河

道
外

調
整

池
案

⑤
筒

砂
子

ダ
ム

と
た

め
池

か
さ

上
げ

案

⑥
筒

砂
子

ダ
ム

と
河

道
外

調
整

池
案

【現
計

画
】

田
川

ダ
ム

＋
筒

砂
子

ダ
ム

田
川

ﾀﾞ
ﾑ

規
模

拡
大

+導
水

路
（田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
規

模
拡

大
+導

水
路

（二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
）

田
川

ﾀﾞ
ﾑ

+河
道

外
調

整
池

（1
1箇

所
）

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
+孫

沢
た

め
池

か
さ

上
げ

+
中

流
部

堰
（2

箇
所

）+
導

水
路

(二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
)

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
+河

道
外

調
整

池
（1

1箇
所

）＋
導

水
路

(二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
)

【田
川

ダ
ム

】
【田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
】

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
】

【田
川

ダ
ム

】
【筒

砂
子

ダ
ム

】
【筒

砂
子

ダ
ム

】

・町
道

及
び

林
道

の
付

替
に

関
す

る
調

整
が

必
要

で
あ

る
。

・町
道

及
び

林
道

の
付

替
に

関
す

る
調

整
が

必
要

で
あ

る
。

・国
道

及
び

林
道

の
付

替
に

関
す

る
調

整
が

必
要

で
あ

る
。

・町
道

及
び

林
道

の
付

替
に

関
す

る
調

整
が

必
要

で
あ

る
。

・国
道

及
び

林
道

の
付

替
に

関
す

る
調

整
が

必
要

で
あ

る
。

・国
道

及
び

林
道

の
付

替
に

関
す

る
調

整
が

必
要

で
あ

る
。

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・国
道

及
び

林
道

の
付

替
に

関
す

る
調

整
が

必
要

で
あ

る
。

●
事

業
期

間
は

ど
の

程
度

必
要

か
・本

省
に

よ
る

対
応

方
針

等
の

決
定

を
受

け
、

田
川

ダ
ム

は
約

15
年

、
筒

砂
子

ダ
ム

は
約

21
年

を
要

す
る

。

・田
川

ダ
ム

規
模

拡
大

完
成

ま
で

に
約

23
年

を
要

す
る

。
・ 

筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
完

成
ま

で
に

約
21

年
を

要
す

る
。

・ 
田

川
ダ

ム
完

成
ま

で
に

約
15

年
、

河
道

外
調

整
池

完
成

ま
で

に
約

17
年

を
要

す
る

。

・ 
筒

砂
子

ダ
ム

完
成

ま
で

に
約

21
年

、
中

流
部

堰
の

完
成

ま
で

に
約

12
年

、
た

め
池

か
さ

上
げ

完
成

ま
で

に
約

22
年

を
要

す
る

。

・ 
筒

砂
子

ダ
ム

完
成

ま
で

に
約

21
年

、
河

道
外

調
整

池
完

成
ま

で
に

約
12

年
を

要
す

る
。

●
法

制
度

上
の

観
点

か
ら

実
現

性
の

見
通

し
は

ど
う

か

・現
行

法
制

度
の

も
と

で
田

川
ダ

ム
と

筒
砂

子
ダ

ム
案

を
実

施
す

る
こ

と
は

可
能

で
あ

る
。

・現
行

法
制

度
の

も
と

で
田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
案

を
実

施
す

る
こ

と
は

可
能

で
あ

る
。

・現
行

法
制

度
の

も
と

で
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

案
を

実
施

す
る

こ
と

は
可

能
で

あ
る

。

・現
行

法
制

度
の

も
と

で
田

川
ダ

ム
と

河
道

外
調

整
池

案
を

実
施

す
る

こ
と

は
可

能
で

あ
る

。

・現
行

法
制

度
の

も
と

で
と

筒
砂

子
ダ

ム
と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

を
実

施
す

る
こ

と
は

可
能

で
あ

る
。

・現
行

法
制

度
の

も
と

で
筒

砂
子

ダ
ム

と
河

道
外

調
整

池
案

を
実

施
す

る
こ

と
は

可
能

で
あ

る
。

●
技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
見

通
し

は
ど

う
か

・技
術

上
の

観
点

か
ら

実
現

性
の

隘
路

と
な

る
要

素
は

な
い

。
・技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
隘

路
と

な
る

要
素

は
な

い
。

・技
術

上
の

観
点

か
ら

実
現

性
の

隘
路

と
な

る
要

素
は

な
い

。
・技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
隘

路
と

な
る

要
素

は
な

い
。

・技
術

上
の

観
点

か
ら

実
現

性
の

隘
路

と
な

る
要

素
は

な
い

。
・技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
隘

路
と

な
る

要
素

は
な

い
。

持
続

性

●
将

来
に

わ
た

っ
て

持
続

可
能

と
い

え
る

か
・継

続
的

な
監

視
や

観
測

が
必

要
と

な
る

が
、

管
理

実
績

も
あ

り
、

適
切

な
維

持
管

理
に

よ
り

持
続

可
能

で
あ

る
。

・継
続

的
な

監
視

や
観

測
が

必
要

と
な

る
が

、
管

理
実

績
も

あ
り

、
適

切
な

維
持

管
理

に
よ

り
持

続
可

能
で

あ
る

。

・継
続

的
な

監
視

や
観

測
が

必
要

と
な

る
が

、
管

理
実

績
も

あ
り

、
適

切
な

維
持

管
理

に
よ

り
持

続
可

能
で

あ
る

。

・継
続

的
な

監
視

や
観

測
が

必
要

と
な

る
が

、
管

理
実

績
も

あ
り

、
適

切
な

維
持

管
理

に
よ

り
持

続
可

能
で

あ
る

。

・継
続

的
な

監
視

や
観

測
が

必
要

と
な

る
が

、
管

理
実

績
も

あ
り

、
適

切
な

維
持

管
理

に
よ

り
持

続
可

能
で

あ
る

。

・継
続

的
な

監
視

や
観

測
が

必
要

と
な

る
が

、
管

理
実

績
も

あ
り

、
適

切
な

維
持

管
理

に
よ

り
持

続
可

能
で

あ
る

。

　
　

　
　

　
　

　
　

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
　

　
　

　
　

　
　

　
対

策
案

と
実

施
内

容
の

概
要

評
価

軸
と

評
価

の
考

え
方

●
そ

の
他

の
関

係
者

等
と

の
調

整
の

見
通

し
は

ど
う

か

実
現

性
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表
 4

-6
8 

評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
流
水
の
正
常

な
機
能
の
維
持
⑧
）

 

 
⑦

専
用

ダ
ム

案

⑧

専
用

ダ
ム

と
た

め
池

か
さ

上
げ

案

⑨

中
流

部
堰

と
河

道
外

調
整

池
案

⑩

河
道

外
調

整
池

案

専
用

ﾀﾞ
ﾑ

+導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）
中

流
部

堰
（3

箇
所

）＋
た

め
池

か
さ

上
げ

（孫
沢

、
長

沼
）+

専
用

ﾀﾞ
ﾑ

+導

水
路

（二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
）

中
流

部
堰

（3
箇

所
）+

河
道

外
調

整
池

（1
1箇

所
）+

導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

河
道

外
調

整
池

（1
1箇

所
）+

導
水

路

（二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
）

【専
用

ダ
ム

】
【専

用
ダ

ム
】

・国
道

及
び

林
道

の
付

替
に

関
す

る

調
整

が
必

要
で

あ
る

。

・国
道

及
び

林
道

の
付

替
に

関
す

る

調
整

が
必

要
で

あ
る

。

●
事

業
期

間
は

ど
の

程

度
必

要
か

・専
用

ダ
ム

の
完

成
ま

で
に

約
17

年

を
要

す
る

。

・ 
専

用
ダ

ム
の

完
成

ま
で

に
約

16

年
、

中
流

部
堰

の
完

成
ま

で
に

約
12

年
、

た
め

池
か

さ
上

げ
完

成
ま

で
に

約
22

年
を

要
す

る
。

・ 
中

流
部

堰
の

完
成

ま
で

に
約

12

年
、

河
道

外
調

整
池

の
完

成
ま

で
に

約
17

年
を

要
す

る
。

・ 
河

道
外

調
整

池
の

完
成

ま
で

に
約

18
年

を
要

す
る

。

●
法

制
度

上
の

観
点

か
ら

実
現

性
の

見
通

し
は

ど
う

か

・現
行

法
制

度
の

も
と

で
専

用
ダ

ム
案

を
実

施
す

る
こ

と
は

可
能

で
あ

る
。

・現
行

法
制

度
の

も
と

で
専

用
ダ

ム
と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

を
実

施
す

る
こ

と
は

可
能

で
あ

る
。

・現
行

法
制

度
の

も
と

で
中

流
部

堰
案

を
実

施
す

る
こ

と
は

可
能

で
あ

る
。

・現
行

法
制

度
の

も
と

で
河

道
外

調
整

池
案

を
実

施
す

る
こ

と
は

可
能

で
あ

る
。

●
技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
見

通
し

は
ど

う

か

・技
術

上
の

観
点

か
ら

実
現

性
の

隘
路

と
な

る
要

素
は

な
い

。
・技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
隘

路
と

な
る

要
素

は
な

い
。

・技
術

上
の

観
点

か
ら

実
現

性
の

隘
路

と
な

る
要

素
は

な
い

。
・技

術
上

の
観

点
か

ら
実

現
性

の
隘

路
と

な
る

要
素

は
な

い
。

持
続

性

●
将

来
に

わ
た

っ
て

持
続

可
能

と
い

え
る

か
・継

続
的

な
監

視
や

観
測

が
必

要
と

な
る

が
、

管
理

実
績

も
あ

り
、

適
切

な

維
持

管
理

に
よ

り
持

続
可

能
で

あ
る

。

・継
続

的
な

監
視

や
観

測
が

必
要

と
な

る
が

、
管

理
実

績
も

あ
り

、
適

切
な

維
持

管
理

に
よ

り
持

続
可

能
で

あ
る

。

・継
続

的
な

監
視

や
観

測
が

必
要

と
な

る
が

、
管

理
実

績
も

あ
り

、
適

切
な

維
持

管
理

に
よ

り
持

続
可

能
で

あ
る

。

・継
続

的
な

監
視

や
観

測
が

必
要

と
な

る
が

、
管

理
実

績
も

あ
り

、
適

切
な

維
持

管
理

に
よ

り
持

続
可

能
で

あ
る

。

・そ
の

他
特

に
調

整
す

べ
き

関
係

者

は
現

時
点

で
は

想
定

し
て

い
な

い
。

・そ
の

他
特

に
調

整
す

べ
き

関
係

者

は
現

時
点

で
は

想
定

し
て

い
な

い
。

　

　
　

　
　

　
　

　
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

　
　

　
　

　
　

　
　

対
策

案
と

実
施

内
容

の
概

要

評
価

軸
と

評
価

の
考

え
方

●
そ

の
他

の
関

係
者

等

と
の

調
整

の
見

通
し

は
ど

う
か

実
現

性



   

4-277

表
 4

-6
9 

評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
流
水
の
正
常

な
機
能
の
維
持
⑨
）

 
①

田
川

ダ
ム

と
筒

砂
子

ダ
ム

案
②

田
川

ダ
ム

規
模

拡
大

案
③

筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
案

④
田

川
ダ

ム
と

河
道

外
調

整
池

案

⑤
筒

砂
子

ダ
ム

と
た

め
池

か
さ

上
げ

案

⑥
筒

砂
子

ダ
ム

と
河

道
外

調
整

池
案

【現
計

画
】

田
川

ダ
ム

＋
筒

砂
子

ダ
ム

田
川

ﾀﾞ
ﾑ

規
模

拡
大

+導
水

路
（田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
規

模
拡

大
+導

水
路

（二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
）

田
川

ﾀﾞ
ﾑ

+河
道

外
調

整
池

（1
1箇

所
）

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
+孫

沢
た

め
池

か
さ

上
げ

+
中

流
部

堰
（2

箇
所

）+
導

水
路

(二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
)

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
+河

道
外

調
整

池
（1

1箇
所

）＋
導

水
路

(二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
)

【田
川

ダ
ム

】
【田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
】

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
】

【田
川

ダ
ム

】
【筒

砂
子

ダ
ム

】
【筒

砂
子

ダ
ム

】

・家
屋

4戸
、

土
地

70
ha

の
補

償
・原

石
山

工
事

や
付

替
道

路
工

事
に

よ
り

隣
接

す
る

地
区

で
一

部
土

地
の

改
変

を
行

う
こ

と
と

な
る

。

・家
屋

4戸
、

土
地

11
0h

aの
補

償
・原

石
山

工
事

や
付

替
道

路
工

事
に

よ
り

隣
接

す
る

地
区

で
一

部
土

地
の

改
変

を
行

う
こ

と
と

な
る

。

・土
地

12
2h

aの
補

償
・原

石
山

工
事

や
付

替
道

路
工

事
に

よ
り

隣
接

す
る

地
区

で
一

部
土

地
の

改
変

を
行

う
こ

と
と

な
る

。

・家
屋

4戸
、

土
地

70
ha

の
補

償
・原

石
山

工
事

や
付

替
道

路
工

事
に

よ
り

隣
接

す
る

地
区

で
一

部
土

地
の

改
変

を
行

う
こ

と
と

な
る

。

・土
地

12
0h

aの
補

償
・原

石
山

工
事

や
付

替
道

路
工

事
に

よ
り

隣
接

す
る

地
区

で
一

部
土

地
の

改
変

を
行

う
こ

と
と

な
る

。

・土
地

12
0h

aの
補

償
・原

石
山

工
事

や
付

替
道

路
工

事
に

よ
り

隣
接

す
る

地
区

で
一

部
土

地
の

改
変

を
行

う
こ

と
と

な
る

。

・湛
水

の
影

響
等

に
よ

る
地

す
べ

り
の

可
能

性
の

有
無

に
つ

い
て

確
認

が
必

要
と

な
る

。
【筒

砂
子

ダ
ム

】

・湛
水

の
影

響
等

に
よ

る
地

す
べ

り
の

可
能

性
の

有
無

に
つ

い
て

確
認

が
必

要
と

な
る

。

・湛
水

の
影

響
等

に
よ

る
地

す
べ

り
の

可
能

性
の

有
無

に
つ

い
て

確
認

が
必

要
と

な
る

。

可
能

性
の

有
無

に
つ

い
て

確
認

が
必

要
と

な
る

。

【河
道

外
調

整
池

】

・湛
水

の
影

響
等

に
よ

る
地

す
べ

り
の

可
能

性
の

有
無

に
つ

い
て

確
認

が
必

要
と

な
る

。
【た

め
池

か
さ

上
げ

】

・湛
水

の
影

響
等

に
よ

る
地

す
べ

り
の

可
能

性
の

有
無

に
つ

い
て

確
認

が
必

要
と

な
る

。
【河

道
外

調
整

池
】

・土
地

64
3h

aの
補

償
・家

屋
4戸

、
土

地
49

ha
の

補
償

・土
地

64
3h

aの
補

償

・湛
水

の
影

響
等

に
よ

る
地

す
べ

り
の

可
能

性
の

有
無

に
つ

い
て

確
認

が
必

要
と

な
る

。

●
地

域
振

興
に

対
し

て
ど

の
よ

う
な

効
果

が
あ

る
か

【田
川

ダ
ム

・筒
砂

子
ダ

ム
】

・ダ
ム

湖
を

新
た

な
観

光
資

源
と

し
た

地
域

振
興

の
可

能
性

が
あ

る
一

方
で

、
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

が
必

要
で

あ
る

。

【田
川

ダ
ム

規
模

拡
大

】
・ダ

ム
湖

を
新

た
な

観
光

資
源

と
し

た
地

域
振

興
の

可
能

性
が

あ
る

一
方

で
、

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
が

必
要

で
あ

る
。

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
】

・ダ
ム

湖
を

新
た

な
観

光
資

源
と

し
た

地
域

振
興

の
可

能
性

が
あ

る
一

方
で

、
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

が
必

要
で

あ
る

。

【田
川

ダ
ム

】
・ダ

ム
湖

を
新

た
な

観
光

資
源

と
し

た
地

域
振

興
の

可
能

性
が

あ
る

一
方

で
、

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
が

必
要

で
あ

る
。

【河
道

外
調

整
池

】
・新

た
な

水
面

が
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
の

場
と

な
り

、
地

域
振

興
に

つ
な

が
る

可
能

性
が

あ
る

。

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・ダ
ム

湖
を

新
た

な
観

光
資

源
と

し
た

地
域

振
興

の
可

能
性

が
あ

る
一

方
で

、
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

が
必

要
で

あ
る

。
【中

流
部

堰
】

・新
た

な
水

面
が

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

の
場

と
な

り
、

地
域

振
興

に
つ

な
が

る
可

能
性

が
あ

る
。

【た
め

池
か

さ
上

げ
】

・か
さ

上
げ

に
関

連
し

て
、

周
辺

環
境

整
備

が
実

施
さ

れ
る

の
で

あ
れ

ば
、

地
域

振
興

に
つ

な
が

る
可

能
性

が
あ

る
。

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・ダ
ム

湖
を

新
た

な
観

光
資

源
と

し
た

地
域

振
興

の
可

能
性

が
あ

る
一

方
で

、
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

が
必

要
で

あ
る

。
【河

道
外

調
整

池
】

・新
た

な
水

面
が

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

の
場

と
な

り
、

地
域

振
興

に
つ

な
が

る
可

能
性

が
あ

る
。

・ダ
ム

を
新

た
に

建
設

す
る

た
め

、
用

地
の

提
供

等
を

強
い

ら
れ

る
水

源
地

域
や

事
業

地
と

受
益

地
で

あ
る

下
流

域
と

の
間

で
、

地
域

間
の

利
害

の
衡

平
の

調
整

が
必

要
と

な
る

。

・ダ
ム

を
新

た
に

建
設

す
る

た
め

、
用

地
の

提
供

等
を

強
い

ら
れ

る
水

源
地

域
や

事
業

地
と

受
益

地
で

あ
る

下
流

域
と

の
間

で
、

地
域

間
の

利
害

の
衡

平
の

調
整

が
必

要
と

な
る

。

・ダ
ム

を
新

た
に

建
設

す
る

た
め

、
用

地
の

提
供

等
を

強
い

ら
れ

る
水

源
地

域
や

事
業

地
と

受
益

地
で

あ
る

下
流

域
と

の
間

で
、

地
域

間
の

利
害

の
衡

平
の

調
整

が
必

要
と

な
る

。

【河
道

外
調

整
池

】
・受

益
地

は
下

流
域

で
あ

る
た

め
、

掘
削

で
影

響
す

る
地

域
住

民
の

十
分

な
理

解
、

協
力

を
得

る
必

要
が

あ
る

。

【中
流

部
堰

・た
め

池
か

さ
上

げ
】

・中
流

部
堰

や
た

め
池

か
さ

上
げ

に
つ

い
て

は
、

関
係

土
地

改
良

区
等

で
組

織
す

る
協

議
会

等
で

地
域

間
の

利
害

の
衡

平
等

を
図

る
こ

と
は

可
能

と
思

わ
れ

る
。

【河
道

外
調

整
池

】
・受

益
地

は
下

流
域

で
あ

る
た

め
、

掘
削

で
影

響
す

る
地

域
住

民
の

十
分

な
理

解
、

協
力

を
得

る
必

要
が

あ
る

。

地
域

社
会

へ
の

影
響

●
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

へ
の

配
慮

が
な

さ
れ

て
い

る
か

・ダ
ム

を
新

た
に

建
設

す
る

た
め

、
用

地
の

提
供

等
を

強
い

ら
れ

る
水

源
地

域
や

事
業

地
と

受
益

地
で

あ
る

下
流

域
と

の
間

で
、

地
域

間
の

利
害

の
衡

平
の

調
整

が
必

要
と

な
る

。

・ダ
ム

を
新

た
に

建
設

す
る

た
め

、
用

地
の

提
供

等
を

強
い

ら
れ

る
水

源
地

域
や

事
業

地
と

受
益

地
で

あ
る

下
流

域
と

の
間

で
、

地
域

間
の

利
害

の
衡

平
の

調
整

が
必

要
と

な
る

。

　
　

　
　

　
　

　
　

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
　

　
　

　
　

　
　

　
対

策
案

と
実

施
内

容
の

概
要

評
価

軸
と

評
価

の
考

え
方

・土
地

12
0h

aの
補

償
・原

石
山

工
事

や
付

替
道

路
工

事
に

よ
り

隣
接

す
る

地
区

で
一

部
土

地
の

改
変

を
行

う
こ

と
と

な
る

。

●
事

業
地

及
び

そ
の

周
辺

へ
の

影
響

は
ど

の
程

度
か

・ダ
ム

を
新

た
に

建
設

す
る

た
め

、
用

地
の

提
供

等
を

強
い

ら
れ

る
水

源
地

域
や

事
業

地
と

受
益

地
で

あ
る

下
流

域
と

の
間

で
、

地
域

間
の

利
害

の
衡

平
の

調
整

が
必

要
と

な
る

。
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表
 4

-7
0 

評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
流
水
の
正
常

な
機
能
の
維
持
⑩
）

 

 
⑦

専
用

ダ
ム

案
⑧

専
用

ダ
ム

と
た

め
池

か
さ

上
げ

案

⑨
中

流
部

堰
と

河
道

外
調

整
池

案

⑩
河

道
外

調
整

池
案

専
用

ﾀﾞ
ﾑ

+導
水

路
（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）
中

流
部

堰
（3

箇
所

）
＋

た
め

池
か

さ
上

げ
（孫

沢
、

長
沼

）+
専

用
ﾀﾞ

ﾑ
+導

水
路

（二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
）

中
流

部
堰

（3
箇

所
）+

河
道

外
調

整
池

（1
1箇

所
）+

導
水

路
（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

河
道

外
調

整
池

（1
1箇

所
）+

導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

【専
用

ダ
ム

】
【専

用
ダ

ム
】

【河
道

外
調

整
池

】
【
河

道
外

調
整

池
】

・土
地

10
0h

aの
補

償
・原

石
山

工
事

や
付

替
道

路
工

事
に

よ
り

隣
接

す
る

地
区

で
一

部
土

地
の

改
変

を
行

う
こ

と
と

な
る

。

・土
地

10
0h

aの
補

償
・原

石
山

工
事

や
付

替
道

路
工

事
に

よ
り

隣
接

す
る

地
区

で
一

部
土

地
の

改
変

を
行

う
こ

と
と

な
る

。

・土
地

64
3h

aの
補

償
・
土

地
64

3h
aの

補
償

・湛
水

の
影

響
等

に
よ

る
地

す
べ

り
の

可
能

性
の

有
無

に
つ

い
て

確
認

が
必

要
と

な
る

。

 ・
湛

水
の

影
響

等
に

よ
る

地
す

べ
り

の
可

能
性

の
有

無
に

つ
い

て
確

認
が

必
要

と
な

る
。

【た
め

池
か

さ
上

げ
】

 
 ・

家
屋

4戸
、

土
地

49
h
aの

補
償

●
地

域
振

興
に

対
し

て
ど

の
よ

う
な

効
果

が
あ

る
か

【専
用

ダ
ム

】
・ダ

ム
湖

を
新

た
な

観
光

資
源

と
し

た
地

域
振

興
の

可
能

性
が

あ
る

一
方

で
、

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
が

必
要

で
あ

る
。

【専
用

ダ
ム

】
・ダ

ム
湖

を
新

た
な

観
光

資
源

と
し

た
地

域
振

興
の

可
能

性
が

あ
る

一
方

で
、

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
が

必
要

で
あ

る
。

【中
流

部
堰

】

・新
た

な
水

面
が

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

の
場

と
な

り
、

地
域

振
興

に
つ

な
が

る
可

能
性

が
あ

る
。

【た
め

池
か

さ
上

げ
】

・か
さ

上
げ

に
関

連
し

て
、

周
辺

環
境

整
備

が
実

施
さ

れ
る

の
で

あ
れ

ば
、

地
域

振
興

に
つ

な
が

る
可

能
性

が
あ

る
。

【中
流

部
堰

】
・新

た
な

水
面

が
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
の

場
と

な
り

、
地

域
振

興
に

つ
な

が
る

可
能

性
が

あ
る

。
【河

道
外

調
整

池
】

・新
た

な
水

面
が

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

の
場

と
な

り
、

地
域

振
興

に
つ

な
が

る
可

能
性

が
あ

る
。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
新

た
な

水
面

が
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
の

場
と

な
り

、
地

域
振

興
に

つ
な

が
る

可
能

性
が

あ
る

。

・ダ
ム

を
新

た
に

建
設

す
る

た
め

、
用

地
の

提
供

等
を

強
い

ら
れ

る
水

源
地

域
や

事
業

地
と

受
益

地
で

あ
る

下
流

域
と

の
間

で
、

地
域

間
の

利
害

の
衡

平
の

調
整

が
必

要
と

な
る

。

・ダ
ム

を
新

た
に

建
設

す
る

た
め

、
用

地
の

提
供

等
を

強
い

ら
れ

る
水

源
地

域
や

事
業

地
と

受
益

地
で

あ
る

下
流

域
と

の
間

で
、

地
域

間
の

利
害

の
衡

平
の

調
整

が
必

要
と

な
る

。

【中
流

部
堰

】
・中

流
部

堰
に

つ
い

て
は

、
関

係
土

地
改

良
区

等
で

組
織

す
る

協
議

会
等

で
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

等
を

図
る

こ
と

は
可

能
と

思
わ

れ
る

。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
受

益
地

は
下

流
域

で
あ

る
た

め
、

掘
削

で
影

響
す

る
地

域
住

民
の

十
分

な
理

解
、

協
力

を
得

る
必

要
が

あ
る

。

【中
流

部
堰

・た
め

池
か

さ
上

げ
】

・中
流

部
堰

や
た

め
池

か
さ

上
げ

に
つ

い
て

は
、

関
係

土
地

改
良

区
等

で
組

織
す

る
協

議
会

等
で

地
域

間
の

利
害

の
衡

平
等

を
図

る
こ

と
は

可
能

と

思
わ

れ
る

。

【河
道

外
調

整
池

】
・受

益
地

は
下

流
域

で
あ

る
た

め
、

掘
削

で
影

響
す

る
地

域
住

民
の

十
分

な
理

解
、

協
力

を
得

る
必

要
が

あ
る

。

地
域

社
会

へ
の

影
響

●
地

域
間

の
利

害
の

衡
平

へ
の

配
慮

が
な

さ
れ

て
い

る
か

　
　

　
　

　
　

　
　

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
　

　
　

　
　

　
　

　
対

策
案

と
実

施
内

容
の

概
要

評
価

軸
と

評
価

の
考

え
方

●
事

業
地

及
び

そ
の

周
辺

へ
の

影
響

は
ど

の
程

度
か
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表
 4

-7
1 

評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
流
水
の
正
常

な
機
能
の
維
持
⑪
）

 

 
①

田
川

ダ
ム

と
筒

砂
子

ダ
ム

案
②

田
川

ダ
ム

規
模

拡
大

案
③

筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
案

④
田

川
ダ

ム
と

河
道

外
調

整
池

案

⑤
筒

砂
子

ダ
ム

と
た

め
池

か
さ

上
げ

案

⑥
筒

砂
子

ダ
ム

と
河

道
外

調
整

池
案

【現
計

画
】

田
川

ダ
ム

＋
筒

砂
子

ダ
ム

田
川

ﾀﾞ
ﾑ

規
模

拡
大

+導
水

路
（田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
規

模
拡

大
+導

水
路

（二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
）

田
川

ﾀﾞ
ﾑ

+河
道

外
調

整
池

（1
1箇

所
）

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
+孫

沢
た

め
池

か
さ

上
げ

+
中

流
部

堰
（2

箇
所

）+
導

水
路

(二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
)

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
+河

道
外

調
整

池
（1

1箇
所

）＋
導

水
路

(二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
)

【田
川

ダ
ム

】
・田

川
ダ

ム
完

成
後

の
ダ

ム
下

流
へ

の
影

響
に

つ
い

て
、

水
質

予
測

で
は

、
水

温
の

変
化

、
富

栄
養

化
等

の
可

能
性

が
あ

り
、

選
択

取
水

設
備

等
の

環
境

保
全

措
置

が
必

要
と

想
定

さ
れ

る
。

【田
川

ダ
ム

規
模

拡
大

】
・田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
完

成
後

の
ダ

ム
下

流
へ

の
影

響
に

つ
い

て
、

水
質

予
測

で
は

、
水

温
の

変
化

、
富

栄
養

化
等

の
可

能
性

が
あ

り
、

選
択

取
水

設
備

等
の

環
境

保
全

措
置

が
必

要
と

想
定

さ
れ

る
。

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
】

・筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
完

成
後

の
ダ

ム
下

流
へ

の
影

響
に

つ
い

て
、

水
質

予
測

で
は

、
水

温
の

変
化

、
富

栄
養

化
等

の
可

能
性

が
あ

り
、

選
択

取
水

設
備

等
の

環
境

保
全

措
置

が
必

要
と

想
定

さ
れ

る
。

【田
川

ダ
ム

】
・田

川
ダ

ム
完

成
後

の
ダ

ム
下

流
へ

の
影

響
に

つ
い

て
、

水
質

予
測

で
は

、
水

温
の

変
化

、
富

栄
養

化
等

の
可

能
性

が
あ

り
、

選
択

取
水

設
備

等
の

環
境

保
全

措
置

が
必

要
と

想
定

さ
れ

る
。

【河
道

外
調

整
池

】
・河

道
外

の
施

設
で

あ
る

た
め

、
水

環
境

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【河
道

外
調

整
池

】
・河

道
外

の
施

設
で

あ
る

た
め

、
水

環
境

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

●
地

下
水

位
、

地
盤

沈
下

や
地

下
水

の
塩

水
化

に
ど

の
よ

う
な

影
響

が
あ

る
か

・地
盤

沈
下

等
に

対
す

る
影

響
は

無
い

と
想

定
さ

れ
る

。
・地

盤
沈

下
等

に
対

す
る

影
響

は
無

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・地
盤

沈
下

等
に

対
す

る
影

響
は

無
い

と
想

定
さ

れ
る

。
【河

道
外

調
整

池
】

・水
位

の
上

昇
に

よ
り

周
辺

の
地

下
水

位
が

上
昇

す
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

て
止

水
板

等
の

対
策

が
必

要
に

な
る

と
想

定
さ

れ
る

。

【中
流

部
堰

】
・水

位
の

上
昇

に
よ

り
周

辺
の

地
下

水
位

が
上

昇
す

る
可

能
性

が
あ

り
、

必
要

に
応

じ
て

止
水

板
等

の
対

策
が

必
要

に
な

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【河
道

外
調

整
池

】
・水

位
の

上
昇

に
よ

り
周

辺
の

地
下

水
位

が
上

昇
す

る
可

能
性

が
あ

り
、

必
要

に
応

じ
て

止
水

板
等

の
対

策
が

必
要

に
な

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・筒
砂

子
ダ

ム
完

成
後

の
ダ

ム
下

流
へ

の
影

響
に

つ
い

て
、

水
質

予
測

で
は

富
栄

養
化

や
放

流
水

の
濁

水
、

冷
水

化
が

予
測

さ
れ

る
が

、
選

択
取

水
設

備
等

に
よ

り
適

切
に

運
用

す
る

こ
と

で
環

境
保

全
目

標
の

達
成

が
可

能
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。

【中
流

部
堰

】
・流

域
内

の
類

似
施

設
の

状
況

か
ら

、
水

環
境

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。
【た

め
池

か
さ

上
げ

】
・か

さ
上

げ
後

は
水

質
が

変
化

す
る

可
能

性
が

あ
る

こ
と

か
ら

水
質

改
善

対
策

が
必

要
と

想
定

さ
れ

る
。

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・筒
砂

子
ダ

ム
完

成
後

の
ダ

ム
下

流
へ

の
影

響
に

つ
い

て
、

水
質

予
測

で
は

富
栄

養
化

や
放

流
水

の
濁

水
、

冷
水

化
が

予
測

さ
れ

る
が

、
選

択
取

水
設

備
等

に
よ

り
適

切
に

運
用

す
る

こ
と

で
環

境
保

全
目

標
の

達
成

が
可

能
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・筒
砂

子
ダ

ム
完

成
後

の
ダ

ム
下

流
へ

の
影

響
に

つ
い

て
、

水
質

予
測

で
は

富
栄

養
化

や
放

流
水

の
濁

水
、

冷
水

化
が

予
測

さ
れ

る
が

、
選

択
取

水
設

備
等

に
よ

り
適

切
に

運
用

す
る

こ
と

で
環

境
保

全
目

標
の

達
成

が
可

能
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。

●
水

環
境

に
対

し
て

ど
の

よ
う

な
影

響
が

あ
る

か

環
境

へ
の

影
響

　
　

　
　

　
　

　
　

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
　

　
　

　
　

　
　

　
対

策
案

と
実

施
内

容
の

概
要

評
価

軸
と

評
価

の
考

え
方
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表
 4

-7
2 

評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
流
水
の
正
常

な
機
能
の
維
持
⑫
）

 
⑦

専
用

ダ
ム

案
⑧

専
用

ダ
ム

と
た

め
池

か
さ

上
げ

案

⑨
中

流
部

堰
と

河
道

外
調

整
池

案

⑩
河

道
外

調
整

池
案

専
用

ﾀﾞ
ﾑ

+導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）
中

流
部

堰
（3

箇
所

）＋
た

め
池

か
さ

上
げ

（孫
沢

、
長

沼
）+

専
用

ﾀﾞ
ﾑ

+導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

中
流

部
堰

（3
箇

所
）+

河
道

外
調

整
池

（1
1箇

所
）+

導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

河
道

外
調

整
池

（1
1箇

所
）+

導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

【専
用

ダ
ム

】
・専

用
ダ

ム
完

成
後

の
ダ

ム
下

流
へ

の
影

響
に

つ
い

て
、

水
質

予
測

で
は

、
水

温
の

変
化

、
富

栄
養

化
等

の
可

能
性

が
あ

り
、

選
択

取
水

設
備

等
の

環
境

保
全

措
置

が
必

要
と

想
定

さ
れ

る
。

【専
用

ダ
ム

】
・専

用
ダ

ム
完

成
後

の
ダ

ム
下

流
へ

の
影

響
に

つ
い

て
、

水
質

予
測

で
は

、
水

温
の

変
化

、
富

栄
養

化
等

の
可

能
性

が
あ

り
、

選
択

取
水

設
備

等
の

環
境

保
全

措
置

が
必

要
と

想
定

さ
れ

る
。

【河
道

外
調

整
池

】
・河

道
外

の
施

設
で

あ
る

た
め

、
水

環
境

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

●
地

下
水

位
、

地
盤

沈
下

や
地

下
水

の
塩

水
化

に
ど

の
よ

う
な

影
響

が
あ

る
か

・地
盤

沈
下

等
に

対
す

る
影

響
は

無
い

と
想

定
さ

れ
る

。
【中

流
部

堰
】

・水
位

の
上

昇
に

よ
り

周
辺

の
地

下
水

位
が

上
昇

す
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

て
止

水
板

等
の

対
策

が
必

要
に

な
る

と
想

定
さ

れ
る

。

【中
流

部
堰

・河
道

外
調

整
池

】
・水

位
の

上
昇

に
よ

り
周

辺
の

地
下

水
位

が
上

昇
す

る
可

能
性

が
あ

り
、

必
要

に
応

じ
て

止
水

板
等

の
対

策
が

必
要

に
な

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【河
道

外
調

整
池

】
・水

位
の

上
昇

に
よ

り
周

辺
の

地
下

水
位

が
上

昇
す

る
可

能
性

が
あ

り
、

必
要

に
応

じ
て

止
水

板
等

の
対

策
が

必
要

に
な

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【中
流

部
堰

】
・流

域
内

の
類

似
施

設
の

状
況

か
ら

、
水

環
境

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。
【河

道
外

調
整

池
】

・河
道

外
の

施
設

で
あ

る
た

め
、

水
環

境
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

●
水

環
境

に
対

し
て

ど
の

よ
う

な
影

響
が

あ
る

か

環
境

へ
の

影
響

　
　

　
　

　
　

　
　

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
　

　
　

　
　

　
　

　
対

策
案

と
実

施
内

容
の

概
要

評
価

軸
と

評
価

の
考

え
方

【中
流

部
堰

】
・流

域
内

の
類

似
施

設
の

状
況

か
ら

、
水

環
境

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。
【た

め
池

か
さ

上
げ

】
・か

さ
上

げ
後

は
水

質
が

変
化

す
る

可
能

性
が

あ
る

こ
と

か
ら

水
質

改
善

対
策

が
必

要
と

想
定

さ
れ

る
。
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表
 4

-7
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評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
流
水
の
正
常

な
機
能
の
維
持
⑬
）

 
①

田
川

ダ
ム

と
筒

砂
子

ダ
ム

案
②

田
川

ダ
ム

規
模

拡
大

案
③

筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
案

④
田

川
ダ

ム
と

河
道

外
調

整
池

案

⑤
筒

砂
子

ダ
ム

と
た

め
池

か
さ

上
げ

案

⑥
筒

砂
子

ダ
ム

と
河

道
外

調
整

池
案

【
現

計
画

】
田

川
ダ

ム
＋

筒
砂

子
ダ

ム
田

川
ﾀ
ﾞﾑ

規
模

拡
大

+
導

水
路

（
田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

筒
砂

子
ﾀ
ﾞﾑ

規
模

拡
大

+
導

水
路

（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）
田

川
ﾀ
ﾞﾑ

+
河

道
外

調
整

池
（
1
1
箇

所
）

筒
砂

子
ﾀ
ﾞﾑ

+
孫

沢
た

め
池

か
さ

上
げ

+
中

流
部

堰
（
2
箇

所
）
+
導

水
路

(二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
)

筒
砂

子
ﾀ
ﾞﾑ

+
河

道
外

調
整

池
（
1
1
箇

所
）
＋

導
水

路
(二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

)

【
田

川
ダ

ム
】

湛
水

面
積

0
.7

k
m

2
・
動

植
物

の
生

息
・
生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・
生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
】

湛
水

面
積

1
.1

k
m

2
・
動

植
物

の
生

息
・
生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・
生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

】
湛

水
面

積
1
.2

2
k
m

2
・
動

植
物

の
生

息
・
生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・
生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
田

川
ダ

ム
】

湛
水

面
積

0
.7

k
m

2
・
動

植
物

の
生

息
・
生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・
生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
筒

砂
子

ダ
ム

】
湛

水
面

積
1
.2

k
m

2
・
確

認
さ

れ
た

植
物

に
は

、
貴

重
種

は
含

ま
れ

て
お

ら
ず

、
ま

た
、

消
失

す
る

森
林

群
落

や
植

物
群

落
に

も
貴

重
な

群
落

は
な

く
、

影
響

は
少

な
い

と
考

え
ら

れ
る

。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
調

整
池

建
設

に
よ

り
動

植
物

の
生

息
・
生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・
生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
】

・
田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
直

下
の

田
川

で
は

、
河

床
材

料
の

粗
粒

化
等

が
生

じ
る

可
能

性
が

あ
る

。

【
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

】
・
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

直
下

の
筒

砂
子

川
で

は
、

河
床

材
料

の
粗

粒
化

等
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
。

【
筒

砂
子

ダ
ム

】
湛

水
面

積
1
.2

k
m

2
・
確

認
さ

れ
た

植
物

に
は

、
貴

重
種

は
含

ま
れ

て
お

ら
ず

、
ま

た
、

消
失

す
る

森
林

群
落

や
植

物
群

落
に

も
貴

重
な

群
落

は
な

く
、

影
響

は
少

な
い

と
考

え
ら

れ
る

。
【
河

道
外

調
整

池
】

・
調

整
池

建
設

に
よ

り
動

植
物

の
生

息
・
生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・
生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
田

川
ダ

ム
】

・
田

川
ダ

ム
直

下
の

田
川

で
は

、
流

況
の

変
化

に
よ

る
河

床
材

料
の

粗
粒

化
が

想
定

さ
れ

る
。

ま
た

、
河

床
高

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
河

道
外

へ
の

設
置

と
な

る
こ

と
か

ら
、

土
砂

流
動

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【
筒

砂
子

ダ
ム

】
・
筒

砂
子

ダ
ム

直
下

の
筒

砂
子

川
で

は
、

河
床

材
料

の
粗

粒
化

等
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
。

【
中

流
部

堰
】

・
堰

上
下

流
に

お
い

て
河

床
高

の
変

動
が

想
定

さ
れ

る
が

、
そ

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
孫

沢
た

め
池

か
さ

上
げ

】
・
既

存
の

た
め

池
を

活
用

す
る

対
策

案
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
土

砂
流

動
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

環
境

へ
の

影
響

【
筒

砂
子

ダ
ム

】
湛

水
面

積
1
.2

k
m

2
・
確

認
さ

れ
た

植
物

に
は

、
貴

重
種

は
含

ま
れ

て
お

ら
ず

、
ま

た
、

消
失

す
る

森
林

群
落

や
植

物
群

落
に

も
貴

重
な

群
落

は
な

く
、

影
響

は
少

な
い

と
考

え
ら

れ
る

。
【
中

流
部

堰
】

・
堰

建
設

に
よ

り
動

植
物

の
生

息
・
生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・
生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
た

め
池

か
さ

上
げ

】
・
か

さ
上

げ
に

よ
り

動
植

物
の

生
息

・
生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・
生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

●
土

砂
流

動
が

ど
う

変
化

し
、

下
流

の
河

川
・
海

岸
に

ど
の

よ
う

に
影

響
す

る
か

●
生

物
の

多
様

性
の

確
保

及
び

流
域

の
自

然
環

境
全

体
に

ど
の

よ
う

な
影

響
が

あ
る

か

【
田

川
ダ

ム
・
筒

砂
子

ダ
ム

】
・
田

川
ダ

ム
直

下
の

田
川

で
は

、
流

況
の

変
化

に
よ

る
河

床
材

料
の

粗
粒

化
が

想
定

さ
れ

る
。

ま
た

、
筒

砂
子

ダ
ム

下
流

の
筒

砂
子

川
で

は
、

河
床

材
料

の
粗

粒
化

等
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
。

・
田

川
及

び
鳴

瀬
川

で
は

、
流

況
の

変
化

に
よ

る
河

床
高

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
筒

砂
子

ダ
ム

】
・
筒

砂
子

ダ
ム

直
下

の
筒

砂
子

川
で

は
、

河
床

材
料

の
粗

粒
化

等
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
河

道
外

へ
の

設
置

と
な

る
こ

と
か

ら
、

土
砂

流
動

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

　
　

　
　

　
　

　
　

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
　

　
　

　
　

　
　

　
対

策
案

と
実

施
内

容
の

概
要

評
価

軸
と

評
価

の
考

え
方
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評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
流
水
の
正
常

な
機
能
の
維
持
⑭
）

 
⑦

専
用

ダ
ム

案
⑧

専
用

ダ
ム

と
た

め
池

か
さ

上
げ

案

⑨
中

流
部

堰
と

河
道

外
調

整
池

案

⑩
河

道
外

調
整

池
案

専
用

ﾀ
ﾞﾑ

+
導

水
路

（
二

ツ
石

川
→

田

川
上

流
）

中
流

部
堰

（
3
箇

所
）
＋

た
め

池
か

さ

上
げ

（
孫

沢
、

長
沼

）
+
専

用
ﾀ
ﾞﾑ

+
導

水
路

（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

中
流

部
堰

（
3
箇

所
）
+

河
道

外
調

整
池

（
1
1
箇

所
）
+

導
水

路
（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

河
道

外
調

整
池

（
1
1
箇

所
）
+

導
水

路
（
二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

【
専

用
ダ

ム
】

湛
水

面
積

1
.0

k
m

2

・
動

植
物

の
生

息
・
生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・
生

育
環

境
の

整
備

や
移

植

等
環

境
保

全
措

置
を

講
じ

る
必

要
が

あ
る

と
想

定
さ

れ
る

。

【
専

用
ダ

ム
】

湛
水

面
積

1
.0

k
m

2

・
動

植
物

の
生

息
・
生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・
生

育
環

境
の

整
備

や
移

植

等
環

境
保

全
措

置
を

講
じ

る
必

要
が

あ
る

と
想

定
さ

れ
る

。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
調

整
池

建
設

に
よ

り
動

植
物

の
生

息
・
生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・

生
育

環
境

の
整

備
や

移
植

等
環

境
保

全
措

置
を

講
じ

る
必

要
が

あ
る

と
想

定
さ

れ
る

。

【
中

流
部

堰
】

・
堰

建
設

に
よ

り
動

植
物

の
生

息
・
生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・
生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
た

め
池

か
さ

上
げ

】
・
か

さ
上

げ
に

よ
り

動
植

物
の

生
息

・

生
育

環
境

に
影

響
を

与
え

る
可

能
性

が
あ

り
、

必
要

に
応

じ
、

生
息

・
生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措

置
を

講
じ

る
必

要
が

あ
る

と
想

定
さ

れ
る

。

【
専

用
ダ

ム
】

・
専

用
ダ

ム
直

下
の

筒
砂

子
川

で
は

、

河
床

材
料

の
粗

粒
化

等
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
河

道
外

へ
の

設
置

と
な

る
こ

と
か

ら
、

土
砂

流
動

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【
中

流
部

堰
】

・
堰

建
設

に
よ

り
動

植
物

の
生

息
・
生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・
生

育
環

境
の

整
備

や
移

植
等

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
調

整
池

建
設

に
よ

り
動

植
物

の
生

息
・
生

育
環

境
に

影
響

を
与

え
る

可
能

性
が

あ
り

、
必

要
に

応
じ

、
生

息
・

生
育

環
境

の
整

備
や

移
植

等
環

境
保

全
措

置
を

講
じ

る
必

要
が

あ
る

と
想

定
さ

れ
る

。

【
専

用
ダ

ム
】

・
専

用
ダ

ム
直

下
の

筒
砂

子
川

で
は

、

河
床

材
料

の
粗

粒
化

等
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
。

【
中

流
部

堰
】

・
堰

上
下

流
に

お
い

て
河

床
高

の
変

動
が

想
定

さ
れ

る
が

、
そ

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
孫

沢
た

め
池

か
さ

上
げ

】
・
既

存
の

た
め

池
を

活
用

す
る

対
策

案
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
土

砂
流

動
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
長

沼
た

め
池

か
さ

上
げ

】
・
既

存
の

た
め

池
を

活
用

す
る

対
策

案
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
土

砂
流

動
へ

の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【
中

流
部

堰
】

・
堰

上
下

流
に

お
い

て
河

床
高

の
変

動
が

想
定

さ
れ

る
が

、
そ

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【
河

道
外

調
整

池
】

・
河

道
外

へ
の

設
置

と
な

る
こ

と
か

ら
、

土
砂

流
動

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

環
境

へ
の

影
響

●
土

砂
流

動
が

ど
う

変
化

し
、

下
流

の
河

川
・
海

岸
に

ど
の

よ
う

に
影

響
す

る
か

●
生

物
の

多
様

性
の

確
保

及
び

流
域

の
自

然
環

境
全

体
に

ど
の

よ
う

な
影

響
が

あ
る

か

　
　

　
　

　
　

　
　

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
　

　
　

　
　

　
　

　
対

策
案

と
実

施
内

容
の

概
要

評
価

軸
と

評
価

の
考

え
方
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表
 4
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5 

評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
流
水
の
正
常

な
機
能
の
維
持
⑮
）

 

①
田

川
ダ

ム
と

筒
砂

子
ダ

ム
案

②
田

川
ダ

ム
規

模
拡

大
案

③
筒

砂
子

ダ
ム

規
模

拡
大

案
④

田
川

ダ
ム

と

河
道

外
調

整
池

案

⑤
筒

砂
子

ダ
ム

と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

⑥
筒

砂
子

ダ
ム

と

河
道

外
調

整
池

案

【現
計

画
】

田
川

ダ
ム

＋
筒

砂
子

ダ
ム

田
川

ﾀﾞ
ﾑ

規
模

拡
大

+導
水

路
（田

川
→

鳴
瀬

川
上

流
）

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
規

模
拡

大
+導

水
路

（二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
）

田
川

ﾀﾞ
ﾑ

+河
道

外
調

整
池

（1
1箇

所
）

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
+孫

沢
た

め
池

か
さ

上
げ

+中
流

部
堰

（2
箇

所
）+

導
水

路
(二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

)

筒
砂

子
ﾀﾞ

ﾑ
+河

道
外

調
整

池
（1

1箇
所

）＋
導

水
路

(二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
)

【田
川

ダ
ム

】
・ダ

ム
堤

体
及

び
付

替
道

路
等

に
よ

り
景

観
が

変
化

す
る

と
想

定
さ

れ
る

た
め

、
法

面
の

植
生

の
回

復
等

の
環

境
保

全
措

置
を

講
ず

る
必

要
が

あ
る

と
想

定
さ

れ
る

。
・人

と
自

然
と

の
豊

か
な

ふ
れ

あ
い

の
場

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【田
川

ダ
ム

規
模

拡
大

】
・ダ

ム
堤

体
及

び
付

替
道

路
等

に
よ

り
景

観
が

変
化

す
る

と
想

定
さ

れ
る

た
め

、
法

面
の

植
生

の
回

復
等

の
環

境
保

全
措

置
を

講
ず

る
必

要
が

あ
る

と
想

定
さ

れ
る

。
・人

と
自

然
と

の
豊

か
な

ふ
れ

あ
い

の
場

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【筒
砂

子
ダ

ム
規

模
拡

大
】

・ダ
ム

堤
体

及
び

付
替

道
路

等
に

よ
り

景
観

が
変

化
す

る
と

想
定

さ
れ

る
た

め
、

法
面

の
植

生
の

回
復

等
の

環
境

保
全

措
置

を
講

ず
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

・人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【田
川

ダ
ム

】
・ダ

ム
堤

体
及

び
付

替
道

路
等

に
よ

り
景

観
が

変
化

す
る

と
想

定
さ

れ
る

た
め

、
法

面
の

植
生

の
回

復
等

の
環

境
保

全
措

置
を

講
ず

る
必

要
が

あ
る

と
想

定
さ

れ
る

。
・人

と
自

然
と

の
豊

か
な

ふ
れ

あ
い

の
場

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・ダ
ム

堤
体

及
び

貯
水

池
の

出
現

に
よ

り
、

景
観

が
一

変
す

る
た

め
、

周
辺

景
観

と
の

違
和

感
を

和
ら

げ
る

必
要

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

造
成

法
面

に
植

栽
緑

化
を

行
い

、
開

発
す

る
景

観
へ

の
影

響
が

最
小

限
と

な
る

よ
う

努
め

る
。

・人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・ダ
ム

堤
体

及
び

貯
水

池
の

出
現

に
よ

り
、

景
観

が
一

変
す

る
た

め
、

周
辺

景
観

と
の

違
和

感
を

和
ら

げ
る

必
要

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

造
成

法
面

に
植

栽
緑

化
を

行
い

、
開

発
す

る
景

観
へ

の
影

響
が

最
小

限
と

な
る

よ
う

努
め

る
。

・人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【筒
砂

子
ダ

ム
】

・ダ
ム

堤
体

及
び

貯
水

池
の

出
現

に
よ

り
、

景
観

が
一

変
す

る
た

め
、

周
辺

景
観

と
の

違
和

感
を

和
ら

げ
る

必
要

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

造
成

法
面

に
植

栽

緑
化

を
行

い
、

開
発

す
る

景
観

へ
の

影
響

が
最

小
限

と
な

る
よ

う
努

め
る

。

【河
道

外
調

整
池

】
・景

観
や

人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【た
め

池
か

さ
上

げ
】

・景
観

や
人

と
自

然
と

の
豊

か
な

ふ
れ

あ
い

の
場

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

●
C

O
2排

出
負

荷
は

ど
う

変
わ

る
か

・現
状

か
ら

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・現
状

か
ら

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・現
状

か
ら

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・現
状

か
ら

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・現
状

か
ら

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

・現
状

か
ら

の
変

化
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

　
　

　
　

　
　

　
　

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持

　
　

　
　

　
　

　
　

対
策

案
と

実
施

内
容

の
概

要

評
価

軸
と

評
価

の
考

え
方

●
景

観
、

人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
に

ど
の

よ
う

な
影

響
が

あ
る

か

環
境

へ
の

影
響

【中
流

部
堰

】
・景

観
や

人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【河
道

外
調

整
池

】
・景

観
や

人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。
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表
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6 

評
価
軸
に
よ
る
評
価
結
果
（
流
水
の
正
常

な
機
能
の
維
持
⑯
）

 

  
⑦

専
用

ダ
ム

案
⑧

専
用

ダ
ム

と

た
め

池
か

さ
上

げ
案

⑨
中

流
部

堰
と

河
道

外
調

整
池

案

⑩
河

道
外

調
整

池
案

専
用

ﾀﾞ
ﾑ

+導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）
中

流
部

堰
（3

箇
所

）＋
た

め
池

か
さ

上
げ

（孫
沢

、
長

沼
）+

専
用

ﾀﾞ
ﾑ

+導

水
路

（二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
）

中
流

部
堰

（3
箇

所
）+

河
道

外
調

整
池

（1
1箇

所
）+

導
水

路
（二

ツ
石

川
→

田
川

上
流

）

河
道

外
調

整
池

（1
1箇

所
）+

導
水

路

（二
ツ

石
川

→
田

川
上

流
）

【専
用

ダ
ム

】

・ダ
ム

堤
体

及
び

付
替

道
路

等
に

よ
り

景
観

が
変

化
す

る
と

想
定

さ
れ

る
た

め
、

法
面

の
植

生
の

回
復

等
の

環
境

保
全

措
置

を
講

ず
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

・人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【専
用

ダ
ム

】

・ダ
ム

堤
体

及
び

付
替

道
路

等
に

よ
り

景
観

が
変

化
す

る
と

想
定

さ
れ

る
た

め
、

法
面

の
植

生
の

回
復

等
の

環
境

保
全

措
置

を
講

ず
る

必
要

が
あ

る
と

想
定

さ
れ

る
。

・人
と

自
然

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
へ

の
影

響
は

小
さ

い
と

想
定

さ
れ

る
。

【河
道

外
調

整
池

】

・景
観

や
人

と
自

然
と

の
豊

か
な

ふ
れ

あ
い

の
場

へ
の

影
響

は
小

さ
い

と
想

定
さ

れ
る

。

【中
流

部
堰

】

・景
観

や
人
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4.6 目的別の総合評価（その１） 

4.6.1 目的別の総合評価（洪水調節） 

 

「田川ダム及び洪水導水路と筒砂子ダム案」、「田川ダム及び洪水導水路＋河道掘削

案」、「筒砂子ダム＋河道掘削案」、「筒砂子ダム規模拡大及び洪水導水路＋河道掘削案」、

「筒砂子ダム規模拡大と漆沢ダムとの容量再編案」、「河道掘削案」、「遊水地＋河道掘

削案」、「二線堤＋河道掘削案」、「宅地かさ上げ＋河道掘削案」、「漆沢ダムかさ上げ＋

宅地かさ上げ＋河道掘削案」、「筒砂子ダム規模拡大と漆沢ダムとの容量再編＋雨水貯

留＋水田等の保全案」の１１案について、検証要領細目に示されている７つの評価軸

（安全度、コスト、実現性、持続性、柔軟性、地域社会への影響、環境への影響）ご

との評価結果の概要は以下のとおりである。 

 

○安全度 

・ 河川整備計画レベルの目標に対する安全の確保について、河川整備計画（大臣管理

区間）の対象区間においては、河川整備計画において想定している目標流量を計画

高水位以下で流すことができ、河川整備計画（知事管理区間）の対象区間において

も河川整備計画で目標としている、戦後の代表洪水である昭和 22 年 9 月洪水が発

生しても、家屋等浸水被害を発生させず流下させることができるのは、「田川ダム

及び洪水導水路と筒砂子ダム案」、「田川ダム及び洪水導水路＋河道掘削案」、「筒砂

子ダム＋河道掘削案」、「筒砂子ダム規模拡大及び洪水導水路＋河道掘削案」、「筒砂

子ダム規模拡大と漆沢ダムとの容量再編案」、「河道掘削案」、「遊水地＋河道掘削案」、

「筒砂子ダム規模拡大と漆沢ダムとの容量再編＋雨水貯留＋水田等の保全案」であ

る。「二線堤＋河道掘削案」、「宅地かさ上げ＋河道掘削案」、「漆沢ダムかさ上げ＋

宅地かさ上げ＋河道掘削案」については、部分的に低い堤防の存置と二線堤の間や

部分的に低い堤防の存置をする区間の背後地域で水田等は浸水するが、宅地などは

整備を行うため浸水しない。 

・ 目標を上回る洪水が発生した場合の状態について、河川整備基本方針レベルの洪水

が発生した場合、全ての案において、河道の水位は計画高水位を超える区間がある。 

・ 河川整備基本方針レベルより大きい規模の洪水が発生した場合、全ての案において、

降雨の地域分布、時間分布や降雨の規模等によって異なるが、河道の水位はほとん

どの区間で計画高水位を超える可能性がある（なお、水位が整備を想定している堤

防高を一部超える区間がある）。 

・ 局地的な大雨について、全ての案において、河道の水位が計画高水位を上回るまで

は河川整備計画レベルの目標に対する安全度と同等の安全度を確保できる。また、

「田川ダム及び洪水導水路と筒砂子ダム案」、「田川ダム及び洪水導水路＋河道掘削

案」、「筒砂子ダム＋河道掘削案」、「筒砂子ダム規模拡大及び洪水導水路＋河道掘削
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案」、「筒砂子ダム規模拡大と漆沢ダムとの容量再編案」、「遊水地＋河道掘削案」、「漆

沢ダムかさ上げ＋宅地かさ上げ＋河道掘削案」、「筒砂子ダム規模拡大と漆沢ダムと

の容量再編＋雨水貯留＋水田等の保全案」において、ダムまたは遊水地の上流域で

発生した場合、その容量を上回るまでは洪水調節が可能である。 

・ 段階的にどのように安全度が確保されるかについて、10 年後に完全に効果を発現

していると想定される案はなく、「河道掘削案」については、全てのケースにおい

て同等の投資が可能であるとすれば、他の案に比べ早期に効果を発揮していると想

定される。20 年後は、「田川ダム及び洪水導水路と筒砂子ダム案」、「田川ダム及び

洪水導水路＋河道掘削案」で田川ダム及び洪水導水路は完成し、田川ダム及び洪水

導水路の下流区間に効果を発現していると想定される。また、「遊水地＋河道掘削

案」、「二線堤＋河道掘削案」、「宅地かさ上げ＋河道掘削案」、「漆沢ダムかさ上げ＋

宅地かさ上げ＋河道掘削案」は河道掘削以外の治水対策は完成し、その下流区間に

効果を発揮していると想定される。20 年後に最も効果を発現していると想定され

る案は「遊水地＋河道掘削案」であり、その他の案については、河道掘削、築堤等

の河道改修を行った区間から順次効果を発現していると想定される。 

 

○コスト 

・ 完成までに要する費用について、最も小さい案は「筒砂子ダム規模拡大と漆沢ダム

との容量再編案」であり、次いで、「筒砂子ダム＋河道掘削案」、「河道掘削案」、「遊

水地＋河道掘削案」である。 

・ 維持管理に要する費用について、最も小さい案は「河道掘削案」、「宅地かさ上げ＋

河道掘削案」であるが、河道改修を実施した区間において再び土砂が堆積する場合

は掘削に要する費用が必要となる可能性がある。なお、「河道掘削案」は「田川ダ

ム及び洪水導水路と筒砂子ダム案」よりも河道掘削量が多い。また、「二線堤＋河

道掘削案」、「宅地かさ上げ＋河道掘削案」、「漆沢ダムかさ上げ＋宅地かさ上げ＋河

道掘削案」、「筒砂子ダム規模拡大と漆沢ダムとの容量再編＋雨水貯留＋水田等の保

全案」については、部分的に低い堤防の存置と二線堤の間や部分的に低い堤防の存

置をする区間の背後地域で水田等は浸水することにより、洪水後に堆積土砂等を撤

去する費用が必要になる可能性がある。 

・ その他の費用については、「田川ダム及び洪水導水路と筒砂子ダム案」以外の案に

おいて、横坑閉塞に伴う費用が発生する。 

 

○実現性 

・ 土地所有者等の協力の見通しについて、全ての案において、土地所有者等との調整

が必要となるが、「田川ダム及び洪水導水路と筒砂子ダム案」、「田川ダム及び洪水

導水路＋河道掘削案」、「筒砂子ダム＋河道掘削案」については、現時点で土地所有
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者等に説明を行っているとともに、共同事業者との調整が進んでおり、その他の案

については新たに関係する土地所有者等に説明等は行っていない。また、全ての案

において、河道改修は、築堤および河道掘削で対応することを基本としており、河

道改修に伴い発生する用地取得等に係る土地所有者等の協力について、今後の事業

進捗に併せて調整・実施して行く必要がある。 

・ その他の関係者等との調整の見通しについて、全ての案において、河道改修に伴う

関係河川利用者との調整は、従来どおり実施していく必要がある。「筒砂子ダム規

模拡大と漆沢ダムとの容量再編案」、「漆沢ダムかさ上げ＋宅地かさ上げ＋河道掘削

案」「筒砂子ダム規模拡大と漆沢ダムとの容量再編＋雨水貯留＋水田等の保全案」

において、共同事業者や関係利水者、道路管理者等との調整を行う必要がある。「遊

水地＋河道掘削案」、「二線堤＋河道掘削案」、「宅地かさ上げ＋河道掘削案」におい

て、土地改良区等との調整が必要となる。「田川ダム及び洪水導水路と筒砂子ダム

案」、「田川ダム及び洪水導水路＋河道掘削案」、「筒砂子ダム＋河道掘削案」、「筒砂

子ダム規模拡大及び洪水導水路＋河道掘削案」、において、道路管理者等との調整

が必要となる。 

・ 法制度上の観点から実現性の見通しについて、全ての案において、現行法制度のも

とで治水対策を実施することは可能である。また、「二線堤＋河道掘削案」、「宅地

かさ上げ＋河道掘削案」、「漆沢ダムかさ上げ＋宅地かさ上げ＋河道掘削案」におい

て、治水対策を実施する地域について土地利用規制をかける場合には、建築基準法

に基づき災害危険区域を条例で指定するなどの措置を講じることが必要になる。 

・ 技術上の観点から実現性の見通しについて、「漆沢ダムかさ上げ＋宅地かさ上げ＋

河道掘削案」において、既設のロックフィルダムである漆沢ダム（既設）かさ上げ

については、今後、技術的に可能かどうか、施工中の運用はどうか等、技術的検討

が必要と想定される。その他の案においては、技術上の観点から実現性の隘路とな

る要素はない。 

 

○持続性 

・ 将来にわたって持続可能といえるかについて、全ての案において、河道の掘削に伴

い土砂堆積状況等の監視が必要となるが、管理実績もあり、適切な維持管理により

持続可能である。なお、「二線堤＋河道掘削案」、「宅地かさ上げ＋河道掘削案」、「漆

沢ダムかさ上げ＋宅地かさ上げ＋河道掘削案」において、私有地に対する平常時の

土地利用上の制約、浸水時の堆積土砂撤去や塵芥処理や補償に関する課題等から、

土地利用規制を継続させるための関係者等の調整が必要であり、「筒砂子ダム規模

拡大と漆沢ダムとの容量再編＋雨水貯留＋水田等の保全案」においても、私有地に

対する平常時の土地利用上の制約、浸水時の堆積土砂撤去や塵芥処理や補償に関す

る課題、洪水時の効果を持続させるための土地所有者、水田耕作者等の協力が必要
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不可欠である。 

 

○柔軟性 

・ 地球温暖化に伴う気候変化等の不確実性について、全ての案において、共通して実

施される河道掘削は、掘削量の調整により比較的柔軟に対応することは可能である

が、掘削量には限界がある。「田川ダム及び洪水導水路と筒砂子ダム案」、「田川ダ

ム及び洪水導水路＋河道掘削案」、「筒砂子ダム＋河道掘削案」、「筒砂子ダム規模拡

大及び洪水導水路＋河道掘削案」、「筒砂子ダム規模拡大と漆沢ダムとの容量再編

案」、「漆沢ダムかさ上げ＋宅地かさ上げ＋河道掘削案」、「筒砂子ダム規模拡大と漆

沢ダムとの容量再編＋雨水貯留＋水田等の保全案」において、かさ上げや規模拡大

により容量を増加させることは可能であるが限界がある。また、利水参画者との調

整が必要となる。「遊水地＋河道掘削案」において、遊水地は貯水容量を増やすた

め、掘込方式であるため、掘削等により比較的柔軟に対応することはできるが、掘

削量には限界がある。「二線堤＋河道掘削案」、「宅地かさ上げ＋河道掘削案」、

「漆沢ダムかさ上げ＋宅地かさ上げ＋河道掘削案」の土地利用規制を含む案につい

ては、道路等の施設管理者や土地所有者の協力が必要になることから柔軟に対応す

ることは容易ではない。 

 

○地域社会への影響 

・ 事業地及びその周辺への影響について、「田川ダム及び洪水導水路と筒砂子ダム案」、

「田川ダム及び洪水導水路＋河道掘削案」「筒砂子ダム＋河道掘削案」、「筒砂子

ダム規模拡大及び洪水導水路＋河道掘削案」、「筒砂子ダム規模拡大と漆沢ダムとの

容量再編」、「筒砂子ダム規模拡大と漆沢ダムとの容量再編＋雨水貯留＋水田等の保

全案」において、原石山工事や付替道路工事により隣接する地区で一部土地の改変

を行うこととなる。また、「漆沢ダムかさ上げ＋宅地かさ上げ＋河道掘削案」を含

めて、湛水の影響等による地すべりの可能性の有無について確認が必要となる。「遊

水地＋河道掘削案」において、全面的に掘削して確保することは、農業収益減など、

事業地周辺の経済を支える農業活動に影響を及ぼすと想定される。「二線堤＋河道

掘削案」、「宅地かさ上げ＋河道掘削案」、「漆沢ダムかさ上げ＋宅地かさ上げ＋河道

掘削案」において、部分的に低い堤防を存置する地区の水田等は、常に浸水の恐れ

があるため、営農意欲の減退など事業地域周辺の生活に影響を及ぼすと想定される。

全ての案において、施工時の土砂運搬により、必要に応じ騒音・振動対策等が必要

となる。 

・ 地域振興に対する効果について、「田川ダム及び洪水導水路と筒砂子ダム案」、「田

川ダム及び洪水導水路＋河道掘削案」、｢筒砂子ダム＋河道掘削案」、「筒砂子ダ

ム規模拡大及び洪水導水路＋河道掘削案」、「筒砂子ダム規模拡大と漆沢ダムとの
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容量再編案」、｢筒砂子ダム規模拡大と漆沢ダムとの容量再編＋雨水貯留＋水田等

の保全案」において、ダム湖を新たな観光資源とした地域振興の可能性がある一方

でフォローアップが必要である。「遊水地＋河道掘削案」において、遊水地内の土

地については、買収した上で計画的に湛水させることとなるため、土地利用の自由

度は限定される。「二線堤＋河道掘削案」、｢宅地かさ上げ＋河道掘削案」、「漆

沢ダムかさ上げ＋宅地かさ上げ＋河道掘削案」において、部分的に低い堤防から二

線堤までの区域及び、部分的に低い堤防を存置する区間の背後地域については、土

地利用上、大きな制約となる。全ての案において、河川改修による治水安全度の向

上による土地利用の変化が地域振興ポテンシャルの顕在化の契機になり得る。 

・ 地域間の利害の衡平への配慮について、「田川ダム及び洪水導水路と筒砂子ダム案」、

「田川ダム及び洪水導水路＋河道掘削案」、「筒砂子ダム＋河道掘削案」、「筒砂

子ダム規模拡大及び洪水導水路＋河道掘削案」、「筒砂子ダム規模拡大と漆沢ダム

との容量再編案」、「漆沢ダムかさ上げ＋宅地かさ上げ＋河道掘削案」、「筒砂子

ダム規模拡大と漆沢ダムとの容量再編＋雨水貯留＋水田等の保全案」において、新

たに用地の提供等を強いられる水源地域や事業地と受益地である下流域との間で、

地域間の利害の衡平への配慮が必要になる。また、全ての案について、河道掘削、

築堤等の河川改修は整備箇所と効果が発揮する範囲が概ね一致するため、下流から

順次河川整備を進める限り、地域間の利害の不衡平は生じない。「遊水地＋河道掘

削案」において、従来から堤防整備が進められていた地域に計画的に湛水させるた

め、土地利用の自由度が限定的となることから、下流域周辺地域との間で利害の衡

平に係る調整が必要と想定される。「二線堤＋河道掘削案」、「宅地かさ上げ＋河

道掘削案」、｢漆沢ダムかさ上げ＋宅地かさ上げ＋河道掘削案」において、当該地

域では隣接流域も含めた地域全体でこれまでの治水対策が行われてきた歴史的背

景から、鳴瀬川沿川の一部で浸水の危険性が高まる治水対策が地域に受け入れられ

るのは困難と想定される。「田川ダム及び洪水導水路＋河道掘削案」、「筒砂子ダム

＋河道掘削案」、「筒砂子ダム規模拡大及び洪水導水路＋河道掘削案」、「河道掘削案」、

「遊水地＋河道掘削案」、「二線堤＋河道掘削案」、「宅地かさ上げ＋河道掘削案」、「漆

沢ダムかさ上げ＋宅地かさ上げ＋河道掘削案」において、現河川整備計画は、他流

域からの洪水量を鳴瀬川で受け入れる治水対策で、当地域の歴史的背景に沿ったも

のである。よって、現河川整備計画より河道配分流量が増大するため、地域の合意

が必要となる。 

 

○環境への影響 

・ 水環境に対してどのような影響があるかについて、｢田川ダム及び洪水導水路と筒

砂子ダム案｣、｢田川ダム及び洪水導水路＋河道掘削案｣、｢筒砂子ダム規模拡大及び

洪水導水路＋河道掘削案｣、｢筒砂子ダム規模拡大と漆沢ダムとの容量再編案｣、｢漆
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沢ダムかさ上げ＋宅地かさ上げ＋河道掘削案｣、｢筒砂子ダム規模拡大と漆沢ダムと

の容量再編＋雨水貯留＋水田等の保全案」の田川ダム、筒砂子ダム規模拡大、漆沢

ダムかさ上げにおいて、水質予測では水温の変化、富栄養化等の可能性があり、選

択取水設備等の環境保全措置が必要と想定される。「筒砂子ダム規模拡大と漆沢ダ

ムとの容量再編案」、「筒砂子ダム規模拡大と漆沢ダムとの容量再編＋雨水貯留＋

水田等の保全案」において、漆沢ダム（既設）の容量再編による影響は小さいと想

定される。「田川ダム及び洪水導水路と筒砂子ダム案」、｢筒砂子ダム＋河道掘削

案」の筒砂子ダムにおいて、水質予測では富栄養化や放流水の濁水、冷水化が予想

されるが、選択取水整備により適切に運用することで環境保全目標の達成が可能で

あると考えられる。 

・ 生物の多様性の確保等への影響について、「田川ダム及び洪水導水路と筒砂子ダム

案」、「田川ダム及び洪水導水路＋河道掘削案」、「筒砂子ダム規模拡大及び洪水導水

路＋河道掘削案」、「筒砂子ダム規模拡大と漆沢ダムとの容量再編案」、「漆沢ダムか

さ上げ＋宅地かさ上げ＋河道掘削案」、「筒砂子ダム規模拡大と漆沢ダムとの容量再

編＋雨水貯留＋水田等の保全案」の田川ダム及び筒砂子ダム規模拡大において、動

植物の生息・生育環境に影響を与える可能性があり、必要に応じ、生息・生育環境

の整備や移植等環境保全措置を講じる必要があると想定される。なお、漆沢ダム（既

設）の容量再編は、動植物の生息・生育環境に影響を与える可能性は小さいと想定

される。「筒砂子ダム＋河道掘削案」において、確認された植物には、貴重種は含

まれておらず、また、消失する森林群落や植物群落にも貴重な群落はなく、影響は

少ないと考えられる。「遊水地＋河道掘削案」、「二線堤＋河道掘削案」において、

周囲堤や二線堤の築堤箇所等では、一部の水田が消失し、動植物の生息・生育環境

に影響を与える可能性があり、必要に応じて生息・生育環境の整備や移植等環境保

全措置を講じる必要があると想定される。全ての案において、共通して実施される

河道掘削等により、動植物の生息・生育環境に影響を与える可能性があり、必要に

応じて、掘削断面の工夫等環境保全措置を検討する必要があると想定される。 

・ 土砂流動の影響について、全ての案において、河道掘削を実施した区間において再

び土砂が堆積する可能性がある場合は、掘削が必要となる可能性がある。「田川ダ

ム及び洪水導水路と筒砂子ダム案」、｢田川ダム及び洪水導水路＋河道掘削案｣、｢筒

砂子ダム＋河道掘削案」において、ダム直下の河川では流況の変化による河床材料

の粗粒化等が生じる可能性がある。「筒砂子ダム規模拡大及び洪水導水路＋河道掘

削案」、｢筒砂子ダム規模拡大と漆沢ダムとの容量再編案」、｢筒砂子ダム規模拡大

と漆沢ダムとの容量再編＋雨水貯留＋水田等の保全案」の筒砂子ダム規模拡大につ

いては、現計画の筒砂子ダムと比較して、ダム貯水池内で洪水が滞留する時間は長

くなると考えられ、下流への土砂供給が変化する可能性があるが、その影響は小さ

いと想定される。｢筒砂子ダム規模拡大と漆沢ダムとの容量再編案」、｢筒砂子ダム
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規模拡大と漆沢ダムとの容量再編＋雨水貯留＋水田等の保全案」の漆沢ダム（既設）

の容量再編については、容量再編により、平常時に流水を貯留せず、また洪水時に

は貯水池内で洪水が滞留する時間が長くなると考えられることから、下流への土砂

供給が変化すると想定される。「漆沢ダムかさ上げ＋宅地かさ上げ＋河道掘削案」

の漆沢ダム（既設）かさ上げについては、現状と比較してダム貯水池内で洪水が滞

留する時間が長くなると考えられるが、かさ上げ後の平常時の水位は現状と変わら

ないことから、下流への影響は小さいと想定される。その他の案においては、鳴瀬

川では、流況の変化による河床高の変化は小さいと想定される。 

・ 景観等への影響について、「田川ダム及び洪水導水路と筒砂子ダム案」、「田川ダ

ム及び洪水導水路＋河道掘削案」の田川ダムについては、ダム堤体及び付替道路等

により景観が変化すると想定されるため、法面の植生の回復等の環境保全措置を講

じる必要があると想定される。「田川ダム及び洪水導水路と筒砂子ダム案」、「筒

砂子ダム＋河道掘削案」、「筒砂子ダム規模拡大及び洪水導水路＋河道掘削案」、

「筒砂子ダム規模拡大と漆沢ダムとの容量再編案」、「筒砂子ダム規模拡大と漆沢

ダムとの容量再編＋雨水貯留＋水田等の保全案」の筒砂子ダムについては、ダム堤

体及び貯水池の出現により、景観が一変するため、周辺景観との違和感を和らげる

必要があることから、造成法面に植栽緑化を行い、開発による景観への影響を最小

限となるよう努める。「漆沢ダムかさ上げ＋宅地かさ上げ＋河道掘削案」において、

ダム堤体のかさ上げや付替道路等により景観が変化すると想定されるため、法面の

植生の回復等の環境保全措置を講じる必要があると想定される。「遊水地＋河道掘

削案」において、現状で水田等が広がる地区に対して、周囲堤と水田等からなる遊

水地になり、景観が変化すると想定される。「二線堤＋河道掘削案」において、現

状で水田等が広がる地区に対して、二線堤が築造され景観が変化すると想定される。

全ての案において、築堤及び河道掘削により、現堤防に沿った範囲及び高水敷にお

いて景観の変化が想定される。 

 

 

このような結果を踏まえ、検証要領細目に示されている「総合的な評価の考え方」

に基づき、目的別の総合評価（洪水調節）を行った結果は以下のとおりである。 

 

1)  一定の「安全度」（河川整備計画の目標流量［三本木地点 3,400m3/s]）を

確保することを基本とすれば、「コスト」 について最も有利な案は「筒砂子

ダム規模拡大と漆沢ダムとの容量再編案」であり、次いで「筒砂子ダム＋河道

掘削案」、「河道掘削案」、「遊水地＋河道掘削案」である。 
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2) 「時間的な観点からみた実現性」として、１０年後、２０年後に完全に効果

を発揮している案はないが、「河道掘削案」および「遊水地＋河道掘削案」に

ついては、他案に比べて早期に効果を発揮していると想定される。 

3)  「環境への影響」については「筒砂子ダム規模拡大と漆沢ダムとの容量再編

案」の筒砂子ダム建設に伴う影響が予測されるものの、その影響は環境保全措

置の実施によりできる限り回避・低減されると考えられることから、「持続性」、

「柔軟性」、「地域社会への影響」の各評価軸を含め、１）、２）の評価を覆

すほどの要素はないと考えられるため、洪水調節において有利な案は「筒砂子

ダム規模拡大と漆沢ダムとの容量再編案」、「河道掘削案」、「遊水地＋河道

掘削案」である。 

 

 

【参考：検証要領細目より抜粋】 

⑤総合的な評価の考え方 

ⅰ)目的別の総合評価 

洪水調節を例に、目的別の総合評価の考え方を以下に示す。 

①に示すように検証対象ダム事業等の点検を行い、これを踏まえて①に掲げる

治水対策案の立案や③に掲げる各評価軸についての評価を行った上で、財政的、

時間的な観点を加味して以下のような考え方で目的別の総合評価を行う。 

1)一定の「安全度」を確保（河川整備計画における目標と同程度）することを

基本として、「コスト」を最も重視する。なお、「コスト」は完成までに要

する費用のみでなく、維持管理に要する費用等も評価する。 

2)また、一定期間内に効果を発現するか、など時間的な観点から見た実現性を

確認する。 

3)最終的には、環境や地域への影響を含めて③に示す全ての評価軸により、総

合的に評価する。 

特に、複数の治水対策案の間で「コスト」の差がわずかである場合等は、他の

評価軸と併せて十分に検討することとする。 

なお、以上の考え方によらずに、特に重視する評価軸により評価を行う場合等

は、その理由を明示する。 

新規利水、流水の正常な機能の維持等についても、洪水調節における総合評価

の考え方と同様に目的別の総合評価を行う。 

なお、目的別の検討に当たっては、必要に応じ、相互に情報の共有を図りつつ

検討する。 

 



4. 鳴瀬川総合開発事業ダム検証に係わる検討の内容 ～目的別の総合評価（その１）～ 
 

 4-293

4.6.2 目的別の総合評価（新規利水） 

 

「田川ダムと筒砂子ダム案」、「田川ダム規模拡大案」、「筒砂子ダム規模拡大案」、

「田川ダムと中流部堰案」、「田川ダムとため池かさ上げ案」、「田川ダムと河道外調

整池案」、「筒砂子ダムとため池かさ上げ案」、「筒砂子ダムと河道外調整池案」、「利

水専用ダム案」、「漆沢ダム有効活用とため池かさ上げ案」、「中流部堰と河道外調整

池案」、「河道外調整池案」の 12 案について、検証要領細目に示されている 6 つの

評価軸（目標、コスト、実現性、持続性、地域社会への影響、環境への影響）ごと

の評価結果の概要は以下に示すとおりである。 

 

○目標 

・ 必要な開発水量の確保について、全ての案において、利水参画（予定）者が必要と

する開発水量を確保することができる。 

・ 段階的にどのような効果が確保されていくのかについて、10 年後に目標とする水

供給が可能となる案はないが、20 年後に目標を達成することが可能な案は、「田川

ダム規模拡大案」、「田川ダムと中流部堰案」、「田川ダムと河道外調整池案」、「中流

部堰と河道外調整池案」と想定される。 

・ どの範囲でどのような効果が確保されていくのかについて、全ての案において、各

取水予定地点において、必要な水量を取水することが可能である。 

・ どのような水質が得られるかについて、全ての案において、現状の河川水質と同等

の水質が得られると考えられる。 

 

○コスト 

・ 完成までに要する費用について、最も小さい案は「筒砂子ダム規模拡大案」である。 

・ 維持管理に要する費用が最も小さい案は「漆沢ダム有効活用とため池かさ上げ案」

である。 

・ その他の費用については、「田川ダムと筒砂子ダム案」以外の案において、横坑閉

塞に伴う費用が発生する。 

 

○実現性 

・ 土地所有者等の協力の見通しについて、全ての案において、土地所有者等の協力が

必要となる。「田川ダムと筒砂子ダム案」、「田川ダムと中流部堰案」、「田川ダムと

ため池かさ上げ案」、「田川ダムと河道外調整池案」、「筒砂子ダムとため池かさ上げ

案」、「筒砂子ダムと河道外調整池案」の田川ダムと筒砂子ダムについては、土地所

有者等に説明を行っている。その他の案については、現時点で施設管理者や土地所

有者等への説明を行っていない。 
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・ 関係する河川使用者の同意の見通しについて、全ての案において、関係河川使用者

の同意が必要であるが、現時点では関係する河川使用者に説明等は行っていない。 

・ 発電を目的として事業に参画している者への影響について、現時点で参画を予定し

ている者はいない。 

・ その他の関係者等との調整の見通しについて、「中流部堰と河道外調整池案」、「河

道外調整池案」において、現時点では想定されず、「漆沢ダム有効活用とため池か

さ上げ案」については、治水代替により河道改修が必要となる構造物の管理者及び

関係者との調整が必要である。その他の案については、国道、町道及び林道等の付

替に関する調整が必要である。 

・ 事業期間について、完成までの期間が最も短いのは「田川ダムと中流部堰案」、「田

川ダムと河道外調整池案」である。 

・ 法制度上の観点からの実現性の見通しについて、全ての案において、実施すること

は可能である。 

・ 技術上の観点からの実現性の見通しについて、全ての案において技術上の観点から

実現性の隘路となる要素はない。 

 

○持続性 

・ 将来にわたる持続性について、全ての案において継続的な監視や観測が必要となる

が、管理実績もあり、適切な維持管理により持続可能である。 

 

○地域社会への影響 

・ 事業地及びその周辺への影響について、「田川ダムと筒砂子ダム案」、「田川ダム規

模拡大案」、「筒砂子ダム規模拡大案」、「田川ダムと中流部堰案」、「田川ダムとため

池かさ上げ案」、「田川ダムと河道外調整池案」、「筒砂子ダムとため池かさ上げ案」、

「筒砂子ダムと河道外調整池案」、「利水専用ダム案」において、原石山工事や付替

道路工事により、一部土地の改変が伴い、また、湛水の影響等による地すべりの可

能性の有無について確認する必要がある。「漆沢ダム有効活用とため池かさ上げ案」

については、治水代替により追加の用地取得が必要となる。 

・ 地域振興に対する効果について、「田川ダムと筒砂子ダム案」、「田川ダム規模拡大

案」、「筒砂子ダム規模拡大案」、「田川ダムと中流部堰案」、「田川ダムとため池かさ

上げ案」、「田川ダムと河道外調整池案」、「筒砂子ダムとため池かさ上げ案」、「筒砂

子ダムと河道外調整案」、「利水専用ダム案」のダムにおいては、ダム湖を新たな観

光資源とした地域振興の可能性がある一方で、フォローアップが必要である。「田

川ダムと中流部堰案」、「田川ダムと河道外調整池案」、「筒砂子ダムとため池かさ上

げ案」、「筒砂子ダムと河道外調整池案」、「中流部堰と河道外調整池案」、「河道外調

整池案」の中流部堰及び河道外調整池については、新たな水面がレクリエーション
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の場となり、地域振興につながる可能性がある。「田川ダムとため池かさ上げ案」、

「筒砂子ダムとため池かさ上げ案」、「漆沢ダム有効活用とため池かさ上げ案」のた

め池かさ上げについては、ため池かさ上げに関連して、周辺環境整備が実施される

のであれば、地域振興につながる可能性がある。 

・ 地域間の利害の衡平への配慮について、「田川ダムと筒砂子ダム案」、「田川ダム規

模拡大案」、「筒砂子ダム規模拡大案」、「田川ダムと中流部堰案」、「田川ダムとため

池かさ上げ案」、「田川ダムと河道外調整池案」、「筒砂子ダムとため池かさ上げ案」、

「筒砂子ダムと河道外調整池案」、「利水専用ダム案」のダムにおいては、用地の提

供等を強いられる水源地域や事業地と受益地である下流域との間で、地域間の利害

の衡平の調整が必要となる。「田川ダムと中流部堰案」、「筒砂子ダムとため池かさ

上げ案」、「中流部堰と河道外調整池案」、「田川ダムとため池かさ上げ案」、「漆沢ダ

ム有効活用とため池かさ上げ案」のため池かさ上げ及び中流部堰においては、関係

土地改良区等で組織する協議会等で地域間の利害の衡平等を図ることは可能と思

われる。「田川ダムと河道外調整池案」、「筒砂子ダムと河道外調整池案」、「中流部

堰と河道外調整池案」、「河道外調整池案」の河道外調整池においては、受益地は下

流域であるため、掘削で影響する地域住民の十分な理解、協力を得る必要がある。

「漆沢ダム有効活用とため池かさ上げ案」においては、漆沢ダムからの補給は、こ

れまでどおり下流河川の状況を監視しながらの補給を行うため、これまでと同様に

地域間の利害の衡平への配慮がなされる。 

 

○環境への影響 

・ 水環境に対する影響について、「田川ダムと筒砂子ダム案」、「筒砂子ダムとため池

かさ上げ案」、「筒砂子ダムと河道外調整池案」の筒砂子ダムにおいては、水質予測

によると富栄養化や放流水の濁水・冷水化が予測されることから、選択取水設備等

により適切に運用することで環境保全目標の達成が可能であると考えられる。「田

川ダムと筒砂子ダム案」の田川ダムと、「田川ダム規模拡大案」、「筒砂子ダム規模

拡大案」、「田川ダムと中流部堰案」、「田川ダムとため池かさ上げ案」、「田川ダムと

河道外調整池案」、「利水専用ダム」のダムにおいては、水質予測によると、水温の

変化、富栄養化等の可能性があり、選択取水設備等の環境保全措置が必要と想定さ

れる。「田川ダムとため池かさ上げ案」、「筒砂子ダムとため池かさ上げ案」、「漆沢

ダム有効活用とため池かさ上げ案」のため池かさ上げにおいては、かさ上げ後は水

質が変化する可能性があることから、水質改善対策が必要と想定される。「田川ダ

ムと中流部堰案」、「田川ダムと河道外調整池案」、「筒砂子ダムとため池かさ上げ案」、

「筒砂子ダムと河道外調整池案」、「中流部堰と河道外調整池案」、「河道外調整池案」

の中流部堰及び河道外調整池においては、水環境への影響は小さいと想定される。 

・ 地下水位や地盤沈下への影響について、「田川ダムと中流部堰案」、「田川ダムと河
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道外調整池案」、「筒砂子ダムとため池かさ上げ案」、「筒砂子ダムと河道外調整池案」、

「中流部堰と河道外調整池案」、「河道外調整池案」の中流部堰及び河道外調整池に

おいて、水位の上昇により周辺の地下水位が上昇する可能性が有り、必要に応じて

止水板等の対策が必要になると想定される。 

・ 生物の多様性の確保等への影響について、「田川ダムと筒砂子ダム案」、「筒砂子ダ

ムとため池かさ上げ案」、「筒砂子ダムと河道外調整池案」の筒砂子ダムにおいては、

確認された植物には、貴重種は含まれておらず、また、消失する森林群落や植物群

落にも貴重な群落はなく、影響は少ないと考えられる。「田川ダムと筒砂子ダム案」

の田川ダム、「田川ダム規模拡大案」、「田川ダムと中流部堰案」、「田川ダムとため

池かさ上げ案」、「田川ダムと河道外調整池案」、「筒砂子ダム規模拡大案」、「利水専

用ダム案」、「田川ダムと中流部堰案」、「田川ダムとため池かさ上げ案」、「田川ダム

と河道外調整池案」、「筒砂子ダムとため池かさ上げ案」、「筒砂子ダムと河道外調整

池案」、「中流部堰と河道外調整池案」、「河道外調整池案」のダム及び中流部堰、た

め池かさ上げ、河道外調整池については、動植物の生息・生育環境に影響を与える

可能性があり、必要に応じて、生息・生育環境の整備や移植等環境保全措置を講じ

る必要があると想定される。「漆沢ダム有効活用とため池かさ上げ案」の漆沢ダム

治水容量買い上げについては、制限水位が上昇するが、動植物の生息・生育環境へ

の影響は小さいと想定される。 

・ 土砂流動の影響について、「田川ダムと筒砂子ダム案」、「田川ダム規模拡大案」、「筒

砂子ダム規模拡大案」、「田川ダムと中流部堰案」、「田川ダムとため池かさ上げ案」、

「田川ダムと河道外調整池案」、「筒砂子ダムとため池かさ上げ案」、「筒砂子ダムと

河道外調整池案」、「利水専用ダム案」のダムにおいて、ダム直下の河川では河床材

料の粗粒化等が生じる可能性がある。また、「田川ダムと筒砂子ダム案」について

は、田川及び鳴瀬川における流況の変化による河床高の変化は小さいと想定される。

「田川ダムと中流部堰案」、「筒砂子ダムとため池かさ上げ案」、「中流部堰と河道外

調整池案」の中流部堰については、堰上下流において河床高の変化が想定されるが、

その変化は小さいと想定される。「田川ダムとため池かさ上げ案」、「筒砂子ダムと

ため池かさ上げ案」、「漆沢ダム有効活用とため池かさ上げ案」のため池かさ上げに

ついては、既存のため池を活用する対策案であることから、土砂流動の影響は小さ

いと想定される。「田川ダムと河道外調整池案」、「筒砂子ダムと河道外調整池案」、

「中流部堰と河道外調整池案」、「河道外調整池案」の河道外調整池については、河

道外への設置となることから、土砂流動への影響は小さいと想定される。「漆沢ダ

ム有効活用とため池かさ上げ案」の漆沢ダム治水容量買い上げについては、既存の

漆沢ダムを活用する対策案であり、現状と比較して、土砂流動の影響は小さいと想

定される。 

・ 景観等への影響について、「田川ダムと筒砂子ダム案」、「田川ダム規模拡大案」、「田
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川ダムと中流部堰案」、「田川ダムとため池かさ上げ案」、「田川ダムと河道外調整池

案」、「筒砂子ダム規模拡大案」、「利水専用ダム案」のダムにおいて、ダム堤体及び

付替道路等により景観が変化すると想定されるため、法面の植生の回復等の環境保

全措置を講じる必要があると想定される。「田川ダムと筒砂子ダム案」、「筒砂子ダ

ムとため池かさ上げ案」、「筒砂子ダムと河道外調整池案」の筒砂子ダムにおいては、

ダム堤体及び貯水池の出現により、景観が一変するため、周辺景観との違和感を和

らげる必要があることから、造成法面に植栽緑化を行い、開発する景観への影響が

最小限となるよう努める。その他の案については、景観の変化はあるが影響は小さ

いと想定される。また、全ての案について人の自然との豊かなふれあいの場への影

響は小さいと想定される。 

・ CO2 排出負荷の変化について、全ての案において、現状からの変化は小さいと想定

される。 

 

このような結果を踏まえ、検証要領細目に示されている「総合的な評価の考え方」

に基づき、目的別の総合評価（新規利水）を行った結果は次のとおりである。 

1) 一定の「目標」（利水参画者（予定）者に確認した必要な開発量：23.423m3/s(代

かき期)等※）を確保することを基本とすれば、「コスト」について最も有利な

案は「筒砂子ダム規模拡大案」である。 

2) 「時間的な観点から見た実現性」として、10 年後に「目標」を達成すること

が可能となると想定される案はないが、20 年後に「目標」を達成することが

可能な案は、「田川ダム規模拡大案」、「田川ダムと中流部堰案」、「田川ダ

ムと河道外調整池案」、「中流部堰と河道外調整池案」と想定される。 

3) 「持続性」、「地域社会への影響」、「環境への影響」については 1)の評価

を覆すほどの要素はないと考えられるため、「コスト」を最も重視することと

し、新規利水において最も有利な案は「筒砂子ダム規模拡大案」である。 

 

  ※必要な開発量は、代かき期最大 23.423m3/s、普通期最大 15.624m3/s で既得用水（代かき期最

大 11.800m3/s、普通期最大 10.306m3/s）を含む。  
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【参考：検証要領細目より抜粋】 

⑤総合的な評価の考え方 

ⅰ)目的別の総合評価 

洪水調節を例に、目的別の総合評価の考え方を以下に示す。 

①に示すように検証対象ダム事業等の点検を行い、これを踏まえて①に掲げる

治水対策案の立案や③に掲げる各評価軸についての評価を行った上で、財政的、

時間的な観点を加味して以下のような考え方で目的別の総合評価を行う。 

1)一定の「安全度」を確保（河川整備計画における目標と同程度）することを

基本として、「コスト」を最も重視する。なお、「コスト」は完成までに要

する費用のみでなく、維持管理に要する費用等も評価する。 

2)また、一定期間内に効果を発現するか、など時間的な観点から見た実現性を

確認する。 

3)最終的には、環境や地域への影響を含めて③に示す全ての評価軸により、総

合的に評価する。 

特に、複数の治水対策案の間で「コスト」の差がわずかである場合等は、他の

評価軸と併せて十分に検討することとする。 

なお、以上の考え方によらずに、特に重視する評価軸により評価を行う場合等

は、その理由を明示する。 

新規利水、流水の正常な機能の維持等についても、洪水調節における総合評価

の考え方と同様に目的別の総合評価を行う。 

なお、目的別の検討に当たっては、必要に応じ、相互に情報の共有を図りつつ

検討する。 
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4.6.3 目的別の総合評価（流水の正常な機能の維持） 

 

「田川ダムと筒砂子ダム案」、「田川ダム規模拡大案」、「筒砂子ダム規模拡大案」、

「田川ダムと河道外調整池案」、「筒砂子ダムとため池かさ上げ案」、「筒砂子ダム

と河道外調整池案」、「専用ダム案」、「専用ダムとため池かさ上げ案」、「中流部堰

と河道外調整池案」、「河道外調整池案」の 10 案について、検証要領細目に示さ

れている 6 つの評価軸（目標、コスト、実現性、持続性、地域社会への影響、環

境への影響）ごとの評価結果の概要は以下に示すとおりである。 

 

○目標 

・ 必要な流量が確保できるかについて、全ての案において、現計画で目標としている

必要量を確保することができる。 

・ 段階的にどのような効果が確保されていくのかについて、10 年後に目標とする水

供給が可能となる案はないが、20 年後に目標を達成することが可能な案は、「田川

ダムと河道外調整池案」、「専用ダム案」、「中流部堰と河道外調整池案」、「河道外調

整池案」と想定される。 

・ どの範囲でどのような効果が確保されていくのかについて、全ての案において、既

得用水及び正常流量が確保できる。 

・ どのような水質が得られるかについて、全ての案において、現状の河川水質と同等

と想定される。 

 

○コスト 

・ 完成までに要する費用について、最も小さい案は「筒砂子ダム規模拡大案」である。 

・ 維持管理に要する費用が最も小さい案は「河道外調整池案」である。 

・ その他の費用については、「田川ダムと筒砂子ダム案」以外の案において、横坑閉

塞に伴う費用が発生する。 

 

○実現性 

・ 土地所有者等の協力の見通しについて、全ての案において、土地所有者等の協力が

必要となる。「田川ダムと筒砂子ダム案」、「田川ダムと河道外調整池案」、「筒砂子

ダムとため池かさ上げ案」、「筒砂子ダムと河道外調整池案」の田川ダムと筒砂子ダ

ムについては、土地所有者に説明を行っている。その他の案については、現時点で

施設管理者や土地所有者等への説明を行っていない。 

・ 関係する河川使用者の同意の見通しについて、全ての案において、関係河川使用者

の同意が必要であるが、現時点では関係する河川使用者に説明等は行っていない。 

・ 発電を目的として事業に参画している者への影響について、現時点で参画を予定し
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ている者はいない。 

・ その他の関係者等との調整の見通しについて、「中流部堰と河道外調整池案」、「河

道外調整池案」においては、現時点で想定されない。その他の案については、国道、

町道及び林道等の付替に関する調整が必要である。 

・ 事業期間について、完成までの期間が最も短いのは「田川ダムと河道外調整池案」、

「専用ダム案」、「中流部堰と河道外調整池案」である。 

・ 法制度上の観点からの実現性の見通しについては、全ての案において、実施するこ

とは可能である。 

・ 技術上の観点からの実現性の見通しについて、全ての案において、技術上の観点か

ら実現性の隘路となる要素はない。 

 

○持続性 

・ 将来にわたる持続性について、全ての案において、継続的な監視や観測が必要とな

るが、管理実績もあり、適切な維持管理により持続可能である。 

 

○地域社会への影響 

・ 事業地及びその周辺への影響について、「田川ダムと筒砂子ダム案」、「田川ダム規

模拡大案」、「筒砂子ダム規模拡大案」、「田川ダムと河道外調整池案」、「筒砂子ダム

とため池かさ上げ案」、「筒砂子ダムと河道外調整池案」、「専用ダム案」、「専用ダム

とため池かさ上げ案」において、原石山工事や付替道路工事により、一部土地の改

変が伴い、また、湛水の影響等による地すべりの可能性の有無について確認する必

要がある。 

・ 地域振興に対する効果について、「田川ダムと筒砂子ダム案」、「田川ダム規模拡大

案」、「筒砂子ダム規模拡大案」、「田川ダムと河道外調整池案」、「筒砂子ダムとため

池かさ上げ案」、「筒砂子ダムと河道外調整池案」、「専用ダム案」、「専用ダムとため

池かさ上げ案」のダムにおいては、ダム湖を新たな観光資源とした地域振興の可能

性がある一方で、フォローアップが必要である。「田川ダムと河道外調整池案」、「筒

砂子ダムとため池かさ上げ案」、「筒砂子ダムと河道外調整池案」、「専用ダムとため

池かさ上げ案」、「中流部堰と河道外調整池案」、「河道外調整池案」の中流部堰及び

河道外調整池については、新たな水面がレクリエーションの場となり、地域振興に

つながる可能性がある。「筒砂子ダムとため池かさ上げ案」、「専用ダムとため池か

さ上げ案」のため池かさ上げについては、ため池かさ上げに関連して、周辺環境整

備が実施されるのであれば、地域振興につながる可能性がある。 

・ 地域間の利害の衡平への配慮について、「田川ダムと筒砂子ダム案」、「田川ダム規

模拡大案」、「筒砂子ダム規模拡大案」、「田川ダムと河道外調整池案」、「筒砂子ダム

とため池かさ上げ案」、「筒砂子ダムと河道外調整池案」、「専用ダム案」、「専用ダム
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とため池かさ上げ案」のダムにおいては、用地の提供等を強いられる水源地域や事

業地と受益地である下流域との間で、地域間の利害の衡平の調整が必要となる。「田

川ダムと河道外調整池案」、「筒砂子ダムと河道外調整池案」、「中流部堰と河道外調

整池案」、「河道外調整池案」の河道外調整池においては、受益地は下流域であるた

め、掘削で影響する地域住民の十分な理解、協力を得る必要がある。「筒砂子ダム

とため池かさ上げ案」、「専用ダムとため池かさ上げ案」、「中流部堰と河道外調整池

案」の中流部堰及びため池かさ上げにおいては、関係土地改良区等で組織する協議

会等で地域間の利害の衡平等を図ることは可能と思われる。 

 

○環境への影響 

・ 水環境に対する影響について、「田川ダムと筒砂子ダム案」、「筒砂子ダムとため池

かさ上げ案」、「筒砂子ダムと河道外調整池案」の筒砂子ダムにおいては、水質予測

によると富栄養化や放流水の濁水・冷水化が予測されることから、選択取水設備等

により適切に運用することで環境保全目標の達成が可能であると考えられる。「田

川ダムと筒砂子ダム案」の田川ダム、「田川ダム規模拡大案」、「筒砂子ダム規模拡

大案」、「田川ダムと河道外調整池案」、「専用ダム案」、「専用ダムとため池かさ上げ

案」のダムにおいては、水質予測によると、水質の変化、富栄養化等の可能性があ

り、選択取水設備等の環境保全措置が必要と想定される。「筒砂子ダムとため池か

さ上げ案」、「専用ダムとため池かさ上げ案」のため池かさ上げにおいては、かさ上

げ後は水質が変化する可能性があることから、水質改善対策が必要と想定される。

「田川ダムと河道外調整池案」、「筒砂子ダムとため池かさ上げ案」、「筒砂子ダムと

河道外調整池案」、「専用ダムとため池かさ上げ案」、「中流部堰と河道外調整池案」、

「河道外調整池案」の中流部堰及び河道外調整池においては、水環境への影響は小

さいと想定される。 

・ 地下水位や地盤沈下への影響について、「田川ダムと河道外調整池案」、「筒砂子ダ

ムとため池かさ上げ案」、「筒砂子ダムと河道外調整池案」、「専用ダムとため池かさ

上げ案」、「中流部堰と河道外調整池案」、「河道外調整池案」の中流部堰及び河道外

調整池においては、水位の上昇により周辺の地下水位が上昇する可能性が有り、必

要に応じて止水板等の対策が必要になると想定される。 

・ 生物の多様性の確保等への影響について、「田川ダムと筒砂子ダム案」、「筒砂子ダ

ムとため池かさ上げ案」、「筒砂子ダムと河道外調整池案」の筒砂子ダムについては、

確認された植物には、貴重種は含まれておらず、また、消失する森林群落や植物群

落にも貴重な群落はなく、影響は少ないと考えられる。「田川ダムと筒砂子ダム案」、

「田川ダム規模拡大案」、「筒砂子ダム規模拡大案」、「田川ダムと河道外調整池案」、

「筒砂子ダムとため池かさ上げ案」、「筒砂子ダムと河道外調整池案」、「専用ダム案」、

「専用ダムとため池かさ上げ案」、「中流部堰と河道外調整池案」、「河道外調整池案」
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の田川ダム（規模拡大含む）、筒砂子ダム規模拡大、専用ダム、中流部堰、ため池

かさ上げ及び河道外調整池については、動植物の生息・生育環境に影響を与える可

能性があり、必要に応じて、生息・生育環境の整備や移植等環境保全措置を講じる

必要があると想定される。 

・ 土砂流動の影響について、「田川ダムと筒砂子ダム案」、「田川ダム規模拡大案」、「筒

砂子ダム規模拡大案」、「田川ダムと河道外調整池案」、「筒砂子ダムとため池かさ上

げ案」、「筒砂子ダムと河道外調整池案」、「専用ダム案」、「専用ダムとため池かさ上

げ案」のダムにおいて、ダム直下の河川では河床材料の粗粒化等が生じる可能性が

ある。また、「田川ダムと筒砂子ダム案」については、田川及び鳴瀬川における流

況の変化による河床高の変化は小さいと想定される。「筒砂子ダムとため池かさ上

げ案」、「専用ダムとため池かさ上げ案」、「中流部堰と河道外調整池案」の中流部堰

については、堰上下流において河床高の変化が想定されるが、その変化は小さいと

想定される。「筒砂子ダムとため池かさ上げ案」、「専用ダムとため池かさ上げ案」

のため池かさ上げについては、既存のため池を活用する対策案であることから、土

砂流動の影響は小さいと想定される。「田川ダムと河道外調整池案」、「筒砂子ダム

と河道外調整池案」、「中流部堰と河道外調整池案」、「河道外調整池案」の河道外調

整池については、河道外への設置となることから、土砂流動への影響は小さいと想

定される。 

・ 景観等への影響について、「田川ダムと筒砂子ダム案」、「田川ダム規模拡大案」、「筒

砂子ダム規模拡大案」、「田川ダムと河道外調整池案」、「専用ダム案」、「専用ダムと

ため池かさ上げ案」のダムにおいて、ダム堤体及び付替道路等により景観が変化す

ると想定されるため、法面の植生の回復等の環境保全措置を講じる必要があると想

定される。「田川ダムと筒砂子ダム案」、「筒砂子ダムとため池かさ上げ案」、「筒砂

子ダムと河道外調整池案」の筒砂子ダムについては、ダム堤体及び貯水池の出現に

より、景観が一変するため、周辺環境との違和感を和らげる必要があることから、

造成法面に植栽緑化を行い、開発する景観への影響が最小限となるよう努める。そ

の他の案については、景観の変化はあるが影響は小さいと想定される。また、全て

の案について、人と自然との豊かなふれあいの場への影響は小さいと想定される。 

・ CO2 排出負荷の変化について、全ての案において、現状からの変化は小さいと想定

される。 
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このような結果を踏まえ、検証要領細目に示されている「総合的な評価の考え

方」に基づき、目的別の総合評価（流水の正常な機能の維持）を行った結果は次

のとおりである。 

1) 一定の「目標」（鳴瀬川中流堰下流地点における正常流量 2.0m3/s：５～８

月、4.0m3/s：９～４月）を確保することを基本とすれば、「コスト」につい

て最も有利な案は「筒砂子ダム規模拡大案」である。 

2) 「時間的な観点から見た実現性」として、10 年後に「目標」を達成すること

が可能となると想定される案はないが、20 年後に「目標」を達成することが

可能な案は、「田川ダムと河道外調整池案」、「専用ダム案」、「中流部堰と

河道外調整池案」、「河道外調整池案」と想定される。 

3) 「持続性」、「地域社会への影響」、「環境への影響」については 1)の評価

を覆すほどの要素はないと考えられ、「コスト」を最も重視することとし、流

水の正常な機能の維持において最も有利な案は「筒砂子ダム規模拡大案」であ

る。 
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【参考：検証要領細目より抜粋】 

⑤総合的な評価の考え方 

ⅰ)目的別の総合評価 

洪水調節を例に、目的別の総合評価の考え方を以下に示す。 

①に示すように検証対象ダム事業等の点検を行い、これを踏まえて①に掲げる

治水対策案の立案や③に掲げる各評価軸についての評価を行った上で、財政的、

時間的な観点を加味して以下のような考え方で目的別の総合評価を行う。 

1)一定の「安全度」を確保（河川整備計画における目標と同程度）すること

を基本として、「コスト」を最も重視する。なお、「コスト」は完成まで

に要する費用のみでなく、維持管理に要する費用等も評価する。 

2)また、一定期間内に効果を発現するか、など時間的な観点から見た実現性

を確認する。 

3)最終的には、環境や地域への影響を含めて③に示す全ての評価軸により、

総合的に評価する。 

特に、複数の治水対策案の間で「コスト」の差がわずかである場合等は、他の

評価軸と併せて十分に検討することとする。 

なお、以上の考え方によらずに、特に重視する評価軸により評価を行う場合等

は、その理由を明示する。 

新規利水、流水の正常な機能の維持等についても、洪水調節における総合評価

の考え方と同様に目的別の総合評価を行う。 

なお、目的別の検討に当たっては、必要に応じ、相互に情報の共有を図りつつ

検討する。 
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4.7 検証対象ダムの総合的な評価（その１） 

 

検証要領細目に示されている「⑤総合的な評価の考え方 ⅱ)検証対象ダムの総合的な

評価」に基づき、検証対象ダムの総合的な評価を行った。目的別の総合評価を行った結

果を整理すると、以下のとおりである。 

 

(1) 洪水調節について目的別の総合評価を行った結果、有利な案は「筒砂子ダム規模

拡大と漆沢ダムとの容量再編案」、「河道掘削案」、「遊水地＋河道掘削案」である。 

 

(2) 新規利水（かんがい）および流水の正常な機能の維持について目的別の総合評価

を行った結果、最も有利な案はいずれも「筒砂子ダム規模拡大案」である。 

 

(3) 洪水調節の目的別の総合評価（有利な案が上記（１）に示す 3 案）と、新規利水

（かんがい）および流水の正常な機能の維持の目的別の総合評価（最も有利な案が

上記（２）に示す１案）の結果が一致しないことから、総合的に勘案して評価する

こととする。 

 

そのため、「洪水調節、新規利水（かんがい）、流水の正常な機能の維持」の３つの目

的を満足できる組合せを総合的に勘案した上で、「３つの目的を満足できる統合案」を

立案し、これまでの複数の各目的別の対策案に立案した対策案を追加して、３つの目的

における評価軸ごとの評価及び目的別の総合評価、検証対象ダムの総合評価を行うもの

とする。 

 

【参考：検証要領細目より抜粋】 

第４ 再評価の視点 

１ 再評価の視点 

(2)事業の進捗の見込みの視点、コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点 

 

⑤総合的な評価の考え方 

ⅱ)検証対象ダムの総合的な評価 

ⅰ)の目的別の総合評価を行った後、各目的別の検討を踏まえて、検証の対象とする

ダム事業に関する総合的な評価を行う。目的別の総合評価の結果が全ての目的で一

致しない場合は、各目的それぞれの評価結果やそれぞれの評価結果が他の目的に与

える影響の有無、程度等について、検証対象ダムや流域の実情等に応じて総合的に

勘案して評価する。検討主体は、総合的な評価を行った結果とともに、その結果に

至った理由等を明示する。 
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